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第17巻(1997)

はじめに

　　　　

ア式蹴球事始め

一堀桑吉先生と明治44年まで一

篠

　

田

　

昭八郎1）吉

　

田

　

勝

　

志2）

　

停年間近となり、古いサッカー資料整理の

折、昭和40年1月(1965)、恩師に新潟大学より

岐阜工業高等専門学校へ転出挨拶に出向いた

時、｢岐阜に日本で一番古く蹴球を始めた(日

本蹴球協会が昭和49年、剛日本サッカー協会に

変更にともない現在使用されているサッカーが

定着)堀桑吉先生11)(明11.2. 1(1878)生、昭

48.2. 11(1973)没、以下敬称略)か健在で、

一度お会いして当時の話を聞いてみたら｣との

こと、何はともあれ、一度堀宅へお伺いし、当

時の事情を聞くべく、テープレコーダー持参

(昭41. 1.6)で蹴球等対談をテープ6本に録音

したのか見出された。

　

先生は、(日本新教育百年史JI)の岐阜県有

名人、4名中の1名に記されている。

　

加えて、平成7年10月、加納高校(岐阜)同

級生でサッカー仲間の松野敏郎より、義祖父、

塩津環・2)(明14.8.1(1882)生、昭42. 2. 5

　

(1967)没のア式蹴球設立当時の東京高等師範

学校時代のユニフォーム姿の写真を拝見した。

　

これ等を基に文献等より当時の時代考察を試

みたが、サッカーが何時、如何に開始されたか

の空白部を充分に満たすには至らなかった。加

えて、明らかに間違いと推察される記述も見受

けられた。

　

これ等の事から、本稿かア式蹴球設立当時の

空白部を充当する一部の資料になることを願

い、ここに報告する。

調査方法

　

図書館等や筆者所蔵資料「日本へのサッカ

移入の歴史」を中心に、堀と筆者の対談、当時

の新聞記事等も加味し、その実態把握を試み

た。

調査結果

（1）堀との対談に、岐阜加納尋常高等小学校在

校中（当時の小学校は4年制）の明治22.23年

にカワイ先生が、フートボールを昼休み時、毎

日校庭で行った。競技方法は、塀にサッカー

ボールが当たれば1点て、グランド中央に持ち

帰り再びプレーをした。子供の数は日により参

加人員か異なり、20～70人位が2分して競技を

行ったが、明治２４年は濃尾大地震（明

24. 10.28)で学校が焼け、以後は出来なかっ

たと話された。

　

同様、山田2）は、「小学生時代、校庭の中央

に同級生が2分され紅白の色分けの帽子をか

ぶってボールを挟んで対陣し、校舎の土台石に

なっている高さ1尺5寸（約90Cm）の御影石で

20間（約36m)の長さにある相対したものに向

かって互いに入り乱れてボールを蹴りあてる。

相手方を手で押しのけたりすることは、おかま

いなしだか、ボールを手で扱ってはならないと

いうルールはあった。先生の号令一下、両軍は

今日行われているラグビーのルーズスクラムの

様に頭をつき出し手を肩にかけ幾十本と重なり

乱れて動く脚の中に動かぬボール、目に見えぬ

ボールを目当てにワッショイ、ワッショイと押

しまくり何処からともなく漏れ出たボールを爪

先でチョイ、チョイ突き乍ら、土台石まで運ん

で蹴りあてる。そして1点、また、中央に対立

して先生の号令で再びこうした猛闘か校庭に続

けられる。御輿を担いで騒ぎまわる様なことか

I)岐阜大学医療技術短期大学部

　

2)中部大学健康科学教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ペー



ア式蹴球事始め一堀桑吉先生と明治44年までー

けられる。御輿を担いで騒ぎまわる様なことか

繰り返されたものである。今から考えれば、実

に単純なものであったが非常に興味かあるので

体操の時には、これを先生に要求したもので

あったが、硝子を破る事が度重なるので容易に

は行われなかった。土台石はゴールであった。

このような原始的な蹴球は明治43年頃まで行わ

れていた］と記されている。

　

また、岐阜県での文献上、最も古い記事は、

岐高百年史3）に明治20年10月22日(1887)岐

阜町（現岐阜市）早田河原で大運動会が開催さ

れ、このとき、フートボールが、岐阜中学（現

岐阜高）、岐阜師範（現岐阜大学教育学部）の

対抗で行われ、1チーム30名ずつと現在のルー

ルと異にしたルールで実施され、以後毎年、運

動会にフートボールか、プログラムに記録され

ている。

　

我々が、今日競技しているルールは大正時代

に入ってからと云われている。4）

　

これ等は、当時刊行された他の文献とも堀と

の対談メモとも一致している。 2･5.5.6,7)

　

これ等の資料より推察するに、文部省体操伝

習所が明治11年10月開設され、明治18年12月

東京師範学校附属となり、翌19年4月に附属体

操伝習所は廃止されたか、これに代わり、高等

師範学校体操専修科か設けられ、設立当時、

G. A.リーランドの通訳であった、坪井玄道

は、東京高等師範学校助教授、教授として体操

専修科を担当したとある。（東京高等師範学校

初代ア式蹴球部長）8）

　

これ等より、体操伝習所、東京高等師範学校

体操専修科受講生の、教材にフートボールが導

入され、受講者にルールか適切に伝わらず、当

時は、対外試合も皆無であり、ルールの解釈も

受講生各人により異なり、休み時間での遊び、

体操の授業でも各種各様な形態で行われていた

と推察される。9.10, in

（2）堀との対談の折、ア式蹴球創立の思い出を

投稿したとのメモかおり、調査の結果12）、堀と

の対談資料も加味し加筆するに、当時、高等師

範1年生の堀が、4年生の中村寅之助の翻訳した

｛一

　

「アソシエーションフートボール」を基に、中

村か部員を募集し、1年は堀を含め10名、2年は

岐阜中学後輩の塩津環の1名、計11名で発足し

たと述べている。8）

　

当時の高等師範は全寮制で、授業は3時に終

了、お茶の水の校舎より、新設の大塚グランド

へ出掛け、練習は中村か翻訳したア式蹴球を基

に練習を行ったか、上手く行かなかったので、

実際にプレーを見てからとの結論となり、堀の

弟か、東京商業学校に在校し、その伝を頼っ

て、横浜アマチュア倶楽部のある横浜へ出向き

指導を受けた。

　

以後数回、土曜日毎に横浜に行き、チーム指

導を受けた。指導内容は、練習の始めから練習

方法を含めた全てのものであった。

　

これで概要が判ったので、明治35 ・ 36年の

２ヶ年は、大塚のグランドで練習のみを行い、

坪井玄道ア式初代蹴球部長は、留学中で直接指

導は無かったとも云われた。

Ｏ）筆者は、今流に考えれば、練習のみでな

く、試合で実力を試すことも推察され、当時の

文献を調査した。

　

その中に、愛知師範学校長、三浦渡世平の下

記訓話（原文縦書）か見られた。 13）（明40）

　

体育運動他校試合についての訓話

　

昨日フット部（蹴球部）から他校との試合か

したいとの申し出があったが、見合せるやう申

し聞かせた。

　

今日は、諸君が誤解のないやう私の体育方針

を申し上げ了解をいただきたい。

イ

　

本校に於ける体育運動は全生徒の健康増進

　

体力増強を図ることを目的として居る。従っ

　

て小数選手を養成して見せ物扱ひするのは学

　

校体育運動の本旨に戻るのである。

ロ

　

よって従来、私か諸君に奨励実行して来た

　

のは毎週水曜日３時からの定期運動（これは

　

体操を主とする）柔道、剣道（生徒はどちら

　

か一方を必修する）、駆け足、角力（全生徒

　

が行う）、遠足（春秋2回10里程度徒歩（注｡

　

1里= 3. 927km)、蹴球、庭球（好きな者が

　

行う）である。

一 一

　 　 　 　

一 一



篠田，吉田
　　

何れも選手を造ることはしない。

ノヘ

　

体育運動は常時永続して実行が出来、各生

　

徒の体力に相応した運動が出来ることか大切

　

である。前にあげたものは大体この要件にあ

　

って居る。

二

　

体育の方法を誤ると、勝ち負けだけに終始

　

し体育運動か闘争の道具となったり、売名の

　

具に供せられる幣に陥り易い。世間に幾多の

　

面白からぬ事例が見られる。体育運動は各人

　

の健康の保持増進の為に実行するもので闘争

　

や売名の具に堕してはならない。

ホ

　

校内生徒間で優劣を競うことはよろしいが

　

本校か実施している駆け足は早く走ることは

　

必要でない。自分の体力にあった程度で走れ

　

ばよい。時間も限定しない。えらくなったら

　

止めてよろしい（以下略）

　

と述べ、明治時代の師範学校や当時の対外試

合と教育者の体育観が勝負より体力増進、健康

目的であり、対外試合での勝負は別問題との思

想が見出される。

（4）堀との対談の折、東京高等師範学校と横浜

アマチュア倶楽部との対外試合の予告記事か、

萬朝報、東京新聞などに記載され、当時は外人

との試合は珍しく、運動場の周囲は見物人で一

杯だったと述べている。

　

また、明治30年代後半より、萬朝報等の日刊

紙に高等師範の蹴球記事に加え、明治30年代中

頃より高等師範の秋の大運動会は、全国各地の

教育関係者の注目の授業参観があり、その中で

の公開演技にア式蹴球が行われた。

　

ア式蹴球は参観者に強い関心を引き、各地の

師範学校、中学校より嘉納治五郎校長宛に指導

者依頼があり、上級生か手分けして、全国の依

頼校へ指導に当たった。

　

堀は、渡辺英太郎と二人で群馬師範（現群馬

大学教育学部）で全校生を対象に指導した。加

えて、4年生の時、博物学部学年研修の帰り、

山形師範（現山形大学教育学部）でも同様の指

導をしたと話をされた。

　

これ等の事項は、掘との対談と他の文献8）と

一致し、古い事実に対する記憶の正確さにただ

３

驚くばかりである。

（5）堀は、日本初の試合（明37.2.6)は病気

で、ＧＫ塩津になっていたが、8）（明治37年の

対外試合は文献上、上記I試合のみ）、翌年明治

38年1月28日、横浜公園での高等師範対横浜ア

マチュア倶楽部の試合には、出場している。

　

当日付の萬朝報に（本文縦書）

　

高等師範対アマチュア倶楽部フットボール競

技

　

本日午後1時より横浜公園にて高等師範と横

浜アマチュア倶楽部対抗のアソシエーション式

フットボール競技を催す。高師の選手は次の11

名なり、ＲＷＯ前田、ＲＷ１桜井、Ｃ渡辺、LWl

瀬□、ＬＷＯ上田、ＲＭＢ江坂、ＣＨＢデハビラ

ンド、ＬＨＢ藤井、ＲＦＢ栗本、ＬＦＢ新帯、Ｇ堀

　

と記され、今日のＧＫ、ＤＦ、ＭＦ、ＦＷと記

載順位も英文記号も異なっている。

　

対談の折、デ・ハビランドについては、堀は

一語も話されなかった。他に資料8.14）の確認は

出来るか、今となっては本人死亡のため、未完

で資料を終えることが残念である。

　

堀は、文献上、対外試合は、明治38年1月28

日、同39年1月31日の両日、横浜公園運動場で

横浜アマチュア倶楽部と、同年2月18日高等師

範グランドで、築地在留外人と計3試合の対外

試合に出場したと推察される。9）

　

堀との対談の折、横浜との試合で見物客は高

等師範グランド周囲が観客で一杯となり、試合

は、1－1の引き分けと述べているか、他の文献

等で推察するに、築地在留外人との試合と推定

され、堀の記憶違いと思われる。8･9）

　

築地外人との試合は、文献では、子供主体で

相手にならず、力を十分に発揮出来ずと記し、

明治30年代後半には、神戸、横浜、東京築地の

３ヶ所に外国人チームが所在し、神戸、横浜

は、毎年定期戦で、その実力が互角と推察さ

れ、築地は実力的には、その下と云えよう。 7.8）

6）堀は、明治39年3月、東京高等師範学校卒業

後、同年4月愛知県第一師範学校教諭として、

名古屋に赴任、選手は引退、博物学関係の教諭

として勤務の傍ら、岐阜師範、岡崎師範、名古



ア式蹴球事始め一堀桑吉先生と明治44年までー

屋師範（現愛知教育大）、明倫中学（現愛知県

立明和高）、陸軍幼年学校（名古屋）で指導を

行ったか、試合をするまでには至らなかったと

話され、岐阜大学関係の文献を調査したが、当

時の資料、岐阜県内図書館、大学等にもほとん

ど見当たらなかった。

　

堀はその後、明治41年11月名古屋の陸軍幼年

学校教諭に転出、ここはグランドか狭く、生徒

より蹴球の指導の申し出があり指導はしたか、

ここでも試合にまでは至らなかったこと、明治

44年3月31日、岐阜県女子師範学校教諭に転

出、女子校のため、サッカーとの関係は無くな

り、水泳等他のスポーツに力を注いだとのこと

であった。

　

松野敏郎によれば、塩津環の葬儀に堀が弔文

を読み、その中にサッカーの事か書いてあると

義母より聞いたので、どの様な弔文かの調査を

依頼し捜してもらったか、見当たらなかったと

の返事かあった。
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サッカー医・科学研究

　

第17巻(1997)

はじめに

大学女子サッカー～その現状と課題～

　　　　　

加藤朋之1）

　

日本における女子サッカー選手の中心年代は

高校から大学にかけての年代である。しかしな

がら強化という観点から既に日本のサッカー界

では、学校という区切りは年代という区切りに

変わりつつある。唯一そこに存在基盤を置く教

職員のみがこの区切りに固執している感があ

　　

５

る。学校という区切りの様々な弊害か指摘さ

　　

４

れ、それ以上に世界が見えてきた日本にとっ

　　

３

て、年代という世界基準からは学校という区切

りは無用の存在なのかもしれない。学校スポー

　　

。

1｡チーム数は1988年以降安定して増加してお

り、選手総数は約1000人である。部員も各学年

安定しており、運営危機に陥る可能性は少な

い。（ただしこれは長期調査か必要である）

○資料1チーム数、部員数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

SSOi^£

　

５８４１

　

６１年

　

６３１卜£

　

２年

　

AUL

　

61料
ツという歴史の失敗を指摘することもできよ

う。

　

ただしここまで述べてきたことは、男性社会

　

５０

的歴史観に基づいている。つまり学校での女子

　

４０

サッカーの歴史は皆無に等しく1)、ここまでの

　

３０

話は日本のサッカーではなく、男子のサッカー

　

２°

の話なのである11)。そこで女子サッカーを考え

る時に、まだ学校スポーツを上手く使う手はあ

る。たたき台として男子サッカーという先達も

いる。女子サッカーはまだ強化の時代ではなく

発展の時代なのである。

　

さてそうした時に学校スポーツの現状をおさ

えておくことは戦略的にも必要なことである。

そこで今回は大学女子サッカーの現状をおさ

え、女子サッカーの中でどう位置づければ良い

のかを検討する。

大学女子サッカーの現状

　

以下全日本大学女子サッカー連盟で実施した

［大学女子サッカーチーム実態調査］(1996、

回答率Mil0 67%）に基づき現状を考察する。

短明大乍 人字

４年 ６年

[i匹亘

『ｉ‾こ『

■1f30 9％

[ｌユ乍!6 19

□ｕtそ□９ｓ

□4 ff-＼03%

‐‾万一一丿･－づ0啄

□う川也卜町

2｡各大学におけるチームのポジションは運動部

系活動が約70%でその地位は安定している。

つまり学校側から認められた団体である。ただ

し推薦制度は約87%が無く、高校年代の女子

サッカー人口を鮫えると学校運営上もサッカー

での推薦を増やすべきではないであろうか。

1)全日本大学女子サッカー連盟広報部

　

山梨大学教育学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－5－

S5Olf!
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61111
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大学女子サッカー～その現状と課題～

●池肯丿ト
ビ

ロそめ他

4｡練習量は一週間での回数にばらつきがある

が、3時間を超えるチームはなく、適切な量で

ある。また練習場所も専用グランドで行ってい

るチームが40チームあり、練習場所もほぼ確保

されている。

1(j

　　　　　　　

図２．

　

所属

3.指導者がいると回答したチームか44チームで

　

2.５

その人数は資料3のようになっている。単純に

　　

、

計算して選手12人に1人の割合である。その属

性は大学教職員、学生、院生などの教育関係者

が多くを占めている。その専門性は聞えないが

人数的には、男子ユース年代の28.3人に1人と

いった例iii)と比較しても十分な数といえる。

しかし一方でトレーナーかいないと回答した

チームは41チームで、これは早急な問題として

捉えられる。184人に1人である。特に大学女子

は過密スケジュールであり、女子特有の障害に

対する研究その他が必要であり、今後に期待す

る。
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図３．指導者及び属性
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図４．練習量及びグランド
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5｡収入を部費と学校からの援助とすると年間平

均537,316円になり、最低限の運営は出来る額

である。ただし、チームによっては年間

1,674,000円といういところもあり、かなり金

額にチーム格差はある。部費と援助費は資料5

のようになっている。
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図５．収入（部費及び援助）

　

このように調査結果を見てくるとその歴史の

浅さに反して大学女子サッカーは、怪我に対す

るサポート体制を除いて、環境が整っていると

㎜

　　　

'ismtTt,　.I’

ユ５５１

　　　　

。、４

　

；

　

、

　　　　　　　　　

９１

　　　

’｀

　　　

7(1>■≫

噛

＼参

一 一 一 一

｜

」

「

｜



いえる。金銭面でも部員の負担はかなりある

が、運営費としては十分ではないだろうか。し

かしこの調査自体が回答率67%であり、回答に

自信かある（環境が整っている）チームだけが

回答した可能性もある。そうであるのならば大

学女子サッカーチームはある程度環境が整わな

いと立ち上げることか難しいという仮定か成り

立つ。それを知るには今後のチーム数の動向を

待だなければならない。

女子サッカーにおける大学女子サッカーの課

題

　

日本の大学女子サッカーの現状を見ると、女

子サッカーという競技が独立して存在するアメ

リカに近づく可能性があることが指摘できる。

なぜなら学校内での地位の獲得はスポーツ内で

の配置図に深く関与し、競技としての独立に戦

略的であるからで、それはすでに筆者が述べた

ところである几

　

しかし一方で日本の制度はサッカーという競

技の男子と女子という区分けになっている。こ

れはクラブ組織が中心になっているイタリアに

近似するものである。Ｌリーグをトップにした

ピラミッド型はまさに男子と同様である。また

年代別の大会構想もまたしかりである。これま

で男子のスポーツとされたサッカーが男子女子

という区分けになったことは一般社会における

男女平等思想の普及の表われであることも筆者

か既に述べだi）。しかし日本の女子サッカーの

発展を考えるとき、その理想か単純なイタリア

型で良しとできない理由ははじめに述べた。男

子の後追いをすべきではない。

　

日本の女子サッカーの制度や大学女子の（競

技レベルも含め）現状を考えると柔らかいイタ

リア型がその理想ではないだろうか。男女平等

住み分け型の在り方は、歴史ある男子サッカー

の力を借りるという意味で非常に重要である。

そうした中で男子と全く相似ではない女子サッ

カーの独自性を模索していくことがその道では

ないか。例えばアメリカの45分ハーフ交代自由

加藤

７

のような女子用のルールを採用したり、Ｌリー

グ、大学、クラブなどの混成チームの大会を開

催したりすることなどがある。

　

そのような女子サッカーの独自性を模索する

上で大学女子の恵まれた環境や社会的ポジショ

ンは非常に有効である。日本の女子サッカーに

おける大学女子サッカーの役割はその点にある

のではないか。少なくともＬリーグの様に諸事

情で解散ということはまず無い。成績その他に

こだわらずに多くのことか出来る。

　

結論は急いではならない。この調査を継続し

その後に結論を出すべきである。しかし今ここ

で大学女子サッカーのめざす役割が女子サッ

カーの独自性の創造であることぐらいは宣言し

ても良いと考えている。

ｉ

　

前田(1994)は女子サッカーの歴史として

　　

1966年からその年表を開始しているがその

　　

内容は前史的のものである。

ii

　

もちろん体育の教材としては行われていた

　　

ことはあるか、それは日本のサッカー界の

　　

話とはずれる。

iii杉山(1996)によると指導者1人でジュニ

　　

アで18.2人、ジュニアユースで3 1.7人、

　　

ユースで28.3人、平均で26.7人と報告され

　　

ている。

iｖ第14回サッカー医・科学研究会及びサッカ

　　

ー医・科学研究14において女子サッカーの

　　

課題研究が組まれたがそこでも問題提起に

　　

とどまり解決の方法までは示唆されたもの

　　

か少ない。

Ｖ

　

加藤(1996)

ｖi同上
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Ｊリーグの観戦者行動に関する調査研究口
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はじめに

　

'93に野球、相撲に次ぐ第三のプロスポーツ

リーグとしてスタートしたJリーグも今期で4

シーズン目を迎えた。開幕当初は、チケットの

人手が非常に困難であり、チケットの偽造事件

まで発生したほどにマスコミ的話題に事欠かな

かったが、'95シーズンあたりからブーム的様

相も沈静化の兆しを見せはじめた4≒

　

事実、一試合あたりの平均観客数においても

'94前期シーズンをピークに減少傾向をたどっ

ており、対戦カードによっては空席の目立つス

タジアムもみうけられるようになってきた。

　

我々の研究グループが開幕の前年から行って

きた観客調査でもl.2･3.4,5)新規参入者の割合は

年々減少している。一方で、開幕を契機に参入

した新規参入ファン層が2シーズン目、３シーズ

ン目と観戦歴をのばし、定着しているのも事実

である4.5)。 10チームでスタートしたりーグも

16チームを数えるようになり、リーグの運営方

式においても改善が検討され、２シーズン制か

ら１シーズン制となるなど、リーグ運営自体も

次なる新しい段階に入っている。

　

本稿は、Ｊリーグ開幕前年から過去5回にわた

り実施した観客調査の結果の概要を時系列をふ

まえて報告し、今後のJリーグの展開に関する

若干の提言を行いたい。尚、本調査の仕様は、

Table. 1に示すとおりである。

Table. 1　調査仕様

･96実施の調査仕様（第５回）

□調査時期:19%. 8.28～9.28

口調査対象:12歳以上の男女個人2.030人

口対象試合:■96Jリーグニコスシリーズ（「96 J.LEAGUE NICOS SERIES」

　　　

8/28横浜フリューゲルスVS名古屋グランパスエイト（国立）

　　　

8/31横浜マリノス

　　　

VSベルマーレ平塚

　　　

（三ツ沢）

　　　

9/7

　

ベルマーレ平塚

　　

VSジュビロ磐田

　　　　

（平塚）

　　　

9/14鹿鳥アントラーズ

　

VS横浜フリューゲルス

　　

（カシマ）

　　　

9/28ヴェルディ川崎

　　

VSベルマーレ平塚

　　　

（国立）
□鯛査方法：層化二段（性・年齢）無作為抽出法による質問紙調査法

口回収状況：回収数1,983 (回収率97. 7%)

　　　　　　

有効回収数1.922 (有効回収率94. 7%)

’95実施の調査仕様（第４回）

　

①鯛査時期:1995.9.2-9.30

　

②調査規模:2.239サンプル（有効回収率92 6％）

’94実施の調査仕様（第３回）

　

①臍査時期:1994. 8.20-9.21

　

②調査規模:3.032サンプル（有効回収率92 2％）

193実施の鯛査仕様（第２回）

　

①調査時期:1993 9､11-10,16

　

②調査規模:3,507サンプル（有効回収率95.1%)

’92実施の鯛査仕様（第１回）

　

①調査時期:1992 9 9-10.11

　

②鯛査規模:2.294サンプル（有効回収率91.4%)

結果の概要

I｡スペクテイターのプロフィール

①個人的属性

　

性別では、男性が56.0%、女性が44.0%で

あった(Fig. 1)。　’95までは男性の構成比は

96

95

94

’93

’92

on

　

10S

　

201

　

Fig. 1 性別
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10－

Ｊリーグの観戦者行動に関する調査研究（1）～観戦者特性及び観戦行動の時系列的変化を中心に～

年々減少し、女性の割合が増加する傾向にあっ

たが、その傾向にも歯止めかかかり、今回の調

査では男性の構成比が若干増加した。年齢で

は、20歳代が31.5%と最も多く、次いで高校

生以下か20.9%、大学生年代が18.9%などで

あった(Fig. 2)。高校生以下の低年齢層小増

’96

・9S

゛94

’93

n

　　　　

2S

　　　　

40S

　　　　

60%

　　　　

am

　　　　

Iひ(yＳ

０高校生μ下●人学生乍ltロ2Oai% Q 3 OSHK ■ 4 0康代o5onit以上

Fig. 2 年齢

加傾向にあるのに対して、20歳代と50歳代以上

では減少傾向かみられた。職業では、有職者が

47. 8%、学生・生徒が36. 8%などであった

　

(Fig. 3)。学生・生徒の割合が増加傾向にあ

％

’9S

’9･

’93

’92

　　　　　　　　　　　

一一

，既t。m36.s

　

｀が'it:7.9　　　　　'17.8　　　　2.0

i・≪l!8. i＼im‘J 5.1　　　　　　　63・ 1.6
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..ｙ乱30.9‘M剽”;s.o

　　　　　　

60.E　　　　　　1.3

1f･ sir".≫≪ i';<■≪ SS.5　　　　　　　1,1

jな姪猫り2 5:.>.,V1＼'.≫!■≫　　　　　　61.e　　　　　　1.t

Fig.3 職業
皿

よ佩 loot

り、約4割を占めるようになってきた。また、

約6割を占めていた「有職者」の割合は’95から

’96にかけて大きく減少した。以上のことか

ら、個人的属性については、30歳代以上の中・

高年齢層の減少傾向によって、学生・生徒を中

心とした若い年代の層が相対的に大きな勢力と

なってきている。

②ファン的属性

(1)観戦歴

　　

「1年未満」、すなわち新規参入者の割合は

Ｊリーグ開幕の

　

’93において最も高く、’94、

　

’95と大きく減り、’96は20.0％と新規参人

者の減少傾向も落ち着いた(Fig. 4)。一方、

‘％

・95

｀91

’93

゛92

・9●

’95
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’93

92

・％

゛95

゛91

0% 2㎝ 柚S 帥S 8１覧 lOOX

Fig.4 サッカー観戦歴

他の観戦歴のカテゴリーにおいては、年々、高

観戦歴のカテゴリーへと、かなりの割合で移行

しているため、開幕以降のファンがますます大

きなシュ｡アを占めるようになってきた。男女別

にみると(Fig. 5､6）、男性の観戦歴について
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平川，仲渾，杉山，中塚，江口，高橋，榎，戸苅

は、「新規参入者」の割合は

　

’93において最も

高く、″94、’95と大きく減少したか、’96

には19.3%と若干増加した。それに対して、女

性では今回、20.7%とさらに減少傾向かみられ

た。

（2）ルールの理解度

　　

「かなり知っている」とする人の割合は年々

減少してきている(Fig. 7)。「やや知ってい
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Fig. 7ルールの理解度

る｣とする人の割合は、'93、'94、'95と

わずかながら増加していたが、今回の調査では

減少してしまった。ルールの理解度は低下傾向

にある。

(3)応援対象チーム、選手

　

特に応援しているチームがあるとする人の割

合は、゛95までは年々増加傾向にあったが、今

回の調査ではこの傾向がみられなかった

　

(Fig. 8)。特に応援している選手かおるとする

人の割合についても、同様の結果であった

(Fig. 9)。
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(4)サッカー経験の有無

　

開幕前年の

　

゛92は、｢サッカー経験がある｣

人の割合は全体の約半数を占めていたか、今回

は35.4%であり、'93から

　

'96にかけてはお

よそ３分の１程度の割合となっている

(Fig.10)。Jリーグ開幕をきっかけに新規参入

したサッカー経験のないファン層が大半を占め

ている。
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Fig.10 サッカー経験のある割合

2.観戦者行動の概要

（1）会場までの所要時間と交通費

　

会場までの所要時間の平均は83.2分で、交通

費の平均は1925.6円であった(Table. 2)。

Table.2　会場までの所要時間・交通費

　　

_

　　　　　　　　

平り

　　

標恥偏差

　　　

Ｎ

会場までの所要時間（分）

　　　　　

83.2

　　　

62.7

　　　

1905
一一一一一一

　　　　　　

一
会楊までの交通北（円）

　　　　　

1925.6

　　

･1017.2

　　　

1831

（2）同行者

　

同行者数については、二人で来場するケース

が55.3%であった(Fig. 11)。過去の調査に

おいても二人で来場するヶ－スが半数以上で
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あった。

　

795までは一人で来場する割合は増加

し、三人以上で来場する割合は減少する傾向が

みられたが、今回はこの傾向がみられなかっ

た。また、同行者との関係については、プライ

ベートの友人と来場する割合が43.2%と最も高

く、家族や親戚と来場する割合か34.7%などで

あった(Table. 3)。
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Fig. 12 チケット入手経路

Table. 3　同行者との関係

（3）チケットの入手

　

チケットの人手経路については、今回の調査

でも「前売り券を購入した」とする割合が最も

高く、63.2%を占めていた(Fig. 12)。時系列

でみると、Ｊリーグ開幕当初はほとんどみられ

なかった「当日券を購入した」とする割合か

’95からみられ、今回の調査では9.0%へと増

加した。反対に「観戦ツアー参加」の割合か

’95から減少した。チケットの入手場所につい

ては、「プレイガイドでチケットを購入した」

とする割合か最も高く、60.4%を占めていた

　

(Table. 4)。チケットの購入価格について

は、全体を平均すると3038. 1円であった

　

(Table. 5)。チケットの入手については、プ

Table.5　チケット購入価格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平16

　　

標

　　　　　

Ｎ

チケット購入価t?!（円）

　　　

3038.1

　　

HOO. 5　　　1302

レイガイドで前売り券を購入するというのが最

も一般的な人手方法であるが、当日券を直接会

場で購入するという観戦行動も今後、増加する

と思われる。

　

観戦決定時期については、「日程か発表され

てから試合の１ヶ月前までに試合を見に行くこ

とを決めた」とする割合か最も高く、約4割を

占めているか、「前節から昨日」までとするも

のも2割を占めており、ここからも以前に比べ

てチケットが入手しやすくなった現状かうかが

われる(Table. 6)。
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Table. 4　チケット入手場所

　　　　　　　　　　　

一一

　　　

プレイガイドで

　

やチームの販允を咄

　　

当11会場で

　　　　　

その他

　　　　　　　

Ｎ

一一-一一一一一

　　　

一
ﾁｹｯﾄ入手場所

　　　　　　　

60, 4　　　　　24. 3　　　　　10. I　　　　　5.2　　　　　叩

Table. 6　観戦決定時期

　　　　　　　

-

　

一一一

　　

幄昌問″喘附％｛詔“謝ｒ回
~巾

　

々‥

　　

iヽJ

　　

-･一一--
観戦定峙

　　　

川４

二

　　　　　

一一

　　　　

一一

１２－



平川，仲渾，杉山，中塚，江口，高橋，榎，戸苅

(4)観戦実績

　

観戦頻度については、観戦回数か3回以下と

する割合か全体の約6割を占めていることか

ら、低頻度層の占める割合が比較的高い

(Table.フ)。観戦回数の変動については、'95

と

　

'96のリーグの前半戦の観戦回数を比較する

と、｢かわらない｣とする割合か最も高く、増

加したとする人の割合と減少したとする人の割

合に大差はない(Table. 8)。

(5)スタンドでの消費額

　　

'96では、飲食における消費が最も多く、平

均で903.3円であり、次いでグッズにおける消

費が565.3円であった(Table. 9)。時系列でみ

ると、飲食、その他においては

　

'96の消費額は

　

Table.9　スタンドでの消費額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

94
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スタンドでの飲への哨鮪（円）

　　　　　　

917､3
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一一
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e9

　　

邨2

　

’94の消費額にもどりつつあるか、グッズにお

いては減少したままである。これは、グッズは

繰り返し使用できることや、グッズを使わない

応援か主流になってきたことによるものと考え

られる。

（6）総合的満足度

　

観戦後の総合的満足度では、「とても満足」

とする人が21.6%、「満足」とする人が48. 1

Table.フ

　

観戦頻度

％であり、約ﾌ割の人かある程度満足したとし

ていた(Table. 10)。

３．Ｊリーグへの要望と意見反応

（Ｉ）「Ｖゴール延長戦十ＰＫ戦」の是非

　

(Fig.13)
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’93、’94の開幕して間もない頃は、「Ｖ

ゴール延長戦十ＰＫ戦」方式に反対の人もある

程度の割合を占めていたか、゛95、゛96と賛成

の人の割合が大きく増加した。導入当初は違和

感のあったこの方式も、かなり浸透してきてい

るようである。

（2）勝ち点制度について(Table. 11)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0回

　　

|回

　　

2回

　　

3回

　　

4回

　　

5回

　　

6回

　

7回以上

　　

Ｎ

リーグ前半戦の観戦回数の合計

　　　　

27.9

　

14.2

　

11.4

　

9.6

　

6.7

　

6.6

　

5.4

　

18.2

　

1809

Table. 8　観戦回数の変動
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Ｊリーグの観戦者行動に関する調査研究（1）～観戦者特性及び観戦行動の時系列的変化を中心に～

　

開幕から

　

’95までは「勝利3点、敗戦O点」で

あったか、796のシーズンではこれに加えて

　

「ＰＫによる敗戦1点」という制度に改められ

た。この制度の是非については、’96の制度を

支持する声が34.4%と、’95までの制度を支

持する声の17.5%を大きく上回っている。しか

し、これら以外の新しい制度を要望する人も

28. 1%を占めており、今回の制度か全く問題な

く受け入れられたわけではないようである。

（3）シーズン制について(Table. 12、13）

　

シーズン制については、開幕から’95までは

２シーズン制をとってきたか、’96からIシーズ

ン制となった。１シーズン制を支持する声か

42.5%、2シーズン制を支持する声が45.6%で

あり、１シーズン制については賛否か大きく分

かれた。プレイ・ゲームの水準への１シーズン

制の影響については、「向上した」という声の

方か「低下した」とする声をやや上回ったもの

の、約半数か［変わらない］としていた。

（4）チーム数について(Table. 14)

　　

’96のチーム数の16については、「多すぎ

る」と考えている人の割合か4割程度であり、

　

「多すぎるとは思わない」人を上回っている。

　

「どちらともいえない」とする人も4割程度い

るが、チーム数の16を多いと感じている人が少

なからず存在する。

Table. 14チーム数について
-

　　　　　　　　　

大いに賛成どちら反対大いに

　　

Ｎ

　　　　　　　　　　

賛成

　　　

とも

　　　　　

反対

　

Ｊリーグに１６の

　

チームは多すぎる

　　

19.6

　

19.4

　

41.1

　

12.3

　

7.7

　　

1785

Table. 12シーズン制について

（5）入れ替え戦の必要性(Fig. 14)

　　

「大いに必要」「必要」と答えた人がﾌ割弱

と大多数の人か入れ替え戦を必要と考えてい

る。時系列でみると、多少の変動はみられるも

のの同じような傾向となっている。
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Fig. 14 入れ替え戦の必要性

（6）背番号制について(Table. 15)

　

固定番号制を支持する割合か55. 1%と、現在

行われている変動番号制を支持する割合の37.7

％を大きく上回っている。開幕から導入された

変動番号制については、４シーズン目を迎えて

もなかなか浸透せず、固定番号制を支持する声

か根強いことかわかる。

（ﾌ）サッカーくじについて(Fig. 15、16）

　

サッカーくじ導入の是非については、賛成す

る人の割合か反対する人の割合を大きく上回っ

ているが、「どちらともいえない」とする人の

割合も4割弱である。また、サッカーくじ購入

意向については、購入意向のある人の割合が購

入意向のない人の割合を大きく上回っている

が、購入意向のある人の割合は減少傾向にあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現在<oms (1シ‾昨で?じSご1r(2　　わからない　　　　　　Ｎ

　　　　

－－
シーズン制について
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45.6
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Table. 13プレイ･ゲームの水準へのシーズン制の影響

並ぱ立

　

ａレ

Ｉシーズン制の影響

　　　　　　　　

4.1

　　　　

18.3

　　　　

51.2

　　　　

11.2

　　　　

2.6
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Table. 15背番号制について
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り、購入意向のない人の割合は増加傾向にあ

る。サッカーくじの導入については、賛成の機

運がやや弱まってきている。
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まとめにかえて

　

開幕三年後から四年後( '95→　'96)の変化

か、時系列的な特徴を考える上でのターニング

ポイントになっているように思われる。それ

は、同行者数の変化、チケット人手経路の変

化、試合の情報入手経路の変化、観戦者属性の

変化などからうかがわれるように、開幕時の盛

り上がりが一段落し、プロダクトライフサイク

ル論からみた場合、Ｊリーグ市場は導入期、成

長期という過程を経て、次の新たな段階に入っ

たのではないかと考えられる。

　

Ｊリーグ市場の現在を成熟市場と認識するの

は何とも早計とは思われるか、今、「新たな仕

掛け」なしには、一連の報告（註1）で明らか

になった「ヘビーユーザー依存傾向」は避けら

れず、市場細分化とプロダクト差別化といった

袋小路はまぬかれないと思われる。

　

今回の調査でも、85％もの人が継続的観戦意

向を有していたか、これらの人の何割を今後の

固定的ファンとして取り込めるかが、重要な検

討課題になると思われる。

　

そのための方策としては、内容的に見応えの

ある素晴らしい試合を行うことが中核となるこ

とは言うまでもないが、リーグ順位の行方に絶

えず関心が向けられるような「面白さを保つ仕

掛け」も必要になってくると思われる。諸外国

のリーグでは、18ないし20チームぐらいで構成

されるのが一般的であるか、わか国のプロリー

グを考えた場合、現在のチーム数を維持してい

くのは、かなり困難であると思われる。これと

関連して、入れ替え戦の導入か準備されている

か、これも柔軟性に乏しいとされるわが国の企

業体に、一部と二部を行き来しなからの経営か

可能であろうか、といった問題も十分、検討さ

れる必要がある。

　

もちろん、地域浸透を進め、コミュニ

ティー・アイデンティティーを背景とした根強

いファンを育てていくこと、そしてそうした

ファンの組織化、クラブ化をはかっていくこと

が数多いチームでリーグを構成していくために

は不可欠となる。

　

若干、熱の冷めた感はあるが「サッカーく

じ」も、今後の追い風になることか期待されて

いる。さらに、日韓共同開催か決定した2002年

ワールドカップも、新規層の開拓に際しての強

力な切り札となる。

　

こうした新規層を招き入れ、それをリード

アップしていく施策を展開し、組織化、クラブ

化をはかるサイクルか確立することを願ってや

まない。

　

今後とも、こうしたファンの動向に焦点をあ

てだ調査研究を継続実施していく所存である。

（註1）
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サッカー医・科学研究

　

第17巻(1997)
　　　　

Ｊリーグの観戦者行動に関する調査研究(2)

一観戦者のファンとしての特性と観戦行動の関係を中心にー

はじめに

苅
山

戸
杉
榎

次

　

郎1）

　　

進4）

竜

　

一1）

滓
塚

仲
中

　

開幕4年目を迎え、ブーム的様相の沈静化し

たJリーグにおいては、従来とは質的に異なっ

たマネジメント施策か求められる。今後のＪ

リーグの永続的かつ安定的な発展の為その施策

において、市場をいくつかの顧客別部分集合に

分割する市場セグメンテーションと、その各市

場セグメントを評価し選択したセグメントに努

力を集中するターゲット市場設定を行う必要が

ある。さらに各セグメントにおける観戦者の行

動やニーズを科学的に分析し、合理的なマネジ

メント施策を検討していくことか今後の重要な

課題と思われる。

　

そこで、本研究では、性・年齢などの人口統

計学的要因から直接的観戦行動の実態を把握す

ることはもとより、観戦行動者の社会的背景、

特にファンとしての特性からその観戦行動を把

握することを目的とする。ここでは、特に今後

の施策策定に有効な観戦行動者のセグメントを

検討し、特定のセグメントにおける観戦者の

ファンとしての特性と観戦行動の関係を中心に

分析していくことにする。このセグメントとし

て、本研究では「性」、「年齢」、「観戦頻

度」、「観戦歴」、「観戦意向」の5つのセグ

メントを設定した。ここでは特に観戦頻度の高

いヘビーユーザーと、観戦頻度の低いライト

ユーザーの両群から構成される横断的な量的セ

グメントとして把握される「観戦頻度」を、ま

た同様に、J以前継続層、J開幕以降参入層、J新

規参入層の各群から構成される縦断的な質的セ

ｊ

　

ｊ

ぞ
背

澄川
口

平
江

グメントとして把握される「観戦歴」を中心に

分析をしていくことにする。

研究の方法

1｡手続き

　

分析対象のデータは以下の調査仕様に基づく

質問紙配布によって収集した。

①調査時期:1996.8.28～9.28

②調査対象：下記調査対象試合観戦者の12歳以

　　　　　　

上の男女

③調査対象試合:

　

'96Jリーグ公式戦（後半戦）

8/28横浜フリューゲルスｖs名古屋グランパス

　　　

エイト（国立）

8/31

　

横浜マリノスｖsベルマーレ平塚（三ツ沢）

9zﾌ

　

横浜マリノスｖsジュビロ磐田（平塚）

9/14鹿島アントラーズｖs横浜フリューゲルス

　　　

（鹿島）

9/28

　

ヴェルディー川崎ｖsベルマーレ平塚

　　　

（国立）

④回収方法：層化2段（性・年齢）無作為抽出

　　　　　　

法による質問紙調査法

⑤回収状況：回収数（回収率97.7%）

　　　　　　

有効回収数（有効回収率94.7%)

2｡概念と操作化

(1)セグメントの抽出

　

本研究では、性、年齢、観戦頻度、観戦歴、

観戦意向というセグメントを設定した。カイニ

乗検定により各セグメント間の関係の強さをみ

ると、観戦歴、観戦頻度において強い関係かみ

1)筑波大学大学院

　

2)筑波大学

　

3)鶴見大学

　

4)お茶の水女子大学

　

5)筑波大学付属高校

6)産能大学
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図４．チケット入手経路（観戦頻度）

１８

Ｊリーグの観戦者行動に関する調査研究（2）一観戦者のファンとしての特性と観戦行動の関係を中心に

られた。また前述したように観戦頻度は横断的

な量的セグメントとして、観戦歴においては縦

断的な質的セグメントとして、市場の現状、予

Ｊ以前継続層

測を把握するのに有効なセグメントとしてもと

　

」関幕以降参入居

らえることができる。そこで本研究では、この

2変数を中心に観戦者のファンとしての特性と

観戦行動の把握を試みた。

（2）ヘビーユーザー/ライトユーザー

　

ヘビーユーザーについては、今シーズンの観

戦頻度か調査日を含め8回以上の観戦者から構

成した。同様にライトユーザーは観戦か調査日

が今シーズンはじめてという観戦者から把握し

た。（ヘビーユーザーは全体の26.1%、ライト

ユーザーは23. 4%、その他か50.5％であっ

た。）

(3)J以前継続層は観戦歴か今年度を含め4年以

上の観戦者から構成した。同様にJ開幕以降参

入層においては観戦歴が今年度を含め2年以上

4年未満の観客者から、新規参入においては観

戦歴が1年未満の観戦者から把握した。（J以前

継続層は全体の20. 4%、J開幕以降参入層は

59.6%、新規参入層は20.0%であった。）

結

　

果

1｡観戦行動の概要

(1)会場までの所要時間・交通費(表1)

表１．会場までの所要時間・交通費

　　　　　　　

Ｊ以前継続層Ｊ開冪以降層新規入雇へじｰﾕｰt-’ﾗｲ｝ﾕｰｒ一

所時間（分）

　　

77.2

　　　

83.9

　　

81.1

　　

80.1

　　

90.2

　

通（円）

　　

1517.5

　　

1967.2　　2145.0　　1747.3　2172.9

　

会場へのアクセスについては、観戦歴が短い

ほど所要時間か長くなり、交通費にかける金額

も大きくなる傾向かみられる。観戦頻度におい

てもライトユーザーの方に同様の傾向かみられ

た。

（2）チケット購買（図ト4）

　

チケット購買において「前売り券を購入し

た」とする割合は、観戦頻度ではヘビーユー

ザーの方が高い傾向を示しており、一方「入場

券をもらった」とする割合はライトユーザーの

斯麗参入層
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図１．チケット入手場所（観戦歴）
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戸苅，仲渾，平川，杉山，中塚，江口，榎

方に高い割合がみられる。同様に観戦歴が短く

なるほど、自己購入せず「チケットをもらっ

た」とする傾向が顕著である。

（3）観戦に関する情報人手経路（図5-6)

Ｊ以前継続層

Ｊ開幕以降参入層

新規参入層

へt'-J-¶

ﾗｲμ-1'－
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○新問

　　　　

●テレビ・ラジオ○サッカー雑誌

　

○一般雑誌

●友人

　

知人

　

○ポスター

　　　

ｓクラブ会報

　

○その他

図5.試合の情報入手経路（観戦歴）
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図6.試合の情報入手経路（観戦頻度）

　

観戦頻度においてはヘビーユーザーかサッ

カー雑誌、サポーターズクラブからの情報を、

ライトユーザーは友人・知人からの情報を利用

している傾向が顕著にみられた。また観戦歴が

長くなるほど、サッカー雑誌・サポーターズク

ラブからの情報を利用し、短いほど、特に新規

参入層において友人・知人による情報を利用し

ている傾向がみられる。

2｡観戦者の属性

(1)個人的属性(表2)

　

①性別

　

性別における観戦頻度はライトユーザーにお

いて男性比の高い傾向がみられる。観戦歴にお

いては、3層とも男性が半数以上を占めている

か、特にJ以前継続層においては男性が7割弱と

高い割合を占めている。

表2.個人的属性

　　　　　　　　　　

Ｊ以前継続層丿開幕以降層新規入層へじｰﾕｰｻﾞ'-

　

ﾗｲﾄﾕｰｻﾞ'一

　

性

　　

男性

　　　　　

68.0

　　　

52.3

　　

54.1

　　

49.9

　　

59.4

　　　　　

女性

　　　　　

32.0

　　　

47.7

　　

45.9

　　

50.1

　　

40.6

　　　　　　

N

　　　　　

350

　　　

1010

　　　

338

　　　

407

　　　

453

職業

　

掌生・生徒

　　　

34.6

　　　

35.4

　　

44.8

　　

28.9

　　

37. I

　　　　　

主婦

　　　　　

5.5

　　　

8.4

　　　

8.1

　　　

6.2

　　　

8.9

　　　　

会社員

　　　　

45.8

　　　

42-1

　　

35.8

　　

49.6

　　

38.9

　　　　

公務員

　　　　　

6.6

　　　

6.1

　　　

5.7

　　　

5.9

　　　

7.8

　　　　　

無職

　　　　　

1.7

　　　

2.1

　　　

0.9

　　　

1.7

　　　

1.1

　　　　

その他

　　　　　

5.8

　　　

5.9

　　　

4.8

　　　

7.7

　　　

6.2

　　　　　

N

　　　　　

347

　　　

1006

　　　

335

　　　

405

　　　

450

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(表巾の数字は％)

　　

②職業

　

職業はヘビーユーザーに会社員の占める割合

　

か約半数と高く、一方ライトユーザーは有意な

　

差異はみられない。さらに観戦歴はJ以前継続

　

層とJ開幕以降参入層において会社員の占める

　

割合が高く、新規参入層においては「学生・生

　

徒」の占める割合が高い傾向にある。

　

（2）ファン的属性（表3）

表３．ファン的属性

　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ以前継統層丿開冪以降層新境参入層へじｰﾕｰ1'-ﾗｲli-C-
ルールの理解度

　　　　　　

かなり畑っている

　　　

46.9

　　　

17.4

　　

16.2

　　

221

　　

207

　　　　　　

やや知っている

　　　　

46.6

　　　

589

　　

435

　　

596

　　

483

　　　　　　

あまり知らない

　　　　

6.2

　　　

22.4

　　

29.5

　　

18.I　　23.7

　　　　　　

liとんど知らない

　　　　

0.3

　　　

1.2

　　

10.8

　　

0.2

　　

7.1

　　　　　　　　　

N

　　　　　　

356

　　　

1047

　　

352

　　

421

　　

460
応援する特定チームの有無

　　　　　　　　

なし

　　　　　

16. 9　　　132　　347　　　50　　357

　　　　　　　　

あり

　　　　　

83.I　　　868　　653　　950　　643

　　　　　　　　　

N

　　　　　　

360

　　　

105J

　　

352

　　

424

　　

457

応ぽする特定選手の有無

　　　　　　　　

なし

　　　　　

25.8

　　　

28.1

　　

≪. 7　　21.9　　利､ｌ

　　　　　　　　

あり

　　　　　

74.2

　　　

719

　　

563

　　

78､1

　　

55.9

　　　　　　　　　

N

　　　　　　

356

　　　

1040

　　

341

　　　

421

　　

4刳
サッカー中継の視聴状況

　　　　　　　

よく見る

　　　　

72.8

　　　

617

　　

34 2　　73.6　　385

　　　　　　　

時々みる

　　　　

21.7

　　　

30.5

　　

41.8

　　

19.0

　　

41.9

　　　　　　

あまり見ない

　　　　

3.2

　　　

5.6

　　

M5

　　

5.0

　　

12.2

　　　　　　

ほとんど見ない

　　　　

2.3

　　　

21

　　　

9.4

　　

2.5

　　

7.5

　　　　　　　　　

N

　　　　　　

345

　　　

996

　　

330

　　

401

　　

佃2
サッカーダイジェスト番組の観聴状睨

　　　　　　　

よく見る

　　　　

61. 5　　　52 9　　28.2　　67.3　　27. 1

　　　　　　　

時々見る

　　　　

32. 1　　　362　　362　　284　　410

　　　　　　

あまり見ない

　　　　

4.4

　　　

75

　　

163

　　

3､3

　　

J6.S

　　　　　　

ほとんど見ない

　　　　

2.0

　　　

34

　　

193

　　　

10

　　

154

　　　　　　　　　

N

　　　　　　

343

　　　

992

　　

326

　　

398

　　

412
サッカー以外のスポーツ観戦

　　　　　　　　

なし

　　　　　

39 4　　　47.3　　446　　458　　420

　　　　　　　　

あり

　　　　　

60.2

　　　

52.7

　　

55 4　　54､2　　68.0

　　　　　　　　　

N

　　　　　　

342

　　　

982

　　

323

　　

397

　　

440
サッカー観戦の継続意向

　　　　　　

大いに賛成

　　　　

69.4

　　　

63.8

　　

320

　　

787

　　

328

　　　　　　　　

賛成

　　　　　

21.9

　　　

26､5

　　

34.1

　　

17. 1　　　36

　　　　　　

どちらとも

　　　　

8.2

　　　

9.2

　　

311

　　　

3.5

　　

28.8

　　　　　　　　

反対

　　　　　

０．３

　　　

０．３

　　　

１２

　　

０７

　　

０．９

　　　　　　　

全く反対

　　　　

02

　　　

0,2

　　　

15

　　

00

　　

1.6

　　　　　　　　　

Ｎ

　　　　　　

343

　　　

1001

　　　

331

　　　

403

　　

445

(表中の数字は％)

　

①ルールの理解度・1）

　

観戦者のルールの理解度は観戦頻度か高いほ

ど、観戦歴が長くなるほど「ルールを知ってい

る」とする割合が高くなる傾向が顕著にみられ

る。
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Ｊリーグの観戦者行動に関する調査研究（2）一観戦者のファンとしての特性と観戦行動の関係を中心に

　

②応援する特定チーム・選手の有無

　

応援する特定チーム・選手の有無について

は、同様に観戦頻度か高いほど、観戦歴か長く

なるほど「ある」とする割合が高くなる傾向に

ある。

　

③サポーターズクラブヘの加入意向（図7-

8）

Ｊ以前尼続居

Ｊ開茄以降参入居

斯規参入層
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図７．サポーターズクラブの加入意向（観戦歴）
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観戦頻度ではライトユーザーの方か入会希望

が低く、観戦歴の新規参入層においてもその割

合が低い傾向にある。一方ヘビーユーザー、Ｊ

以前継続層、J開幕以降参入層においては「既

に会員である」とする割合か顕著に高い傾向に

ある。

　

④サッカー中継の視聴状況－ダイジェスト番

　

組の視聴状況

　

サッカー中継・番組の視聴状況については、

観戦頻度ではヘビーユーザーの方が顕著に高い

傾向にあるか、ライトユーザーにおいても「み

る」とする割合か比較的高い傾向にあることが

いえる。観戦歴においても歴が長くなるほど

「みる」とする割合か高い傾向にある。

　

⑤サッカー以外のスポーツ観戦

　

サッカー以外のスポーツ観戦では、全体のほ

ぼ半数以上か「経験あり」としている。ここで

は特にセグメント間の有意な差異はみられな

かった。

　

⑥サッカー観戦の継続的観戦意向

　

継続的観戦意向は、観戦頻度が高いほど、観

戦歴か長くなるほど「賛成・今後もみたい」と

する割合か顕著に高くみられ、一方観戦頻度で

はライトユーザー、観戦歴では新規参入層にお

いては、それらと比較すると継続意向は低い傾

向にあった。

　

⑦観戦歴と観戦頻度（図9）
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戸苅，仲渾，平川，杉山，中塚，江口，榎
　

観戦歴と観戦頻度の関係についてはライト

ユーザーにおいて新規参入層が半数近くを占め

ている。一方ヘビーユーザーでは、J開幕以降

参入層、J以前継続層が占める割合が顕著に高

い傾向がみられる。

(3)Jリーグへの要望・意見反応（表4）

　

Jリーグへの要望における全体的傾向は、両

セグメントの各群を比較すると、いずれにおい

てもヘビーユーザー、J以前継続層、J開幕以降

参入層における要望の方が強い傾向にある。特

に［チケットの料金が高い］という意見がマニ

アの層に強い傾向かあった。

　

一方でセグメント間の要望に若干異なった傾

向もみられた。観戦頻度においては「チケット

料金が高い」の他、ヘビーユーザーの「ファン

のマナーか悪い」「飲食のサービスか貧弱であ

る」とする意見において、ライトユーザーとの

差が観戦歴の各群と比較し、若干大きな傾向に

あった。またJリーグと地域交流の要望（図10-

11）に関してはライトユーザー、新規参入層に

おいてその要望か低く、Ｊリーグの理念である

地域交流は十分には理解されていない様子かう

かがえる。

Ｊ以励Ji≫.H≪

Ｊ開幕以降参入層

新規參入層

(K

　

in

　

20S
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図１ ０． Ｊリーグと地域交流の要望（観戦歴）
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図1 1. Jリーグと地域交流の要望（観戦頻度）

考

　

察

　

ここまでの各セグメントに基づく観戦者と観

戦行動の分析結果から、本研究では以下のこと

か明らかになった。

1.観戦行動の概要における特徴

　

結果よりライトユーザーはチケット購入に関

して、他律的、偶発的であり自己購買の意識が

低く観戦動機はあまり強いものではない。試合

情報については友人・知人による口コミが中心

である傾向がみられた。一方ヘビーユーザーに

おいては、チケット購入に関して前売券を購入

する割合が高く、自己購買の意識も強く観戦動

機の強さがうかがえる。試合情報に関してはサ

ポーターズクラブ会報・サッカー雑誌によるも

のが中心であった。

　

観戦歴では新規参入層がライトユーザーと、

J以前継続層とJ開幕以降参入層においてはヘ

ビーユーザーと、ほぼ同様の傾向がみられた。

2.観戦者の属性における特徴

　

ライトユーザーはルールの理解度が比較的低

い傾向にあり、観戦歴の短い新規参入者が多い

傾向にある。特定の応援するチーム・選手が存

在するわけでもなく、サポーターズクラブヘの

加入意向も低い。このことから観戦動機の大き

さもあまりうかがえず、むしろスタジアムの持

つ非日常性、祝祭的な側面に動機付けられてい

ることが予測される。一方ヘビーユーザーは、

ルールの理解度も高く、観戦歴も長い。応援す

るチーム・選手か特定されており、観戦動機も
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Ｊリーグの観戦者行動に関する調査研究（2）一観戦者のファンとしての特性と観戦行動の関係を中心に

高いものど思われる。サポーターズクラブヘの

加入率も高く、観戦継続意向も高い傾向にあ

る。観戦歴では新規参入層がライトユーザー

と、J以前継続層とJ開幕以降参入層においては

ヘビーユーザーと、ほぼ同様の傾向がみられた。

3.Jリーグへの要望・意見反応における特徴

　

Ｊリーグへの要望においては概してヘビー

ユーザー、J以前継続層、J開幕以降参入層の方

が要望に強く反応する傾向が顕著であった。ま

た各セグメントにおいてJリーグへのニーズが

若干異なる傾向かみられ、施策策定時には両セ

グメントを別個に検討していく必要性がうかが

える。

まとめにかえて

　

本研究では観戦頻度、観戦歴におけるファン

的特性と観戦行動について把握した。Ｊリーグ

市場の安定のためにライトユーザー、新規参入

層の観戦行動を生活化させ、同時に観戦行動か

生活化したヘビーユーザー、J以前継続層・J開

幕以降参入層にそれを維持させるには、これら

各セグメントに対して差別化した施策が必要で

ある。そこでは、Ｊリーグと顧客（ファン）が

単にチケットを媒介とした売り手と買い手の関

係に留まるのではなく、ファンと協働し、Ｊ

リーグ自体の発展をかなえる関係として位置づ

けられる必要かおる。

　

その関係を良好に保つため、ファンのリード

アップやJリーグ自体の成熟の方向性に関わる

ヘビーユーザーとの関係は重要である。一般的

にヘビーユーザーを中心とするファン層は内集

団化され排他的側面を持つことが危惧される。

ここではサポートチームと密着した本来的な意

味でのクラブ化に基づいたライトユーザーへの

積極的なアプローチ等、より開放的なマーケッ

トリーダー化か求められよう。この様なJリー

グとヘビーユーザーとの関係はJリーグの理念

に基づいた相互信頼と委託を媒介にし、両者の

良好なコミュニケーションを前提に成り立つも

のである。だが両者の関係を強化するがあまり、

その排他的側面からJリーグ全体にとってのべ

－22

ネフィットの創出、新しい価値創造が妨げられ

ることも考えられる。そのためにもJリーグの

理念にそった両者の関係における外部評価の積

極的な受け入れ、リーグ内及びチーム組織内で

の自己点検が必要と思われる。以上の様なヘ

ビーユーザーとの関係のあり方は、今後のJ

リーグ発展における重要なファクターの一つと

考えられよう。
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Ｊリーグの観戦者行動に関する調査研究(3)

－スペクテイタースポーツマネジメントの視点からー
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はじめに

　

Ｊリーグの観客動員数は、ブーム的様相に影

響された開幕2年目をピークに年々下降線を

辿っている。またチームによる観客動員数の格

差か拡大しており、一部のチームを除いて多く

のチームでは一段と深刻な状況を迎えている。

　

そこで永続的なJリーグ市場の安定化、活性

化を図るためには、従来とは質的に異なった

マーケティング施策が求められる。そのため、

ターゲット市場の特定に関して有効なセグメン

トの抽出及びターゲット市場に対応したマーケ

ティングの検討が重要である。

　

本研究はスペクテイターやスポーツマネジメ

ントの視点に立ち、まずJリーグのプロダクト

の中核と考えられるゲームやプレイの内容に対

する観戦者の観戦満足の構造を把握し、同時に

　

｢Jリーグの観戦者行動に関する調査研究

(1)(2)｣をもとに、特定のセグメントからみた

Ｊリーグ市場の推移を検証し、それらに対応し

た観客動員のためのマネジメントのあり方を検

討することを目的としている。

研究の方法

1｡概念と操作化

(1)観戦行動への期待

　

本研究では観戦行動への期待についてゲー

ム、プレイ、応援等観戦の中核をなす10項目を

設定した。具体的には、図3の項目か調査票に

おける内容である。

（2）総合満足度

　

当該試合に対する満足値を観戦後にハガキに

よる郵送回収法によって「1.全く不満」～「5.

とても満足」の5段階で把握したものである。

（3）期待度

　

当該試合観戦前の各項目に対する期待値を質

問紙調査法により「1.全く期待しない」～「5.

大いに期待」の5段階で把握したものである。

（4）満足度

　

当該試合観戦後に各項目に対する満足値をハ

ガキによる郵送回収法により「1.全く不満」～

　

「5.とても満足」の5段階で把握したものであ

る。

（5）期待充足度

　

当該試合観戦前の各項目に対する期待値か

ら、観戦後の各項目に対する満足値を引いたも

のである。（期待値一満足度）

（6）満足群、不満足群

　

満足群は総合満足度における満足側2段階

（「5.とても満足」あるいは「4.満足」と回答

したもの）から把握し、不満足群は総合満足度

における不満足側2段階（「1.全く不満」ある

いは「2.不満」）から把握した。

2｡手続き

（1）調査仕様

①調査時期:1996.8.28～1996.9.28

②調査対象:12歳以上の男女個人

③対象試合:■96Jリーグ後半戦

8/28横浜フリューゲルスvs

　

名古屋クラレ

　　　

パスエイト（国

　

立）

1)筑波大学大学院2)筑波大学3)鶴見大学4)お茶の水女子大学5)筑波大学付属高校

　

6)産能大学

7)東京大学大学院
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8 31横浜マリノス　VSベルマーレ平塚

　　　　

（三ツ沢）

9バフ

　

ベルマーレ平塚VS横浜フリューゲルス

　　　　

（カシマ）

9/28

　

ヴェルディ川崎VSベルマーレ平塚

　　　　

（国

　

立）

④調査方法：

　　

層化二段（性・年齢）無作為抽出法による

　

質問紙調査法，ならびにハガキによる郵送回

　

収法

⑤質問紙の回収状況：

　　

標本数:2,030

　　

回収数:1.983 (回収率97.7%）

　　

有効回収数:1,922 (有効回収率94. 7≪)

⑥ハガキの回収状況：標本数:872

　　

回収数:402 (回収率46. U)

3｡調査対象の属性

(1)調査対象全体の個人的属性

表１．調査対象全体の個人的属性

　　　　　　　　　　

％

　

性

　　　

男

　　　

56.0

　　　　　

女

　　　

44.0

　　　　　

合計

　　　

100.0
年齢

　

高校生以下

　

20.9

　　　

大学生年代

　

18.9

　　　

20歳代

　　　

31.5

　　　

30歳代

　　　

17.9

　　　

40歳代

　　　　

9.1

　　　

50歳以上

　　　

1.7

　　　　　

合計

　　　

100.0

　

表1によれば、性では男性か56.0%、女性か

44.0%である。年齢では20歳代か最も多く、

31.5%、続いて高校生年代、大学生年代という

順になっており、50歳以上は極端に少ないこと

かわかる。

(2)観戦歴、観戦頻度からみた個人的属性。

ファン的属性

表2.観戦歴、観戦頻度からみた個人的属性

　　　　　　　　　　

le.

　

継続

　

Ｊ

　

Ｍ

　　　　

入届へ1'-ﾕｰｒ-ﾗｲμ-t'一

　

性

　　

男性

　　　　

68.0

　　

5Z3

　　

54.1

　　

49.9

　　

59.4

　　　　　

女性

　　　　

32.0

　　

47.7

　　

45､9

　　

50.1

　　

40.6

　　　　　　

N

　　　　　

350

　　　

1010

　　

338

　　

407

　　

453
職業学生・生徒

　　　

34.6

　　　

35.4

　　

44.8

　　

2＆9

　　

37.1

　　　　　

主婦

　　　　

１５

　　　

＆４

　　

＆｜

　　

＆２

　　

＆９

　　　　

会社員

　　　　

45. 8　　42.1　　35.8　　49.6　　38.9

　　　　

公務貝

　　　　

6.6

　　　

6.1

　　

17

　　

5.9

　　

7.8

　　　　　

無轍

　　　　　

1.7

　　　

2.1

　　

0.9

　　

1.7

　　

1.1

　　　　

その他

　　　　

5.8

　　　

5.9

　　

4.8

　　

7.7

　　

6.2

　　　　　　

N

　　　　　

34?

　　　

1006

　　

335

　　

405

　　

450

表中の数字は％

　

表2によれば、J以前継続層において男性の占

める割合が比較的高いことかわかる。また職業

では全てのセグメントにおいて学生・生徒、会

社員で大方を占めており、新規参入層において

学生・生徒の占める割合か比較的高く、ヘビー

ユーザーにおいて会社員の占める割合が比較的

高くなっている。

表3.観戦歴、観戦頻度からみたファン的属性

　　　　　　　　　　　　　　

以前継続層

　

開罵以降層新規参入層へt゛-ﾕ丿'-ﾗｲμ^･-
ルールの理解度

　　　　　

かなり知っている

　　　

46.9

　　　

17.4

　　

16.2

　　

22.1

　　

20.7

　　　　　

やや如っている

　　　　

46.6

　　　

58 9　　43. S　　69.6　4S. 3

　　　　　

あまり知らない

　　　　

6.2

　　　

22.4

　　

29.6

　　

18.1

　　

23.7

　　　　　

ほとんどIUらない

　　　

0.3

　　　

1.2

　　

10.8

　　

0.2

　　

7.4

　　　　　　　　

N

　　　　　

356

　　　

1047

　　

352

　　

421

　　

460
応ｌする特定チームの有無

　　　　　　　　

なし

　　　　

16.9

　　　

13.2

　　

34.7

　　

5.0

　

36.7

　　　　　　　　

あり

　　　　

83.I　　　86.8　　65.3　　95.0　64.3

　　　　　　　　

N

　　　　　

360

　　　

105】

　

352

　　

424

　　

4S7
応膿する勅定選手の有無

ト

　

なし

　　　　

25.8

　　　

28.I　　43.7　　21.9　41.1

　　　　　

｜

　

あり

　　　　

71.2

　　　

71.9

　　

S6.3　　78.1　　5S.9

　　　　　　　　

N

　　　　　

356

　　　

1040

　　

341

　　

421

　　

444
サッカー中継の視聴状況

　　　　　　　

よく見る

　　　　

72 8　　　61.7　　34.2　　73.6　38. S

　　　　　　　

時々みる

　　　　

21.7

　　　

30.5

　　

41.e　　19､0　41.9

　　　　　　

あまり見ない

　　　

3.2

　　　

5.6

　　

14.5

　　

5.0

　　

12.2

　　　　　　

11とんど見ない

　　　

2.3

　　　

2.1

　　

9.4

　　

2.5

　　

7.S

　　　　　　　　

N

　　　　　

345

　　　

996

　　

330

　　

401

　　

利2

サフカーダイジェスト番組の嗅聴状況

　　　　　　　

よく見る

　　　　

61.5

　　　

S2.9　　28.2　　67.3　　27.1

　　　　　　　

時々見る

　　　　

32.I　　　36.2　　36.2　　28 4　　41.0

　　　　　　

あまり見ない

　　　

1.4

　　　

7.5

　　

16.3

　　

3.3

　　

16.5

　　　　　　

ほとんど見ない

　　　

2.0

　　　

3.4

　　

19.3

　　

1.0

　　

IS.4

　　　　　　　　

N

　　　　　

343

　　　

992

　　

326

　　

398

　　

442
サッカー以外のスポーツ観戦

　　　　　　　　

なし

　　　　

39.4

　　　

47.3

　　

44.6

　　

45.8

　　

42.0

　　　　　　　　

あり

　　　　

60､2

　　　

52.7

　　

55 4　　S4. 2　　58.0

　　　　　　　　

N

　　　　　

342

　　　

982

　　

323

　　

397

　　

440
サシカー観敬の継続意向

　　　　　　

大いに賀成

　　　

69.4

　　　

63.8

　　

32.0

　　

78.7

　　

32.S

　　　　　　　　

賛成

　　　　

21.9

　　　

26.5

　　

34.I　　17.1　　36

　　　　　　

どちらとも

　　　　

8.2

　　　

9.2

　　

31.1

　　

3.5

　　

28.8

　　　　　　　　

反対

　　　　

０３

　　　

０．３

　　

１．２

　　

０．７

　　

０９

　　　　　　　

全く反対

　　　　

0.2

　　　

0.2

　　

1.5

　　

0､O

　　

I-6

　　　　　　　　

N

　　　　　

343

　　　

]OOI

　　

331

　　

403

　　

445

　　　　　　　　　　　　　　　　

表中の数字は％

　

表3によれば、ルールの理解度について、J以

前継続層において「かなり知っている」とする

割合が高い。応援する特定チームの有無につい

ては、新規参入層、ライトユーザーにおいて

　

7なし」とする割合か他のセグメントより比較

的高くなっていることがわかる。応援する特定

選手の有無についても同様の傾向かみられる。

サッカー中継の視聴状況については、J以前継
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榎，仲渾，平川，杉山，中塚，江口，高橋，戸苅

続層、J開幕以降層、ヘビーユーザーにおいて

　

「よく見る」とする割合がかなり高く、一方で

新規参入層、ライトユーザーにおいてはその割

合が低いことがわかる。サッカーダイジェスト

番組の視聴状況についても同様の傾向がみられ

る。サッカー観戦の継続意向については、J以

前継続層、J以降参入層、ヘビーユーザーにお

いて肯定的な傾向か強いことかわかる。一方新

規参入層、ライトユーザーにおいては肯定的な

意見は強くないことがわかる。

結

　

果

1｡観戦満足の構造

(I)セグメント別でみた総合満足度

Ｉ

　

層

　

一

　

一

　
　
　
　

一

　

Ｉ
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＃
■

　

半

　

代

　

代

度
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図１総合満足度
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４Ｓ

lOOK

　

４∽

　　　　

３釦

　　　　

・∽

　　　　

Z.詞

　　　　

Z.卯

　

図1は各セグメントにおける総合満足度の割

合を示している。さらに図2はその満足度を加

重平均値で換算したものである。図2によれ

ば、観戦頻度では高頻度層（ヘビーユーザー）
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図２総合満足度（加重平均）

において総合満足度が低く、低頻度層（ライト

ユーザー）においては比較的高くなっている。

観戦歴ではJ以前継続層において総合満足度が

低く、新規参入層においては比較的高くなって

いる。年齢では20代前半において総合満足度が

低く、30代後半以降、大学生年代において比較

的高くなっている。観戦意向、性ではそれほど

大きな差はみられないことがわかる。

（2）全体でみた期待充足度

Ｓ
眺
な
ど
の
少
な

　

フ
ｘ
ア
な
皿
合

一
ａ
刀
や
・
Ｓ
ｔ

　
　

う
糾
會

一
人
ほ
の
す
こ
さ

一
外
ａ
の
あ
５
μ

｛
が
た
く
４
ん
入
６

　
　

μ
轟
四

７
ｙ
イ
ト
あ
ふ
れ
６

　

タ
フ
な
μ
合

Ｃ
皿
を
直
し
め
る
μ

　
　
　

合

レ
フ
ー
リ
ン
グ
｛
一

朔
ｙ
が
い
い
一
合

齢
か
に
冒
ち
Ｉ
い
て

　

皿
Ｋ
る
皿
嗇

一
心
な
ｆ
ポ
ー
タ
ー

が
参
く
に
ぎ
や
か
な

　
　

旅
舎

一
ａ
を
や
う
鴬
返
し

　
　

i
i
r
n
a

図３期待度・満足度

に票

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

tS4

4-？.＿_4.13＿_●.u.－_t‾77二＿．

　

－．－

　　

－＿－－

　

一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｊ軸
心=＝＝＝－=－

　

==＝＝

　　

3 S●
’一一37●--―＝＝＝=＝＝＝==＝＝-W＝

”=--=-7＝＝==

　

=＝i-＝＝

　　　　

＝=＝===＝＝＝＝

　

=

　

＝

　　　

- - A 1

　　　　　　　

・･1

　　　　　　　　　

14

］Z2

　

‾j12‾‾‾一一　--11　　- -
― ―y＼10　　　　i’1‾‾‾‾‾1al　‾

㎜㎜---iJ-四〃■－W’7W---- ”－－‾ －　16－　　　‥－

　　　　　　　　　　　　　　　

140

　　　　　　

㎜

　　　　　　　　

㎜

　

＝＝＝

　　

===＝＝＝＝==

　　

－

=W■－

　

＝-==＝＝========＝＝＝

　　

=＝＝＝＝===＝

　

＝=＝＝＝=－－－－〃I-- －

　　

23.9

　　　　　

3S.9

　　　　

･isfc;aesj;i≫
ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＼

　　　　　　　　　　　　

／

　　

／

　　

26.B　　　　　　43. Z　　　　　巽･S

　　　　　　　　　　　　　　　

＼

　　　　　　　　　　　　　　　

/

　

19.9

　　　　　

4S.9

　　　　

j；今雄治嶮

　　　　　　　　　　　

＼＼

　

＼

　　　　　　　　　　　　

＼

　　

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　

/

　　　　　　　　　　　　　　　

／｜

　　　　　　　　　　　　　　　

X

　

23.3　　　　　　449　　　　･･ゝ¶I

　　　　　　　　　　　　　　　

＼

　　　

X

　　　　　　　　　　　　　　

3.46

｀゛i!

　

囮4;

　

。｡阻秘 3.S8

　　　　　　　　　　　　　　　

3.67

　　　　　　　　　　　　　　

3　53

　　　　　　　　　

゛｀，

　

3.51

　　　　　　　　　　　　　　　

3.64

　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.91

　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.67

　　　　　　　　　　　　　　　　

J.72

　　　　　　　　　　　　　

3.35

　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.90

　　　　　　　　　　　　　　　　

3.71

　　　　　　　　　　　　　　　

3.65

　　　　　　　　　　　　　　　　

3.71

　　　　　　　　　　　　　　　

3.69

｜



・10

ｏ∽

-o沁

-1∽

-|沁

-2∽

-2g

Ｊリーグの観戦者行動に関する調査研究（3）－スベクテイタースポーツマネジメントの視点からー

図4. 期待充足度とy員足／不満足鮮

‐
か
に
Ｉ
ち
‐
い
て

　

み
れ
る
ｓ
會

熱
心
な
サ
ポ
ー
タ
ー

．
が
参
く
に
ｗ
6
-
≪
c
<

　
　

μ
會

-
４

4
i
a
-
1
^
Ｘ
４
-
1

　
　

た
Ｍ
倉

図４期待充足度と満足/不満足群

　　　　

まず全体を対象に回帰式を作成した結果、

　　　

「個人技」「組織力」「応援」の項目が観戦満

　　　

足に与える影響か強く、これらが観戦満足の中

　　　

核になっていることが窺える。またほとんどの

　　　

セグメントにおいて「応援」の項目か観戦満足

　　　

を規定することかわかる。

昌こ

　　

観戦意向では、定着層において「個人技」

　　　

「組織力」の項目か観戦満足を規定することか

　　　

わかる。「Jリーグの観戦者行動に関する研究

　　　

（2）」で、施策策定に有効なセグメントとして

　　　

抽出された二つのセグメント、観戦歴、観戦頻

　

図3は試合観戦前の各項目に対する期待度

と、試合観戦後のそれらに対する満足度のスコ

アの差を示している。これによれば、「期待度

か高く満足度か低い」という、観戦前の期待に

そぐわなかった項目として「個人技のすごさや

意外性のある試合」「組織力や戦術を競う試

合」「ファイトあふれるタフな試合」「レフェ

リングかいい試合」が挙げられる。さらに図4

は総合満足度における満足群と不満足群のスコ

アの差を示しているか、「個人技のすごさや意

外性のある試合」「組織力や戦術を競う試合」

　

「応援を楽しめる試合」において大きな差かみ

られる。

(3)セグメント別でみた観戦満足を規定する要

　

因

　

ここではセグメント別に観戦満足の構造を把

握するために重回帰分析を行った。重回帰分析

は、変数投入をステップワイズにより行い、回

帰係数の有意水準5%を満たすものを独立変数と

する線形重回帰方程式を作成する手順で行っ

た。その結果を表しているのが表4である。

　

表4.観戦満足を規定する要因

度では若干異なる傾向かみられ、観戦歴では新

規参入層において「熱心なサポーターが多くに

ぎやかな試合」の項目が観戦満足に与える影響

が強く、また「反則などの少ないフェアな試

合」をあまり評価しない傾向がみられる。J以

降参入層においては「個人技」「組織力」、Ｉ

以前参入層において「組織力」の項目か影響が

強いことがわかる。観戦頻度では低頻度層にお

いて、観戦歴での新規参入層と同様に、「反則

などの少ないフェアな試合」を評価しない傾向

がみられる。高頻度層では「個人技」の項目か

観戦満足に与える影響か強いことがわかる。こ

れらより、新規参入層、低頻度層が多少「ラ

フ」な要素か含まれる迫力ある試合内容を求め

ているということか推測される。また観戦歴か

長い、あるいは観戦頻度か高い層はかなりスキ

ルフルな試合内容を求めていることが考えられ

る。

　

以上のように、一部のファン層に「ラフ」な

試合であれば、満足度か上がる傾向がみられ

る。これは迫力という点て共通するかもしれな

いが、試合に内在する「ラフ」さと「タフ」さ

のバランスをコントロールすることか重要であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

全体

　　

新規参入層

　

丿以降参入層丿以前継続層

　

浮動層

　　

定着層

　

低頻度層

　

高頻厦層

個人技のすごさや意外性のある試合

　　　

0,240

　　　　　　　　　

0.278

　　　　　　　　　　　　

0.276

　　　　　　

0.429

組織力や戦術を鼓う試合

　　　　　　　

0.193

　　　

0.253

　　　

0.144

　　　

0.450

　　　　　　　

0.218

　　

0.254

反則などの少ないフェアな試合

　　　　　　　　　

-0.204

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-0.132

ファイトあふれるタフな試合

点がたくさんはいる賦合

1点を争う緊迫した試合

熟心なサポーターが多くにぎやかな試合

　　　　　　　　

0.222

静かに落ち着いてみれる訳合

レフェリング（審判）がいい試合

応援を楽しめる試合

　　　　　　　　　

0.219

　　　　　　　　　

0.178

　　　

0.263

　　

0.276

　　

0.264

　　

0.245

　　

0.213

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

R:0.529

　

R:0.485

　　

R:0.513

　　

R:0.619

　

R:0.335

　

R:0.600

　

R:0.520

　

R:0.560

　　　　　　　　　　　　　　　　　

F値:42.45

　

F値:6.166

　

F値:22.45

　

F

　

:19.86

　

F

　

:4.432 F　:34.32 F　:9.86 F値:19.34

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表中の数孚は標準回帰係数
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るということを物語っており、ここにレフェリ

ングという問題か顕在化してくる。本調査にお

けるレフェリングの評価については、図4から

満足群、不満足群においていずれも期待充足度

が低いことがわかる。

　

よって本研究では、レフェリングの評価とい

う点について検討した。まず一般的にサッカー

の理解度（操作的にこのルールの理解度や観戦

歴から把握した）の低いファンはひいきチーム

の勝敗によってレフェリングの評価か変わると

いう仮設を設定した。つまりサッカーを知らな

いファンほど、ひいきチームが負けるとレフェ

リングが悪いとする傾向があり、レフェリング

の評価に客観性が欠け乙ということである。

表5.サポートチームの勝敗とレフェリングの

　　　

期待充足度

　　　　　　　　　

ヽ－トチームがけた試。

　　　

。－トチームがうた献

　　　　　　　　

Mem

　

Std Dev　Coses　　Ueui　Std Dev　Cases

　　　　　　　　　

-1.76

　　

1,22

　　　

6?

　　

-1.62

　　

1.45

　　　

181
新

　

入

　　　

-1.20

　　

084

　　　

5

　　

-0 96　　1.64　　　26

　

ゞ降入層

　　

-1-61

　　

120

　　　

46

　　

-1.66

　　

1.38

　　　

116

　

K前
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図５サポートチームの勝敗とレフェリングの期待充足度

　

仮説検証の結果は、表5と図5より観戦歴との

関係では仮説と異なった傾向がみられる。とい

うのは観戦歴か長いファン、つまりJ以降参入

層よりJ以前継続層の方が、レフェリングの評

価か低く、勝敗によって評価の揺れか大きいこ

とかわかる。一方で新規参入層においては中庸

回答か多く、勝敗による評価の揺れは小さいこ

とかわかる。

　

これらより、J以前継続層における観戦行動

の離脱の防止、新規参入層、低頻度層によって

求められる「ラフ」さと「タフ」さの微妙なバ

ランスをコントロールすることに関して、レ

フェリングは重要なファクターであることか認

識される。

2.Jリーグ市場の推移

　

ここでは、｢Jリーグの観戦者行動に関する

調査研究(1)(2)｣の結果より抽出された観戦

歴、観戦頻度の両セグメントを中心に、時系列

データからJリーグ市場の推移を検討する。

(1)観客動員数の推移
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図6は

　

’93からの観客動員数の推移を示して

いる。これによれば動員数は

　

’94をピークに減

少している。

(2)観客動員数現象の背景
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図9.観戦歴（男性）

lom

／

0( 20S

　　　

40S

　　　

60S

　　　

80S

　　

I］1年未渦■１－５年末渦０５年以上

1001

　　　　　　　

図９観戦歴（男性）

　

図7～9によれば、観戦歴1年未満の新規参入

層において、■96 (開幕4年目）で女性を上回る

傾向かみられる。女性の新規参入層はJ開幕前

後に集中しており、まさにブームの陰に女性あ

りという様相を表している。これより観客動員

数減少の一つの要因に、女性の新規参入層の減

少が考えられる。

（3）チーム別観客動員率・1）
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図10は’96のチーム別動員率を示している。

図中の関係ゲーム動員率とはチームの持つ相対

的な動員力に該当するものである。アントラー

ズをはじめ、特に関係ゲーム動員率が7割を超

えるチームは、796のゲームに関して「動員力

かあった」ということがいえる。こうした関係

ゲーム動員率で上位を占めるチームは、ホーム

ゲーム時動員率の方がアウェイゲーム時動員率

より高く、また下位を占めるチームはアウェイ

ゲーム時の方かホームゲーム時より関係ゲーム

動員率が高い傾向にあることかわかる。さらに

アウェイゲーム時動員率において上位チームと

下位チームの差は約2割程度であるか、ホーム

ゲーム時動員率においてはその差か約6割と大

きな差かみられることがわかる。よって関係

ゲーム動員率は主にホームゲーム時動員率に規

定される関係かみられ、ホームゲームの重要性

がクローズアップされる。

(4)ファンの組織化状況

９６Ｊリーグ観客

　　　

全体

某サポーターズク
ラブ(96.10実査)

OS 20S 40S 60S

_

8(浅

　　

100%

　　　

・1年未満●1~2年禾渦02~3年末渦03~5年禾満●5~10年末aoio年以上

　　　　　　

図１１ファン組織化の低迷

　

図IIはファンの組織化状況を示している。こ

れによれば、｢Jリーグの観戦者行動に関する

研究(2)]においても指摘されるように、ファ

ン組織は観戦歴の長い層を中心に構成されてお

り、観戦歴の短い層の加入率は低く、組織率低

下の傾向かみられる。某サポーターズクラブ注

２)の組織化状況をみるとこの傾向か一層顕著で

あることかわかる。
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(5)延べ動員率と頻度別にみた観戦者実数
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図１２延べ動員数と頻度別にみた観戦者実数
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図１３ライトユーザーの頻度シミュレーション

　

図12は延べ動員数と頻度別にみた観戦者実数

を示している。これによれば、延べ動員数は観

戦頻度が高い観戦者、すなわちヘビーユーザー

によって支えられていることがわかる。

　

図13は試合毎の観客動員数のシミュレーショ

ンを示している。シナリオＢは、’96前半の観

戦回数か5回以下であった観戦者か、それぞれ

観戦回数をI回ずつ増やしたケースの1試合の動

員数である。このシナリオか現実化されると、

動員数が約2000人増加することが予測される。

またシナリオＡによると観戦回数4回以下で

あった観戦者か、それぞれ2回ずつ観戦回数を

増やせば、約4000人の動員数増加が予測され

る。これらより、観戦頻度が低いライトユー

ザーの観戦回数を少しでも増加させること、す

なわちライトユーザーへの働きかけの重要性か

確認される。

まとめにかえて

　　

「観客動員拡大の課題」のポイントである低

頻度層（ライトユーザー）に関しては、「J

リーグの観戦者行動に関する調査研究（2）」に

おいて指摘されるように、観戦行動が偶発的、

他律的であり、情報においては口コミか中心で

話題性に左右されやすい傾向にある。この話題

性については、「サッカーくじ」「Ｗ杯予選突

破」といったことか当然考えられる。またキャ

パシティの大きな会場ではライトユーザーの構

成比が高くなる傾向かあり、こういったスタジ

アムマネジメントも重要な課題の一つである。

さらに観戦行動への期待としてはライブ性、非

日常性、祝祭性、といった要素か内在し、特に

観戦の中核に当たるゲーム内容については、多

少「ラフ」さを含む迫力あるプレーを評価する

傾向にあり、改めてレフェリングの重要性が指

摘される。

　

一方高頻度層（ヘビーユーザー）に関して

は、サポーターズクラブに代表される組織化に

特徴がみられ、組織率は低下の兆候にありサ

ポーターズクラブのメリット感の創出の重要性

か指摘される。これは従来行われてきた「チ

ケット優先人手」以外のメリットの開発を迫る

ものである。例えば、個別性の高い情報提供、

あるいはタレントすなわち選手への比較的優遇

された接触といったことか有効と考えられ、さ

らには本来的な意味での地域特性を考慮した

　

「クラブ化」を検討する時期にさしかかってい

ると思われる。

　

この組織化は、低頻度層にみられる「口コ

ミ」をその組織コミュニティ内で増幅させ、情

報の少ない観戦頻度の低いビギナーから観戦頻

度の高いマニアへの移行を支援する機能を持つ

ものであり、観客動員数拡大におけるキーファ

クターであると思われる。
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注1）動員力の分析は、動員率を用いて行った。

　　

動員率とは単純に動員数を収容人数で除し

　　

たものである。

　

しかしながら、広島ビッグ

　　

アーチ国立競技場は特に収容人数か多く、

　　

仮にこの収容人数をそのまま用いると全体

　　

の分析にゆかみが生じる恐れかおるため、

　　

広島ビッグアーチに関しては、ビッグアー

　　

チと国立競技場以外の平均動員数である

　　

31,000人をそれぞれ収容人数として換算し

　　

た。このためあるゲームにおいては動員率

　　

かIを上回るものかあるか、このケースにお

　　

いては、それを1と換算して動員率を求め

　　

た。

注2）関東にホームタウンを置く、あるJリーグ

　　

チームのサポーターズクラブ（会員規模約

　　

8,000人）のデータである。
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1｡はじめに

　

第18回ユニバーシアード福岡大会は、1995

年8月23日から9月２日までの12日間、福岡県福

岡市で開催された。日本での夏期ユニバー大会

開催は、67年の東京、85年の神戸に続き3度目

であった。この大会には、史上最多の世界162

の国と地域から総勢5,740人の選手、役員か参

加し、10競技144種目が実施された。

　

この大会に現役大学生のみによる全日本学生

選抜チームで出場したサッカー日本代表チーム

は、念願の「金メダル」を獲得し、学生サッ

カー界のみならず、日本サッカー界初の国際大

会優勝という快挙を成し遂げたのである。日本

は、予選リーグでカナダに引き分けるなど、苦

戦しながら2勝1分、Ａ組1位で決勝トーナメン

トへ勝ち進んだ。その後準々決勝のオーストラ

リア戦を4対Oで快勝すると、すっかり調子の波

に乗り、強豪のロシア（準決勝）、韓国（決

勝）を劇的なゴールで撃破して、堂々の初優勝

に輝いた。

　

そこで本報告では、優勝した日本チームを支

援する目的で編成されたロジスティックスの組

織か現場のコーチングにどのように導入され、

活用されたのかという点に着目し、支援部隊の

組織づくりや強化スケジュールの中での関わり

方、ゲーム分析のデータなどに見受けられる具

体的な成果について総括していく。

2｡時間軸に沿った戦略的トレーニング計画

　

自国開催で“史上初のメダル獲得”という明確

な目標の達成を、いわば義務づけられた’95ユニ

バー代表チームは、始動から大会終了までの１

年8ヶ月という時限の中で、時間軸に沿ったト

レーニング計画を綿密に立案しながら実行して

いった。

　

まず、メダル獲得が可能な競技力水準と現在

の水準、状態との「ギャップ」の存在を科学的

手法によって客観的に把握し、［何と何をどう

いった順番で、どのようにトレーニングしてい

けば良いのか？］という秩序立てをしっかりと

行えたことが、この成功につながったといえ

る。大会までの期間を大きく5期に期分けし、

各々の重点課題を明確にしながら長期展望に

立って強化策を進めていった。

　

また、ユニバー代表チームか始動した

　

’93年

12月当時、大学の1、2年生であった候補選手達

の意識をいかにして国内的（ドメスティック）

なものから国際的（インターナショナル）なも

のへと脱皮させていくかか重要なポイントだっ

た。そこで、過去に例を見ない計4回の海外遠

征（東南アジア、ブラジル、フランス、ロシ

ア）、延べ日数67日間、計22試合の国際試合を

経験させ、福岡大会に臨んだ。

　

サッカーのスタイルか異なる国々を転戦し

て、選手達か身につけた豊富な国際経験は、計

画的に高められた心身のコンディションに支え

られ、本大会での勝負強さや精神的な図太さと

1)福岡大学

　

2)東海大学

　

3)奈良産業大学

　

4)青山学院大学

　

5)北海道教育大学

　

6)高知大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月1－
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なって着実に成果をあげていった。

3.代表チームの科学的後方支援部隊（ロジス

ティックス）の編成

　

広辞苑によれば、「ロジスティックスとは、

前線にいる作戦軍のために後方にあって、車

輛、軍需品の前送、補給、修理、後方連絡線の

確保などに任ずる機関、部隊のことをいう。」

と説明されている。自国開催の地の利を最大限

に生かし、“史上初のメダル獲得”という目標

達成のために代表チームを科学的にサポートす

る支援部隊を編成するという画期的な試みか今

回実行された。ロジスティックスは、全日本大

学連盟の技術委員を中心に総勢50名にも及び、

それぞれの専門分野から現場スタッフのリクエ

ストを第一義として支援体制か組まれた。「船

頭多くして船山に登る」という諺のごとく。

　

「支援スタッフか自己の主張を決して代表チー

ムに強要しない」という共通理解のもとに活動

は進められた。図1は、代表チームを中心にし

たロジスティックスの組織図を示したものであ

る。

図１

　

ユニバーシアード代表チームへの後方支援

　　

の（ロジスティックス）の組織図

4｡フィジカルコンディショニング班の役割と

成果

　

本大会をにらんで代表チームかスタートした

当時、候補選手達は大学の1、2年生だった。こ

の時期の若い選手は、トレーニング次第で身体

的な能力を計画的に改善できる時期だと言われ

ている。そこで、国内の強化合宿や海外キャン

プの集合時に、必ずフィジカルチェックを行

い、その時点でのコンディションを科学的な指

標で客観的に把握していった。測定結果は即

刻、現場スタッフにフィードバックされ、翌日

のトレーニングにおける負荷設定や能力別ク

ルーピンク、選手への動機づけなどに活用さ

れ、成果を挙げていった。それと同時に、個人

別カウンセリング用紙を作成し、選手自身か自

己の状態を正確に把握し、次の合宿までの間に

所属チームでどのようなトレーニングをするべ

きかという課題についての個人的アドバイスか

受けられるシステムづくりをフィジカル班に依

頼していった。具体的な成果として、体脂肪率

　

（%ＦＡＴ）の低下傾向が確認された。また、

ハートレイトモニターを用いて、運動強度を選

手自身に常に自覚させながらトレーニングする

方式により、ローパワーはもちろんのこと、ミ

ドルパワーの改善も顕著であった。

　

ミドルパ

ワーの改善は、疲労回復能力の向上をもたら

し、スタミナ切れや相手に動き負けるといった

心配を持たず、むしろ前後半の終了間際に得点

できる強さとなって大会本番の試合に生かされ

ていった。

5｡メンタルトレーニングの導入とその成果

　

メンタルトレーニングの必要性は十分に認識

されているにもかかわらず、現場の指導に導入

できているとは言い難い。とりわけ、実力か均

衡した厳しい勝負を勝ち抜いていくためには、

心理面の強さ（メンタルタフネス）が必要とさ

れてくる。開催国として、周囲からの大きな期

待か心理的プレッシャーとなってくる福岡大会
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乾，宇野，西田，宮崎，田中，野地，有吉

では、心理面の強化と同時に「望ましい心理状

態をいかにして作り出していくか」という課題

に対する対策が必要不可欠であった。そこで、

選手達だけでなく、現場の監督、コーチも一緒

になって真剣にメンタルトレーニングに取り組

んでいった。

　

「スマイル＆リラックス」を合言葉に、プラス

思考やプラスの言葉づかい、プラスイメージを

作り出すためのミーティングの話し方やウォー

ミングアップ法が工夫されていった。

　

メンタルトレーニングの成果は大会に突入し

てから、予想以上に発揮され、選手達の心理状

態は、良い方向へと向かい、大会終盤では勝つ

意欲が益々旺盛になり、自信に溢れた理想的な

ものになっていった。決勝の韓国戦、試合開始

わずか1分に挙げた先制点は、日本選手のメン

タルタフネスが相手を圧倒していたことをまさ

に象徴的に示す結果である。

6｡スカウティング班の活動内容と現場への活

用

　

真夏の福岡で1日に3試合を担当しながら、三

会場同時進行のゲームに対応するため、3つの

ワーキンググループか編成された。各グループ

は、ゲーム分析担当の技術委員2名、ＶＴＲ撮影

のための学生2名、そして、コンピューター分

析の基礎資料となるパスコースなどをアナウン

スして人力する学生3名で構成された。

　

スカウトの内容は、日本チームか対戦する可

能性が高いチームを対象に、技術委員の目によ

る戦術的分析と、ＶＴＲとコンピューターを駆使

してのゲーム分析の両面から相手チームに関す

るデータを収集した。

《技術委員によるゲーム分析》

Ｉ．システムとスタイル（攻撃の活動性と守備

　

のバランス）

U.各プレーヤーの特徴

Ⅲ。リスタートプレー

IV.得点およびチャンス時の経過

Ｖ.失点およびピンチの分析

《コンピューターによるゲーム分析》

　

東海大学方式か採用され、各プレーごとに、

①プレーヤー名、②プレーの位置、③プレーの

内容、④結果などを確認し、簡単な記号で人力

していった。出力されたデータのうち代表チー

ムに提供されたのは、対戦チームの各プレー

ヤーの特徴を示す個人データ、パスのコースと

頻度、シュートに至る攻撃の流れ、リスタート

プレーの特徴に関するものであった。

　

連日の深夜におよぶ作業によって、コンパク

トに集約されたデータと10分程度に編集された

ビデオテープは、翌日すぐに現場スタッフの手

元に届けられた。これによって、現場スタッフ

が十分な情報をもとに次の対戦相手に対する

ゲームプランをより明確に立案することかでき

たのは、言うまでもない。さらに、相手の特徴

を選手にとってイメージアップしやすく手短に

編集されたビデオテープは、中一日の日程で

戦っていく上で、非常に有益であった。また、

相手の個人別データは、試合中に相対する選手

ごとに手渡され、対戦する前から“敵を知る”

ことにより、精神的に優位に立つことができた

というい点て大きな成果をあげたと言える。

７。「ゲーム分析結果」から見た日本チームの

勝因

　

①ボール占有率

　

日本がボール占有率で相手を上回ったのは、

全6試合中3試合のみで、攻撃の基盤であるボー

ル保持（ＢＡＬＬ

　

ＰＯＳＳＥＳＳＩＯＮ）について

は、必ずしも優位を保つことができていなかっ

た。特に、メダルを賭けた準決勝（ロシア

戦）、決勝（韓国戦）では、ボール占有率で大

きく下回り、一方的にゲームの主導権を奪われ

る時間か長い、劣勢の展開が続いていたと言え

る。図2は、準決勝、決勝の2試合についてボー

ル占有率の変化を15分ごとに集計したものであ

る。このような苦しい試合を勝ち抜いた陰に、

決勝トーナメントに入ってからの3試合を全て

無失点に抑えた守備陣の健闘があったことを忘

れることはできない。
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そして、粘り強い守備から、試合終了間際や

開始早々の一瞬のチャンスをものにするといっ

た、したたかな試合運びがチーム戦術として見

事に徹底されていたことが勝因のひとつとして

挙げられる。
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図2. 1 5分ごとのボール占有率の変化　a=・･･･-1･

②日本チーム全16得点の時間帯

　

16得点中、前後半各々の立ち上がり15分以内

の得点か8点もあり、半数を占めていることか

わかる。また、開始1分や89分の劇的なゴール

に代表されるように「危険な時間帯」と呼ばれ

る時間帯にことごとく得点を挙げていること

は、今大会における日本チームの特筆すべき特

徴であった。

　

さらに、後半6分から10分の5分間には4得点

か集中している。これは、今回導入したメンタ

ルトレーニングによって、緊迫したゲーム状況

下でも冷静さを失わず、ハーフタイムから後半

開始までの間に、うまく心理面のコントロール

かできていたことを物語っている。

　

リラクゼー

ションとコンセントレーション（集中）、後半

戦の戦い方に対する明確なイメージング、サイ

キングアップといった心理テクニックを実戦の

中で的確に実行できたことが、この歴史的勝利

につながったと言える。

③得点時に相手ボールを獲得した状況

　

日本チームの得点につながった一連のプレー

について、相手ボールを奪った状況に着目して

分析した。
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図３．日本チームの全得点の時間別分布

その結果、図4のように相手ボールをパスカッ

トしてから得点に結びつけたものは、全体の4

分の1(4得点)にすぎないことかわかった。あと

の12点は、すべてセットプレーあるいはリス

タートプレーによるものであり、停止球からプ

レーを再開した直後の一瞬のスキをうまくつい

て得点に結びつけていたと言える。4回の海外

遠征を通して身につけた豊富な国際経験は、数

少ないチャンスを確実に得点にしてしまうとい

う勝負強さとなって大会本番で十分発揮され、

結果を出していった。

Throw In
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図4.ボールを獲得した状況

8｡総

　

括

　

大学サッカー界が総力をあげて取り組んだ

　

「ロジスティックス」は、それぞれの専門性を

生かしながら、あらゆる力を代表チームの勝利

のために結集することかできたという点におい
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乾，宇野，西田，宮崎，田中．野地，有吉

て歴史的な大成功をおさめたと言っても過言で

はない。今回の画期的な試みか成功した背景に

は、ロジスティックスの各担当者が、「あくま

でも現場スタッフの要望を第一義として動いた

こと」と、一方で現場スタッフや選手達が。

「最新のスポーツ医・科学の研究成果を積極的

に受け入れる姿勢を貫いたこと」の、相互作用

かあったことを忘れてはならない。匍日本サッ

カー協会をはじめ、ご協力頂いた関係各位に心

から感謝しながら本稿を閉じることとする。

－35
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守備の共通理解
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長所、弱点の抽出
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サッカー医・科学研究

　

第17巻(1997)

ユニバーシアード’95福岡大会

日本代表サッカーチームの科学的サポート・支援部隊（その2）

　　　　　　

フィジカルトレーニングとその効果

緒
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宇
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ユニバーシアード日本代表サッカーチームの

後方支援組織の一つであるフィジカルコンディ

ショニング班は、代表選手の選考当初から現場

サイドへの支援体制を組み、活動を行ってき

た。この班の主な活動は、選手の体力を身体組

成、無酸素性能力(非乳酸性および乳酸性能力)

および有酸素性能力の側面から明らかにするこ

と、そして測定結果を翌日までにスタッフと選

手に十分な説明をして、次の合宿までに所属

チームで行っておくべきトレーニングプログラ

ムの作成を行うことであった。

　

そこで、フィジカルコンディショニング班か

本大会へ向けて作成したトレーニング内容およ

びそれらによるトレーニング効果について報告

する。なお、今回は、実験室で測定した結果に

ついて報告する。

方

　

法

A｡対象者

　

対象者はユニバーシアード’95福岡大会で優

勝した日本代表サッカーチームの選手15名で

あった。測定は、選手に口頭と文書にて測定の

趣旨、内容および手順を十分に説明してから

行った。

Ｂ.測定項目

　

身体組成はＢモード超音波皮下脂肪厚計（製

鋼社製:SM206型）を用いて身体密度を求め5）、

Brozekらの式l）から体脂肪率（以下、%Fat）を

づ

1
5
　

秀
真

山内
乾

、
ノ

　

り

２

　

r
r
＼

１
　
勝

算出し、体脂肪量(以下、Fat)と除脂肪体重

　

(以下、ＬＢＷ)を求めた。

　

無酸素性の非乳酸性能力の測定については、

最大無酸素性パワー(以下、AnPmax)を宮下ら

の方法lo)により行った。また、無酸素性の乳酸

性能力の測定は、40秒パワー(以下、40secP)

とピーク血中乳酸濃度(以下、ピークＬａ)を行っ

た。これらの測定は、先に報告した方法8)に

従って行った。

　

有酸素性能力については乳酸除去率を測定し

た。乳酸除去率は、40秒パワー測定後のピーク

Ｌａと30分後のＬａの測定を行い、これらの値か

ら算出した。

　

なお、血中乳酸濃度の測定はラクテートアナ

うイザー(YSI社製:1500sports)を用いて

行った。

Ｃ.チームのトレーニングスケジュール

　

チームの1993年12月から1995年8月までの

　

年・月

　　

期分け

　

遠征・合宿

　　　

トレーニング目的

94 ・ 12　第2期　代表候補合宿　　体脂肪量の減少

95・

　

1

　　　　　　

ブラジル遠征

　　

非乳酸性能力の改善

　　　　

２

　　　　

３

　

第3期

　　

大学地域対抗職

　

有酸素性能力の改善

　　　　

4

　　　　　　

1iまき要
還征

　　

非it酸性能力゜改善

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(筋力)

　　　　

５

　　

第４期

　

最終代表選考合宿

　

乳酸性能力の改善

　　　　

６

　　　　　　

強化合宿

　　　　

７

　　

第5期

　

□■>7i:征　　各体力要素の椎持

　　　　

８

　　

試合期

　

選手村入村

図１．期分けとトレーニング目的

1)中京大学

　

2)仙台大学

　

3)東海大学

　

4)鹿屋体育大学

　

5)福岡大学

　

6)奈良産業大学
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トレーニングスケジュールの詳細については、

これまでに乾ら3)によって報告されている。

　

トレーニングの主な流れは、図1に示したよ

うに、1994年12月～1995年2月を期分けの第2

期として体脂肪量の減少と有酸素性能力の改善、

1995年3月～4月を第3期として有酸素性能力と

非乳酸性能力の改善を目的としたトレーニング

を行った。 1995年5月～6月を第4期として乳酸

性能力の改善を目的としたトレーニングを行っ

た。そして、1995年7月～8月を第5期として各

期で改善された各体力要素の維持と選手個々の

弱点の強化を目的としたトレーニングを中心と

した。

　

なお、体力測定については、1994年12月23

日と1995年3月15日、そして1995年ﾌ月19日の

計3回行った。そして、実験室で測定した結果

　　　　　

ＳＦａり％1

身体に占める目訪の翻合を示す．

　　　

LBW/Hl (kg・m'|

身長lmに占める筋肉量を示す．

　　　　

AnPma≪{W|

約７秒以内の瞬同的な時同内に

どれだけパワ一を発揮できるかを

鎬べています．魯中のATPの即時

分解やＰＣ分舅のエネルギーlil用

します．

　　　　

4●･8CP (W)

rj40H>間の遠望・・において、

どれだＵパワーを発卿できるかを

訓ぺでいます．筋は隷素を利用

せずに糖質を分Ｓしてエネルギー

を盈生し、その結果として乳喰を

生み出します．

　　　　　

<fT* (≪)

5秒から40砂にかりてパワーが

どの程度低下するかを鍋ぺています

トップスピードをどれだけ纏持でき

るかをみています．
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図2.体力測定の結果と評価
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については、図2に示した形式で、測定の翌日

までに選手とスタッフにフィードバックした。

Ｄ.統計処理

　

データの統計処理は各期で測定した各体力要

素の変化をWilcoxonの符号付順位和検定を用

いて行った。

　

なお、統計上の優位水準は5%とした。

結

　

果

A｡1994年12月における選手の体力的特徴

表１．選手の身体的および体力的特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　

(n=15)

測定項目

身長(cm)

体重(Kg)

％Ｆａt(％)

Fat(Kg)

LBW/Ht(Kg)

AnPmax (W・kg')

40secP (W・kg-')

平均値土標準偏差

176.3士6.5

70.30±4.84

　

10.7±2.1

　

7.49士1.82

35.13±1.58

　

15.3±1.5

　　

6.3±0.7

ピークLa (mmol・I') 10.4±1.2

　　　

範囲

(169.0～191.0)

　

(65.9～78.4)

　

(7.7～14.0)

(4.95～10.1)

(32.8～37.0)

(12.0～17.1)

　

(5.7～7.9)

　

(9.1～12.9)

乳酸除去率（％）

　　　

53.3±6.9

　　　

(40.1～63.5)

　

1994年12月に測定した体力測定の結果を表1

に示した。体重は70. 30±4. 84kg、%Ｆａtが

10.7±2. 1%、身長lmあたりのＬＢＷ（以下、

ＬＢＷ/Ｈt）が35. 13±1. 5kg ・ ｍ二ピークＬａが

10. 4±1. 2mmol ・ 1几そして乳酸除去率か

53.3±6.9%であった。

　

また、1994年12月と1995年ﾌ月の測定結果

の一部を図3に示した。両期間の間で有意な改

善かみられた測定項目は%Fat、ＬＢＷ/Ｈt、

AnPmax、40secP、Lamaxそして乳酸除去率

であった。

考

　

察

　

1994年12月に行った体力測定の結果をこれ

までに報告されている同年代の日本リーグ1部

のサッカー選手の結果と比較したところ、身体

組成についてはこれまでにＢモード超音波皮下

－38－
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図３．トレーニングによる体力の変化(n=15)

脂肪厚計を用いてサッカー選手の身体組成を報

告した例がないために、北川6）の水中体重秤量

法による密度法で測定した報告を参考にした。

その結果をみると、本研究の被検者とほぼ同年

代の日本リーグ1部のサッカー選手の%Ｆａtと

ＬＢＷ/Ｈtか、平均値で9.0%と35. 40kg ・ｍ’1で

あった。本研究の被検者は10.7±2.1％と

35. 13±1. 58kg・ｍ４であり、北川の報告する

日本リーグのサッカー選手に比較すると%Ｆａtか

高く、ＬＢＷ/Ｈtが低い結果であった。

　

AnPmax/wtについては磯川らが日本リーグ

1部のサッカー選手で16.2±1.4w ・ kf1であっ

たことを報告している。本研究の被検者が15.3

±1.5w‘kg'であったことから、非乳酸性能力

は日本リーグ1部のサッカー選手に比較してや

や低かった。

　

40secp/wtは磯川ら4）が日本リーグ1部のサッ

カー選手で6.9±0.6w －kg-'であったことを報

告している。本研究の被検者か6.3±0. 7w・

kg'であったことから、乳酸性能力についても

日本リーグ2部のサッカー選手に比較して低

かった。

　

なお、乳酸除去率については著者らの知る限

り、これまでにサッカー選手を対象とした報告

例かないために、先行研究との比較かできな

かった。

　

以上の結果から、本大会を約9ヶ月後に控え

た時期における選手の身体組成、無酸素性能力

は、これまでに報告されている日本リーグ1部

4.6)のサッカー選手に比較してやや劣っていると

考えられた。

　

これらの結果を考慮して期分けの第2期から

選手の体力面のトレーニングを開始した。

　

ト

レーニングプログラムについては、体力測定の

結果と選手が所属しているチームのスケジュー

ル、そして強化合宿の日程を考慮して作成した。

主なトレーニング内容は、体脂肪量の減少を目

的としたトレーニングが全力の約60%の負荷の

ランニングを約30分間行った。そして、同時に

栄養面の指導についても、エネルギー収支のバ

ランスを保つような食生活をするように資料等

を配布して行った。

　

非乳酸性能力の改善を目的としたトレーニン

グについては、フィールドにおいてダッシュ、

ターン、ストップ、ジャンプ等を組み合わせた

メニューを行わせた。

　

乳酸性能力の改善を目的としたトレーニング

は、常に乳酸性供給機構からエネルギーを最大

限に動員できるように考慮して、サッカーの

コートを用いて、1周を約55秒で走り、休息期

を約2分間とらせて5セット繰り返させた。各ト

レーニングの強度、時間そして頻度について

は、各期での選手の体力状態を把握して設定し

た。

　

有酸素性能力の改善を目的としたトレーニン

グについては、心拍数を指標にしてインターバ

ルトレーニングやサーキットトレーニングを

行った。

　

以上に示したトレーニングを行っていった結

果、%Fat、ＡｎＰｍａｘ/ｗt、40secP/wt、ピー

クＬａおよび乳酸除去率が有意に改善された。

　

また、本大会が近づくにつれて、戦術面の強

化に高い比重かおかれていったか、これまでに

改善させた各体力要素を維持させるためのト

レーニングも行った。この点については、これ

までのサッカー選手のシーズン中の体力の変化

に関する研究をみると、試合期はトレーニング
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頻度か減少して、選手の体力に低下かみられた

と報告されている2.8,10)。

　

BryntesonとSinningのディトレーニング

に関する報告をみても、これまでに実施してい

たトレーニングの頻度を急激に減少させると、

それまでに獲得したトレーニングの効果を維持

することができなくなると報告している。従っ

て、これらの報告を参考にして、本大会が近づ

いてもトレーニングの頻度を急激に減少させる

ことのないように、選手の疲労状態を把握しな

がら、体力の維持を目的としたトレーニングも

行った。

　

なお、1995年7月は本大会を約2ヶ月後に控

えた時期であり、この時期に測定した選手の諸

体力の結果をみると、前述した日本リーグの１

部のサッカー選手の結果4,6)に同程度まで達して

いた。

　

以上のように、強化期間を通して選手の身体

組成、無酸素性能力および有酸素性能力の改善

を目的としたトレーニングプログラムを実施し

たところ、選手の各体力要素が有意に改善された。

要

　

約

　

本研究ではユニバーシアード日本代表サッ

カー選手を対象に、強化期間を通して選手の身

体組成、無酸素性能力および有酸素性能力の改

善を目的としたトレーニングプログラムによる

体力の推移についてまとめた。主な結果は以下

のとおりである。

Ａ.本研究で対象となったサッカー選手の1994

年12月に測定した身体組成および無酸素性能力

の測定結果は、これまでに報告されている同年

代の日本リーグの1部のサッカー選手に比較し

て各体力要素とも劣っていた。

Ｂ.前述したトレーニングプログラムを強化期間

を通して行っていったところ、選手の各体力要

素に有意な改善がみられ、本大会を2ヶ月後に

控えた時点ではこれまでに報告されている日本

リーグ1部のサッカー選手の体力結果に同程度

まで達していた。
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はじめに

　

ユニバーシアード福岡大会に向けて日本代表

サッカーチームのメンタルコンディショニング

のサポートを依頼された。そこで大学に所属す

るスポーツ心理学者が3人でチームを組み、メ

ンタルトレーニングと心理的サポートをするこ

とになった。この依頼かあったのが大会3ヶ月

前であり、最終選考が終わった時点であった。

大会まで時間がないということでコーチングス

タッフと綿密な打ち合わせを行いながら、代表

チームのスケジュールを考慮しながらサポート

プランを作成した。まず強化合宿を利用したメ

ンタルトレーニングの導入段階、ロシア遠征を

ふまえた自発的活用段階、直前合宿での試合に

向けての準備段階、および試合期間中の心理サ

ポートの4段階を設定した。またそれぞれの段

階におけるプログラムの目標を次のように設定

した。

(1)選手の自発的なトレーニングへの取り組み

を促すためにメンタルトレーニングに対する動

機づくりを重視する。

(2)心理的ウォーミングアップを適切に行える

ようにする。

(3)積極的なチームのムードづくり。

(4)コーチングスタッフ、およびその他のサ

ポートスタッフとの密接なコミュニケーショ

ン。

(5)サッカー競技の特質をプログラムに反映さ

せる。

（6）サポートスタッフと選手及びコーチとの信

頼関係の確立。

　

これらの目標にもとづき、具体的なプランニ

ングが行われ、コーチングスタッフとの間で調

整が行われた上でプランが実行された。特に、

研究という考えを横に置き、競技力向上として

のフィールドへのサービスを目的として、メン

タルトレーニングや心理的サポートのみならず

トータルサポートという見地から協力をこころ

がけた。以下は具体的なメンタルトレーニング

と心理的サポートの内容である。

　

メンタルトレーニングの研究や応用は、1950

年代に旧ソビエトから始まり、1967年のモント

リオールオリンピックの頃から旧東ドイツや旧

ソビエトの活躍などから広く世界に知られるよ

うになった。その後アメリカやカナダなどのオ

リンピックチームが導入し、1984年のロサンゼ

ルスオリンピックでの成果が報告された。 1985

年には、日本体育協会のスポーツ医・科学研究

で「スポーツ選手のメンタルマネージメントに

関する研究」が日本でも始まり、その研究や応

用の成果が報告されるようになった。 1990年か

らは、日本オリンピック委員会のスポーツ科学

研究として、新たにチームスポーツに関する研

究か実施され、1993年からは、ジュニア選手に

関する研究、1996年からは長野冬季オリンピッ

クに関する研究へと継続されてきた。このプロ

ジェクト研究において、この12年間に100以上

の研究報告かされ、外国の文献研究から日本の

選手やコーチなどの調査研究、実験室での実証

1)近畿大学

　

2)中京大学

　

3)第一経済大学

　

4)東海大学

　

5)福岡大学

　

6)奈良産業大学

7)青山学院大学
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研究、プログラム作成や実施研究か行われてき

た。今回のユニバー日本代表サッカーチームへ

のメンタルトレーニングや心理的サポートは、

それらの研究の集大成の意味あいを含んだ

フィールド研究となった。さらに1996年度に作

成したオリンピックコーチや選手用のビデオ

　

「ベストをつくすためのメンタルトレーニン

グ」（ＪＯＣ心理班作成）においてもその成果と

方法か紹介されている。

　

この研究は、ユニバーサッカー日本代表チー

ムに対する特殊な条件でのメンタルトレーニン

グと心理的サポートの実践的な研究である。

実施手順と内容

(1)プランニング：大会までの4段階でどのよう

なサポートをするのかという日本代表チーム用

のプログラムを作成し、コーチングスタッフと

の打ち合わせが行われた。スケジュールやコー

チングスタッフの要望などから何度もプログラ

ムを変更しながら、ひとつの形を作り上げた。

これは、心理テストや書き込み用紙などを含む

35ページのプログラムであり、選手とコーチン

グスタッフ全員に配られた。大会までの期間

は、このプログラムにそってメンタルトレーニ

ングが実施された。さらに大会期間中は、ス

ポーツ心理学者かチームに張り付き、チームや

選手個人に対する心理的サポートを実施するプ

ランが作成された。

(2)プリテスト：メンタルトレーニングを開始

する前に選手の心理状態を把握するためにプリ

テストとしてTSMI(体協競技意欲検査)と

ＰＣＩ(心理的コンディション診断検査)などを

実施した。またプログラムの書き込み用紙を使

いメンタルトレーニングに関する知識や理解度

をチェックしたり、質的なデータを収集した。

これは御殿場での合宿に入る２日間の体力測定

の空き時間を利用して実施された。

(3)メンタルトレーニングの導入段階：御殿場

で実施された強化合宿では、選手だけでなく

コーチングスタッフにもメンタルトレーニング

を理解してもらうために可能な限りの時間をも

らい基礎メンタルトレーニングのプログラムが

行われた。

①合宿初日の夜に1時間の講習を行い、基礎編

で使うプログラムや書き込み用紙か渡され、メ

ンタルトレーニングの紹介や合宿での具体的な

方法か示された。翌日は、東海大学での体力測

定があり、そのウォーミングアップ時にリラク

ゼーションや呼吸によるセルフコントロールの

方法が指導され、あいている時間を使いメンタ

ルトレーニングのビデオを見せて、理解を深め

た。②毎朝、30分の時間をもらい朝のセルフコ

ンディショニングというプログラムを実施し

た。目的は、朝気持ちよく起きて、気持ちよく

食事をし、気持ちよくその日の練習や試合にの

ぞむための心理的準備か指導された。具体的な

方法は、朝の挨拶、態度、目の輝きと心理状態

から始まり、心拍計を使用してバイオフィード

バック、段階的にパッケージ化されたリラク

ゼーションテクニックが指導された。たとえ

ば、スマイル、呼吸法、セルフマッサージ、ス

トレッチ、筋弛緩法、自律訓練法、音楽の利用

などであった。その後、森林浴を兼ねた散歩を

行い、朝食を取るという手順で行われた。この

朝のセルフコンディショニングは、最終的に選

手がひとりで行えるようにすることを目的とし

て、合宿の間は毎日行われた。③練習前には、

10分の時間を使い、リラクゼーションからサイ

キングアップ、イメージトレーニングや集中力

を高めるための心理的準備か身体だけでなく心

のウォーミングアップとして指導された。合宿

の間、スポーツ心理学者とコーチさらに選手か

ディスカッションを行いながら、試行錯誤を繰

り返し、サッカーという特殊性や日本代表チー

ムのオリジナルのテクニックか作られていっ

た。特に、音楽を利用したサイキングアップな

どが取り入れられていった。④練習後にも、10

分の時間を使い、練習後の心理的クーリングダ

ウンや心身の疲労回復、さらに気持ちの切り替

えなどのテクニックか指導された。⑤夕食後に

は講習会が1時間から1時間半ほど毎晩実施され
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た。具体的には、メンタルトレーニングとは何

か、歴史的背景、理論的背景、スマイルの活用

法、リラクゼーション、サイキングアップ、イ

メージトレーニング、集中力、プラス思考、セ

ルフトーク、試合に対しての心理的準備、次の

ロシア遠征に対する海外遠征の心理的準備、マ

スコミ対策などが段階的に説明と体験を加えな

がら実施された。またビデオを使い初歩的なも

のから試合用までのイメージトレーニングが指

導された。⑥夜寝る前のセルフコンディショニ

ングは、いつでも、どこでも、試合前でも緊張

せずにすぐ気持ちよく寝るためのトレーニング

として位置づけ、各選手に宿題として毎晩実施

してもらった。内容は、日誌を書きながらの反

省と明日の目標を設定し、明日何をやるべきな

のか、何をしたいのかといったイメージトレー

ニングを行い、リラクゼーションを行うことで

どうすればすぐに寝られるのかなどを見つける

努力とその実施をしてもらった。⑦他にも、あ

いている時間に個人的に話や指導を行い、合計

15時間前後におよぶ基礎メンタルトレーニング

か実施された。⑧この基礎メンタルトレーニン

グは、コーチングスタッフも全員参加してもら

い、スポーツ心理学者とコーチのコミュニケー

ションを密に行いながら実施された。この合宿

後のロシア遠征、直前合宿、試合期間中には、

コーチ主導でまた選手のセルフコントロールを

目的としてプログラムが進められた。

⑨選手には、講習期間中に宿題や練習日誌など

の課題も与えられた。このようにして代表の練

習スケジュールの中にスムーズに導入できるよ

うな工夫かされ、それが毎日の生活も含めて自

分自身でメンタルトレーニングか実施できるよ

うにと行われた。

(4)ロシア遠征においては、自発的活用段階と

いうことで、スポーツ心理学者かついていくこ

とかできない分、コーチ主導でメンタルトレー

ニングか続けられるようにプログラムを組ん

だ。特に、資料を読むとか、書き込み用紙、試

合前後の書き込み用紙、練習日誌などの宿題か

渡され、基礎編を応用し、メンタルトレーニン

－43

グが継続して行えるようにした。

(5)プリテストで実施した心理テストや書き込

み用紙による質的データは、コンピューター分

析やリスト化され、3人のスポーツ心理学者が

分析検討し、ロシア遠征後にコーチに渡され、

大会を前にした心理面の基礎データとなった。

その質的データは、数百枚にもおよび、合宿期

間中に撮影した分析用ビデオも数十時間となっ

た。

(6)直前合宿での試合に向けての準備段階は、

今まで実施してきたメンタルトレーニングの応

用と、移動のバスを利用したビデオでのイメー

ジトレーニングであった。試合会場や選手村の

ようすを映したビデオを見せることで、情報を

与えたりそれを見てイメージしたりする準備を

実施した。また実際の試合場へ行き、練習でき

るように手配してもらい、試合場で大会期間

中、ここで何をしたいのか、何をすべきなのか

をイメージし、芝やグランドさらに観客席の様

子までもチェックして、施設、天候、風向きな

ども含めた心理的準備をするように指導した。

(ﾌ)試合期間中の心理サポートは、１日おきの試

合と練習、選手村でのサービスが行われた。こ

こでは、コーチや選手主導でメンタルトレーニ

ングの応用か行われ、スポーツ心理学者は裏方

にまわり、いろいろな配慮をしながら心理的な

サポートが行われた。具体的には、試合日は①

選手より先に会場に入り、バス停で待ち受け選

手たちの表情、目の輝き、態度、雰囲気などを

チェックした。②ロッカールームには、ＣＤカ

セットプレーヤーを用意し、選手達が入る前か

らサイキングアップ用の軽快なディスコミュー

ジックを静かに流しておいた。この音楽は合宿

から使用していた気持ちを盛り上げるためのも

ので、音楽を合図として今気分を少しずつ盛り

上げる時間だと無意識のうちに気づかせるよう

にした。選手たちは更衣しながらいつのまにか

リズムにのり、気分を少しずつ盛り上げていけ

るようにプ・グラムしていた。③更衣後、選手

たちは前の試合のハーフタイムを利用して、グ

ランドへ出て、芝、天候、風、日差し、観客の
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ようす、グランドコンディションなどをチュ｡ツ

クし、自分のポジションに立ち、自分か何をど

うすればどうなるのかなどイメージし、心理的

な準備をするようにと指導をしていた。選手た

ちは、各自でそれを思い思いにしていた。ス

ポーツ心理学者も選手と一緒にグランドへ出て

話しかけたり、笑わせたり、よい雰囲気づくり

に努力した。④試合前のロッカールームでの

ミーティングでは、監督の話か始まると音楽を

止め、監督からはプラス思考のプラスの言葉か

短い時間であり、コーチからも作戦の確認とプ

ラスのアドバイスが行われた。「負ける要素は

ない！」とか「超プラス思考だぞ！」というメ

ンタルトレーニングの理論に乗っ取ったやり方

が実施された。

⑤ウォーミングアップにはいる前に、3分間の

静かな時間か取られた。選手たちは、静かな

ロッカールームの中でリラクゼーション、サイ

キングアップ、イメージトレーニング、メディ

テーションなど集中力を高めたりする心理的な

準備を行った。⑥ウォーミングアップ！という

かけ声とともに、音楽のボリュームかいっぱい

になり軽快なディスコミュージックにのりなが

ら、ウォーミングアップ場へ移動して、2人で

組んでのブラジル体操か音楽に乗って約10分行

われた。⑦ストレッチングというかけ声から、

音楽は止まり、静かな雰囲気でコーチの指示で

ストレッチングか行われた。⑧次に軽快な音楽

にのりながらボールを使用してのウォーミング

アップか行われた。⑨ウォーミングアップの終

わりには、より気分を盛り上げ、心拍数をもあ

げると同時に、チームワークをも考えた号令に

合わせた激しいいくつかの動きかコーチの指示

でおこなわれて、サイキングアップが実施され

た。⑩最後は円陣を組み、コーチの手拍子に合

わせて、選手も手拍子を打つひとつのルーティ

ンをおこない、試合前の気持ちのコントロール

を行った。⑩グランドに出て練習をする時間か

約10分ほどあり、選手たちは自分のポジション

での練習をした。同時にゴールの裏では軽快な

音楽か流されていた。このあいだにスポーツ心
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理学者による試合直前の選手に対する観察や

チェックか行われた。⑩ロッカーに戻り、試合

用のユニフォームに着替えたり、テーピングの

やり直し、汗を拭いたりしている時には、映画

　

¨ロッキー”の「Eye of the Tiger」という音

楽か静かに流れ、試合直前の気持ちの盛り上げ

をした。スポーツ心理学者は、このウォーミン

グアップから直前までの選手の表情などを

チェックし観察しながら、緊張していると思わ

れる選手にはセルフマッサージのサインを送

り、させたり、カメラを向けると笑ってポーズ

を作る習性を考慮してカメラを使用してのスマ

イルやリラックスを盛んに行った。ある選手に

は、声をかけたり、そばに行って一緒に深呼吸

を5回するなど気持ちの切り替えや集中力を高

める手伝いをした。⑩試合直前のロッカールー

ムの中では、コーチ、選手、ドクター、スポー

ツ心理学者など全員か手をつなぎ、キャプテン

のかけ声で気持ちをひとつにするルーティン

　

（儀式）を行った。⑩「時間です！」というか

け声とともに、「Eve of the Tiger」の音楽

は、ボリュームいっぱいになり、その音楽に送

られながらロッカールームを出ていき、出口で

はスタッフか選手一人一人と手を合わせながら

試合場へと送り出していった。手をつないだま

ま出ていき挨拶をして、円陣を組みかけ声で試

合か始まるというひとつのルーティンかできあ

かっていた。これはブラジルチームかワールド

カップで優勝したときに実施した気持ちの盛り

上げとチームワークへの配慮を利用させても

らった。⑩ハーフタイムにおいても、最初の3

分間は静かなリラクゼーションと気持ちの切り

替えの時間をとり、後半への心理的な準備と心

身の疲労回復、そして作戦の確認を行った。こ

れは「ドーハの悲劇」といわれる出来事を反省

してそれらの対策としてこれらのルーティンな

ど心理的な準備を実施した。またサブの選手や

試合に出られない選手などの心理的な配慮をも

おこなった。⑩試合のない日には、スポーツ心

理学者が選手村に行き、各選手の要請に対して

面談をしたり、いっしょに食事をし、部屋に出
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かけて話をしながら彼らの心理面のチェックや

観察を行った。⑩試合のない日の練習にも参加

して試合の際と同じようなサポートをしたり、

選手と一緒に走りながら話をし、いろいろな確

認やサポートをした。また練習にいく途中のタ

クシーの中でも選手と積極的に話をしたり、心

理的に落ち込んでいる選手などを食事に誘うな

どのサポートも行われた。⑩スポーツ心理学者

は、合宿や大会期間中にできるだけ選手の中に

入り込み、選手、コーチングスタッフ、後方支

援部隊などとの連係を含めたトータルサポート

を実施した。このように今までの日本代表チー

ムでは、実施されたことのない徹底した心理的

な準備とそのサポートか行われた。

結果と考察

試合の結果という点においては、金メダルを

獲得するという最高のものとなった。しかし、

研究という点から考察すると、決勝戦前に心理

テストを実施するなどサポートする側からすれ

ば困難な状況である。そこで大会が終わった後

に、心理テストや書き込み用紙を渡し、郵送と

いう形でポストテストを実施した。しかし、大

会後の混乱、続いて行われた各チームでのリー

グ戦、大学の前期テストなどの理由からか、半

数のメンバーからしかポストテストのデータか

届かなかった。そのために、優勝祝賀会におい

てビデオインタビューという形で、内省報告を

してもらった。このようにフィールド研究にお

いては、コントロールできない条件かあまりに

多くある。そのこともふまえた上で、今回のメ

ンタルトレーニングや心理的サポートは、統計

処理を伴う量的な研究ではなく、選手のインタ

ビューや書き込み用紙などを用いた質的な研究

として位置づけた。さらにコーチや選手からの

内省報告では、ほとんどがポジティブな回答を

得ている。またチームとしてのデータや事例的

な個人のプリ・ポストのデータも数百枚収集し

た。これについては紙面の関係上示すことかで

きないため、ひとつの例として体協競技意欲検

査(TSMI)のデータを図１、２に示す。この

フィールド研究では、サッカーという種目や代

表チームという特殊性を考慮したメンタルト

レーニングのプログラム作成と心理的サポート

の事例か大きな収穫であったことを報告する。
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はじめに

　

古くよりスポーツの勝敗を左右する基本的要

因として「心・技・体」の調和か考えられてい

るように、プロサッカー選手か長いシーズンを

乗り切り、かつ好成績をあげるためには、技術

水準を上げ、フィジカルコンディションを維持

あるいは向上させるのみならず、メンタルコン

ディションを良い状態に保つことも重要である

と思われる。このメンタルコンディションを良

好に保つ方法として、例えばリラクゼーション

法やイメージ・トレーニングなど集中力を高め

る方法かよく知られている。

　

しかし、日常の生

活で自分の感情や気持ちをコントロールするこ

とができなければ、集中力を高めるトレーニン

グを積んでも効果は不十分となってしまうおそ

れもある。特にプロサッカー選手のように長い

シーズンを乗り切るためには、チーム内や日常

生活での対人関係をスムーズにすることも重要

であると思われる。そのためには、選手自身が

自分の性格・行動パターンを把握、理解するこ

とが必要であるが、客観的に自分の性格・行動

パターンを知り、それを良い方向へ変化させる

ことはなかなか容易ではない。

　

そこで今回我々は、Ｊリーグの日本人プロ選

手を対象に、性格・行動パターンの客観的な指

標として性格テストのひとつであるエゴグラム

を2年にわたり実施し、その変化の有無および

意味について検討してみた。

対象と方法

対象は、追跡調査が可能であった鹿島アント

ラーズの日本人プロサッカー選手25名（平均年

齢23.2才）である。性格テストとしては東大式

エゴグラムを用い、95年、96年の各シーズンの

始まる前に実施し、その結果を選手本人にも伝

えるようにした。

　

東大式エゴグラムは、60の質問からなり、実

施か簡単で、また単なる性格診断としてでな

く、自己分析の簡便な道具としても使用できる

質問紙法である。エゴグラムには図1に示すよ

うな5つの自我状態が想定されている。

CriticalPareolC批判的な親)

Nurturing Parent （養育的な親）

Free Child （自由な子供）

Adapted Cbild（順応した子供）

　　　　　　

図１

　

自我状態

　

その内容を簡単に説明すると次のようにな

る。すなわち、人にはそれぞれ個性に即した性

格の型かおるが、性格の安定の度合いは様々な

出来事に対する反応のあり方を通してうかがう

1)大阪医科大学神経精神医学教室

　

2)西大宮病院整形外科

　

3)大阪医科大学健康管理室

4)関西大学社会学部
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ことができる。たとえ同じ状況に置かれても、

人はそれぞれ違った反応を示す。それは人が

持っている３つの「自分」のうち、どの「自

分」が主導権を握ったかによって決まると考え

られている。その3つの「自分」とは、「親の

自分(Parent:Ｐ）」「大人の自分(Adult:Ａ）」

　

「子供の自分(Child:Ｃ）」であり、この3つを自

我状態とよぶ。「親の自分」は「批判的な親

(Critical Parent:ＣＰ）」と「養育的な親(Nur-

turing Parent:ＮＰ）」の2つに、「子供の自分」

は「自由な子供(Free Child:ＦＣ）」と「順応し

た子供(Adapted Child:ＡＣ）」の2つに分かれ

ており、計5つの自我状態かある。

　　

「批判的な親（CP）」は、父親的な厳しい部分

あるいは怒るのかよく似合う頑固おやじのよう

な部分で、理想の追求、道徳的、倫理的、責任

感などの肯定的側面と支配的、独断的あるいは

批判的などといった否定的側面を持っている。

　

「養育的な親（NP）」は、母親的なやさしい部分

で、保護的、受容的、共感的な肯定的側面と過

保護、過干渉などの否定的側面を持っている。

　

「大人の自分（Ａ）」は、事実に基づいて物事を

判断しようとする部分である。データを客観的

に処理するコンピュータのような働きをし、情

報をもとに冷静に計算、推定して意思決定を行

い判断する側面と、打算的、冷徹という側面も

持っている。「自由な子供（FC）」は、親の影

響をまったく受けない、生まれながらの部分

で、欲求を求めて天真爛漫に振る舞い自由奔放

な態度を見せるいつも明るいやんちゃ坊主のよ

うな部分であるか、否定的な側面として自己中

心的、わかままなどという部分もある。一方、

　

「順応した子供（ＡＣ）」は、周囲の期待に添う

ように常に気がねをし自由な感情を抑える「い

い子」のような部分で、協調的、従順という側

面と消極的で依存的な側面を持っている。

　

表に各自我状態の特徴を表すエゴグラムの代

表的な質問項目を示した。各項目に、∩ま

い」、「どちらでもない」、「いいえ」で答

え、「はい」には2点、「どちらでもない」に

は1点、「いいえ」にはＯ点とし、ＣＰ、ＮＰ、

A、ＦＣ、ＡＣの5つの自我状態を尺度とし、各

尺度ごとの得点を合計する。その5つの基本尺

度をグラフにすることで、性格や行動の色々な

パターンか浮かび上がり、パターンによる性格

特性か理解できるようになっている。エゴグラ

ムでは、このような自己の性格・行動パターン

の肯定的側面と否定的則面を知ることで自分自

身への「気づき」を起こさせ、主に対人関係に

おいて、新たな調和を得るための手段となりう

ると考えられている。

表エゴグラムの項目

CP（批判的な親）

・物事に批判的である
・頑固で触通かきかない

・相手の不正や失敗にきびしい

N?（養育的な親）

・思いやりの気持ちか強い
・人に対して温和で寛大である

・人の長所に気づきほめる

Ａ（大人の自分）

・計画を立ててから実行する

・何事も事実にもとづいて判断する

・数字やデータを使って話をする

結

　

果

FＣ（自由な子供）

・誰とでも騒いだりはしゃいだりする
・スポーツや歌を楽しむことかできる

・じょうだんを言ったり軽口をたたく

　

のかうまい

AＣ（順応した子供）

・言いたいことを言えない

・他人の顔色をうかがってしまう
・不快なことでも無理にかまんして

　

しまう

　

図2に95年と96年の各ポジション別に平均し

たエゴグラムの結果を示す。ＤＦを除くと各ポ

ジションとも変化か見られ、特にＧＫとＦＷの選

手のパターンの変化が目立っている。また、エ

ゴグラムのパターンに変化の見られたのは25名

中14名であった。

CP

　

NP

　

Ａ

　

FC

　

AC

CP

　

NP

　

Ａ

　

FC

　

AC

CP

　

NP

　

Ａ

　

FC

　

AC

CP

　

NP

　

Ａ

　

FC

　

AC

　　　　　　　　　　

←-●95年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

←－゜96年

図２ポジション別のエゴグラムの変化
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考

　

察

岡村，関，渾村，寺嶋，康
　

今回我々は、性格・行動パターンの客観的な

指標としてエゴグラムを使用し、まずトッププ

ロで実際にパターンか変化するかどうか追跡調

査してみた。結果に示した通り、エゴグラムに

変化を認めた選手か半数以上で、ポジション別

にもDF以外は変化していた。このことから

トッププロ選手において性格・行動パターンは

変化しうると考えられた。

　

次にエゴグラムの変化が、実際にチーム内で

の活動とどう関係しているかを見るために、あ

る選手の例を検討してみる。図3はその選手の

エゴグラムの変化である。

CP NP Ａ FC AC

図３エゴグラムの変化の一例

95年

96年

この選手は、アントラーズの中盤の攻守の要と

してまたチームのキャプテンとして活躍し、現

在日本代表でもある選手である。95年のパター

ンを見ると典型的な逆N字型である。頑固おや

じのCPかかなり高く、やさしい母親のＮＰがか

なり低いことから、社会ルール、規則などは必

要以上に守り、もしそれを破る人がいると激し

い叱責をし、場合によってはくこわい＞とか＜

とっつきにくい＞という印象を強く持たれ、周

囲から孤立することも考えられるパターンであ

る。しかし、96年はエゴグラムのパターンは同

じであるものの、ＮＰか6ポイントも上がり、

ＣＰか4ポイント下がっている。つまり、ＮＰか

中等度となっていることで、他人に対する思い

やりが見られるようになり、リーダーシップを

発揮して周りの人を引っ張っていけるように

なっている。実際、この選手は96年はキャプテ

ンとしてチームを引っ張る活躍をしており、ア

ントラーズのシーズン優勝に一役買ったといえ

るであろう。つまりこの選手は、性格・行動パ

ターンをうまく変化させることで、与えられた

チーム内の役割を果たし、ひいては1シーズン

を通して良好なメンタルコンディションを保て

たといえると思われる。

　

以上より、トッププロの選手においても性

格・行動パターンは変化するものであり、選手

の性格を「はかる」ことで、選手が自らの性

格・行動パターンを理解、把握し、その肯定的

側面を伸ばしていくことは、長いシーズンにお

けるメンタルコンディションの維持に役立つの

ではないかと考えられる。ただ今回の調査は予

備的なものであるので、今後も引き続き調査を

行う予定である。

まとめ

I)プロサッカー選手25名に対し、2年にわたり

　

エゴグラムを実施し、その変化を検討した。

2)25名中14名にエゴグラムのパターン変化を

　

認め、エゴグラムの変化とチーム内の役割と

　

の間に良い関連を認めた選手もいた。

３)メンタルコンディションの維持に性格・行動

　

パターンの把握、理解が役立つと考えられた

　

が、今後もさらに追跡調査する予定である。

　

最後に本研究の主旨を理解し協力していただいた

鹿島アントラーズのエドウー前監督、カルロス現監

督、ジーコテクニカルディレクターならびにスタッ

フ、選手の皆さんに感謝します。
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はじめに

　

現在Jリーグ加盟クラブは全て、ドクターを

含む複数のメディカルスタッフを擁して医学的

なサポートを行っている。メディカルスタッフ

にはドクターの他に、理学療法士、鍼灸師、

マッサージ師、柔道整復師、ＮＡＴＡ公認アスレ

チックトレーナー、体育学士等が含まれてい

る。

　

昭和63年に日本体育協会公認スポーツドク

ター制度が発足し、スポーツ現場において広く

顕著な効果を呈するようになったか、現場の監

督、コーチとのパイプ役か必要との要望か高

まってきた。

　

平成6年度より日本体育協会か、共通な知識

と技能を有し、ドクター、コーチとの共通の言

語で話し合えるアスレチックトレーナーの育成

を目的に「日本体育協会公認アスレチックト

レーナー制度」を発足させるに至った。今回J

リーグ加盟クラブのメディカルシステムとアス

レチックトレーナーの活動状況を報告する。

メディカルスタッフ

1.チームドクター及び提携病院内サポーティ

ングスタッフの構成と役割

　

当クラブは提携病院と医師派遣契約のもと

で、チーフドクター1名を含む6名の整形外科医

と内科医、外科医各1名のサポートを受けてい

る。その内3名の整形外科医がトップチーム担

当で試合、トレーニングに帯同し、残りの3名

の整形外科医がサテライトチームの試合に帯同

する。またユース、Jrユースチームのメディカ

1)ジュビロ磐田

　

2)聖隷浜松病院整形外科

チーフドクター

　

(整形外科医)
チームドクター

整形外科医

内科医

外科医

名
名
名

５
１
１

サポーティングスタッフ

薬剤師

　　　　　

1名

健康運動指導士

　

1名

図１．チームドクター及び提携病院内

　　　

サポーティングスタッフ

ルサポートもこのスタッフにて行われる。

　

提携病院内サポーティングスタッフとして健

康運動指導±1名と薬剤師1名が、メディカル

チェック、ドーピングコントロールに関するサ

ポートを行っている。

2.アスレチックトレーナーの構成と役割

表１

　

アスレチックトレーナーの構成

鍼灸マッサージ師・柔道整復師

理学療法士

コンディショニングコーチ

名
名

４

　

２

1名

　

当クラブのアスレチックトレーナーは鍼灸

マッサージ師、柔道整復師4名、理学療法±2

名、コンディショニングコーチ1名である。

５１－
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柔道整復師

グラウンド上でのFirst Aid

傷害予防

疲労回復

コンディショニングコーチ

フィジカルトレーニング

リコンディショニング

図2.アスレチックトレーナーの役割

(1)鍼灸マッサージ師、柔道整復師

　

トップチームに2名、サテライトチームに１

名、ユース、Jrユースチームに1名を配置し、

傷害を持つ選手の中でもトレーニングに参加し

ている選手を中心にサポートしている。現場に

おける急性外傷へのファーストエイトを行い、

ドクターに状況を報告する。グランド上の選手

の動きや些細な仕草から問題点を早期に発見

し、傷害の予防に関与する。

　

ドクターの指示の

もとで適切な処置を行う。疲労回復を促進し、

試合をスムーズに遂行するためのサポートを行

う。

(2)理学療法士

　

ドクターからの治療方針にもとづき、リハビ

リテーション(メディカルリハ/アスレチック

リハ)全般を担当する。機能評価と、他からの

情報により、再発防止や運動機能の回復を目的

として、理学療法を中心とした選手フォローを

行う。アスレチックリハビリテーションから、

コンディショニングヘスムーズに移行させる。

(3)コンディショニングコーチ

　

基礎的な運動能力の発達や、体力の維持、発

揮、傷害の予防に関与する。フィジカルトレー

ニングやリコンディショニングを主にフォロー

する。

メディカルシステム

　

1名の整形外科医チーフドクターとして、統

一した治療方針のもとでサポートを行う。

　

ト

レーニングのサポートは6名の整形外科医が

ローテーションして行う。

　

必要に応じて提携病院内の全ての診療科目の

診察を優先的に受けられる体制になっている。

図3.メディカルシステム

　

ドクターはチーム独自の疾病外傷報告書

(以下報告書と呼ぶ)にてアスレチックトレー

ナーに対して適切な指示を与えると共に、クラ

ブのフロントや監督、コーチに対して、状態と

予後に関する報告を行う。再診時に状態の変化

や治療方針の変更を同一の報告書にてその都度

報告する。

　

報告書には

1)診断名

2)受症日、受症機転

３)症状、所見、各種検査結果

４)治療方針

５)復帰予定

６)各プログラム(ａ.患部外トレーニング、b.

リハビリテーション、ｃ.コンディショニング、

d.チームトレーニング合流)の期間、時期か記

されている。

　

当クラブに於てはこの報告書か、公文書と

なっている。

　

クラブのフロントや監督、コーチ、アスレ

－52－

チーフドクター

　　　　　　　　

鍼灸マッサージ師・柔道整復師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理学療法士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コンディショニングコーチ

　

理学療法士

I仁昭次ぎ
（

アスレチックリハ
）

傷害の再発防止
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村田，宮村，始渾，菅野，佐々木，清
　

水, D.Lamsma,小林

チックトレーナー全てか、その指示に従うシス

テムになっている。

　

各アスレチックトレーナーは、各選手の状態

と治療内容、リハビリテーションプログラム、

コンディショニングプログラムをメディカルレ

ポートに記載する。

　

なお報告書及びメディカルレポートの管理や

各種データの管理はコンピュータにて行ってい

る。

　

トレーナースルーム内コンピュータは提携病

院のコンピュータとオンラインでつながってお

り、ドクターはいつでも選手の状態を把握でき

るようなシステムになっている。

　

なお当クラブのメディカルサポートシステム

は、外国人監督の強い意向により、このような

形態になった。

まとめ

　

本研究では、Ｊリーグに加盟している１クラブ

のメディカルシステムおよび実際のスタッフ活

動について報告した。

I)メディカルシステムを構築するうえで、チー

フドクターが非常に重要な役割を果たすものと

考えられた。

2)アスレチックトレーナーの活動については、

各スタッフの役割分担か、選手のサポートにお

いて有効であると思われる。

3)チーフドクター以下、メディカルスタッフか

コミュニケーションを図り、選手のデータを管

理・活用するにはコンピュータを用いることが

有効であると考えられた。
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宛先 □
□

□

トップ

ユース

広

　

報

□

□

疾病・外傷報告書

標記選手について下記の通り御報告いたします。

診断名：

　

……………………………………

受傷日または発症日：

サテライト

ジュニアユース

症状およ

1）腫脹

2）疼痛

治療方針：

復帰予定：

54－

担当Ｄr.名

　　　　　　

安静時痛

　　　　　　

運動時痛

　　　　　　

圧痛

　　　　　　

ストレッチ痛

　　　　　　

抵抗痛

3）可動域制限………………..関節

4）筋力低下

5）各種検査結果

　　　　　　

‥‥‥‥‥

6）各種テスト所見

各プログラム１

各プログラム２

各プログラム３

各プログラム４

図４

　

疾病・外傷報告書のフォーマット

” 〃 〃 ・ － －

■ ● ● ● Ｓ ● ● ｄ ■ ■ ■ ■ ■

・ ■ 苧 ・ ■ 還 ● ■ ■ ■ ■

● ■ ● ● ・ ● 哺 ・ ● ・ ■ ・ ■ ・ ● ・ ● ● ● ●
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サッカー研究の課題構築に関する研究

～サッカー分析法とその分析対象の歴史的変遷を通して～
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サッカー競技は、22人のプレーヤーが105m

ｘ68mのグランドに対人型式として入り乱れて

行われる競技である。これを研究するとき我々

は、プレーヤー個人の技術を考察するのか、体

力を測定するのか、又は戦術や精神力を観るの

か。そして、個人を対象とするのか、グループ

か、又はチームを研究するのか適しているの

か、どのような研究方法がこれらの問題に対し

て合理的に解決する手段となり得るのか、など

多くの疑問を抱いている。他のスポーツ競技も

同じであるが、サッカー競技の場合特に、オー

プンスキルであることや、試合時間か90分と長

いこと、チームや選手の評価基準か明確でない

こと、また多くのファクターか複雑に関連して

いることなどから、サッカー研究はある種の難

しさを備えている。

　

このような状況のもと、これまで数多くの研

究成果か発表され、それらには多種にわたる学

問領域かサッカー競技の発展に貢献して来た。

そこで本研究では、これまでの研究の傾向の調

査をし、そこから今後のサッカー研究の課題を

構築し、より一層のサッカー競技の発展に少し

でも寄与して行くことか目標である。

研究方法

1｡対象：日本体育学会号1971年～1995年まで

の25年間、サッカーに関連する全発表294題を

対象とした。

　

これまでの研究の整理をし、傾向を明らかに

するため、以下の作業を行った。

1)各、研究成果で用いられた研究分野を心理学

　

(スポーツ心理学)、生理学(運動生理学)、バ

イオメカニクス、経営学(スポーツ経営学)、

社会学(スポーツ社会学)、運動学、測定評

価、医学(スポーツ医学)、指導(指導方法

学)、歴史(体育史)の10のカテゴリーに分類

し、それを1971年から1995年までを5年間刻み

に集計した。

2)各、研究成果で用いられた分析方法を質問紙

　

(質問紙法)、ビデオ分析(ビデオ分析法)、測

定(実験器具による各種の測定)、記録(記録

用紙に現象を記録)、文献(文献調査)、仮説

　

(仮説実証法)の6つのカテゴリーに分類し、そ

れを1)と同様に5年間刻みに集計した。

3)各、研究成果で用いられた研究対象を技術、

戦術、体力、環境、心理・精神力(メンタ

ル)、歴史、指導、リズム、練習方法、医学、

全般・その他の11のカテゴリーに分類し、それ

を1)と同様に5年間刻みに集計した。

4)各、研究成果で用いられた研究内容の時期を

休養(休養期)、試合(試合時)、全般(全般及

び特定時期なし)の3つに分類し、それを1)と

同様に5年間刻みに集計した。

5)各、研究成果の種類を基礎研究、応用研究の

2つに分類し、それを1)と同様に5年間刻みに集

計した。

６)１)、２)、３)、４)および5)で分類したカテゴ

リー間の集計表を作成しそれを分割表分析にか

けた。

2｡対象：サッカー医・科学研究会報告書、

1983年から1990年の8年間、全122題を対象と

した。

I)広島大学教育学部

　　

２)広島県立保健福祉短期大学

　　

３)高知大学教育学部
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サッカー研究がどのような方法を用い、どの

ような内容を扱い、そしてどのような分析方法

を使用しているかを明らかにするため以下の作

業を行った。

1)各、研究成果について、分析方法、分析内

容、分析対象について調べそれら全てを表に表

した。

表２年度群と分析方法(df=20, X '2=33.393, P<0.05)

1971～75

1976～80

1981～85

1986～90

1991～95

　　　

合計

質問紙

　

ビデオ分析

　

測定

　

記録

　

文献

　

仮説

　　　

６

　　　　　

３

　

１４

　　

０

　　

０

　　

０

　　　

４

　　　　

１２

　

２３

　　

０

　　

１

　　

０

　　

１２

　　　　

１６

　

３４

　　

７

　　

１

　　

１

　　

２０

　　　　

２１

　　

２１

　　

６

　　

５

　　

０

　　

１７

　　　　

２６

　

２７

　

１３

　　

３

　　

１

５９ ７８

表１

　

年度群と分野

　

(df=36,χ"2=66.921, P<0.01)

1971～75

1976～80

1981～85

1986～90

1991～95

合計

１１９

　

２６

　

１０

心理

　　

生理

　　

バイオメカニクス

　

経営

　　

社会

　　

運動

　　

測定評価

　

医
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歴史

　　　

２
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０

　　　

１
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０

　　

１
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１

　　　　

８

　　　　　　　　

１２

　　　

１

　　　　

０

　　　

８

　　　　

８

　　

０

　　

２

　　

０

　　

１１

　　　　

９
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１

　　　　

２

　　　

２０

　　　　

４

　　

０

　　

２

　　

０

　　

１７
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１２

　　　

０

　　　

９
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５

　　

０

　　

０

　　

０

　　

１２

　　　

９

　　　　　　　　

１７

　　　

５

　　　

２

　　　

３４

　　　　

４

　　

２

　　

０

　　

２

４３ ４２ ６９ ７ １４

表３年度群と研究対象

　

（df=40，χ" 2=51.837, N,S)

1971～75

1976～80

1981～85

1986～90

1991～95

合計

８５ 25 ２ ５ ２

２
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表４年度群と時期

　　

(df＝8，χ" 2=20.585

1971～75

1976～80

1981～85

1986～90

1991～95

合計

34

P＜0.01）
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表５年度群と種類
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結果と考察

沖原，菅，塩川，野地

1｡日本体育学会大会号(1971～1995)、294題

を観ると、

I)年度群と分野について

5)年度群と種類について

　

表5に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りは認められなかった。基礎研究、応

用研究ともに年度を追うごとに増加する傾向に

あった。

表1に表すように分割表分析を行った結果，

　

表６分野と分析方法(df=45, ;(" 2=397.526,P< 0.001)

有意に偏りが認められ(p＜0.01)、特に運動

学、バイオメカニクス、心理学、生理学におけ

る研究か、年を追うごとに増加する傾向にあっ

た。

2)年度群と分析方法について

　

表2に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りが認められ(p＜0.05)、測定、ビ

デオ分析、質問紙による分析方法が年を追うご

とに増加する傾向にあった。

3)年度群と研究対象について

　

表3に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りは認められなかった。研究対象とし

て、技術に関することか111題と多い、そして

年度を追うごとに各対象ともに増加する傾向に

あった。

4)年度群と時期について

　

表4に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りが認められ(p＜0.01)、全般、試

合の時期に関するものは、年度を追うごとに増

加する傾向にあった。

表７分野と研究対象

心理学

生理学

バイオメカニクス

経営学

社会学

運動学

測定評価

医学

指導

歴史

合計

質問紙

　

ビデオ分析

　

測定
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6)分野と分析方法について

　

表6に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りが認められた(p＜0.001)。

ﾌ)分野と研究対象について

　

表7に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りか認められ(p＜0.001)、バイオメ

カニクスの技術に関するものが60題と1番多

かった。

(df=90 ,χ"2=774.937, P< 0.001)
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バイオメカニクス

経営学

社会学

運動学

測定評価

学
導
史
計

医
指
歴
合

技術

　

戦術

　

体力

　

環境

　

心理・精神力

　

歴史
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５

　　

０

　　　

０

　　　　

０

　　

１

　　　　　　

０

　

６０

　　

１

　　

６

　　

２

　　　　　　

０

　　

０

　　

０

　　　

０

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

７

　　　　　　

０

　　

０

　　

０

　　　

０

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

９

　　　　　　

０

　　

４

　　

１

　　　

０

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

０

　

２８

　　

２７

　　

８

　　

１６

　　　　　　

２

　　

３

　　

０

　　　

０

　　　　

１

　　

０

　　　　　　

０

　

１２

　　

４

　　

６

　　

１

　　　　　　

０

　　

２

　　

０

　　　

０

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

１

　　　　　　

０

　　

０

　　

０

　　　

０

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

１

　　

３

　　

０

　　

０

　　

０

　　　　　　

０

　　

０

　　

０

　　　

２

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

１

　　　　　　

０

　　

１

　　

０

　　　

０

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

０

１１１ ３３ ４９ 43 ３４

59

１８ ２ １ １

合計

　

4３

　

42

　

69

　　

7

　

1４

　

85

　

25

２

　

５

　　

2
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8)分野と時期について

　

表8に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りが認められ(p＜0.001)、バイオメ

カニクスの全般、運動学の試合期におけるもの

が多かった。

表８分野と時期

　

(df=18,パ2=87.300,

心理学

生理学

バイオメカニクス

経営学

社会学

運動学

測定評価

医学

指導

歴史

合計

P＜0.001）

　　　　

ふ

０

　　　

８

　　

３５

１

　　　

３

　　

３８

０

　　　

３

　　

６６

０

　　　

０

　　　

７

０

　　　

２

　　

１２

０

　　

５０

　　

３５

０

　　　

５

　　

２０

０

　　　

０

　　　

２

０

　　　

１

　　　

４

０

　　　

０

　　　

２

１ ７２ ２２１

計
３

　

２

　

９

　

７

　

４

　

５

　

５

　

２

　

５

　

２

ふ
・
１
４

　

４

　

６

　
　
　

１

　

８

　

２

２９４

9)分野と種類について

　

表9に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りが認められ(p＜0.001)、運動学か

基礎研究、応用研究ともに多かった。

10)分析方法と研究対象について

　

表10に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りが認められ(p＜0.001)、技術、体

力に関する測定、技術のビデオ分析が多かっ

た。

表９分野別と種類

　

(df=9,χ" 2=48.634

心理学

生理学

バイオメカニクス

経営学

社会学

運動学

測定評価

医学

指導

歴史

合計

P＜0.001）

Ｑｂ

　　

｀ゝ

　　

fTto

３７

　　　　　

６

４２

　　　　　

０

６５

　　　　　

４

　

２

　　　　　

５

１０

　　　　　

４

６９

　　　　

16

22

　　　　　

３

　

２

　　　　　

０

　

３

　　　　　

２

　

０

　　　　　

２

２５２

<
j
ａ
4
3
4
2
6
9

７

　

４

　
　

１

５

　

５

８

　

２

２

　

５

２

４２

　

２９４

11)分析方法と時期について

　

表11に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りが認められ(pく0.001)、全般に関

する測定が多かった。

表１１

　

分析方法と時期

　

（df＝10，χ⌒2＝46.526，P＜0.001）

質問紙

ビデオ分析

測定

記録

文献

仮説

合計

　　　

iこ1｀八

１

　　　

８

　　

５０

０

　　

２６

　　

５２

０

　　

１７

　　

102

0

　　

１８

　　　

８

０

　　　

２

　　　

８

０

　　　

１

　　　

１

表１０

　

分析方法と研究対象

　

(df=50, 　Ｘ　"２=319.301，P＜0.001）

質問紙

ビデオ分析

定
録
献
説
計

測
記
文
仮
合

１

″

5
9
7
8１１９

　

２６

　

１０

　

２

72

　

221
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”

　　　　　　　

心・

　　　　　　　　　　　

１

　

ム

　　　　　　　　　　　　

・

　

の

　

１

　　

０

　　

３

　　

１４

　　　　　　

３１

　　

８

　　

０

　　　

１

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

１

５０

　　

１７

　　

４

　　

３

　　　　　　

２

　　

１

　　

０

　　　

０

　　　　

１

　　

０

　　　　　　

０

５６

　　

８

　

４０

　　

７

　　　　　　

１

　　

５

　　

０

　　　

１

　　　　

０

　　

１

　　　　　　　

０

　

４

　　

７

　　

２

　　

１０

　　　　　　

０

　　

３

　　

０

　　　

０

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

０

　

０

　　

０

　　

０

　　

８

　　　　　　

０

　　

１
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０

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

０

　

０

　　

１

　　

０

　　

１

　　　　　　　

０

　　

０

　　

０

　　　

０

　　　　

０

　　

０

　　　　　　

０

１１１

　　

３３

　　

４９
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６
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表１２分析方法と種類

　

(df=5,χ⌒2＝20.617，P＜0.05ノ

質問紙

ビデオ分析

測定

記録

文献

仮説

合計

基

　　

゜

　　

応

　　

゜

　　　　

４８

　　　　　

１１

　　　　

６７

　　　　　

１１

　　　

１１１

　　　　　　

８

　　　　

２０

　　　　　　

６

　　　　　

５

　　　　　　

５

　　　　　

１

　　　　　　

１

２５２ ４２

合計

９

　

８

　

９

　

６

　

０

５

　

７

　

１

　

２

　

１

　
　
　
　
　

１

　　

2
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12)分析方法と種類について

　

表12に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りか認められ(p＜0.01)、測定によ

る基礎研究と応用研究の割合は、111題対8題と

なっていた。

13)研究対象と時期について

　

表13に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りが認められ(p＜0.001)、技術に関

する全般が101題と多かった。

表１３

　

研究対象と時期

　

(df＝20，χ" 2=93.217、

技術

環境

心理・精神力

歴史

指導

リズム

練習方法

医学

全般・その他

合計

P＜0.001）

　　　

三ふ

　

全

０

　　

１０

　　

101

0

　　

２８

　　　

５

１

　　　

８

　　

４０

０

　　

１４

　　

２９

０

　　　

７

　　

２７

０

　　　

３

　　

１５

０

　　　

０

　　　

１

０

　　　

１

　　　

１

０

　　　

１

　　　

０

０

　　　

０

　　　

１

０

　　　

０

　　　

１
１

合計

111

　

33

　

49

　

43
４

　

８

　

１

　

２

　

１

　

１

　

１

３

　

１

７２

　

２２１

　　

２９４

14)研究対象と種類について

　

表14に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りが認められ(p＜0.001)、戦術に関

しては基礎研究に対する応用研究の割合が高

かった。

　

表１４研究対象と種類

　　

(df=10,χ⌒2＝56.908，P＜0.001)

技術

戦術

体力

環境

心理・精神力

歴史

指導

リズム

練習方法

医学

全般・その他

合計

　　

１７ｂ

　　

Ｚ｀ゝ

　　

「rto

１０５

　　　　　　

６

　

２０

　　　　　

１３

　

４８

　　　　　　

１

　

３１

　　　　　　

１２

　

３１

　　　　　　

３

　

１４

　　　　　　

４

　　

１

　　　　　　

０

　　

０

　　　　　

２

　　

０

　　　　　　

１

　　

１

　　　　　　

０

　　

１

　　　　　　

０

２５２ ４２

合計

111

　

33

　

49

　

43
４

　

８

３

　

１

１

２

　

１

　　

１

　　

1
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15)時期と種類について

　

表15に示すように分割表分析を行った結果、

有意に偏りか認められ(p＜0.01)、全般に関

する基礎研究の割合が高かった。

表１５時期と種類

　

(df=2,χ⌒2=17.317,

全般

合計

基

　　

「’゛

　

応

　　

゛

　　　　　

１

　　　　　　

０

　　　　

５１

　　　　　

２１

　　　

２００

　　　　　

２１

２５２ ４２

P＜0.01）

合計

　　

1

　

72

221

294

2｡表16に示したように、サッカー医－科学研究

会報告書(1983～1990年）、122題の研究成果

における分析方法、分析内容、分析対象の中身

を見ると、

61－
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表16

　

サッカー医科学研究会報告書(1983～1990)

　　

分

　

析

　

方

　

法

　　　　　　　

分

　

析

　

内

　

容

　　　　　　　　　　　　　

分

　

析

　

対

　

象

　　　　　　　　

資料数

　　　

文

　

献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ドーピング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

健康管理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サッカー外傷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フーリガンについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女子サッカーの審判とその判定

　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

体力基準値の国際比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サッカー選手の体力づくり

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スプリントアシスティドトレーニングの応用

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ゲーム中の無酸素性機構の範囲

　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人工靭帯の使用経験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サッカー選手に必要な体力

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

脚伸展に関する筋力測定・形態測定

　

アイソキネティックエクササイズのトレーニング効果

　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

血液生化学的検査

　　　　　　　　

練習付加前後での血液生化学的検査地の変動

　　　　　　　　　

Ｉ

　　　　　　　　　　　　

Ｘ締写真

　　　　　　　　　　　　

ヘディング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

有酸素性パワーの測定

　　　　　　

少年サッカー選手の総合的体力

　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　

写

　

真

　　　

ポラロイドインスタントX締システムポラロイドインスタントＸ線システムのサッカー外傷への応用

　　

１

　

自転車エルゴメーター

　

最大酸素摂取量

　　　　　　　　　

シヤトルラン走

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

段階的連続漸増運助負荷試験

　　　　

中学生連動能力比と体力測定

　　　　　　　　　　　　　　　

１

自転車エルゴ，血液検査最大破素摂取量・プロテイン

　　　　

トレーニングと栄養

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　

フォースプレート

　　　　　　　　　　　　　　　　　

パワフルなインステップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＧＫのセービング動作の速度比較

　　　　　　　　　　　　　

１

　　

身体・体力測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表候補選考合宿体力測定

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サッカー選手の形態的特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サッカー選手の形態的特徹（高校生）

　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　　　　　　

T－スコア

　　　　　　　　　　　　

ストライカーの体格・体力

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

クラウスウェーバー法

　　　　　　

少年サッカーの体幹下肢機能

　　　　　　　　　　　　　　　

１

　

体

　

カ

　

テ

　

ス

　

ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　

レフリーの体力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　

観察

　

記録

　　

キルビメーター

　　　　　　　　　

ストライカーの移動距離と移勣パターン

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

毒判の判定位置と見落とし

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

試合中の心拍数の変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

キルビメタ＝・標準偏差と平均

　　　

選手の移勣距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　

記

　

録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女子サッカーに関する報告

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

熱ペン一波形描記のフェンダー

　　　

ゲーム分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

インタビュー

　　　　　　　　　　

GKの指導方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　

筋

　

電

　

図

　　　

限鏡型視筧遮断装置

　　　　　　　

視覚情報量とインサイドボレーキック

　　　　　　　　　　　　

１

　　

検

　

証

　

実

　

験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

短距離疾走能力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

短距離疾走能力（直線・方向の変化）

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

トラッピングテスト

　　　　　　　　

トラッピング基礎技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

皮膚反射

　　　　　　　　　　　　

コールドスプレーの効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

クルーピンク

　　　　　　　　　　

サッカー選手の交代歩による跳躍運動のトレーニング効果

　　　

I

　　　　　　　　　　　　

MR装置

　　　　　　　　　　　　

試合期におけるコンディショニングトレーニング（代表選手）

　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

試合期におけるコンディショニングトレーニング（筑波大）

　　

１

　　　　　　　　　　　　

結果報告

　　　　　　　　　　　　

大学サッカー部員の側部外傷・傷害の検診

　　　　　　　　　　

I

　　　

Cybex

　

II

　　　

T－スコア

　　　　　　　　　　　　

トッププレーヤーの体力

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

トルクと筋持久カ

　　　　　　　　

アイソキネティックエクササイズのトレーニング効果

　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

文献

　　　　　　　　　　　　　　

筋繊維特性からみた大学選手の体力

　　　　　　　　　　　　　

１

　　　

心電図・VTR

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エネルギー消費量とポールコンタクト（サロンフット）

　　　　

１

　

体力測定・健康診断

　　　　　　　　　　　　　　　　　

中・高年のサッカーの安全性

　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　

照

　

準

　

記

　　　

三角測量法

　　　　　　　　　　　

移動スピードの変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　

運動負荷賦験

　　

Cybex II・心肺機能検査　　　　　女子サッカー選手の貧血・連動能力　　　　　　　　　　　　　１

　

メディカルチェック

　　　　　　　　　　　　　　　　　

中・高年サッカープレーヤーの体力

　　　　　　　　　　　　　

１

　　

事

　

例

　

報

　

告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サッカー選手の膝後十字靭帯損傷

　　　　　　　　　　　　　

I

　　　　　　　　　　　　

SQC手法

　　　　　　　　　　　　

サッカーコーチングのためのSQC手法の手順・利用例

　　　　　

1
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ぎi6サッカー医科学研究会報告書(1983～1990)

分析方法

　　　　　

分

　

析

　　

内

　　

容

　　　　　　　　　　　

分

　　

析

　　

対

　　

象

　　　　　　　　

資料数

Ｖ

　

Ｔ

　

Ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ゲーム中のシュートのボールスピード

　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

WORLD CUP ″82 の得点の傾向分析　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4スッテプルール改正後のGKのプレー時間

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

守備人突破方法（ラストパスのリズム・球質）

　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

守備人突破方法（ラストパスにおける状況判断）

　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

最終DFラインの突破方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

GKのポール保持時間と処理方法

　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ゲームの勝敗とスローインの成功率の関係

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

攻撃権交代の様相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

賦合中の利き足と非利き足の使用頻度

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トップレベルチームの守備組織

　　　　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

GKのフィード（方法・地域・成否・保持時間）

　　　　　　

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

GKのセービング動作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

審判の判定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トヨタカップにおけるパス

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

マンマーキング守備戦術のリスク

　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

有名ストライカーの行動パターン

　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

少年サッカーの国際比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ディフェンシブハーフの新しい役割

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

運動観察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

基礎的技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　

記録用紙

　　　　　　　　　　　　　

DFの攻撃参加に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　

高速度カメラ

　　　　　　　　　　　　

還投力のあるスローインクフォーム

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　

高速度分析用ビデオシヤッターカメラ飛距離のでるインステップキック

　　　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　

CRT・眼球運動検出器

　　　　　　　　

状況判断と注視行動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

I

　　　　　　　

Cybex II・断層画像撮影装置　　　　　最大脚伸展力と形態学的速度の関係　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　

WORLD CUP (74～86）大会記録　　WORLD CUP メキシコ大会の得点傾向　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　

アイマークレコーダー

　　　　　　　

PKに対するGKの反応と注視

　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　

高速度カメラ・DLT

　　　　　　　　

カーブキック時のインパクト状態とボールの軌跡

　　　　　　

1

　　　　　　　

2次元位置座標

　　　　　　　　　　　

ハンドスプリングスロー

　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　

RMR・ＳＴＥＶＥＮＳＯＮの体表面積計算式

　

小学生のエネルギー代謝

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　

文献

　　　　　　　　　　　　　　　

サッカーの戦術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女子サッカーの社会人・大学・高校・における違反の特性

　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女子サッカーの得点傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

インステップキック技術の習得

　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　

写真

　　　　　　　　　　　　　　　　

シビアゾーン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　

コンピューター

　　　　　　　　　　　

コンピューターを導入したゲーム分析方法

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　

ソシオグラム

　　　　　　　　　　　

パス交換の傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

パス交換の傾向（日本代表）

　　　　　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

40
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サッカー研究の課題構築に関する研究～サッカー分析法とその分析対象の歴史的変遷を通して～

表16

　

サッカー医科学研究会報告書(1983～1990)

分

　　

析

　　

方

　　

法

　

分

　　

析

　　

内

　　

容

　　　　　　　　

分

　　

析

　　

対

　　

象

　　　　　　　

資料数

　　　

質

　

問

　

紙

　　　　　　　　　　　　　　　　

審判とその内容に関する研究

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公認指導者の意識調査

　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

審判の判定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

少年サッカー指導者の意識から学ぶスポーツ医学

　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

西ドイツと日本の少年サッカー指導の相違

　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サッカーにおける諸能力の主観的評価

　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

陣害の受傷時期・部位

　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

足関節捻挫とテーピング効果

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フアールについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本リーグ選手の食事調査

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

腰部傍脊柱筋に対するサッカーシューズの影響

　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

少年サッカー指導の国際比較

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

因子分析

　　　　　　　　

ストライカーに関する因子分析的研究

　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

チームカのスカウティング法

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

性格検査（YG性格検査）大学サッカー選手のあがりと競技意欲

　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

心理テスト

　　　　　　　

競技意欲と不安傾向（中・高生）

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

集中力テスト

　　　　　　

競技能力水準と集中力の関係

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

選択プレイリスト

　　　　

2VS2におけるプレイ選択

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

文献

　　　　　　　　　　

試合期における栄養摂取量

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

外傷陣害検査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高校サッカー選手の競技勣機

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本サッカーのプロ化の過程

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メディカルトレーナーの役割

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

子どもスポーツにおける父母会の現状

　　　　　　　

I

　　　　　　　　　　　

VTR

　　　　　　　　　　

試合中の利き足と非利き足の使用頻度

　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

体力測定

　　　　　　　　

発育期サッカー選手の体力

　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

強制速度法

　　　　　　　

中学生サッカー選手の心理的適性

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

メディカルチェック

　　　

サッカー外傷の受傷機転

　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

トレッドミル試験

　　　　

国体選手のメディカルチェック

　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

29

Ｉ)分析方法としてＶＴＲ、質問紙、文献、各

種－測定器具を用いているケースか多かった。

２)分析内容として現実の現象を各種測定器具で

細分化し、そこで得られたデータからその現象

を説明するケースか多かった。

３)分析対象は、サッカーの技術に関する研究か

ら審判に関するものまでバラエティーに富んで

いた。
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date driven reasoning

　　

(データ駆動型推論)

Ｌ
▽

inducttive inferience

　　　

(帰納的推論)

もし、Ａならば、Ｂである

もし、Ｂならば、Ｃである

Ａがデータで実証されてい

るのでＣを結論とする

Ａ

沖原，菅，塩川，野地

Ｃ Ａ

backward reasoning

　

(ゴール駆動型推論)

ｌ
ｙ

　　　

hypotheticalreasoning

　　　　　　　

（仮説推論）

先行情報十経験情報（専門家の協力）

　　

結論としてＣである

　

、もし、ＢならばＣである
Ｃ

　

もし、ＡならばBである

　　

もし、ＡならばＣである

　　

その上でＡの成立を検証する

対象範囲の、要素の縮小傾向

Ｃ≦

1の左半分に示したデータ駆動型推論（ＶＴＲ、

質問紙、文献、各種・測定器具を用いて、研究

対象を細分化することによって得られたデータ

からその現象を証明）か一般的である。この場

合、細分化して行く過程で新たに得られるデー

タがその現象を構成している範囲とか新たな不

確定要素を含まない限りにおいては、帰納的推

論を用いてその妥当性を証明できる。この研究

スタイルで、バイオメカニクス、生理学、心理

学などは数多くの成果を基礎研究として成し遂

げて来たと考えられる。一方、緒言でも述べた

ように、サッカー競技の特性でもある、数多く

の構成要素を含んでいる現象を研究対象に置い

たとき、このデータ駆動型推論は得られたデー

タからその現象を説明しようとしたとき、対象

範囲の広がりを扱ったり、その現象を構成して

いる新たな要素の拡大を含んでしまったときな

どは、客観的データから結論に導くことが困難

（帰納的推論か成り立だない）に成り得るケー

スか多いと考えられる。

Ｂ≦Ａ≦Ｂ'≦Ｃ'

対象範囲、要素の拡大傾向

　　　　

図１

　

サッカー研究における推論の特性とモデル

3.多くのサッカー研究のスタイルの特徴は、図
結

　

論

1｡サッカー研究の歴史的変遷（日本体育学会大

会号1971～1995の25年間）では、年度群と研

究対象、と年度群と種類以外においていずれも

偏りかあった。

2.研究対象を細分化することによって得られた

データを帰納的推論によって証明するものがお

おい。

3.今後の課題としては、図1の右側に示したよ

うに、実証を試みる研究対象がこれまでの研究

成果によって実証された要素以外を含む場合

や、その研究対象が複雑な要素の関連性をもつ

可能性かある場合、自らか先行情報や経験情報

から仮説を構成し、この仮説の実証法として

ゴール駆動型推論を用いることが、サッカー競

技がもつ特性に対しての研究をより一層発展さ

せる可能性かあるのではないかと考えられる。

本研究の限界について

　

この研究を始めるに当たって、この研究を的

確にサポートする先行研究及び文献が調べた限
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サッカー研究の課題構築に関する研究～サッカー分析法とその分析対象の歴史的変遷を通して～

りにおいて存在しなかった。これまでのサッ

カー研究の傾向を明らかにするためサンプル数

を多く扱ってきたか、それらのカテゴリーの分

類方法や、分類についての明確な基準が存在せ

ず、これらの精度については斑か生じていたと

考えられる。

参考資料

1｡日本体育学会大会号1971～1995.

2.サッカー医・科学研究会報告書

　

1983～

1990.

－66－



サッカー医・科学研究

　

第17巻(1997)

はじめに

チームパフォーマンスの評価に関する一考察

－コンピューターによるゲーム分析システム

を用いての長崎大学の事例報告一

　　　　　　　

中

　

山

　

雅

　

雄1）

　

コーチはチームの出来（パフォーマンス）を

評価しなければならない。サッカーのゲームパ

フォーマンスには非常に多くの要素か含まれて

いる。コーチのゲーム観察の正確性は3割程度

であるという報告(Frank and Miller, 1986.)

があるように、その仕事は容易なものではな

い。そのため、コーチの観察の精度を上げるた

めの道具として様々なゲーム分析の方法か開発

されてきている。

　

ゲーム分析データかコーチに有効に利用され

るようにしていくためには現段階では多くの事

例の検討か必要であると思われる。そこで本研

究ではカナダのブリティッシュ・コロンビア大

学（ＵＢＣ）で開発されたゲーム分析システムを

用いて本研究者自身が監督として関わっている

長崎大学サッカー部の九州大学サッカーリーグ

でのゲームを対象にチームパフォーマンスの評

価を実施することによって効果的なチームパ

フォーマンスの評価の方法を検討する事を目的

にする。

方

　

法

　

ＵＢＣサッカーゲーム分析システム

　

分析者はサッカーのゲームが記録されている

ビデオを再生しながらゲームパフォーマンスを

観察し特定のゲームイベントをペン人力方式の

コンピューター（ペンコンピューター）にペン

とキーボードから入力していく。ペンコン

ピューター上ではピッチの縮図にボールの移動

の軌跡と、いくつかのゲームのイベントをペン

でタッチすることによって入力していく。それ

と同時にゲーム分析のキーファクターとなるイ

ベントについてそのイベントの出現毎にあらか

じめ定義されているキーボード上のキーを押す

事によって記録していく。これらの人力によっ

て、パスの連続に関する情報と各イベントの

フィールド上の位置に関する情報を得ることか

出来るようにコンピューターはプログラムされ

ている。Fig. 1に示したイベントをデータとし

て収集する。クロスについては「アタッキング

サードの中でペナルティエリアの外側もしくは

ゴールポストとペナルティエリアの角を結んだ

線上の外側から、中央に位置する少なくとも１

人のアタッカーに向けられたパス」と操作的な

定義をした。

Fig.1 Information collectedby the UBC match

　　　

analysissystem for team play events･

　　　

(partridge et al.l991)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

SAVE

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ON TARGＥＴ
Ｊ

ＯＡＬ１．

　

SHOOTING

　　　

TAKEN

　

－４ＯＦＦＴＡＲＣｒＴ

　

r垂石こ‾卜謡こ
。‘

４Ｅ昌

２

　

CROSSING NOT TAKEN　　　聚ＳＭＳｌａＥ

　

r戸垂『にぎ４回函

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

BEHIND GOA.L

３.

　

Ｔ

　　　　

●』THROW･IN

　　

SETコ

　　

゜"(･゛｀゛"'｀'･

　　

Ｊ INSWINC　　c) FREE KICKS

　

匹

　　

b)CORNERS　べSHORT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

OUTS WING　　d)PENALTY KICKS

^ I POSSESSION 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

PASS

　　

RECAIHED BY→POSITION→COMPLETED→POSITION･－

　　　

T£AM1 OR 2

５[戸戸「
OFFSn》Ｅ;GOALKEEPER EVENTS. FTC

　

この方法によるデータ収集後に、データ人力

のミスを修正するために再度ビデオに記録され

たゲームを観察しながら、時間、ボール保持

チーム、イベント、ピッチ上での位置に関する

１)長崎大学教育学部

－67



チームパフすーマンスの評価に関する一考察－コンピューターによるゲーム分析システムを用いての長崎大学の事例報告－

データをコンピューターのエディター上で

チェックする。この作業によってデータの信頼

性を高めることかできる。

　

以上のようなシステムを用いて1996年度九州

大学サッカーリーグでの長崎大学のﾌ試合のう

ち、ビデオでのデータ収集が可能であった3試

合について分析した。

結果と考察

長崎大学サッカー部の評価について

　

シュートについては、これまでの多くの研究

から得点は10本のシュートで1点という統計か

ある。従って最低でも1試合平均10本のシュー

トを打つことか一つの目標になると思われる。

その意味では、この結果は余り良いものではな

い。またシュートの正確性はシ_j.一卜かター

ゲットに向かったかどうかつまりSHOT

　

ON

の部分で評価されることになるか、正確性につ

いても問題が多い。

GOALS

TＯＩＡＬｉ　SHOTS TAKEN

SHOT ON

SHOT OFF

ＳＨＯ？BLOCKED

Average

　

ｉ
HAG OPP. ｉ HAO　ＳＥ工--

１．Ｕ j.j : 2　0

8.0 19.3：16　10
2.7 5.7 ■　6　0
5.3 11.3：１０　７
０.０ ２．３：　０　３

HAS RAN

２

　

1
4
7
7
0

０

　

6
1
5
０

一一

-

１

　

２

2
1
1
０

4
0
0

3
1
り
ぶ

４

　

Table.1 Summary of shootingperformance

　　　　　

on Nagasaki

　

クロスかシュートや得点に結びついたかどう

かはクロスから6イベント以内にシュート、8イ

ベント以内に得点になったケースをカウントし

ている。長崎大学ではクロスは重要な攻撃の方

法であるとの共通理解でトレーニングを行って

きた。従って、クロスからのシュートに結びつ

く割合か比較的良かったことは、チームの共通

のねらいをそれなりに達成できたと考えられ

る。

?ぴTALCROSSES TAKEN

CROSS SUCCESSFUL
CROSS UNSUCCESSFUL

CROSS -> SHO？
CROSS -> GOAL

Average

　

NAO

　

OPP,

　

12.3

　

27.7

翼ＡＧ
;1111:1

如
1
1
1
9
6
0

1
1
2
9
1
1

Table.2 Summary of crossingperformance

　　　　　

on Nagasaki

　

セットプレーについては、コーナー、直接フ

リーキック、アタッキングサードでのスローイ

ンについてそれかシュートに結びつけられたか

どうかについてみた。セットプレーは得点を得

るためには重要なチームプレーである。

　

しかも

キッカーやスローアーはフリーでリスタートす

るので、チームで十分に練習を積むことによっ

てかなりのチャンスを広げることが出来ると考

えられる。しかし、長崎大学の場合は3試合で

直接フリーキックからシュートにあまり結びつ

いていなかった。

Average

CORNERS
CORNER -> SHOT
CORNER -> GOAL

FREE KICKS DIRECT
FREE KICKS DIRECT -> SHor『
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Table.3 Summary of setplay performance

　　　　　

on Nagasaki

　

ボール保持に関して注目する点としてディ

フェンディングサードでのボールロスの割合を

取り上げる。

　

トップクラスではこの地域での

ボールロスは10%以下であったことか報告され

ている。

　

しかし、長崎大学は平均22. 3%であ

り、この原因を十分に検討し修正していくこと

か必要であると考えられる。

Average

　　

・
一一
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Table.4 Summary of possessionperformance

　　　　　

on Nagasaki

ＵＢＣサッカーゲーム分析システムについて

　

コンピューターを使うことによって何かもの

すごいゲーム分析か出来るのではという期待感

を持ちがちであるか、現時点ではだいたいどの
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ゲーム分析ソフトの内容はこの程度であると思

われる。しかし、これだけの簡単な量的なデー

タであっても、チームパフォーマンスを評価す

るために必要なデータをきちんと集めることか

出来れば、十分にチームカの向上に役に立てら

れるのではないかと思われる。

　

ＵＢＣシステムを使ってのチームパフォーマン

スを評価することについてその問題点と利点に

ついて検討した。問題点として「ゲーム状況の

ＶＴＲ撮影」と「コンピューターへのデータ人

力」が挙げられる。九州大学サッカーリーグの

レベルではゲームを行う競技場の関係で常に良

いアングルからゲームを撮影できるとは限らな

い。従って常にこのシステムを使ってデータを

集めることか可能であるとは言えない。また、

データを入力するためにはオペレーターの養成

が必要である。これらの問題を解決し得る状況

を作れるかはチームの事情によるものである。

逆に利点については「キーファクターについて

の数量的・視覚的理解」「動機付け」「指導の

方向の明確化」といったことか挙げられる。

チーム作りをしていく場合、多くの要素が絡ん

でいるチームパフォーマンスをいくつかのキー

ファクターに分けて捉えることによって、より

具体的にパフォーマンスの評価が出来る。その

評価か数量として提示され、さらに必要に応じ

てグラフィックに表示されることによって目標

が明確になり、選手の動機付けを高めることが

出来ると考えられる。本研究での事例で、サッ

カーのゲームの展開は一方的であったにも関わ

らず最後の3分まで1対1であった試合直後で

は、長崎大学の選手の多くは高い満足感を得て

いた。しかし、分析結果を数量的、視覚的に

フィードバックされ、そのパフォーマンスの低

さを客観的に知ることによって、目標か明確に

なり「やる気か沸いてきた」等の動機の向上が

みられた選手もいた。

サッカーのゲーム分析に関する課題

以上のことから効果的なチームパフォーマン

中山

スの評価のためのこれらからの課題として、

チームのゲームの出来を評価し得る要素は何か

を明らかにするといった「キーファクターの明

確化」とそれらをどのようにデータとして収集

するかといった「量的なデータの収集」につい

てもっと追求していかなければならない。そし

て、ゲーム分析はコーチの道具として使うこと

を前提にするならば「コーチと研究者の連携」

という課題も解決していかなければならない。

さらに、紙とペンといった簡単な方法からコン

ピューターや様々なハイテクを駆使しての分析

までゲーム分析の方法は多様にある。しかし、

それらかサッカーのチームパフォーマンスを向

上させるために必要な情報となり得るためには

ゲーム中の何を分析の指標にするのかを明らか

にすることか必要であり、そのために多くの

「事例の収集」を行ない、様々な検討が行われ

る必要があると思われる。

引用参考文献

1) Franks,I.M. and Miller,G.(1986)Eye

　　

witness testimony in sport･

　　

Journal of Sports Behavior, 9､38-45.

2) Franks,!.Mand Miller,G.(1991)Training

　　

coaches to observe and remember.

　　

Journal 0f Sports Sciences,9,285-297.

3) Hughes,M.(1996)Notational analysis,in

　　

Science and Soccer(eds.T.Reilly),E.& F.

　　

N. Spon, London　pp.343-361

4) Partridge,D. and Franks, I.M.(1993)

　　

Computer-aided analysis of sports

　　

performance: an example from soccer･

　　

The Phisical Educator, 208-215.

69－

ACKNOWLEDGEMENT.

The author is pleased　to　acknowledge

the considerable　ａｓsistanceof

Dr.Franks.





サッカー医・科学研究

　

第17巻(1997)

Ｊリーグ選手の試合中に おける動きの特徴
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これまでに、サッカー選手の試合中における

動きの特徴については、主に筆記法を用いて選

手の移動軌跡や移動距離について検討されてき

た1,2.4)。しかし、サッカー選手の試合中の動き

というのは、常に同一のスピードで移動してい

るのではなく、試合の状況に応じて、歩行から

ダッシュまで、様々なスピードでフィールド内

を移動している。そのため、移動軌跡および移

動距離に加えて、試合中の移動スピードを明ら

かにすることによって、選手の試合中における

動きの特徴をより詳細に捉えることができるも

のと考えられる。しかし、これまでに試合中の

選手の移動スピードを定量的にとらえた報告は

ほとんどなされていない。これらのことから、

サッカー選手の試合中の移動軌跡と移動距離に

加え、移動スピードについて検討することは、

選手のトレーニングプログラムを作成するうえ

での重要な基礎的資料になると考えられる。

　

そこで、本研究では、Ｊリーグに所属する

サッカー選手の試合中における動きの特徴を、

三角法を応用した高速移動解析システムを用い

て、移動軌跡、移動距離および移動スピードか

ら検討することとした。

方

　

法

A｡対象

　

対象とした選手はJリーグ所属チームの外国

人選手1名であり、ポジションはフォワード

　

（以下、ＦＷ）であった。年齢は31歳、身長と

体重は、174. 6cmと73. 19kgであった。

1
1
1
1
1

B｡測定項目

　

試合中の移動軌跡、移動距離および移動ス

ピードの測定は大橋ら2）の方法に従い、三角測

量法を応用した高速移動解析システムを用いて

行った。この方法は、照準器とそれを設置する

三脚の間に角度変化を計測する電圧計（ポテン

ショメータ）を装着し、フィールド外の2ヶ所

にそれらを左右対称に設置する。そして、これ

ら2つの照準器から1名の選手を追い続けること

によって得られる角度変化のデータから、2次

元の座標変換処理を行うものである（図1）。さ

らに、2つの照準器から得られた電圧変化をア

ナログ・デジタル変換ボードによりデジタル変

換させ、左右のポテンショメータにおける角度

変化のデータと照準器間の距離から求められる

ＸＹ座標変換処理を行った。

図１

　

測定における器材の配置

1)中京大学

　

2)名古屋グランパスエイト

　

3)大束文化大学
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Ｊリーグ選手の試合中における動きの特徴

C｡対象とした試合

　

各測定については、1996年度のJリーグの

ホームゲーム6試合について行った。なお、対

戦チームおよび測定日は、福岡戦（3月23日）、

磐田戦（4月3日）、川崎戦（4月17日）、鹿島戦

（5月１日）、広島戦（5月15日）および市原戦

（6月15日）であった。

結

　

果

1｡移動軌跡

　

図2には、対象とした選手の試合中における

移動軌跡の結果を川崎戦を例にとり、前半開始

から20分間の移動軌跡を5分毎に分けて示し

た。

～5分 ｢面呵

　　

１０

図2.試合中の移動軌跡（前半開始から20分間）

2.移動距離

　

試合中における移動距離の結果を表1に示し

た。その結果、対象とした全試合における一試

合の移動距離の平均値と標準偏差は10455.9±

590.6mであった。そして、前半か5315.0±

330.4m、後半か5140.9±306.2mであった。

対戦チーム
一

　

福岡

　

磐田

　

川崎

　

鹿島

　

広島

　

市原

　

平均値

～1m/s
-
766.4
815.6
666.0
681.2

826.1
858.8

769.0

割
合

表１

　

－試合の移動距離

対戦チーム

　　

前半(ｍ

　

福岡

　　　　

5626.7

　

磐田

　　　　

5531.5

　

川崎

　　　　

5125.7

　

鹿島

　　　　

5573.7

　

広島

　　　　

5261.3

　

市原

　　　　

4770.9

　

平均値

　　　　

5315.0

標準偏差

　　　

330.4

後半(ｍ
-

　

5188.1

　

5270.9

　

5276.0

　

5548.7

　

4835.1

　

4726.5

　

5140.9

　

306.2

総距離

10814.8

10802.4

10401.7

11122.4

10096.4

9497.4

10455.9

　

590.6

3｡移動スピード

　

試合中における移動スピードの結果を表2に

示した。また、試合中における移動スピード別

の移動距離の占める割合を表3と図3に示した。

その結果、最も移動距離の長かったスピード

は、1～2m/secであり、総移動距離の約30%を

占めていた。そして、スピードが高くなるにつ

れて、ほぼ直線的に移動距離が減少していく傾

向がみられた。特に、ﾌm/sec以上の占める割

合は、各スピードともに3%以下であったか、全

ての試合において9m/sec以上での移動かみら

れた。

(％)

移勣スピード(rti/s≪c)

図3.移動スピード別の移動距離の割合

　　　　　　　　　

表２．移動スピード別の移動距離
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1｡移動軌跡

　

これまでに大橋3)は各国のプロチームおよび

日本代表選手の試合中における移動軌跡につい

て報告している。この報告によると、試合中の

移動軌跡は、ポジションによって異なり、特に

ＦＷの選手の移動軌跡は他のポジションの選手

に比較して個人差が大きいことか指摘されてい

る。そこで、本研究で対象とした選手の試合中

の移動軌跡の結果を川崎戦を例にとり、前半開

始から20分間の移動軌跡を5分毎に分けて図2に

示したところ、試合中はかなり複雑で曲線的な

動きの移動が多くみられた。また、特にハーフ

ライン周辺から相手ゴールに近い位置での移動

か多くみられた。この点について、ＦＷという

ポジションは得点を上げる動きをしなければな

らないために、前線での活動か多いためである

と考えられた。さらに、味方陣内では細かな方

向変換が少なく比較的直線的な軌跡かみられた

か、相手陣内のペナルティーエリア付近では、

曲線的な動きが多くみられた。そして、ペナル

ティーエリアより相手ゴールに近い位置におい

ては直線的に移動する傾向かみられた。

2.移動距離

　

これまでに大橋ら1)は、ソビエトおよび韓国

の代表チームなど各国のプロチームの試合中に

おける選手の移動距離について報告している。

この報告によると、諸外国のチームにおける選

手の試合中の移動距離は、およそ9000～

12000mであり、また、日本代表選手では、お

よそ10000～12000mであったことか報告され

ている。また、日本代表選手の国際試合におけ

る、ＦＷの選手の結果をみると、試合中の移動

距離の平均値は10834±1183mであった。そこ

で、大橋ら1)の結果を本研究で得られた結果と

比較すると、一試合の移動距離はほぼ同様の結

果を示していた。また、本研究で測定を行った

6試合の移動距離のうち、最も移動距離が短

かった試合は9497.4mであった。一方、最も移

動距離か長かった試合は11122.4mであり、そ

の差は1625. Omであった。この点について

は、試合中の選手の移動距離は、試合の内容に

よって、かなり影響されているためと考えられ

る。さらに、前半に対する後半の移動距離の減

少率をみると、本研究の結果は3.2±4.4%で

あったのに対し、大橋らl)が報告している日本

代表選手は8.0%であった。このことより、本研

究で対象とした選手の一試合の移動距離は、こ

れまでの報告に比較して、前半に対する後半の

移動距離の減少率かかなり低い傾向にあった。

3.移動スピード

　

本研究で対象とした選手の試合中における移

動スピードの最大値は約lOm/secまで達してお

り、これまでの報告2)に比較して高い傾向を示

していた。また、lm/secごとに占める移動距

離については、1～2m/secが最も多く、スピー

ドか高くなるにつれて、ほぼ直線的に減少して

いく傾向かみられた。そして、全ての試合にお

いて9m/sec以上のスピードでの移動距離かみ

られたことから、特に試合中の速いスピードで

の移動に偏りか少ないものと考えられた。ま

た、本研究で対象とした選手と同様のポジショ
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Ｊリーグ選手の試合中における動きの特徴

ンの選手を対象に検討した大橋2)の報告による

と、ＦＷの日本人選手における試合中の移動ス

ピードは、8m/sec以上のスピードでの移動か

ほとんどみられなかった。これに対し、本研究

で対象とした選手は、全試合において8m/sec

以上のスピードでの移動かみられ、試合中に発

揮される、特に速いスピードでの移動に差かみ

られ、試合中に緩急をつけた動きを行っている

ことか明らかとなった。

　

さらに、本研究では移動スピード別の移動距

離の占める割合について検討した。割合につい

ては各一試合の移動距離を100%として、各ス

ピードに占める距離の割合を算出した。その結

果、移動スピード別の移動距離の占める割合は

全試合ともほぼ同様な傾向がみられた。これら

の結果から、移動距離や移動スピードは、試合

の結果や内容によって多少異なるが、割合でみ

ると各試合でばらつきの少ないことか明らかと

なった。

　

以上に示した結果から、高い競技レベルの

サッカー選手ほど、試合中に緩急のある動きを

行っており、毎試合、8m/sec以上のスピード

を発揮していることか明らかとなった。

まとめ

　

本研究は、Ｊリーグに所属するチームの外国

人選手1名を対象として、三角法を応用した高

速移動解析システムを用いて、Ｊリーグの公式

試合での移動軌跡、移動距離および移動スピー

ドについて検討した。主要な結果は、以下のと

おりである。

1)試合中の移動軌跡は複雑で曲線的な動きか多

くみられた。

2)一試合の移動距離は10455. 9±590.6mであ

り、前半が5315.0±330.4m、後半が5140.9

±306.2mであった。前半に対する後半の移動

距離の減少率は3.2±4.4%であった。

３)試合中の移動スピードの範囲は、約lOm/sec

まであり、I～2m/secの占める移動距離か最も

多く、スピードか高くなるにつれて減少してい

く傾向かみられた。
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これまで中高年サッカーについての研究は、

河野と大畠らか中心となって主として安全性の

観点から報告しているが4･5･6)、実際の試合中に

中高年者がどの程度の運動強度で、またどの位

の距離を移動しプレーしているのか等について

は必ずしも明らかではない。

　

このようなことから、前報1)において著者ら

は、全国スポーツレクリェーション祭の壮年

サッカーの部などに出場している栃木県内の中

高年サッカー愛好者を対象として、試合中の運

動強度を心拍数の面から調査し、その結果、従

来の河野ら7)の報告値より高い値、すなわちか

なり追い込んだ状態でプレーしていることを明

らかにし、より一層の安全性の確保ということ

などについて報告した。

　

本研究では、中高年サッカー愛好者の試合中

の移動距離に焦点を当て、中高年サッカー愛好

者の試合中の移動距離の実態を明らかにすると

同時に、このような移動距離と中高年者の持久

的能力の指標でよく用いられている

ＰＷＣ７５%ＨＲｍａｘとの関係についても検討を加

え、今後の中高年サッカー愛好者の運動処方を

する際の基礎資料にすることを目的とするもの

である。

研究方法

1｡被検者

　

本研究の被検者は、40歳代では23名（平均年

齢43.7歳）、50歳代では11名（平均年齢54.5

歳）、60歳代では14名（平均年齢64.6歳）の合

計48名である。これらの被検者の大半は、前報

1)宇都宮大学

I)の心拍数測定の対象となった人達であり、被

検者全員とも定期健康診断等で異常かなく、試

合時における健康状態も全員良好とのことで

あった。

　

これら被検者の身体的特徴は表1に示す通り

である。

表１

　

被検者の身体的特徴

被検者数(人)

平均年齢(歳，

身長(Ｃｍ)

体重(k9)

体脂肪率(％)

除脂肪体重(kg)

40歳代
-

　

23

43.7

168.9(4.4^

66.6 C6.8")

17.3ぐ3.6)

54,9 (A.5)

50歳代

　

11

54.5

167.9 C3.5)

64.1 (9.4)

15.7 (4.0)

53.2 C5.n

60歳代
-

　

14

64.6

164.8 (4.9)

66.2ぐ7.0-)

19.6 (4.25

52.4 C4.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（

　

）SD

2.測定期間、測定試合および測定時間

　

測定は平成7年11月から平成8年12月にかけ

て行われた次の試合を対象に行った。

　

40歳代では平成8年度全国スポーツレク

リェーション祭の壮年サッカーの部に出場する

ための、栃木県予選及び本大会（群馬県藤岡

市）と第ﾌ回古河市マスターズサッカー大会

　

（茨城県古河市）チャレンジ部門四十雀の部な

どの試合であり、50歳代は平成7年度と平成8年

度の宇都宮社会人リーグ戦と宇都宮大学ＯＢに

よる練習試合、また60歳代は夏期を除いて月1

～2回ほぼ定期的に行っている女子チーム（マ

マさんと女子高校生から編成されているチーム

で、栃木県女子サッカー選手権で第3位）との

練習試合である。

　

試合時間は前報1）と同じように、40歳代と50

歳代については20分ハーフで行った被検者が最

も多かったので、前半20分、後半20分の測定時

－75
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中高年サッカー愛好者の試合中の移動距離について

間（ハーフタイム5分）で、また60歳代では前

報1）では15分ハーフで運動強度をみたか、今回

は他の年代との比較ということもあったので、

40歳代、50歳代と同じように20分ハーフで

行った。従って25分ハーフで行っている試合

は、前後半ともキックオフから20分までを測定

対象とした。

　

なおこれらの試合中の天候はいずれも晴れあ

るいは曇りであり、環境温度は11°Ｃ～29°Ｃで

あった。

3｡測定項目と測定方法

①移動距離

　

移動距離の測定方法は、これまで筆記法や

ＶＴＲなどで行われているか、本研究では筆記法

を用いて行った。測定に際しては、中高年者が

使用する競技場のピッチは、大きさに多少の違

いかあるので、事前にメジャーによりピッチを

計測し、330分の1の縮図上に5分毎に選手の移

動軌跡を、スタンドなどの高所から観察記録し

た。

　

このような移動距離の測定において

Ｂａｎｇsbo3)はヽ対象となる選手にあらかじめ知

らせないで測定しているか、中高年サッカーの

場合、選手交代か頻繁に行われるため、本研究

では試合前に各被検者およびチームの責任者に

試合中の動きを追跡することを知らせると同時

に、ケガや不調でない限りは前後半とも出場す

るよう協･力依頼した。

　

収集した資料は従来の筆記法ではキルビメー

ターで計測しているか、本研究では設計、土

木、建築の分野で用いられているエリアライン

メーター(PLANIX5000、タマヤ社製)を用

いて計測した。このエリアラインメーターは高

精度の線分解能により迅速、正確に測定できる

という特徴かある。

②PWC75mRmax

　

宮下8)によって考案されたPWC75mRmax

の測定は、谷pl6,17,や田村15)の方法と同じよう

に、エアロバイクフ5XL(コンビ社製)に内蔵さ

れている体力テストモードを用いて行った。

結果および考察

　

試合中の選手の移動距離はヽＢａｎｇsbo3)によ

れば、①Quality of opponents, ②Tactical

consideration,③Importance of game に影

響されるか、このような移動距離を知るという

ことは、選手やチームが試合で発揮する持久的

能力、戦術面を知るのに役立ち、今後の練習や

トレーニングに活用させられるので、サッカー

においては重要な分析の対象である11,13)。

　

従って、これまでこの移動距離に関する研究

は、大橋や戸苅ら11,13)が少年から日本代表選手

またトヨタカップ出場選手を対象として、さら

にReillyら14)ヽBangsbo'はプロ選手を対象と

して移動距離を測定するなど盛んに行われてい

る。しかし従来の研究は、いずれも各年代の

トップクラスに属する選手やプ・選手を対象と

したもので、その分析の目的も最終的に競技力

の向上に重点を置いており、レクリェーション

スポーツである中高年サッカー愛好者の移動距

離に関する研究は全く行われていない。

　

健康の維持・増進や仲間との親睦・交流など

を目的としている中高年サッカーについても、

各年代における試合中の移動距離の実態を明ら

かにすることは、これら中高年サッカー愛好者

の運動処方をする際の基礎資料、すなわち日

頃、どの程度の練習をすればよいのかなどの目

安ともなるものであり、このようなことは中高

年のスポーツにおいて重要なことである。

表２．中高年サッカー愛好者の移動距離

代
恥

　

代

ｇ

ｃ

Ｑ

(n=ni

60歳代

(∩= 14)

前半

1889

(245)

1756

(253)

1325

(150)

侈動距離（ｍ）

-

後半 合計

広
言
広

言
広
嵩

町半と後半の遷

一

前半一後半

　

減少串(％)

-

92車

　　

4.8

2０8

０

11.8

０
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寺門，宮崎，石崎
　

40歳代、50歳代、60歳代といずれも20分

ハーフで行われた本研究の移動距離の結果は表

２に示した通りである。まず40歳代(n = 23)

の移動距離をみると、前半1889m、後半

1797m、合計3686m、50歳代（ｎ＝11）では

前半1756m、後半1548m、合計3304m、そし

て６０歳代（ｎ＝１４）では前半、後半とも

1325m、合計2650mであり、各年代の合計を

比較すると、40歳代と60歳代との間に1%水

準、50歳代と60歳代との間に5%水準の有意差

か認められた。また各年代の前半と後半を比べ

ると、40歳代では前半の移動距離は後半を92m

上回り（p＜0.05）、50歳代では前半の値が後

半を208m上回っ尭が（p＜0.05）、60歳代では

全く同じ値であった。

　

５分毎の移動距離では、４０歳代が前半

472m、後半449m、合計で461m、50歳代では

前半439m、後半387m、合計で413mであり、

60歳代では前後半とも331mであった。

　

移動距離に関するこれまでの研究で、大橋と

戸苅ll）は全日本少年サッカー大会出場選手（20

分ハーフ）か3472m (5分毎で434m)、全国中

学校サッカー大会出場選手（30分ハーフ）か

6399m (5分毎で533m)、全国高校総合体育大

会出場選手（ﾌO分ハーフ）か8015m (5分毎で

573m)、ワールドユースサッカー大会出場選手

　

（40分ハーフ）か9226m (5分毎で577m)、日

本代表の国際試合出場選手（45分ハーフ）で

10732m (5分毎で596m)と報告しているが、

これらと本研究を比べると、本研究の移動距離

及び5分毎の移動距離は、40歳代、50歳代で全

日本少年サッカー大会出場選手に近い値であ

り、それに対して60歳代は小学生選手よりも大

きく下回った値であった。

　

また前半の移動距離に対する後半の移動距離

の減少率は、Ｂａｎｇsbo3）やReilly14）は約5%と報

告しているが、本研究では40歳代で4.8%とほ

ぼ同じなのに対して、50歳代では11.8%と大き

な減少率を示し、一方、60歳代では前後半とも

全く同じ値であった。このことはとくに本研究

の50歳代の被検者は、前半に自己の体力レベル

をかなり上回るペースでプレーしていたことを

物語るものであり、それに対して60歳代の被検

者は自己の体力を前半と後半に巧みにペース配

分をし無理をしないでプレーしていたためと考

えられる。そのような意味では、中高年者の

サッカーでは前半と後半の移動距離に差のない

試合運びか望ましいと思われる。

　

さらに移動距離に関する研究では、これまで

ポジション別による検討、また移動距離の内

容、すなわち山中18)らはスタンディング、

ウォーキング、ジョギング、ランニング、ダッ

シュの5つに分類して、またＢａｎｇsbo3)は低強度

ランニング、うしろ向きランニング、スプリン

トランニングなど10の活動に分類して、それぞ

れ選手の動きを詳細に検討している。ポジショ

ン別の移動距離については、本研究では被検者

数の少ない年代もあるので分析までには至らな

かったか、従来の研究報告と同様にMFはＦＷや

DFより高いようである。また移動距離の内容

については、中高年者に対する運動処方の際に

どのような活動内容を盛り込むかなどで必要と

なってくるので今後検討していかなければなら

ない。

　

ところで、この移動距離の内容に関する分析

結果では、これまで大橋12)は日本代表選手など

を対象として、移動運動を三角測量法を応用し

て測定した所、サッカー選手は試合時間中の

90%を4m/秒以下の移動スピードで移動してい

る。すなわち移動距離のかなりの部分は有酸素

性運動であることを明らかにしている。また大

学生を対象として行った山中ら18)の報告でも、

1試合に占める割合はWalkが47. 6%、Jogか

35.0%などというように、試合全体からみれば

有酸素運動であり、全身持久力の能力を高める

ことか基本的に重要であるとしている。

　

そこで本研究では、中高年サッカー愛好者の

移動距離が有酸素性能力と関係があるのか否か

について、有酸素性能力の指標として、

PWC75mRmaxを用い検討したところ図1の

ようであった。なおこのPWC75%HRmaxの測

定には31名か参加し、得られた結果は表3のよ
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中高年サッカー愛好者の試合中の移動距離について

うてあり、これらの各被検者の値は宮下9）の6段

階の評価表（全身持久力診断表）にあてはめる

と、多くの被検者が「かなり優れている」ある

いは［優れている］のいずれかに判定されてい

る。

　　　

表３．被検者のPWC75%HRmax

　　　　　　

被検者数

　

PWC75%HRmax

　

PWC75%HRmax

40歳代

50歳代

60歳代
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図1 . PWC75%HRmaxと移動距離との関係

　

図1では、PWC75mRmax(W)と移動距離

（ｍ）の関係をみたものであるか、r=0.656 (p

＜0.001）という相関か得られた。このこと

は、ＰＷＣ７５%ＨＲｍａｘの高い中高年サッカー愛

好者は試合中の移動距離か長いことを示すもの

である。

　

このような試合中の移動距離と有酸素的作業

能力（全身持久力）との関係をみたものとして

は、これまで浅見2）か日本代表選手（ｎ＝14）を

対象として、ハーバードステップテストの得点

と移動距離について調べ、相関係数は0.69と報

告している。また浅見2）は中学生（ｎ＝32）につ

いて、移動距離と1500mとの関係を調べ、r＝

0.54と相関の高いことを報告している。さらに

大橋1o）は高校生(n=15)を対象として、12分

間走の記録と移動距離について検討し、r＝

0.446という相関係数を得ている。

　

このように、これまで主として各年代のトッ

プクラスの選手を対象として行われた移動距離

と有酸素性作業能力の関係は、いずれも高い相

関のあることを指摘し、これらのことから試合

でより多く動くためには、その基本として全身

持久力の能力が高くなければならないことを強

調している。本研究の対象である中高年サッ

カー愛好者は、このような競技力の向上を目指

すチャンピオンスポーツとは大きく異なるか、

レクリェーションスポーツである中高年の試合

においても、無理がなく、余裕をもってプレー

を遂行するためには、日頃から動くためのベー

スである全身持久力を良好な状態に維持してお

くことか必要であろう。

まとめ

　

中高年サッカー愛好者の運動処方の基礎資料

を得るために、栃木県内の中高年サッカー愛好

者48名（40歳～69歳）を対象として、各種大

会および練習試合時の移動距離を筆記法により

測定し、またこの移動距離と有酸素性作業能力

の指標であるPWC75mRmaxとの関係をみた

ところ、次のような結果が得られた。

①各年代の移動距離をみると、40歳代では前半

1889m、後半1797m、合計3686m、50歳代で

は前半1756m、後半1548m、合計3304m、そ

して60歳代では前半、後半ともに1325m、合

計2650mであり、これら各年代間の合計では、

40歳代と60歳代との間に1%水準、50歳代と60

歳代で5%水準の有意差が認められた。また各年

代の前半と後半を比べると、40歳代では前半の

値は後半を92m上回り（p＜0.05）、50歳代で

は前半の値は後半を208m上回った（p＜

0.05)。

②ＰＷＣ７５%ＨＲｍａｘ（ｗ）と試合中の移動距離

（ｍ）との関係では、r＝0.656（p＜0.001）と

いう高い相関が認められた。
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1｡はじめに

　　

得点およびシュートに至るパスの回数

竹

　

内

　

久

　

善1）小

　

宮

　

喜

　

ズ）久保田

　

洋

　

ご

　

サッカーの試合の勝敗は、いうまでもなく、

得点の増加、失点の減少に大きく左右される。

そのため、得点に関する研究は大変重要なもの

だと思われる。本研究ではボールを奪ってか

ら、シュートにいたるまでのパスの本数を調査

し、分析することにより、シュートへのよりよ

い過程を考察することを目的とした。

2｡研究方法

　

調査対象は、1996年ヨーロッパ選手権より

22試合、1996年Jリーグより14試合、1996年

アジアカップより23試合の全59試合とした。

　

調査方法は、これらの試合のTV放送のVTRよ

り、シュート及び得点があった場合、ボールを

奪ってからシュートに至るまで何本のパスが

あったかを調べた。

　

ボールを奪った地域は、ピッチ全体を自陣

ゴール地域より4等分し、順にＡＢＣＥとした。

(図1)

　

これらのデータを、パス回数により何本の

シュートがあったか、また、何点の得点かあっ

たかをそれぞれについてまとめた。

表１．パス回数によるシュート数
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図１．ボール奪取地域のわけかた

3｡結

　

果

3-1.シュート

　

59試合で総シュート数は1551本で、そのう

ち、FK、CK、PKのリスタートからのシュート

は373本たった。シュートにいたるパス回数か

O回というのは、リバウンド、クリアボールか

らのシュートおよびリスタートからの直接の

シュートの場合のことである。

　

リスタートを除

いた総シュート数は1178本であった。パスが0

回でのシュートは305本で全体の26%であっ

た。以下、パス回数とシュートの本数は表1の

とおりである。累計は、それぞれのパス回数ま

での合計のシュート数と%である。

　

パス回数

　　

０

　　

１

　　

２

　　

３

　　

４

　　

５

　　

６

　　

７

　　

８

　　

９

　

１０

　

１１

　

１２

　

１３

　

１４

　

１５

　

１６

　

１７

　

１８

　

Ｍ

　

シュート数

　

305

　

201

　

178

　

162

　

117

　

68

　

53

　

41

　

20

　

15

　

5

　　

2

　　

4

　　

3

　　

2

　　

1

　　

0

　　

0

　　

1

　

1178

　　　　

％

　　　

25.3

　

17.1

　

15.1

　

13.8 9.9　5.8　4.5　3.5　1.7　1.3　0.4　0.2　0.3　0.3　0.2　0.1　0　　0　0.1　100

------------一甲-------■■-------a-----･4 ------ ------ ----- ------ --s--- ------ ------ .----a-.----a--.----------.....-------･g ---.-.--a--

　　　

累計

　　　

／

　

506

　

684

　

846

　

963

　

1031

　

1084

　

U25

　

U45

　

1160 1165　1167　1171　1174　1176　1177　1177　1177　1178　1178

　　　　

％

　　

/ 43.0 58.1 71.8 81.7 87.5 92.0 95.5 97.2 98.5 98.9 99.1 99.4 99.7 99.8 99.9 99.9 99.9 100　100

1)順天堂大学
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得点およびシュートに至るパスの回数

表2.ボール奪取地域別のパス回数によるシュート数

！
パス回数

　

１
０　　１　　２　　３　　４　１５　　６　１７　１８　９　１１０　１１　12 13　14 15　16 17　１８　Ｍ

　　　

シュート数

　

0

　　

6

　　

25

　

42

　

29

　

21

　

19

　

17

　

7

　　

6

　　

4

　　

1

　　

2

　　

2

　　

1

　　

1

　　

0

　　

0

　　

1

　

184

　　　　

％

　　　

0

　

3.3

　

13.6 22.8 15.8｣11.4 10.3 9.2　3.8　3.3　2.2　0.5　1.1　1.1　0.5　0.5　0　　0　0.5　100

　

A ---…………-…---…-……-…--l.……......…....._.…...…......_..…..._..…...….……….......…...……….......

　　　　

累計

　　

／

　

6

　　

31

　

73

　

102

　

123

　

142

　

159

　

166

　

172

　

176

　

177

　

179

　

181

　

182

　

183

　

183

　

183

　

184

　

184

　　　　

％

　　　

／

1

3.3

　

16.8 33.7 55.4 66.8 77.2 86.4 90.2 93.5 95.7 96.2 37.3 98.4 98.9 99.5 99.5 99.5 100　100

　　　

シュート敗

　

0

　　

26

　

53

　

37

　

41

　

25

　

14

　

15

　

9

　　

4

　　

1

　　

1

　　

1

　　

1

　　

0

　　

0

　　

0

　　

0

　　

0

　

228

　　　　

％

　　　

O

　

n.4 23.2 16.2 18.0 11.0 6.1　6.6　3.9　1.8　0.4　0.4　0.4　0.4　0　　0　　0　　0　　0　100

　

B…---------……-…----……-……--…--……-……-……-……-……-……-……--……-……-……-…---------…----

　　　　

累計

　　

／

　

26

　

79
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228
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228

　

228

　

228

　

228

　　　　

％

　　　

／
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シュート数
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76

　

53

　

58
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19

　

16

　

8

　　

4

　　

4

　　

0

　　

0

　　

0

　　

1

　　

1

　　

0

　　

0
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0
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228
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％
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シュート数

　

264

　

93

　

47

　

25

　

12

　

3

　　

4

　　

1

　　

0

　　

1

　　

0

　　

0

　　

0

　　

0

　　

0

　　

0

　　

0

　　

0

　　

0

　

450

　　　　

％

　　

58.7 20.7 10.4 5.6　Z.7　0.7　0.9　0.2　0　0.2　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　100
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累計

　　

／

　

357

　

404
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449
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％

　　　

／

　

79.3 89.8 95.3 98.0 98.7 99.6 99.8 99.8 100　100　100　100　100　100　100　100　100　100　100

　

表2はボールを奪った地域別に、シ｡｡－トま

でのパス回数をまとめたものである。

3-2.得点

　

59試合で総得点は149点てあった。そのう

ち、リスタートおよびオウンゴールによる得点

は37点て、それ以外では112得点であった。こ

のうち、パス回数かO回であったのは31得点

で、全体の28%であった。（表3）

表３ パス回数による得点数

｜パス回敵

　

０

　

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

10 11　Ｍ

ｉ

　

得点数

　

31

　

Z0

　

13

　

21

　

12 4　0　6　1　3　0　1　112

；

　

％

　　

27.7 17.9 11.e ie.8 10.7 3.6　0　5.4　0.9　2.7　0　0.9　100
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累計

　　

／
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64

　

8S
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101
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112 112

1

　

％

　　

／
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表4は表2と同様に、ボールを奪った地域別

に、得点に関してまとめたものである。

表４.ボール奪取地域別のパス回数による得点数

　　

パス回数

　　

１０

　　

１

　

２

　　

３

　

１４

　

５

　　

６

　　

７

　

８

　　

９

　

１０

　

１１

　

Ｍ

　　　

得点斂

　　

0

　　

1

　　

4

　　

7

　　

4

　　

1

　　

0

　　

2

　　

0

　　

2

　　

0

　　

0
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％

　　　

0
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％

　　　

／
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7

　　

5

　　

0

　　

0

　　

3
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1

　　

0

　　

1
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得点数
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4｡考

　

察

竹内，小宮，久保田

4-1.パス回数

　

シュート、得点とも、パス回数が増加してい

くにつれてその割合は減少の傾向にあり、それ

ぞれ5回のパスまでの累計での割合かシュート

に関しては87%、得点では90%をしめている。

ボール奪取地域との関係をみても、ほぼ同様の

傾向にあることかうかがえる。これらのことか

ら、ボール奪取後、できるだけ迅速にゴールに

むかい、シュートにつなげることか、得点につ

ながっていたと考えられる。

4-2.パス回数がO回のケース

　

シュート、得点とも、パス回数がO回の場合

が最も割合が高く、それぞれの1/4をしめてい

た。O回でのシュート、得点ということは、比

較的ゴールに近い位置でボールを奪う必要があ

り、実際にO回でのシュートのうち60%が、得点

に関しては65%か敵陣ゴール付近1/4の地域で

のボール奪取をしてからのプレーであった。

　

自陣ゴール付近でのボールロストは失点につ

ながるとよくいわれるが、今回の調査ではデー

タの上からもそのことが確認できたか、敵陣

ゴール付近の地域でボール奪取した場合でも、

パスの回数が増加するにつれてシュート、得点

は減少する傾向かあり、得点のためには迅速に

シュートにいたる必要かあるのではないかど思

われる。

　

ただ、ボールを奪うということに関して、０

回でのシュート、得点に関して、一つ前のプ

レーについて調べてみると、そのほとんどがリ

バウンド、相手のミスからのプレーであり、実

際にボールを奪ってのプレーは少なかった。

4-3.技術的な点について

　

今回の調査から得られた傾向は、敵陣ゴール

付近でのボール奪取からの得点か多い、ボール

奪取後、5回程度のパス回数でシュートまでつ

なぐことがより得点につながる可能性か高い、

ということであった。そこから考えられるの

は、ボールを奪った場合、できるだけ迅速に

－83

ゴールに向かい、シュートまでつなげることが

得点の可能性を高くするのではないかというこ

とだと思われる。しかし、そのための技術的要

素が必要なことはいうまでもない。今回のVTR

分析にあたり、以下の点が特徴的であった。

1)ロングキックの効果的、積極的活用

　

これはＡのエリアでボールを奪った場合によ

くみられた。キックの技術の正確性と、パスの

受け手のポジショニングか重要であると思われ

る。また、Ｂ、Ｃエリアで相手の縦パスをカッ

トし、ロングキック1本で相手ＤＦラインの裏ヘ

パスを通すケースも多々見られた。この場合

も、キックの正確性と、受け手の動きは重要で

あると思われる。

2)長い距離のドリブルの使い方の状況判断

　

これはＤ以外のエリアでボールを奪った場合に

よくみられた。ボールを奪った時に自分の前方

にオープンスペースがある場合、ドリブルで

ボールを運ぶプレーか効果的であった。

　

ドリブ

ルを開始する判断と、他の選手かオープンス

ペースをつぶさないことが重要であると思われ

る。

３)積極的かつ長い距離のオーバーラップ

　

これはどのエリアでボールを奪った場合でも

みられた。ロングキック、長い距離のドリブル

とのかねあいで効果的に活用されていた。オー

バーラップする選手の判断、その選手にパスを

だすかどうかの判断が重要と思われる。

4)ボール奪取後のすばやいアタッキング

　

これはＣ、Ｄなど比較的、相手ゴールに近い

エリアでボールを奪った場合、よくみられた。

ボールを奪ったあと、自分かシュートできれば

自分で、無理ならよいポジションの者へはやく

パスをまわすことにより、効果的な動きとなっ

ていた。これも、ボール保持者の判断が重要で

あると思われる。

4-4.状況判断

　

状況判断というのは技術と同様、非常に大切

である。図2、3は1996年ヨーロッパ選手権予

選リーグのイングランドとスコットランドの対

戦でのイングランドの2得点をしめしたもので



得点およびシュートに至るパスの回数

ある。両得点とも自陣ゴールに近いエリアで

ボールを奪っているのだが、1得点目は、相手

の守備か整っているのをみて、サイド攻撃から

得点をあげている。2得点目は、相手の守備が

十分な準備ができてなくて、最終ラインか不安

定なのをみて、縦パスを中心とした速攻で得点

をあげている。これは、個々人の技術的能力も

さることながら、チームとしての意思統一、状

況判断がしっかりできていないとできないプ

レーだと思われる。

　　　　

攻撃方向

　

→

図2.イングランドの1得点目

攻撃方向

　

→

図3.イングランドの2得点目

5｡まとめ

　

今回の調査結果から、ボールを奪ったら、で

きるだけ迅速にゴールに向かうと得点の可能性

は高くなる。という傾向が得られた。しかし、

これはパス回数を少なくするとよいというので

はないと思われる。重要なのは、常にイングラ

ンドの2点目のような速攻が可能なわけではな

いので、しっかりした状況判断が必要であり、

ときには中盤でしっかりパスをつなぐなど、状

況にあわせた動きかチーム全体でできるという

ことだと思われる。また、とくにロングキッ

ク、長い距離のオーバーラップ、といった個人

の能力の向上も必要だと思われる。

　

さらに、今回得られた傾向を裏返せば失点を

減少する手段もいくつかみえてくると思われ

る。よくいうところの遅らせろというのは効果

的であり、また、自陣ゴール付近でのボールロ

ストをなくす、また、自陣ゴール付近でのタイ

トなチェックなどがそれにつながる動きだと思

われる。

　

今後の研究課題として、シュート及び得点ま

でのパス回数においてロングキック、長いドリ

ブルなど、どのようなプレーでボールを運んだ

のか、また、これとボール奪取地域別の特徴を

調べ、どのようなプレーが効果的にシュートま

でつなげられるのかを分析していくことによ

り、実際の指導に活用できる形につなげていき

たいと思う。

　

また、シュート位置との関係も興味深い点で

ある。

　

さらに、ゲーム中において大きなチャンスで

ありピンチでもあるリスタートに関してもさら

なる研究か必要だと思われる。

84

八

71”

ダ

　　

．

　　　　

χ

　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　

∩

　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　

ｙ

　

Ｎ

　　　　　　　　　　

●

　　　

●

　　　　　　　　

ノリ

　　　　　

げ

　　　　

・

　　　　　

●
１



サッカー医・科学研究

　

第17巻(1997)

高校生サッカー選手の栄養状態と栄養指導に

石
上

大
井

り

　

り

１

　

２

美
子

照
恵

旗
井

古
石

邦

　

枝1）

喜久子2）

はじめに

　

競技力向上を目指すと共に、選手生命を延ば

すためには、良いコンディションでトレーニン

グを続けなければならない。そのためにはト

レーニングの他に、適切な栄養と休養をとるこ

とが大切となる。

　

我々は昨年、高校生男子サッカー選手を対象

とし食事調査と血液検査を行った結果、栄養摂

取状況と体内鉄及びビタミン栄養状態において

かなりの個人差が見られたことから、チームに

対する栄養指導と共に、選手一人一人の問題点

に合った栄養指導の必要性が示唆されたことを

報告した。1)

　

今回は昨年の報告l)を踏まえ、同チームに対

し、親も含めた栄養教育と選手一人一人の問題

点に対応した食事指導を継続的に行い、食生活

及び体内栄養状態の改善について検討を行っ

た。

研究方法

I｡対象者

　

対象は全国レベルの大会にも出場している、

高校生男子サッカー選手16名である。対象者に

対し、身体計測（身長、体重、皮脂厚）を行っ

た。皮脂厚は栄研式皮厚計にて上腕背部と肩甲

骨下部を測定し、その和を用い長嶺らの方法に

より身体密度を算出し、それをBrozekの式に

当てはめて体脂肪率を推計した2）。

2.栄養摂取状況調査

　

日常の栄養摂取状況を把握するために、連続

３日間の食物調査を行った。調査期間は1995年

1)静岡県立大学

　

2)国立健康・栄養研究所
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よる改善効果

樋

　

口

　　　

満2）

長谷川

　

いずみ2）

8月、1996年3月と8月の計3回である。方法

は、原則として各人か秤量法3）で行い、秤量不

能のものについては目安量を記録した。各栄養

素の摂取量は、TOP BUSINESS SYSTEM

　

rＷＥＬＬＮＥＳＳ」のソフトを用いて算出した。

　

エネルギー目標量の設定は、「第五次改訂・

日本人の栄養所要量」4）の16歳男子「Ⅲ｡やや重

い」に示されている値3250kcalを参考とし

た。たんぱく質は長嶺の推奨する体重1kg当た

り2. 095）の値(120g)とし、脂質はエネルギー

比率の28%（100g）、残りを糖質(465g)で摂

取するように設定した。運動による発汗からの

ミネラル類の損失や、エネルギー代謝、ストレ

スに関連するビタミン類の消耗を考慮し、ミネ

ラル類とビタミン類の目標量を以下のように設

定した。カルシウムは1000mg、鉄は18mg、

ビタミンＡ効力は30001U、ビタミンBIは

2. OmgヽB2は2.7mgヽビタミンＣは150mgと

した。

　

また、上記のエネルギー及び各栄養素の目標

量がほぼ満たせるように、食品群別目標量を設

定した（表4）。

3.血液検査

　

採血は食物調査最終日の翌日に行い(1995年

8月、1996年3月と8月）、血液中の鉄及びビタ

ミン栄養状態を判定した。鉄栄養状態のパラ

メーターとして用いた血色素量（Hb）、ヘマト

クリット、血清鉄、フェリチンの測定は株式会

社ＳＲＬに委託し、正常域は検査機関の基準値を

用いた。ビタミン栄養状態のパラメーターの測

定は、ビタミンBIの指標としてBrinのトランス

ケトラーゼのＴＤＰ添加効果率（以下汀ＤＰ効

果）という）による測定法6）、ビタミンB2の指



高校生サッカー選手の栄養状態と栄養指導による改善効果

標としてSauberlichら7）のグルタチオン還元酵

素のＦＡＤ添加効果率（以下「ＦＡＤ効果」とい

う）による測定法、血中ビタミンＣ濃度はヒド

ラジン法による総ビタミンＣの測定8）を用いた。

ＴＤＰ効果の正常値は、橋詰の値9）を参考とし

表１

　

被検者の身体的特徴

　　　　　　

１回目

　　　

２回目

　　

３回目

年齢(歳)

18%以下を正常域、18～30%を境界域、30%以

　　

身長(ｃ川

上を潜在性欠乏域とした。 ＦＡＤ効果の正常値
体重(kg)

は、Sauberlichの値7)を参考とし1.3%以下を正

常域、それ以上を潜在性欠乏域とした。血中ビ

　　

皮脂厚佃朗

タミンＣ濃度は、橋詰の値lo)を参考とし700μ

　　

体脂肪率(％)

g/dl以上を正常域、それ以下を潜在性欠乏域と

した。

4.栄養教育と食事指導

　

食物調査と血液検査結果をフィードバックす

るために報告会を行った。そこではチーム全体

に対する栄養指導と、個人ごとの問題点に対応

した食事指導を行った。チーム全体に対する栄

養指導では、毎回テーマを決めて話をした。そ

の時には前回の復習も行ない、選手が理解して

いなかった場合には再びその説明も行った。個

人指導は月に1～2回のペースで継続的に行な

い、選手の食事に対する意識と知識を高めて

いった。また、栄養教育の一つとして栄養セミ

ナーを行ない、選手、指導者のみならず、親に

も参加してもらった。そこでは1日に摂りたい

食品やモデル献立をスライドや写真で提示し、

視覚的にも理解できるようにした。栄養教育・

食事指導では、栄養素レベルの話だけではな

く、食品や料理などに置き換えてすぐに実践で

役立つものとした。

結

　

果

1｡身体的特徴

　

表1に身体的特徴の平均値を示した。身長は

わずかに伸びか見られた。体重は有意差は見ら

れないものの、1[可目から2回目では増加か見ら

れ、２回目と3回目はあまり変わらなかった。皮

脂厚から推定した体脂肪率は3回目かやや低い

ものの、有意差は見られなかった。

　

16.0±0.5

　　

16.7±0.5

　

17.0±0.5

170.6±5.6

　

170.7±5.4

　

171.2±5.3

60.6±5.5

　　

62.7±5.9

　

62.2±5.1

17.6±5.0

　　

17.8±3.5

　

16.8士3.5

12.1±2.9

　　

12.2±2.0

　

11.7±2.0

平均±SD

　

n= 16 (但し、3回目の皮脂厚と体脂肪本はn-13)

2｡栄養摂取状況

　

表2に1日当たりのエネルギー源栄養素摂取量

を示した。目標量と比較すると、１回目の摂取

量ではエネルギー及び三大栄養素全ての摂取量

において少なめであった。栄養教育や食事指導

を行うに従い、それらの摂取量は増加し、３回

目は1回目に比べ有意に多く、目標量に近い摂

取量であった。

　

表3に1日当たりのミネラル及びビタミン摂取

量を示した。カルシウムの摂取量は、目標量に

比べ3回ともやや少なかった。鉄の摂取量も1回

目に比べ2回目、３回目では摂取量か増加してい

るものの、目標量には達していなかった。ビタ

ミンＡ効力とビタミンＣの摂取量は、毎回目標

量を超えていた。ビタミンBI摂取量も、３回目

の調査では目標量を上回っていた。

　

表4に1日当たりの食品群別摂取量を示した。

最も大きな変化は、主食となる穀類の摂取量が

1回目に比べ2回目、３回目では増加を示し、目

標量に近い摂取量となったことである。肉類は

３回とも目標量程度の摂取量であった。夏に行

なった1回目と3回目の調査では、水分補給の意

図もあり果汁飲料や嗜好飲料、牛乳を含む乳類

の摂取量か春に行なった2回目の調査時よりも

多い状態であった。その他の食品群では、1回

目に比べ栄養指導後の２回目、３回目の摂取量の

方が多かった。
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表２．エネルギーと三大栄養素摂取状況

エネルギー(kcal)

たんぱく質(9)

たんぱく質(9/体重k9)

脂質(g)

糖質(9)
一

平均土SD

　

n = 16

VS.1回目＊P＜0.05

１回目

　

２回目

　

３回目

　

目標j

2815

　　

3080

　　

3280゛3250

100

1.7

　

79

416

110

1.8

　

９1

442

１１４

1.9

　

93

４82

120

2.0

10０

465

表３．ミネラル，ビタミン摂取状況

　　　　　　　

１回目

　

２回目

　

３回目

　

目標量

ミネラル

　　　

カルシウム(mg)

　　　

鉄(mg)

ビタミン

　　　

Ａ効力(lU)

　　　

Bi (mg)

　　　

B2(mg)

　　　

C (mg)

　　　

E (mg)

　

平均士SD

　

n = 16

900

13.4

3880

　　

1．８

　　

２．３

　

３０７

　

９．７

　

790

15.2

4240

　

1.9

　

2.3

　

303

11.9

910

14.6

3610

　

2.1

　

2.3

　

521

　

9.8

1000

　

18.0

3000

　

2.0

　

2.7

　

150

　

12.0

表４．１日当りの食品群別摂取量（g）

　　　　　

1回目

　

２回目

　

３回目

　

目標量

　　　　　

（夏）（春）（夏）

穀類

いも類

豆類

魚介類

獣鳥肉類

卵類

乳類

緑黄色野菜

淡色野菜

果実類

果汁飲料

嗜好飲料

３７４ ４２３

　　

４２０

３

　

１

　

８

　

０

　

７

　

７

４

　

２

　

４

　

６

　

６

　

８

　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　

３

２

　

３

　

９

　

３

　

６

　

６

３

　

３

　

４

　

４

　

５

　

２

　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　

５

　

83

138

　

78

399

357

138*

226*

128

269

138

　

４９

　

４０＃

　

62

157

　

70

４59

109

175

114

330

４54

450

100

100

　

80

150

　

75

600

150

250

200

平均土SD

　

n =16

VS.1回目＊Ｐ＜0.05，ｖｓ.2回目＃Ｐ＜0.05
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3｡体内鉄及びビタミン栄養状態

　

表5に血液中の鉄及びビタミン栄養状態を示

した。平均値では、鉄及びビタミン栄養状態の

パラメーターは全て基準値内であった。

　

しか

し、個別に見ると基準値を外れている選手も見

られた。

　

夏の調査となった1[可目と3回目を比較する

と、血清鉄を除いた鉄及びビタミン栄養状態の

パラメーターは共に基準値内ではあるものの、

３回目の方が良好状態を示していた。また、個

人別に見ても基準値を外れている人数が少なく

なっていた。

表5.血液中の鉄,ビタミン栄養状態

　　　　　　

１回目

　

２回目

　

３回目基準値

　　　　　　

（夏）（春）（夏）
血色素量

　

(9/dl)

ヘマトクリット

　

(％)

血清鉄

　

(μg/dl)

フェリチン

　

(mg/dl)

14.6

　

15.6* 14.8*　>13.5

（2）

　

（O）

　

（1）

４４

　　　

４７゛

　

45ｘ

　

＞40

（1）

　

（O）

　

（O）

86

(1)

60

(1)

ＴＤＰ効果（％）

　

14.7

(ﾋﾞﾀﾐﾝBI)

9
1
圀
５
８
圀
16.7

(5) (5)

ＦＡＤ効果(%) 1.12　1.17

　

｛ﾋﾞﾀﾐﾝB2) (1)　（O）

ﾋﾞﾀﾐﾝＣ濃度

　

1145

　

1047

(μg/dl) （O）

　

（O）

79

　　

＞54

圀
７
０

＞26

　

(o)

　

13.0

　

<18.0

　

(5)

0.99り<1.30

　

(O)

1398*・＞700

　

(O)

平均±SD

　

n=16

（

　

）内は基準値を外れている人数

VS.1回目＊Ｐ＜0.05

　

, vs.2回目鼻Ｐ＜0.05

考

　

察

　

競技力向上のため、また健康管理のために

は、運動量に見合った栄養補給か必要となる。

そのためには適切な栄養教育が必要であり、個

人一人一人の問題点に合った食事指導が求めら

れる。

　

本研究では、高校生サッカー選手を対象と

し、チーム全体に対する栄養指導と共に、個人



高校生サッカー選手の栄養状態と栄養指導による改善効果

個人の問題点に合った栄養指導を継続的に行な

い、食生活及び体内鉄・ビタミン栄養状態の改

善について検討した。

　

選手のエネルギー及び三大栄養素摂取量は、

栄養教育、食事指導を行なった後の2回目と3回

目の調査では増加を示した。

　

たんぱく質の摂取量は、一般のトレーニング

期では体重1kg当たり2. 095)程度の摂取か目安

とされている。1[回目に比べ3回目では、たんぱ

く質供給源となる豆類、魚介類、卵類の摂取量

増加に伴い、たんぱく質摂取量も増加し目標量

に近づいた。

　

糖質摂取量の増加は、主食となる穀類の摂取

量を増加するように指導した結果だと思われ

る。

　

カルシウムの摂取量は3回とも目標量を満たし

ていなかったか、牛乳・乳製品の摂取量か目標

量に達していなかったことかその原因として考

えられる。最もカルシウム摂取量か少なかった

２回目では、特に乳類の摂取量か少なかった。

夏(1、3回目)は比較的牛乳の摂取量が多かっ

たが、水分補給を兼ねていたようである。また、

牛乳以外のカルシウム供給源食品の摂取量を増

やすことも大切である。今後、栄養指導を行な

うときには、それらのことも選手が理解できる

ように指導することか必要である。

　

鉄の摂取量は3回とも目標量に比べ少なかっ

た。表5の血液中の鉄栄養状態を見ても、基準

値を外れている選手が数名見られることから、

十分な鉄の摂取が望まれる。摂取量の少なかっ

た豆類、魚介類、緑黄色野菜などの摂取量を増

やすことにより、鉄の摂取量は増えると思われ

る。

　

ビタミンBI摂取量は、３回目にようやく目標

量に達したが、ＴＤＰ効果において基準値を外れ

ている選手が見られた。

　

しかし、３回目に基準

値を外れていた選手の値は、1[可目に基準値を

外れている者よりも基準値に近い値であった。

ビタミンBIは水溶性なので、必要量を毎日欠か

さず補給することか重要となる。そのことを選

手に十分理解させ、実際に行動に移すよう指導

することが必要と思われる。

　

ビタミンＣの摂取量は3回とも目標量を上回っ

ており、血中ビタミンＣ濃度においても全選手

か基準値を示していた。また、最も摂取量が多

かった3回目の血中ビタミンＣ濃度は、基準値内

ではあるものの1、2回目に比べ有意に高値を示

していた。最近の嗜好飲料にはビタミンＣか多

く添加されているか、嗜好飲料や果汁飲料から

ビタミンＣを摂取するだけではなく、いも類や

野菜類、新鮮な果実類をしっかり食べることに

より、季節に関係なくビタミンＣの摂取量を維

持することかできると思われる。

匯］
エネルギー

脂質

糖質

図１．目標量に対する栄養素等摂取量の充足率の変化

　

図1にＡ選手の栄養素等摂取量の充足率の変化

を表した。食品群別摂取量で少なかった食品の

摂取量を増やすように指導を行なった結果、食

生活に大きな改善か見られた。また、血中栄養

状態で唯一基準値を外れていたＴＤＰ効果におい

ても改善か見られた。

　

以上のことから、食生活及び体内鉄・ビタミ

ン栄養状態の改善には、チーム全体の栄養教育

と共に、個人一人一人の問題点に対応した食事

指導を行なうことが有用であることが確かめら

れた。
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サッカー競技中に生じたと考えられる距骨後突起骨折

5例と単純Ｘ線像からみた距骨後突起形態の検討

　　　　　　　

佐

　

藤

　

正

　

夫1）葛

　

西

　

千

　

秋1）

はじめに

　

距骨後突起骨折は1882年Shepherd'により

初めて報告されたもので、一般的には比較的ま

れな骨折とされている。今回、我々か経験した

サッカー競技中に生じたと考えられる5症例を

報告するとともに、足関節単純Ｘ線写真から、

距骨後突起の形態分類を行った。

症例

　

対象症例は男性4例、女性1例の計5例であ

る。年齢は受傷時年齢で13～21歳、2例が右

側、3例が左側であった。1例を除きギプス固定

にて経過を観察した（表1）。

表１

　

対象症例

13歳

　　

男性

14歳

　　

男性

14歳

　　

男性

17歳

　　

女性

左
右
右
左

ギプス固定

ギプス固定

放置

ギプス固定

21歳

　　

男性

　　

左

　　

ギプス固定

　　　　　　　　　　

(年齢は受傷時)

【症例1】:13歳、男性

　

サッカーの試合中にタックルされ、左足関節

の内反、底屈位を強制された状態で転倒した。

足関節後方部の疼痛を主訴とし翌日当科を初診

した。

　

単純Ｘ線側面像で距骨後突起に骨折線を認め

た。3週間のギプス固定を施行し、受傷後6週間

でサッカー競技に復帰、以後、疼痛の訴えはな

い。

l)総合大雄会病院整形外科

　

【症例2】:14歳、男性

　

学校の体育の時間にサッカーをしていて右足

関節を捻った。翌日になり、疼痛か増強したた

め来院した。

　

右足関節内果後下方に圧痛を認め、単純Ｘ線

像で、距骨後突起に骨折線を認めた。4週間の

ギプス固定を行い、疼痛は消失、単純Ｘ線像で

も骨癒合が確認され、以後の日常生活、スポー

ツ活動に支障はない。

　

【症例3】:14歳、男性（著者本人）

　

サッカーの試合中、右足関節部を後方より踏

まれて、足関節の底屈位を強制された。受傷後

約2週間、足関節後方に腫脹、疼痛があったが

放置した。以後、サッカー競技中に時々疼痛を

自覚したが、プレーには大きな支障はなかっ

た。受傷後11年目に単純Ｘ線撮影施行時に、右

距骨後突起に僅かな転位を認めたが骨癒合は良

好であった。現在36歳、整形外科医として勤務

する傍ら、社会人クラブチームでプレーを継続

中である。

　

【症例4】:17歳、女性

　

女子サッカーの選手として試合中、左足関節

の内反、底屈位を強制され転倒した。翌日、足

関節後方の腫脹、疼痛を主訴に来院。単純Ｘ線

像にて左距骨後突起に骨折線を認めた（図1）。

　

4週間のギプス固定を行い、単純Ｘ線像では骨

癒合は得られていなかったが、腫脹、疼痛は消

失し、5週目より荷重歩行を開始した。

　

受傷後3ヶ月、単純Ｘ線像では骨癒合は認めら

れなかった。サッカーの試合には復帰していた

か、底屈位を強制されると疼痛の増強があると

訴えた。受傷後9ヶ月、テーピングを行いなが

らプレーを継続していたところ、左足関節を後
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健側 患側

図3.症例4:26歳，受傷後9年

　　　

健側

　　　　　　　　

患側

　　　　　　

図１．症例4:17歳､女性

方から蹴られ、疼痛か増強した。単純Ｘ線像で

は距骨後突起骨折部の骨形成は乏しく、偽関節

を形成していた（図2）。

受傷後3か月 受傷後9か月

図２．症例4:17歳,女性

　

以後、経過を観察し、疼痛か増強しプレーに

支障が生ずる場合には骨片摘出を考慮すると説

明したが、疼痛は我慢のできる程度ということ

で、20歳まで女子サッカーチームでプレーを継

続した。

　

現在26歳、会社勤務でサッカー競技は行って

いないか、日常生活には何ら支障はないとい

う。受傷後9年を経過したが、単純Ｘ線像では骨

折部の骨癒合か得られている（図3）。

【症例5】:21歳、男性

　

試合中にタックルされ左足関節を捻り受傷し

た。単純Ｘ線像で距骨後突起骨折を認めた。さ

らに、前距鮮靭帯に圧痛を認め、内反動揺性と

前方引き出し陽性の所見かあり、靭帯縫合術を

勧めたか本人が拒否したため、ギプス固定で経

過を観察した。受傷後2ヶ月でサッカー競技に

復帰し、疼痛なくプレーを継続した。

　

現在30歳、社会人クラブチームでプレーして

いる。受傷後9年での単純Ｘ線像で、骨折部の骨

癒合は良好である。

距骨後突起形態の検討

方

　

法

　

当科にて1996年1年間に撮影された足関節単

純Ｘ線側面像300例331足を対象として、距骨後

突起の形態を検討した。症例の内訳は男性152

例、女性148例で、年齢は11歳～83歳、平均

40.7歳であり、以下に示す分類法で検討した。

　

後突起(－)群：後突起を距骨滑車面からの隆

　

起として認めないもの

　

後突起(十)群：内側突起とともに後方への隆

　

起として認めるもの

　

さらに、後突起(十)群を、

　

梶棒状突起群：梶棒状の外側突起を認めるも

　

の

　

三角骨群：三角骨(os trigonum)を認めるも
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のと、分類した（図4）。

後突起（－）群 後突起（＋）群

→

檻棒状突起群 三角骨群

佐藤，葛西

図4.単純Ｘ線像からみた距骨後突起形態の分類

結

　

果

　

331足の内、後突起(－)群が51足(15.4%)、

後突起(十)群が280足(84.6%)であった。ま

た、梶棒状突起群19足、三角骨群34足で、全症

例にしめる比率は各々5.1%、10.3%であった。

　

男女別にみると、男性において後突起(十)群

の比率が高い傾向かみられたが、女性の方で梶

棒状突起、三角骨の認められる症例か多く、両

群間に統計学的有意差を認めなかった。(図5)

○：後突起（－）

●：後突起（十）

■：桧棒状突起

▲：三角骨

男性

図5.

　　　

女性

性別からみた距骨後突起形態

　

年代別にみると、各年代とともに、後突起形

態分布は、殆ど同様の比率であった（図6）

－93

○：後突起（－）

●：後突起（十）

■：担棒状突起

▲：三角骨

(年齢)

図6.年齢分布からみた距骨後突起形態

　

また、今回分析対象とはしなかったが、10歳

以下の症例20例22足（男性15例、女性5例）の

検討から、単純Ｘ線像上、距骨後突起の形成が

認められるのは10歳前後の年齢であることが窺

われた（図ﾌ）。

男性15例、

　

女性5例

　

（20例22足）
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距骨後突起形態の10歳以下症例の分析

　

距骨後突起骨折は比較的まれな骨折である

が、スポーツ選手に発生することか多く、報告

例が散見される。本骨折の発生機序について

は、足関節底屈位で距骨後突起か脛骨と腫骨に

挟まれて生じるという説が一般的である≒治

療方法としてはギプス固定等による保存的治療

が第1選択であるか、骨癒合が得られず、疼痛

か持続する場合には手術的治療を行うのが通例

とされている。

　

距骨後突起骨折との鑑別診断の一つに三角骨

（ｏstrigonum)があげられる。今回331足の
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サッカー競技中に生じたと考えられる距骨後突起骨折5例と単純Ｘ線像からみた距骨後突起形態の検討

単純Ｘ線像からの分析から三角骨のみられる頻

度は331足中34足(10.3%)であった。報告例

でもＧｅｉst3)100例中19例、Kleiberg''35O例中

62例、Ｂｕrｍａｎ５)1000例中64例、Shands、

Ｄｕｒｈａｍ６)1054例中６１例、Shands、

Ｗｅｎtｚ7)840例中59例で、約10%の症例に三角

骨が認められるものと考えられた。

　

距骨後突起、三角骨がＸ線像上明らかとなる

時期は8歳～10歳頃であるとの報告があるか7)、

我々の検討からは10歳前後と推測され、日本人

では欧米人と比較して1、2年遅れる可能性が示

唆された。

　

今回我々が検討した5症例は全例保存的治療

にて経過を観察したが、症例4では受傷後9ヶ月

の時点で骨癒合は得られず偽関節を形成し、

サッカー競技中の疼痛も残存した。

　

しかし、受

傷後9年を経過した単純Ｘ線像では骨癒合は完成

し、患者の愁訴もないことや、症例3は受傷後

22年、症例5は受傷後9年を経過した現在でも

サッカー競技を継続していることから、本骨折

の長期的予後は比較的良好であると考えられ

た。
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夏期大会における環境温度の測定（ＷＢＧＴ）

シ

　

ｊ

ｌ

　

ｍ
教
生

正
剛

川
山

磯
丸

戸

　

苅

　

晴

長谷川

彦2）

博4）

はじめに

　

日本におけるジュニア年代からユース年代に

おけるサッカーの全国大会は、主に梅雨明けの

ﾌ月下旬から8月末にかけて実施されている。こ

の時期の気候は一部の地域を除いて各地とも高

温高湿の暑熱環境下にある。また、これらの大

会はトーナメント形式であり、会期も短い期間

に限定されているために連戦を強いられてい

る。従って、暑熱下におけるこれらの大会に参

加する選手達の生体負担度は非常に大きいと考

えられる。そこで、平成7年度に浦和を中心に

埼玉県で開催された全国中学校サッカー大会に

参加した選手の生体負担度を環境温度、体温上

昇度、発汗量、体重減少量および移動距離など

から調査したところ、体温上昇や体重減少量な

どから暑熱下での大会は選手にとって大きな負

担となっていることかわかった。特に、生体負

担の要因となっているのが暑さであった3)。

　

この暑さを表す指標は一般に気温や湿度か用

いられているが、最近では気温と湿度に幅射熱

の要素を組み入れたＷＢＧＴ(Ｗｅt Bulb Globe

Temperature : 黒球湿球温度)が指標として用

いられている1.2. 3.-I.5.6.7‘8)。全国中学校サッカー

大会期間中のＷＢＧＴは5日間とも非常に高く、

28度を超し、特に、準決勝および決勝は31度を

超して最悪に近い状態であった≒その結果、

サッカー協会の内部に夏期大会検討小委員会が

設置され、現在、全国大会をはじめとする夏期

の大会のあり方について検討が進められてい

る。科学研究委員会では各大会の実行委員会お

よびサッカー協会の協力を得て、夏期に開催さ

れた各種の全国大会の開催地を中心にJヴィ

Ｄ東京都立大学２)東京大学3)東京工業大学

レッジなどの環境温度（ＷＢＧＴ、気温、湿度）

を午前7時から午後ﾌ時までにわたって測定し、

各全国大会を中心とした開催地の１日の環境に

ついて検討を行った。

測定方法

　

夏期に行われている各種全国大会を中心に

８ヶ所の環境温度（ＷＢＧＴ、乾球温度（気温）、

湿球温度および湿度）を午前7時から午後7時ま

で1時間毎に大会期間中を通して測定した。

ＷＢＧＴは湿度の影響を受ける湿球温度、轜射熱

に関係する黒球温度および気温を表す乾球温度

の3つの指標を用いて次式によって求めた。

WBGT = O. 7×湿球温度十〇.2×黒球温度十

〇.1×乾球温度（図１）

黒球温度センサ

湿度センサ

温度センサ

表示部

操作部

一三脚

図Ｉ ＷＢＧＴの設置

4)東京都立大学大学院
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夏期大会における環境温度の測定（ＷＢＧＴ）

　

今回はディジタル表示され、しかも1時間毎

にデータが記憶されるＷＢＧＴ計（京都電子工業

K. K.製）を地上1.2m上のピッチと同条件の場

所に設置してＷＢＧＴ、乾球温度および湿度を測

定した（図1）。測定したデータをパソコンに取

り込み、データ処理した。

測定場所

1）全国大会開催地

①河口湖町（全日本クラブユース選手権大会）

②よみうりランド（全日本少年サッカー大会）

③韮崎市（インター・ハイ）

④神戸市（全日本高校女子サッカー大会）

⑤大垣市（全国中学校サッカー大会）

2）準高所（比較的涼しいといわれている）

①草津高原

②菅平高原

3）ナショナル・トレーニング・センター

①Jヴィレッジ
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果

　

暑熱環境を最も的確に評価する指標として、

近年ＷＢＧＴが用いられているので、大会期間中

のＷＢＧＴを中心にみると、全国少年サッカー大

会（川崎市；よみうりランド）、全国中学校

サッカー大会（大垣市）、全日本高校女子サッ

カー大会（神戸市）およびインターハイ（韮崎

市）が開催された地域のＷＢＧＴは30度を超す

日か数日にわたり、特に、競技実施時間帯にお

いて最も高い値を示した。また、競技実施時間

帯の平均ＷＢＧＴは28～300Cの範囲であった

　

（図2）。

　

一方、全国クラブ・ユース選手権大会（河口

湖町）および河口湖町と同様の準高所である草

津高原および菅平高原のＷＢＧＴは28°Ｃを超え

ることはほとんどなく、特に、菅平では26°Cを

超えることはなかった。

　

しかも、競技実施時間
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乾球温度（Ｔａ）および湿度（ＲＨ）の１日の変化
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帯のＷＢＧＴの平均は22～26°Cの範囲であった

(図3)。また、平成9年度にオープンするJヴィ

レッジのＷＢＧＴは28°Cを超える日もあるか平

均すると26℃前後であった。(図4)

　

次に、ＷＢＧＴを1日の時間経過からみると、

一般的には午前ﾌ時から10時までおよび午後3時

以降はＷＢＧＴが低く、比較的良好の環境であっ

たといえる。

　

しかし、神戸、大垣およびJヴィ

レッジは1日の変化が小さく、午前10時前およ

び午後3時以降も比較的ＷＢＧＴが高めであっ

た。

　

気温はＷＢＧＴと同様の傾向を示し、午前ﾌ時

から午前10時にかけて上昇し、午前10時から午

後3時までほぼ維持して、その後徐々に低下し

ていく傾向であった。一方、湿度はＷＢＧＴや気

温と逆の傾向を示し、朝方に高く、その後、

徐々に低下して午後O時から午後2時にかけて最

も低下し、夕方には高くなる傾向を示した。
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夏期大会における環境温度の測定（ＷＢＧＴ）

　

また、気象庁で発表される気温および湿度を

もとに大会開催地の環境をみてみると、川崎

市、大垣市、神戸市および韮崎市の気温は、最

高気温が34～3ﾌ℃で、競技時間帯の平均気温は

32～34

　

の範囲にあった。また、湿度に関して

は、朝方に70%前後であった湿度は気温か高く

なるにつれて減少し、競技時間帯では40～55%

の範囲にあった（図2）。

　

一方、これらの地域に比べてＷＢＧＴがかなり

低かった河口湖、草津および菅平の気温は、河

口湖で最高気温か30℃を超しているか、草津や

菅平では最高気温か30℃に達しなかった。ま

た、競技時間帯の気温は平均すると24～28°Ｃの

範囲程度であった。この地域の湿度は、WBGT

か高い地域に比べて約10%程度高く、特に、草

津高原は湿度か高かった（図3）。 ＷＢＧＴかこ

れらの中間の値であったJヴィレッジの気温

は、最高気温34℃を示し、競技時間帯の平均気

温は日によってバラツキかみられたか、28～30

℃程度であった。湿度に関しては日中の変化が

あまりみられず、40～80%の範囲に広く分散し

ていた（図4）。

考

　

察

　

身体活動時の暑熱障害予防に対して、

YaglouとＭｉｎａrd7)はＷＢＧＴを暑熱環境基準と

して提唱している。これによると軍の訓練は

ＷＢＧＴか26℃を超えると制限することを示唆

し、ＡＣＳＭＩ.2)は一般成人のスポーツ活動や長

距離走者の暑熱障害予防に対してＷＢＧＴか28

℃を超すと運動やレースを中止するべきである

とし、さらに、McArdleら4)はテニス、サッ

カー、ホッケーといった屋外での球技はWBGT

が26. 5°Cから予防措置か必要であり、31.2''C

以上では運動を中止すべきであると指摘してい

る。

　

日本でも、寄本ら8)は、暑熱障害発生の危険

性か低いレベルであるＷＢＧＴか22℃から危険

性か非常に高いレベルである32. 5°Cまでの4段

階の暑熱環境下で屋外の球技スポーツと同等の

練習強度および時間を想定した運動を負荷した

ときの生体応答から、ＷＢＧＴが30℃を超すと

有意に心拍数の増加と酸素脈の低下か見られ、

さらに発汗量の増加と体重の減少が見られたと

報告している。従って、ＷＢＧＴか30（Ｃを超す

暑熱環境下では生体に大きな負担かかかってい

ることを指摘している。また、運動時の体温上

昇も、ＷＢＧＴか30℃を超すと発汗量の増加に

もかかわらず、体温か上昇することから熱放散

の不全か起こっていることを示している。この

状態か長く続くと熱中症を引き起こすことにも

なる。さらに、日本体育協会6）による「熱中症

予防ガイドブック」において、ＷＢＧＴか31℃

を超した場合は「運動は原則として中止」、ま

た、28～31℃では「激しい運動は中止」とする

厳重警戒を示している。

　

しかし、ＷＢＧＴか28

℃以下の環境でも熱中症の発生はみられ、死亡

事故も起こっている。ＷＢＧＴが比較的低い環境

で死亡事故か起こったときは、事故発生の数日

前から急激にＷＢＧＴか上昇しているときである

5）ｏ

　

近年、このようにＷＢＧＴによるガイドライン

が公表されているが、現在、夏期において多く

のサッカーの全国大会か開催されており、この

ようなガイドラインか生かされていないように

思われる。それはこのような全国大会を開催す

るのか、日程などの関係から夏期休暇中に開催

せざるを得ない状況にあることと、開催地の環

境温度か測定されておらず、環境状態か把握さ

れていないことによるものであろう。そこで、

夏期において各種全国大会か開催されている地

域のＷＢＧＴを中心に環境温度を測定してその実

態を明らかにしたところ、平成8年度において

開催された全国少年サッカー大会、全国中学校

サッカー大会、インター・ハイおよび全日本高

校女子サッカー大会の試合時の環境は、WBGT

かいずれも28°Cを超え、一時的にではあるが31

℃を超していた。また、平成7年度に開催され

た全国中学校サッカー大会の開催地の競技時間

帯のＷＢＧＴも５日間のうち3日間で31°Ｃを超え

ており、このようなことからこれらの開催地は
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熱中症の発生かいつ起こってもおかしくはない

状況であったといえる。

　

一方、全日本クラブ・ユース・選手権大会が

開催された河口湖やそれと同じ程度の1000m前

後の準高所である草津や菅平の試合時の環境

は、ＷＢＧＴが22～28での範囲であり、比較的

熱中症の発生の危険性か低い環境であったと推

察される。また、平成9年度にオープンするＪ

ヴィレッジは、日中のＷＢＧＴが平均26℃前後

であることから1000m程度の準高所と同程度の

環境であり、夏期に大会を実施する環境として

は比較的良好であると思われる。

　

しかし、夏期の大会はいずれの大会もWBGT

が26℃を超えた環境で行われていることから、

熱中症の発生か十分考えられるので、ルールの

変更も含めた予防措置か必要であると思われ

る。

　

また、ＷＢＧＴが高いところでも、午前10時

以前の朝方や午後3時以降の夕方ではＷＢＧＴが

日中に比べて約3℃程度低く、やむなく暑熱環

境下で大会を実施しなければならないときは、

午前10時前や午後3時以降の時間帯に競技を実

施することによって少しでも熱中症の発生を少

なくすることか可能であると推察される。
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サッカー選手のスピードトレーニングの原理
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スピード養成を目的としたスピードトレーニ

ングは、体力トレーニングの中に位置づけられ

ているが、そのトレーニングプログラムを構築

するに至っていないのが現状である。しかしな

がら、サッカー競技においては、スピードの優

劣により試合の勝敗を決するような得点か生ま

れることが多く、サッカー競技においては、ス

ピードか大きなキーワードとなっていると考え

られる。したがって、スピード養成を目的とし

たトレーニングを体系的に行うことが重要とな

る。

　

本研究においては、ゲームパフォーマンスと

トレーニングの間に体力・運動能力を位置づけ

た（図1参照）。個々の選手は、体力・運動能力

を発揮することで、ゲームパフォーマンスを成

就する。さらに、体力・運動能力は、トレーニ

ングを行うことで発達する。これをスピードパ

フォーマンスで考えると、トレーニング手段の

1つであるスピードトレーニングを行うことに

よって持久力、筋力、パワー、敏捷性、身体組

成といった体力・運動能力は複合的に発達す

る。そして、このような関係性に基づいて、ト

レーニング方法を構築し、選手に処方すること

か重要である。

　

本研究では、スピードトレーニングを設計、

処方するときの考え方として重要な原理、原則

を明らかにすることを目的とした。男子大学生

サッカー選手1名を対象として39週間にわたる

スピードトレーニングを実施し、原理、原則の

有用性を検証した。

○図1

1)筑波大学大学院

　

2)筑波大学

↑
″

　　　

図１

　

スピードトレーニングの体系化

スピードトレーニングの原理

　

スピードトレーニングのプロセスは、1）組織

作り、2）選手の決定、３）選手の基礎教育、４）

　

トレーニングの計画、5）トレーニングの実行、

6）トレーニングの成果の評価、ﾌ）トレーニング

計画の見直しの7つのステップを通して行われ

る。これらのステップを通してスピードトレー

ニングを行う場合、以下の4つの原則が存在す

る。

・スピードトレーニングを成立させる原則

・スピードトレーニングをマネージメントする

原則

・スピードトレーニングプログラム設計の原則

・スピードトレーニング処方の原則
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サッカー選手のスピードトレーニングの原理

　

表１

　

スピードトレーニングのプロセス

ステップ

　　　　　　　　　　　　

原則

１）組織作り

２）選手の決定

３）選手の基礎教育

４）トレーニングの計画(PLANう

　　

現在の競技的状態の把握

　　

目標とする競技的状態の決定

　　

トレーニング需要の明確化

　　

トレーニング目的の明確化E何を〕

　　

達成目標（値）の設定［とrこまで］

　　

トレーニング期間の設定｛どの間に｝

　　

トレーニング方法の選定［どのようにして］

５）トレーニングの実行（ＤＯ）

成立させる原則

　　　　　　

(Man･STAECS)

マネージメントする原則

　　　　

(P-D-C-Aサイクル}

６）トレーニングの成果の評価(CHECK)

7）トレーニング計画の見直し(ACT)

プログラム設計の原則

処方の原則

2-1.スピードトレーニングを成立させる原則

　

スピードトレーニングを各個人あるいは、各

チームで行っていく場合、トレーニング環境を

整備していく必要がある。

　

トレーニング環境の

整備とは、使用するグランドの確保、トレーニ

ングにかかる費用などを準備することである。

それらを表したのが、人間環境系のﾌ要因であ

るMan-STAECSである（図2参照）。菅野

　

（1991）3）は、コンディショニングを成立させ

る要因として、西嶋（1992）7）は、フィジカル

トレーニングを成立させる要因としてMan-

ＳＴＡＥＣＳを用いた。本研究においても同様の立

場をとり、スピードトレーニングを成立させる

空間

[時間]
トレーニング計画

トレーニング施股

設俯の整備

　

[人]

温記μぷ;。

[活動]
トレーニングの処方と管理

[環境]

スピードトレーニング

　

を成立させる要因

　

Man-STAECS

[サービス]
コーチングスキル

自然環境、社会環境

[経費]
トレーニング予算

図２

　

スピードトレーニングを成立させる原則

要因としてMan-STAECSを用いた。Man-

ＳＴＡＥＣＳとは、人的、空間的、時間的、活動

的、環境的、経費的、サービス的要因のことで

ある。スピードトレーニングの実施に関して

は、Ｍａｎ-ＳＴＡＥＣＳの各要因に関する準備を行

う必要かある。

2-2.スピードトレーニングをマネージメントす

る原則

　

スピードトレーニングプログラムを作成し、

実際に運用していくにはトレーニング過程をマ

ネージメントする必要かある。本研究では、ト

レーニング過程を管理していく手法として、

Ｑｃ手法の1つであるＰ-Ｄ-ｃ-Ａサイクルを用い

たo1.2,４,11）Ｐ-Ｄ-Ｃ-Ａサイクルは、経営管理に

おける４要素であり、計画(plan)、実行

　

（Ｄｏ）、評価(Check)、見直し（Ａｃt）の4つで

構成されている（図4参照）。スピードトレーニ

ングにこの考え方を応用すると、「計画」で

は、スピードトレーニングプログラムを設計

し、「実行」では、スピードトレーニングを処

方し、「評価」では、コントロールテストや試

合などから現在の競技的状態を把握し、「見直

し」では、評価から得た情報をもとにしてト

レーニングプログラムの変更や新たな目標の設

定を行う。そして、再び「計画」に戻る。この

ような管理のサイクルを年間、シーズン、週間

単位でまわしていくことが重要となる。

図３

　

ＰＤＣＡサイクル
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2-3.スピードトーレニングプログラムの設計の

原則

　

コーチは、表2のように各トレーニング領域

に対応したドリル、それを実際におこなう時に

用いるツール、そして、負荷変化表を考案する

必要がある。

　

スキル系におけるクイックネスでは、コーン

ドリル、用いるツールとしては、コーン、そし

てステップアップ方式で負荷を高くしていくよ

うな負荷変化表か必要となる。他のものに関し

ても同様のことかいえる。コーチはトレーニン

グ領域の構造（図4）と表を対応させること

で、時間軸に沿ってドリルを並べていくことが

できる。この’ようにドリルを並べていく作業か

プログラムの設計である。

　

体力ait

　　

ステ，‘■'1　　｜　ズＴブご　　ｉ　戈'戸，づ'j　　:　ステｚ７１

スキル系

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：

　　　　　　　　　　

店礎的運動の

　　　　

卑門的運動の

　　　　　　　　　　　　

調整力

　　　　　　

調整力

　　　　　　　　　

'‾‾'‾‾‾

　

レ‾‾‾‾‾‾；

　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　

ｉ

　　　　　　

ｉ

　　　　　　

ｌ

パワー系

　　　　　　

ｉ

　　　　　　

ｌ

　　　　　　

ｉ

　　　　　　

塵礎的筋力

　　

機能的筋力

　

・バリスティック

　

'

　　　　　　

･バルヤアノプ)(パワーアンプ)

　

ライオメトリフク

スタミナ

　　　　　　

ｉ

　　　　　　

：

　　　

系

　　　　　　　　　　　　　　

斤酸素性持入力

期分け

　　　　

オフシーズン

　　　　　　　　　　

プレシーズン

図４

　

スピードトレーニング領域の構造

　　　　　　　　　　　　　　

西嶋9,10)

　

また、プログラムを設計する際の原則につい

ては、多くの研究者が述べている。一般的に述

べられているプログラム設計の原則は、コーチ

ングの経験による実証を含む実践的体験を前提

とした理論的考察と、部分的には関連個別の科

学的知見（生理学、医学等）に基づいて導き出

されたものである。

　

しかしながら、本研究で

は、より戦略的にトレーニングプ・グラムを作

成する立場に立って、より戦略性を重視した兵

法の考え方5,6)を応用したものを加味してプログ

ラム設計における原則とした。スピードトレー

ニングプログラム設計における原則9）は、目的

性、主動性、集中性、機動性、簡明性、統一

性、経済性、警戒性、奇襲性の原則の9つであ

る（表3参照）。

2-4.スピードトレーニング処方の原則

　

スピードトレーニングを実施する場合、より

効率的に、より経済的に発達を促すことがコー

チの役割である。そのため、スピードトレーニ

ングの処方における原則が必要となる。これら

は、一般にトレーニングの原則といわれている

ものであるが、本研究においては、スピードト

レーニングのトレーニング特性を考慮して、一

般的にいわれている原則に、特に重要と思われ

る原則を加味して、スピードトレーニング処方

の原則とした。スピードトレーニング処方の原

則は、過負荷性、特異性、可逆性、漸進性、安

による

　

全性、戦略性、満足性の原則のﾌつである（表

　　　　

4参照）。

表２サッカーにおけるスピードトレーニングの

　　

表３

　

スピードトレーニングプログラムの原則

構成
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目的性

主動性

集中性

目的が明確であること

主体的に行うこと

トレーニング内容の目的合理性

機動性

　　

状況に応じた素早い対処

簡明性

　　

トレーニング計画の簡単明瞭さ

統一性

　　

トレーニング活動の内的整合性

経済性

　　

トレーニングのコストパフォーマンス

警戒性

　　

トレーニング内容の見直し

奇襲性

　　

新しい方法論の導入

原則

　　　　　　　　　　　　

内容



サッカー選手のスピードトレーニングの原理

表４スピードトレーニング処方の原則
方

　

法：チームのトレーニングとは別におこ

　　　　

なわれた。各シーズンにおけるトレ

　　　　

ーニングの領域は、図5を参照。

コントロールテスト項目:30m走、立ち5段

　　　　

跳び、立ち片足5段跳び、ＭＢ後方

　　　　

投げ、ブルガリアシャトルラン

評

　

価

　

体力運動能力の発達を評価するためにコント

ロールテストを行った。コントロールテスト項

目の内、30m走、片足立ち5段跳び、ブ丿レガリア

シャトルランについての評価を述べる(図6参

照)。

　

【30m走について】

　

目標値である4. OOsecに到達することはでき

なかった。注目するべき点は、2nd in-season

から5週間にわたり連続的に記録か向上したこ

とであり、最終週では、最高値4. 08secを記録

した。この原因としては、自己の持つ体力・運

動能力以上のオーバースピード／オーバーロー

ドのトレーニングを行ったことによるものと考

えられる。

=フネ

専門的運動の調整力

　　　　　　　　　　　　

オ

㎜

－バースピード

ーバーロード

バリスティック
プライオメトリック

SEASON

過負荷性

　

発達を促すのに必要な負荷

特異性

　　

トレーニング刺激に対応した発達

可逆性

　　

脱トレーニングによるパフォーマンスの低下

漸進性

　　

ステップアップ方式による負荷の増大

安全性

　　

トレーニングによる事故防止

戦略性

　　

長期的視野に立った計画的なトレーニング

満足性

　　

トレーニング内容の達成度

実

　

験

　

男子大学生サッカー選手1名を対象として39

週間にわたるスピードトレーニングを実施し、

原理、原則の有用性を検証した。

　

被検者の紹介：筑波大学蹴球部に所属する男

　　　　　　　　

子サッカー選手1名

　

期

　

間:1996年2月5日から11月3日までの

　　　　　

39週間

　

頻

　

度：朝のﾌ時30分から8時30分までの1時

　　　　　

間1週間に3回の頻度で行った。

系列

スキル系

パワー系

スタミナ系

基礎的運動の調整力

基礎的筋力

=機能筋力

無酸素性持久力

㎜有酸素性持久力

2nd in-season2nd off-season

-104-

2nd pre-seasonl SI

off-season

1st

pre-season

1st

in-season

図５各シーズンにおけるトレーニング領域
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【片足立ち5段跳び一右について】

　

この発達曲線を見ると、2nd in-seasonから

の伸びか顕著である。この原因としては、2nd

pre-ｓｅａｓｏｎまでに基礎となる筋力か高まってい

たところに、バリスティック、プライオメト

リックのトレーニング刺激が加わったことで、

このような発達か起こったと考えられる。ま

た、目標値であった13.8mを最終週で突破し、

目標となる体力・運動能力の獲得かなされたと

考えられる。

　

【ブルガリアシャトルランについて】

　

発達曲線は、1st in-seasonから2nd in-sea-

sonまで連続的に向上している。これは、被検

者に対して行ったトレーニング刺激が最も適し

た形で行われたことによるものと考えられる。

また、目標値である65.00secを最終週で突破

し、64. 72secを記録し、目標となる体力・運

動能力の獲得がなされたと考えられる。

(m/sec)

立ら片足５段跳び.Ｒ

０

Isl

1０ 2０ 40 (week)

結

　

論

　

Ｄ．０選手に39週間にわたるスピードトレーニ

ングを実施することにより、効果的な体力・運

動能力の発達が見られた。このことより、以下

のような結論か得られた。

1.スピードトレーニングシステムは、人格、空

間的、時間的、活動的環境的、経費的、サービ

ス的要因(Man-STAECS)を準備することで構

築される。

2.スピードトレーニングのマネージメントは、

計画、実行、評価、見直しのサイクルを回すこ

とで行われる。

3.スピードトレーニングプログラム設計の原則

は、以下の9つである。

目的性、主動性、機動性、奇襲性、警戒性、経

済性、統一性、簡明性、集中性

4.スピードトレーニング処方の原則は、以下の

ﾌつである。

過負荷性、漸進性、可逆性、特異性、満足性、

戦略性、安全性
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行うと、解糖系（乳酸性機構）の動員により、

筋内には乳酸が蓄積し始める。乳酸は筋内に放

出されると水素イオンと乳酸イオンに解離され

る。このとき、筋は水素イオンの蓄積からくる

pHの低下（酸性化）に伴って収縮が困難になっ

ていき、pHが約6.5になると疲労困意（筋収縮

不可能）状態になる。したがって、サッカー選

手には、なるべく乳酸を産生しない、また産生

後も素早く取り除く能力（乳酸除去能力）の発

達か不可欠である。乳酸除去能力を高めるため

には、有酸素性能（持久）力の向上が必要であ

る（図1）。

はじめに

西

　

嶋

　

尚

　

彦3）

　

サッカーの試合中では、ＦＷ(フォワード)に

はスピードに乗った突破、ＤＦ(ディフェン

ダー)には1対1での守備やディフェンスライン

形成のためのポジション修正、サイドハーフや

サイドバックにはオーバーラップからのセンタ

リングとその後のディフェンス、といったプ

レーが要求される。このような短時間での非常

に強度の高い運動である無酸素性運動は、試合

中50～60回程度繰り返される。無酸素性運動を

乳酸除去能力の発達

　

サッカー選手に要求される生理学的パワー

は、ローパワー、ミドルパワー、ハイパワーの

3つである。ローパワーとは、サッカーゲーム

中のショックなどのような低強度の運動を行う

能力である。ハイパワー＝とは、攻守での1対1の

局面などのような短時間に高強度の運動を行う

能力である。ミドルパワーとは、高強度の運動

を繰り返して行う能力である。最近のサッカー

競技の特性を考慮するならば、ミドルパワーは

現在のサッカーにおいて非常に重要なパワーで

ある。

　

本研究では、文献研究により、サッカー選手

のミドルパワートレーニングを設計するための

基礎的事項について、以下の5つの視点から検

討することを目的とした。

・乳酸除去能力の発達

・乳酸緩衝能力の発達

・トレーニングの特異性

・トレーニングの順序性

・トレーニングの分化性

サッカー医・科学研究

　

第17巻(1997)

サッカー選手のミドルパワートレーニングの必要性
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光
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図１．有酸素機構による乳酸の除去過程（実線部分）

　　　

及び無酸素性のＡＴＰ供給機構（点線部分）

1)筑波大学大学院

　

2)ヤマハフットボールクラブ

　

有酸素性持久力を高めることで、身体には脂

肪酸化の割合の増加、血流量、血流速度の増

加、筋による酸素の取り込み能力の増加、など

が起こる。有酸素性持久力向上により脂質の燃

焼が優先され、解糖系の動員が抑制されること

によって、乳酸の産生を押さえることができ

る。乳酸は肝臓などで再びグリコーゲンなどの

エネルギー源に変換されるので血流量、血流速

度の増加は血中の乳酸の洗い流し能力を向上さ

せる。

3)筑波大学体育科学系
－107－

　

［gjj］

　　

アセチルCOAて

-

｜

-



サッカー選手のミドルパワートレーニングの必要性

　

筋の酸素の取り込み能力の増加は、乳酸の酸

化能力を向上させる。乳酸は酸化されるとピル

ビン酸に変わり、有酸素性運動の主要なエネル

ギー供給系であるＴＣＡ回路で用いられる燃料と

なる。つまり、乳酸を燃料として使うことで除

去しているわけであり、これか動的回復か静的

回復よりも乳酸の除去か早い要因である。有酸

素性運動をしながらの疲労の回復を図るサッ

カーの競技特性を考えると、この能力はサッ

カー選手にはきわめて重要であるといえる（図

2）。

m⊇←●－ 酸化能力の兄達（酸化系酵棄活性の向上）

毛細血管網の兄達（乳酸の洗い流し能のi

　　　　

○孔酸除去能力lj、筋のPHの回復能力としてとらえることができる。また、

　　　　

持久性トレーニングにより筋のｐＨの回復速度は早くなる。

図２．持久性トレーニングによる乳酸除去能力の発達

乳酸緩衝能力の発達

　

乳酸除去能力をいくら高めたとしても、試合

中に無酸素性運動を繰り返しているうちに、筋

内に乳酸が蓄積される。

　

したがって、サッカー

選手には乳酸の蓄積に対応できる能力も必要で

ある（図3）。

血中乳酸濃度

　　　　

‾

図３．乳酸緩衝能力の概念図

ゲーム中の運動において、乳酸性機構かより多

く動員されることを示している。つまり、より

多くのＡＴＰをつくれる（より多くの乳酸を産生

できる）選手ほど、より大きなパワー発揮を行

えるということである。

　

前述のように、サッカー選手が試合中に無酸

素性運動を行うと、筋内には乳酸イオンと水素

イオンか蓄積する。水素イオンの蓄積からくる

pHの低下（酸性化）に伴って筋収縮か困難とな

り、pHが約6.5になると疲労困意（筋収縮不可

能）状態になる。このように、水素イオンの蓄

積により酸性化した筋肉を中和し、筋pHの低下

による筋疲労を防ぐことを乳酸の緩衝と呼ぶ。

つまり、筋pHの低下による筋疲労を防ぐ能力で

ある乳酸緩衝能力か高いほど、より多くの乳酸

を筋に蓄積させることかできる。その結果とし

て、無酸素性運動において、より大きなパワー

を発揮できる。また同じ血中乳酸値を示しても

乳酸緩衝能力の優劣（筋pHの高低）によって、

その筋疲労度に違いが生じる。したがって、盲

目的に「乳酸＝単なる疲労物質」、「血中乳酸

値＝筋疲労度」と捉えることは、一考を要する

といえる。

　

サッカーの試合中における無酸素性運動は、

1対1の攻防やゴール前でのプレーなど、勝敗を

決定する重要な運動である。

　

したがって、サッ

カー選手かこのようなゲーム局面において、よ

り大きなパワーを発揮するために、乳酸の緩衝

能力を高めることは極めて重要である（図4）。

　

戸苅によると18）、スウェーデンのトッププロ

チームのサッカー選手について、試合前半終了

　

図４．パワートレーニングによる乳酸緩衝能力の発達

時の血中乳酸値を測定した報告では、高い選手

で１０ｍｍｍｏｌもの値を示している。それに対

　　　

筋内に蓄積された水素イオンは、身体内のア

し、日本の大学トップクラスの選手で平均4～

　　

ルカリ分によって中和（緩衝）される。した

5mminolという報告18）かある。

　　　　　　　　　　

かって、トレーニングによって身体内のアルカ

　

これは、競技水準の向上に伴って、サッカー

　　

リ分を増強させることか乳酸の緩衝能力を向上
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中西，生駒，稲木，山中，西嶋

させる。筋肉の持つアルカリ分としては、カル

ノシン、クレアチン燐酸などかあり、これらは

速筋繊維に多く含まれる。したがって、筋力ト

レーニングで筋量を増加させ、速筋繊維を鍛え

ておくことは乳酸緩衝能力を発達させる。ま

た、筋中のクレアチン燐酸濃度を増加させるに

はスプリント・トレーニングか有効である。

トレーニングの特異性

　

サッカーゲーム中における生理学的ミドルパ

ワーパフォーマンスの特性に基づくならば、筋

内に乳酸を蓄積させ、それから乳酸の緩衝、除

去を行うトレーニング形態か、最もサッカーの

競技特性に即していると考えられる（表1）。

　

従来のインターバルトレーニングは、高強度

のランニングに注意か向けられがちであった。

しかし、サッカーの競技特性を考えた場合、低

強度の運動を行いながら乳酸の除去をおこなう

能力も非常に重要である。コーチは、このト

レーニングにおいて、400mのジョギングも非

常に重要な意味を持っていることをしっかり認

識しなければならない。

　

したがって、本研究では、このような概念を

含むトレーニング形態かミドルパワーパフォー

マンスの発達に最も効果的であると考える。

トレーニングの順序性

　

バウアー3）は、「サッカー選手がインターバ

ルトレーニングを行うことによる乳酸の蓄積

は、調整障害を発生させ、重要なビタミン、ミ

ネラルを失うことになり、酵素機能を何日間も

損なわせる。また、乳酸の蓄積は中枢神経の機

能を低下させ、創造的なプレーを行うにはマイ

ナスになる。そういった現象は既存の有酸素性

持久力も低下させ、免疫力の低下なども引き起

こす。］と述べている。ゲルハルト・ツェーブ

４）は、「トップスピードでの長期のランニング

　

（100m走、200m走、400m走等）は持久力、

ない状態か続くことをあげている。

　

確かに、乳酸を体内に蓄積させた状態は、

サッカー選手に様々な悪影響を及ぼす。このよ

うな「追い込む」トレーニングによって、何日

も筋肉痛がとれなかったり、練習後に食欲の減

退などを引き起こすことは、経験的によくしら

れている。これらの症状は、トレーニングの負

荷が適切ではなくオーバートレーニングを引き

起こしている兆候であるといえる。その結果、

体調の不調や持久力の低下などか発生し、パ

フォーマンスが低下すると考えられる。

　

しかし、サッカー競技における「トレーニン

グの特異性」を考慮した場合、身体に乳酸を蓄

積させ、除去し、緩衝できる身体づくりを行う

109－

スアッフ

　　　　　　　　　　　　

貝何

　

1－1

　　　　　　　　　

90¨

　

90¨・180"×3RX2set
１－２

１－３

４
1
M

Ｃ
Ｏ
　
■
*

　

｀

　

一

　

I

I

I

1
C
M
　
ｅ
ｇ
　
ｅ
ｇ
　
ｃ
ｑ

3-1
3-2
3-3
3-4
4-1

90¨

　

9011・170"×3RX2set

90¨

　

90¨・160"×3RX2set

90¨

　

90¨・150"×3RX2set

85¨

　　

85¨・180"×3RX2set

85 "　85" ・170"×3RX2set

85¨

　

85" ・160"×3RX2set

85 "　85¨・150"×3RX2set

80¨

　

80¨・180"×3RX2set

80¨

　

80" ・170"×3RX2set

80"

　

80¨・160"×3RX2set

80" - 80"・150"×3RX2set

75"　15" ・180"×3RX2set

讐心ぶに詰‰?ひj竃回ぷ温さ緊飛武t2ag*90&スタートダッシュの能力を低下させる．」と述

　　　　　　　　　　　　　　　

べ、その理由として、乳酸濃度が十分に下がら
表1.インターバルトレーニング走（400mトラック使用）

　

このことに関して、菅野1o）は、サッカー選手

のミドルパワートレーニングとして表1の様な

メニューを作成している。これは、800mのラ

ンニングで試合中と同程度、あるいは、それ以

上の乳酸を身体に蓄積させ、400mのジョギン

グでそれを除去することをねらいとしている。

生理学的にみた場合、このような身体運動は、

試合場面に非常に即している。このトレーニン

グの目的は、800mのランニングで乳酸緩衝能

力の発達（どれだけ大きなパワーを発揮できる

か）、400mのジョギングで乳酸除去能力の発達

（どれだけ疲労回復を行えるか）を促すことで

ある。

ステッ

　　　　　　　　　　　　　

何
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トレーニングの構成(94,西嶋14）による）

ことをトレーニングの目的とすることは重要で

ある（図5）。

　

乳酸除去能力が弱い場合、体内の乳酸を処理

できずに身体に悪影響を及ぼすことになる。図

5は西嶋らによって作成された［サッカー選手

の体力トレーニングの構成］である。これは、

乳酸の除去能力を高めるために、まず有酸素性

持久力を向上させることを示している。サッ

カー選手が乳酸を蓄積させるトレーニングを行

う場合は、それに対応できるだけの乳酸除去能

力が必要である。

　

有酸素性持久力を向上させた後のトレーニン

グ例として、表1のインターバルトレーニング

があげられる。このトレーニングでは、まず

400mの設定タイムを早め、除去能力の向上を

行ってから、緩衝能力を高める（800mのタイ

ムを縮める）時系列になっている。

　

したがって、最初に有酸素性持久力のトレー

ニングを行い、乳酸除去能力を発達させた後

に、サッカーの競技特性に即した、無酸素性機

構か動員されるトレーニングを行うべきである

ことか示唆される。

トレーニングの分化性

･4，西嶋14)による)

　

生駒4）は、「ゲームパフォーマンスは、体

力・運動能力が発揮されることによって成就さ

れる。」と述べている。

　

ミドルパワーパフォー

マンスは、乳酸除去能力、乳酸緩衝能力等の

様々な生理学的運動能力が発揮されることに

よって成立する。したがって、トレーニングに

よってこれらの能力を発達させることが重要で

ある。生理学的能力を発達させるためには、身

体に最大負荷を与えることか必要である。生理

学的能力は、最大負荷でトレーニングを行い、

休養し、超回復の獲得を繰り返していくことに

よって発達する。

　

例えば乳酸緩衝能力を高めるには、身体が最

大のパワーを発揮（乳酸の蓄積）させるような

負荷をかける必要かある。したがってこのよう

な負荷を身体に与えるためには、戦術トレーニ

ング等と切り離して体力トレーニングを行う必

要かおる。その理由として、戦術トレーニング

ではボールコントロールのミスなどが生じ、身

体に最大下の負荷しか与えることかできないか

らである（図6）。
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中西，生駒，稲木，山中，西嶋

して、以下のような5つの事項を提示する。

1）乳酸除去能力の発達

2）乳酸緩衝能力の発達

３）トレーニングの特異性

4）トレーニングの順序性

5）トレーニングの分化性

文

　

献

図６．サッカートレーニングの分化図

　

また、乳酸除去能力か発達していても、こう

いった乳酸の蓄積を伴うトレーニングは非常に

疲労度が高い。そのために、同時に、あるいは

同一の日に、技術・戦術トレーニングを行って

も集中力の維持が難しい。ミドルパワートレー

ニングは、オフシーズン・プレシーズンと選手

の基礎体力づくり、サッカーの専門的体力を身

につける等の目的に比重が置かれる時期に、多

くの時間を配分するべきである。

　

リーセン16）は、「乳酸の蓄積は中枢に悪い

影響を与え、選手の創造性を破壊する。」と述

べている。身体に乳酸を蓄積したり、疲労した

状態では、集中力の低下からクリエイティブな

プレーができなくなり、戦術トレーニングの効

果も半減する。したがって、プレシーズンの後

半などにおける戦術トレーニングが重視される

時期では、週間プログラムにどう組み込むかを

考慮する必要かある。また、戦術・技術トレー

ニングは、身体が疲労していない、集中力の維

持か行える「フレッシュ」な状態で行うべきで

ある。以上のことから、トレーニングを分化し

ていくことは、体力トレーニングのみならず、

技術・戦術トレーニングにも重要であると考え

られる。
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女子サッカー選手の敏捷性トレーニング項目の構造

倉
西

高
中

亜

　

維1）

健一郎1）

尚
敏

嶋
原

西
梶

り

　

５

　

２

　

１

　

彦
幸

はじめに

　

サッカーに要求される敏捷性は、最大スピー

ドでの疾走、方向変換、ジャンプ、スライディ

ングタックルなど、ゲームでの運動成就を左右

する重要な要素である。一般に、敏捷性は身体

の一部分、あるいは全身をすばやく動かした

り、方向を変えたりする能力であり、運動の速

さに重点がおかれるものと定義されている９)。

　

サッカー選手の敏捷性を発達させるために

様々なトレーニング項目があるが、それらがい

かなる敏捷性領域に関与しているか、すなわち

何を目的としたトレーニング項目であるかは明

らかにされていない。

　

そこで本研究では、女子サッカー選手を対象

として、実際に行われている敏捷性トレーニン

グ項目をテスト項目とし、敏捷性の構造を明ら

かにすることを通して、敏捷性トレーニング項

目の妥当性を検討することを目的とした。

方

　

法

被検者は、表1に示される通り、Ｌリーグ選手

生

　

駒

　

武

　

志3）

表１．被験者

Ｌリーグ（11名）

大学生（46名）

高校生（15名）

クラブチーム（23名）

全体（95名）

年齢（歳）身長(cm)

21.3±2.3

　

162.1士5.0

20.6±2.4

　

160.4±5.3

15.6±1.3

　

158.6±4.1

17.3±3.5

　

158.3±6.4

18.4±４.6

　

159.7±5.5

体重(kq)
-
54.3士5.8

53.8土5.９

48.8±4.4

51.5±7.0

52.3±6.2

　

▲．…………5.95m▲

1
入/

犬

町∠
図１

　

測定方法

11名、大学生46名、高校生15名、クラブチー

　

コーンドリル

　　　

四回

ム選手23名の合計95名の女子サッカー選手で

　　　

勉

あった．測定実施に際してヽ必ず各種目の動き（
こ1万ごD=.

、.

　

▲

を熟知した検者が立ち会い、できる限り測定の

条件を統一した。

　

測定項目は、表2に示される通り、ラダード

リル8項目、マイクロハードル3項目、コーンド

リル3項目、5m方向変換走であった。妥当基準

項目として、反復横跳び、バーピーテスト、垂

直跳反応時間、25m方向変換走3)、30m走を用

いた。

(ビメ
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図２．測定方法
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表2

　

測定項目の基本統計量

　　　　　　　　　

測定項目

年齢（歳）

身長（ｃｍ）

体重（kq）

ラダードリル（秒）

　　　　

クイックラン

　　　　

ラテラルラン

　　　　

ラテラルシャッフル

　　　　

インアウトアウトイン

　　　　

バックインアウトアウトイン

　　　　

クローズオープンジャンツプ

　　　　

スラロームジャンプ

　　　　

ツイストジャンプ

5m方向変換走（秒）

　　　　

前向き～後ろ向き走

　　　　

後ろ向き～前向き走

　　　　

切り返し走

コーンドリル（秒）

　　　　

サイドステップ

　　　　

スライディング

　　　　

ジャンプターン

マイクロハードルドリル（秒）

　　　　

ハードル内２歩

　　　　

ハードル内３歩

　　　　

側方切り換えし

バーピーテスト（秒）

反復横跳び（回）

25m方向変換走（秒）

30m走（秒）

垂直跳反応時間（秒）

　　　　

視覚

　　　　

聴覚

　

ラダードリルとは、ランディ・スマイスが考

案したトレーニング法で、ラダー（縄梯子）を

踏まないように、多様なステップを用いて素早

く足を動かすドリルである几

　

マイクロハードルドリルとは、高さ約

20cm、幅50cmのハードルを用いて、素早く足

を動かすドリルである。研究の手順は、①サッ

カーに専門的な敏捷性を構成する要素を仮定

　

（図1）、②内容妥当性にもとづいて要素ごとに

測定項目を選定、③測定の実施、④測定項目の

信頼性を再テスト法によって検討、⑤測定項目

間の相関を算出、⑥得られた相関行列をもと

に、主成分解法による因子分析を行い、ノーマ
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ルバリマックス基準による直交回転を施して因

子構造を算出、（表3）⑦各因子を解釈、抽出さ

れた因子と妥当基準項目を検討であった。（表
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表３．回転後の因子負荷量

　

第2因子に高い因子負荷量を示した変量は、

5m方向変換走3項目、コーンドリルのサイドス

テップとスライディング、マイクロハードルド

リルの側方切り返しの6変量であった。これら

のトレーニング項目は足先だけの速さだけでは

なく、体全体を移動させる素早さ、繰り返し動

作の素早さ、すなわち一定の距離の移動速度能

力に前後左右の方向変換能力も含んだ能力を養

成するトレーニング項目であるので、この因子

はレベティションアジリティであると解釈され

た。

3)ジャンピングアジリティ

　

第3因子に高い因子負荷量を示した変量は、

コーンドリルのジャンプターンとスライディン

グおよびマイクロハードルドリルの2歩の3変数

であった。これらのトレーニング項目は、前後

左右だけでなく上下の動きのリズムの変化に対

応する切り換えの速さ、つまり方向変換能を養

成するトレーニング項目であるので、この因子

はジャンピングアジリティであると解釈され

た。

以上の解釈により、サッカー選手に専門的な

敏捷性の下位能力領域である、ステッピングア

ジリティ、レペティションアジリティ、ジャン

ピングアジリティの3つの領域が関与している

ことか推測された。また、妥当基準項目との相

関より、ステッピングアジリティはどの項目と

も相関か見られなかった。レペティションアジ

リティはバーピーテスト、25m方向変換走、反

復横跳びを、30m走と高い相関が得られ、繰り

返し動作の速さの領域であることが確認され

た。ジャンピングアジリティは垂直跳反応時間

と相関か見られ、跳躍動作の速さの領域である

と確認された。

結

　

論

1)女子サッカー選手のための敏捷性トレーニン

グ項目に関与している下位領域は、以下の3つ

である。

・ステッピングアジリティ

　　　　　

測定畷目

　　　　　　

因子1

　　

因子2

　　

因子3

　　

共通性

コーン（ジャンプターン）

　　　　

0125

　　

0099　　0924　　0.879
コーン（サイドステフプ）

コーン（スライディング）

5m方向変換走（後ろ～前）

5m方向変換走（前～後ろ）

5m方向変換走（ターン）

マイクロハードル（2歩）

マイクロハードル（3歩）

マイクロハードル（4歩）

ラダー（バックイン・アウト）

ラダー（クイックラン）

ラダー（クローズオープン）

ラダー（イン・アウト）

ラダー（ラテラルラン）

ラダー（ラテラルシャッフル）

ラダー（スラローム）

ラダー（ツイスト）

0 213

0163

0 252

0.132

0 181

0.S33

0807

0.748

0 864

0.838

0 884

o.eo2

0 821

0 859

0 923

0 849

0 616

４
７
７

　

５
０
１
　
ｓ
6
1
3
9
9
2
1
1
6

7
8
8
Ｓ
２
１

　

0
3
0
1
3
2
1
1

０
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　

0.565

　

0 368

-0 040

0.253

-0,045

　

0.497

　

0 184

　

0 201

　

0212

　

0 061

-0.096

　

0 251

　

0178

　

0 160

-0 058

　

0 197

表４．因子と妥当基準項目の相関

妥当基準項目

バーピーテスト

25m方向変換走

30m走

反復横跳び

垂直跳反応時間

垂直跳反応時間

(視覚)

(聴覚)

結果および考察

因子1

4
3
8
3
7
1

5
９
1
7
3
5

2
0
0
0
1
0

0
0
0
0
0
0

因子2
-
0.642

0.788

0,811

0.734

0.494

0.447

0.766

0.715

0.638

0.839

0 789

0､597

0 695

0797

0 794

0.B07

0.801

0.743

0.813

o.eo8

0 869

０7８7

因子3
-
0.321

0.192

0.212

0.368

0.424

0.320

1｡トレーニング項目の信頼性

　

すべてのトレーニング項目について0.7以上

の信頼性係数が得られた。用いられたトレーニ

ング項目は、テストの信頼性があるといえる。

2.敏捷性の構造

　

因子分析の結果から、全分散の78.5%を占め

る3つの因子か得られた。回転後の因子負荷量

か0.4以上の項目に言及して各因子を解釈し、

以下のような敏捷性の下位領域を得た。

1)ステッピングアジリティ

　

第1因子に高い因子負荷量を示した変量は、

ラダードリル8項目、マイクロハードルドリル

3項目の11変量であった。ラダードリル、マイ

クロハードルドリルは、細かく素早い下腿の動

きを養成することを目的とするトレーニング項

目であるので、この因子はステッピングアジリ

ティであると解釈された。

2)レペティションアジリティ

１ １５
－

濃密項目

　　　　　　

因子1

　　

因子2

　　

因子3

　　

共通性



女子サッカー選手の敏捷性トレーニング項目の構造

・レペティションアジリティ

・ジャンピングアジリティ

2）女子サッカー選手のための敏捷性トレーニン

グ項目の構造は以下の通りである。

　

ステッピングアジリティのトレーニング項目

は、ラダードリル・マイクロハードルドリルで

ある。レペティションアジリティのトレーニン

グ項目は、マイクロハードルドリル（側方切り

返し）・コーンドリル（サイドステップ・スラ

イディング）・5m方向変換走である。ジャンピ

ングアジリティのトレーニング項目は、コーン

ドリル（スライディング・ジャンプターン）・

マイクロハードルドリル（2歩）である。

３）本研究で用いたトレーニング項目は、妥当基

準項目と抽出因子（第2因子）に高い相関関係

が認められた。このことから敏捷性を測定して

いるといえ、妥当性か高いといえる。
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はじめに

　

名古屋グランパスエイトでは、1992年度の

チーム設立当初から『サッカーが広く愛される

スポーツにしていくためには、ホームタウンの

人々とのコミュニケーションが重要である』と

考えてきた。

　

そこで、グランパスでは、サッカーの普及活

動を目的とした『ふれあいサッカー広場』、そ

して選手の育成を目的とした『サッカースクー

ル』を2大事業として取り組んできた。そこ

で、今回はこれらの活動の現状、問題点および

今後の課題について報告する。

　

『ふれあいサッカーひろば』

　

『ふれあいサッカーひろば』が本格的に開始

されたのは、1993年4月である。ブラジルの名

門サンパウロＦＣで活躍したエジソンコーチを迎

えて、本場のテクニックを紹介している。 1995

年からはグランパスで活躍した元ブラジル代表

のジョルジーニョもコーチとして参加してい

る。最近では、豪華なスタッフを揃えたことな

ど、ふれあいサッカーひろばは引っ張りだこに

なってきた。この活動の目的は、グランパスを

広く地域の人々に知ってもらうこと、そして幼

稚園児から中学校までの子供たちにサッカーの

楽しさを覚えてもらうことである。そのため、

ホームタウンである名古屋市中心の活動を行い

ながら愛知、岐阜、三重の東海三県を主な活動

地域としている。ふれあいサッカーひろばで費

やす指導時間については、1回に概ね2時間であ

る。この間に、子供たちにボール遊びの喜びを

いかに伝えるかがポイントとなる。そして、指

導後には子供たちが空き地等で友人と遊び、

ボールで楽しんでもらうきっかけを作りたいと

考えている。世界においても失われつつあるス

トリートサッカーを町に起こしたい、これがグ

ランパスが普及活動で行う大きな夢でもある。

　

また、これまでの参加者を計算してみたとこ

ろ、1［函に約100～150名で行われてきたものが

積み重なり、1996年9月の時点で約280回を数

え、参加者は延べにして57,000名に達した。

　

また、ふれあいサッカーひろばの共催として

愛知県や名古屋市の教育委員会がついてくれる

ことで、活動場所は学校の運動場が利用できる

ようになった。参加料については無料で行って

いるものの、当初は商業主義（金儲け主義）の

活動とよく勘違いされたか、教育委員会の協力

もあり、地道な普及活動であることが、ようや

く市民から理解されるようになってきた。

　

『サッカースクール』

　　

『サッカースクール』は、1992年8月から、

愛知県三好町で開始された。『サッカースクー

ル』の目的は、グランパスのユース、ジュニア

ユース、さらにプロ選手への育成を目指した活

動である。スクールの練習頻度は、小学生から

中学生までが、一週間に2～3回、そして指導者

はグランパスのスタッフである。練習場は、愛

知県豊田市（もしくは三好町）で行われ、遠く

て参加できない子供たちのために、豊田市だけ

でなく名古屋市を中心に定期的な指導を行って

いる。現在はグランパスと協力関係にある9校

　

（碧南中央、刈谷SC、トヨタ、三好、名古屋、

知多、豊田、あつみおよび岐阜県の古川町）、

そして、指導者も約140名に増加し、約1,800

名かこのスクールに関係している。

　

また、『サッカースクール』を始めるにあ

たっては、愛知サッカー協会と生徒の募集、そ

1)名古屋グランパスエイト2)中京大学体育学部運動生理学研究室
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して、指導システムについて検討会を開催し

た。地元で生徒を募集し、早い時期から一貫し

た指導体制のもとで、一名でも多くの優れた選

手を輩出することがねらいであった。そのため

には、愛知サッカー協会の協力か不可欠であっ

たのである。そこで、協会と話し合いを進める

中で、初年度(1992年）の募集は、中学、高校

に上がる生徒だけを対象とした。この理由は、

プロチームということで注目が集まっていたこ

ともあり、優秀な生徒かグランパスに流れ、学

校のクラブ活動に支障をきたさないように配慮

したためである。当初は20名で始められた愛知

県三好町のスクールは、現在小学生から中学

生、レディースを含め400名に膨れ上がってい

る。これらのスクールでは、一貫した指導の定

着を図っており、定期的に代表者会議、コーチ

会議そして合同研修を行い、各スクールか連係

を深めている。最終的に、グランパスの力を借

りずに活動ができ、各地域のサッカー活動の核

になることが、地域のサッカーのレベルの向上

につながると考えている。そして、1998年から

はさらなる競技レベルの向上を目指して『グラ

ンパスリーグ』と称し、各スクール対抗のリー

グ戦も、年間を通して行う予定である。

今後の課題

　　

『ふれ合いサッカー広場』や『サッカース

クール』の普及・育成活動を通して、多くの課

題も生じている。その一つに、地域によって子

供たちの技術レベルのばらつきかたいへん目に

つくようになったことである。つまり、各地域

の指導者もグランパスのスタッフと同様なレベ

ルで、子供に指導かできる『指導者の育成』か

重要になってきた。そこで、1996年10月から

は、愛知県内の12歳以下の子供を指導している

コーチ16人を対象に、１ヶ月２回で6ヶ月の『指

導者養成講座』を愛知県サッカー協会の技術委

員会とタイアップして開校した。各指導者か、

特に5～12歳の子供か指導できるよう、講座で

は力を入れたいと考えている。

－１ １８

　

この点については、グランパストップチーム

前監督のベングル氏からも、『日本サッカーの

欠点は幼児期から小学生の指導の重要性かわ

かっていない』との指摘を受けていたことも考

慮したのである。これまでに、日本では5～10

歳ではほとんど指導らしきものか行われておら

ず、11歳くらいでいきなり試合をさせて、勝つ

サッカーを行っているのが現状である。この年

代はゴールデンエイジともいわれ、神経系の発

達か著しいため、それに見合った指導を与えて

いかなければならないのである。これらの点を

踏まえ、指導養成講座の活動は、グランパスに

とっては10年後への準備であり、目標は2000

年までに、まずは愛知県内6地区（名古屋、尾

張の東西2地区、三河の2地区、知多）に最低限

必要なインストラクターを養成していくことを

目指している。

　

また、名古屋グランパスエイトの理想は、Ｊ

リーグで戦うトップチームか試合で得た収入を

いかに市民へ還元できるかということも考えら

れる球団にしたいと考えている。つまり、ス

ポーツを通していかに地域へ貢献できるかとい

うことであり、理想のモデルは欧州のクラブ組

織である。この考え方は、1993年4月、英国・

リース市へ招待を受けた時、プレミア・リーグ

のリース・ユナイテッドか、リース市からスタ

ジアムと練習場を1999年までわずかな金額で借

りていると聞いたのがきっかけであった。しか

し、市にとっても、以下のような好都合な点か

ある。

①市民かハイレベルな試合を見られる。

②市民が同じ運動場で、サッカーかできる。

③リース市のＰＲかサッカーを通して可能であ

る。

さらに、1995年5月にグランパスが、フラン

ス・ベルサイユへ遠征した際にも、パリSGは年

間でパリ市から6億円の援助を受けていると聞

く機会を得たことも非常に参考となっている。

現在の日本においては考えられないことでもあ

るか、このような活動を通してサッカーが市民

に根付いているのである。我がクラブにおいて



も、今後は、自治体ともっと積極的な協力関係

を築いていく必要かあると痛切している。理想

としては、施設に関しては自治体の理解を得て

提供を受け、グランパスとしては指導者を責任

をもって派遣していきたいと考えている。

　

また、グランパスは1993年5月、ホームの瑞

穂球技場で、水はけが悪く泥田の中での試合に

なった経験がある。これを名古屋市の協力で排

水や芝の張り替えをすぐに対応してもらった。

グランパスの要望に、メインスタンドには屋根

を付けてもらい、競技場内の芝面が縦105mを

とれるようにも協力して頂いた。このような点

においても、名古屋市との協力関係は徐々に深

まりつつあるか、競技場周辺にグランパスの旗

を備えつけられない、そして、サッカーの練習

場がないなどの課題もある。そのため、1996年

10月から、グランパス、名古屋市、愛知県サッ

カー協会が集り『ホームタウン委員会』を開い

ている。大都市であるがゆえに、サッカーのた

めだけに簡単に予算を組めないこと、そして、

2002年の日韓共催のワールドカップも名古屋市

は立候補しながら、最終的には断念しているこ

ともあり、名古屋市とはこれまで以上に連絡を

密にしながら、まずはやれるところから手をつ

けていきたいと考えている。

－１１９－
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はじめに

　

サッカー選手のコンディショニングを行う上

で、個々の選手の体力をはじめとする運動機能

をチェックすることは重要である。体力測定の

結果を傷害予防あるいは競技力向上に役立てる

ためには、サッカーの競技特性や傷害発生要因

を踏まえた要素か測定内容に反映されていなけ

ればならないと思われる。特にユース年代の選

手には、「自己管理能力を養成する」ことも大

きな目的であるので、選手個々か自分自身の身

体の特徴やウィークポイントを認識できるよう

に測定結果をフィードバックすることも大切で

ある。今回は、これらのユース選手の体力測定

の活用について我々の取り組みと今後の望まし

いあり方について検討した。

Jユースチームの体力測定の目的と概要

　

我々がサポートしている某Jリーグチームの

下部組織であるユースチームの体力測定は、年

2回（オフシーズン明け、シーズン終了後）実

施しており、その重要なポイントとして、傷害

発生要因の早期発見とその予防、競技力向上に

役立つトレーニング目標の情報源の収集、そし

て将来のプロ選手を養成する上で最も重要な自

己管理能力の養成というものか主に挙げられる

（表1）。

表１．Ｊユースチームの体力測定の意義

　

測定項目の内容は傷害予防を目的としたもの

と、競技力向上を目的としたものからなってお

り（表2）、トップチームが年4回実施している

項目とほぼ同じものを行っている。さらに高校

生年代を対象にしているので、成長期の障害

　

（オズグット・シュラッテル病等）の予防も考

慮に入れた内容になっている（表3）。

表３．測定内容の特徴

●競技力向上を目的とした測定内容（£に筋パワーや敏捷作冷）

●トップチームと同じ測定項目
●成長期の障害（オズグットーシュラッテル病等）の予防に有効な内容

自己管理能力の養成

　

体力測定の結果を現場にどのようにフィード

バックするかということは、体力測定か現場に

とって必要なものになるかどうかを左右する重

要なことである。そして、体力測定が意味のあ

るものになるかならないかは、このフィード

バックの仕方によって、変わってくるであろ

う。

　

特に、我々は個々の選手が自分自身の身体を

自ら積極的に管理できる能力を養成することを

念頭においてフィードバックすることを心がけ

た。これは、プロのサッカー選手にとって、自

己管理のできる能力を有することは大変重要で

あり、その自己管理能力をユース年代の間に養

成する必要かあると考えたからである（表4）。

表４．自己管理能力の養成

●競技力向上
●自己管理能力の養成
●トップチームの値を目標にしてのモチベーションの向上
●将来のプロ選手育成の上での有川な情報源
●トレーニング

　　

の

　

．

●ウィークポイントの把握
●プロの値を目標にしてのモチベーションの向上

●コンディショニングの管理を習慣化させる
●特に儡害予防との関連から自己管理の重要性を認識させる

Ｄ国際武道大学
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●傷害予防を目的とした測定内容（ｔに筋力や筋柔軟性等）



筋力

筋パ

ワー

Ｊリーグユース選手における体力測定の意義と活用

表２

　

Ｊユースチームの体力測定の概要

－

　

１．脚筋力（膝関節仲展力・屈曲力）：

　　　　

斯１噪:ﾏｲれﾉｯﾄ

　　　　　　　　　

１

静的（ｱｲｿﾒPJﾂｸ，角度丿中展力70‘，屈曲力301）

動的（ｱｲｿｷﾈﾃｯｸ，速度: 60,180.300.420'/sec)

２

＊スポーツ活動での基礎筋力の評価⇒スポーツ傷害との関連（特に膝傷害）

＜評価〉：体重当りの筋力（体重支持力）屈曲力

　

仲展力のﾊﾞうﾝｽ．左右差

　　　　　

サッカー選手のキック動作⇒高速での伸展力と関連大

体幹筋力（腹筋

　

背筋力）：最大筋力とバランス

　

肛闘:粕二卜0ﾝ

　　　　　　

：持久性（ハイパワーで20回上体起こし／反らし）

ホスボーツ活動での基礎筋力の評価うスボ一ツ傷害との関連（特にj讃痛）

＜評価＞：体重当りの腹筋力（休幹支持力），腹筋と背筋のバランス，持久力

３。脚伸展パワー（単発的パワー）１等速性（高速）の脚仲展

　　　

fl$fl≫:+ﾂｸﾌｫｰｽ　　　　　　　　・垂直跳び

　　

＊一回だけの筋収縮におけるパワー一々ジャンプ，スタートダッシュなどと関連

　　

＜評価＞：体重当り無酸素パワー，瞬発力

４。自転車ペダリングパワー（反復的パワー）

　　　

鮭闘:ﾊﾟﾜｰﾏｯｸｽV

　　　

瞬発性（5作間全力､負荷値7.5%BIO

　　

｜

　

＊連続的な筋収縮におけるパワー一々スプリント能力と関連

　　

：

　

＜評価＞：体重当りの無酸素パワー、瞬発力

：持久性（5秒間全力20秒間休×101!ﾂﾄ）

　

＊連続的な筋収縮におけるパワーの持続性-）間欠的な運動時における持久力と関連

　

＜評価＞：終末値の体重当りの無酸素パワー，持久力

５。敏捷性（ステッピングテスト）

　　　

＊反復的な脚の素早い動作４ダッシュカ、ピッチ、素早いフットワークとの関連

　　　

＜評価〉:5秒間に行えたその場足踏み回数、傷害後の神経一筋協調性回復度の評価

６。身体組成（体脂肪率，除脂肪体重）

　　

ホ体重を占める身体の中身の推定⇒体重侈動時の機能に影響（動きの機敏さ，傷害発生）

　　

＜評価＞：皮下脂肪厚，体脂肪率，除脂肪体重，脚筋力（休重支持力）との関連を評価

７ 筋柔軟性（ストレッチテスト）

＊筋肉の伸展性のチェック一々疲労度，スポーツ傷害，発育速度との関連

〈評価〉：関節可動域（大腿，下腿．股，肩，腰の筋群），傷害後のチェック

８。関節不安定性(Joint Laxity Test)

　　

＊関節の緩みをチェツクリスポーツ傷害と関連

　　

＜評価＞：関節可動域（膝，足，股，肩，脊惟，手，肘の関節）

９。下肢アラインメント（骨の配列）

　　

＊下肢の形態上の問題をチェック丿スポーツ傷害と関連（特にランニング傷害）

　　

＜評価＞：Ｏ脚，Ｘ脚，扁平足，ハイアーチなど
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Ｊリーグユース選手における体力測定の意義と活用

腹
筋
最
大
値

持
久
値

背
筋
最
大
値

持
久
値

垂
直
と
び

瞬
発
ダ
ッ
シ
テ
カ

瞬
発
持
久
力

図１

　

体力要素別個人グラフ

　　　

自分自身の身体の特徴や弱点が把握できる。

　

体力測定の結果をフィードバックする際に、

選手一人一人に配布する資料の一例を表5およ

び図1に示した。測定された多くのデータの中

から、選手に伝えるべき重要な数値のみをピッ

クアップし、データをわかりやすい相対値など

に加工した上で、前回のデータや目標値ととも

に提示した。この資料を見ることによって、選

手は自分の身体の弱点や長所、前回との比較等

を自覚することか出来るのである。また、選手

に対してだけでなく、監督、コーチ、トレー

ナー等に対しても、有力な情報源になるように

フィードバックすることを心がけた。

まとめ

　

Jユースチームの体力測定を行う場合、将来

のプロ選手を育成するとう目的と合わせて行わ

なければならない。ユース年代において選手個

人が自分自身の身体の特徴を知り、それを自己

管理していくために活用することも重要である

か、それと同時にコーチ側からも選手の能力を

体力測定から客観的に判断し実際のプレーと比

-124
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較することかできるような有用な情報源として

活用すべきであろう。
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サッカー医・科学研究

　

第17巻(1997)

インターバル形式ミ ニゲーム練習の休息時間について

鬼

　

頭

　

伸

　

和1）伊

　

藤

　

智

　

式2） 吉

　

村

　

克

　

也3）

はじめに

　

現代のモダンサッカーは、個人、グループ、

チームがプレーをする“time”の速さと正確性

を限りなく限界に近いレベルまで要求され、プ

レーする"space”は限りなく狭くなってきて

いる。クラシックなサッカーでは、与えられた

1つのポジションをこなすスペシャリストがい

ればよかった。

　

しかし、オランダのトータル

フットボール以降、アヤックスや、イタリアの

ACミランの戦術に代表されるように、スペー

スと時間を制約したコンパクトなサッカーに進

化してきた。コンパクトなサッカーは、鋭いプ

レー、素早いプレー、強いプレー、タフなプ

レーなど単一要素のプレーだけでなく、2つ以

上の要素を持っているプレーが求められる。ク

ラシックなサッカーでは、素早いプレーができ

るスペシャリストかいればよかったのだけれど

も、モダンサッカーでは、タフで素早いという

ような相反する能力を備えたプレーが必要であ

る。そういう中で要求されることは、いろいろ

な役割かできるオールマイティーな選手の育成

か必要不可欠になってきている。

　

モダンサッカーは、90分間にわたり攻守の別

なく、必要な時にタイミングよいダッシュや

ジャンプなど高強度の運動を、何度となく反復

してプレーしなければならず、瞬発力と持久力

のどちらの能力にも優れていることか必要であ

る。モダンサッカーで要求される体力は、戸苅8）

によると、基本的には、1）素早く、爆発的な筋

収縮能力、2）速く、激しい動きをくり返すス

ピード持久性、３）長時間運動に耐える持久性能

力の3つの要素にまとめている。筋収縮に必要

なエネルギー供給機構と対応させて、それらを

アネロビック・パワー(エクスプローシブパ

ワーとスピード持久性)とエアロビック・パ

ワーとの2つに分けている。

　

Ｂａｎｇsbol)ヽ山本14)は、間欠的運動における

無酸素系と有酸素系のエネルギー供給機構の関

わりについて、一連の興味ある研究を行い、

サッカーなど間欠的な運動か中心になるスポー

ツ種目の選手に必要な能力やそれを開発するト

レーニングについて報告している。磯川ら6)は

間欠パワーのトレーニング効果について報告し

ている。また、山本15)は自転車エルゴメーター

を用いて、丸山7)は走運動を用いて間欠的パ

ワーの能力を評価するラボあるいはフィールド

テストを開発している。

　

西嶋、池田、菅野2.3,4)は、選手に求められる

技術、体力、戦術のオールラウンドな能力の育

成・強化に関して、個々の要素を取り出して、

ボールありとボール無しの場合に分けて、年間

にわたるシステマティックで科学的なトレーニ

ング方法を開発・実践している。

　

ミニゲームは、技術、体力、戦術を総合的に

トレーニングする重要な練習方法の1つであ

る。その実践方法はインターバル形式など多種

多様な方法で行われるが、休息時間についての

研究はほとんど見られない。そこで本研究は、

本学サッカー部員12名を対象として、インター

バル形式で行われるミニゲームの休息時間につ

いて、生理学的運動強度からその至適時間を明

らかにし、科学的トレーニング方法開発の一資

料にすることを目的とした。

方

　

法

被検者は、東海大学サッカーリーグ2部に所

1)愛知教育大学

　

2)愛知教育大学非常勤講師

　

3)名古屋市立束星中学校
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インターバル形式ミニゲーム練習の休息時間について

属する本学サッカー部員から無作為に抽出した

12名を対象にした。その身体的特徴は身長

170. 8士3，６ｃｍ、体重62.8±5.4kg、サッ

カー歴は7.7±3.6年であった。インターバル

形式のミニゲームを行い、練習中、休息中、安

静時、終了後にわたり携帯用心拍記憶装置（メ

モリーマックVHMl-016 :ＶＩＮＥ社製）を用

いて心拍数を経時的に測定した。その測定は胸

部双極誘導にて記録し、心拍数のサンプリング

時間を10秒間に設定して、10秒闇ごとの値を1

分間値に換算して求めた。また、電極部はテー

ピングテープで固定し、汗や衝撃などによる離

1
1゛si

jレ］

χ･

　

χ･χχ･

p゛0.001

]
言言

140

　

／

／→アッ

20

　　

40

　　

60

　　

80

　　

100(sec)

脱に留意した。得られたデータは、メモリー

　　

図１

マック専用のデータ処理装置（ＶＭＣ３-001 :

同社製）にて解析し、各時期、各ミニゲーム練

習中の平均心拍数、インターバル休息期の最低

心拍数を求めた。また400mトラックを使用

し、最大努力の12分間走を実施し、各個人の最

高心拍数（以下HRpeakとする）を測定した。

　

ミニゲームは、人数の条件が1対1、2対2、3

対3（以下ＭＧにＭＧｎ、ＭＧⅢとする）の3種

類とし、ＭＧにＭＧｎ、ＭＧｍのピットの広

さは横と縦が15mx20m、25mX35m、30m

×50mとし、各ゲーム時間はそれぞれ1分、２

分、３分、各ゲームの休息時間は、それぞれ

20・40・60・80・100秒、30・60・90・

120 ・ 150秒、40 ・ 80 ・ 120 ・ 160 ・ 200秒の５

種類で合計15条件とした。また、各ゲームは、

休息時間15条件のゲーム練習をそれぞれ各6回

ずつ合計90回実施した。

　

相対的運動強度（以下%ＨＲｐｅａｋとする）は、

12分間走で、測定された被検者個人の最高心拍

数をもとにして、すべての条件のミニゲームに

おいて、個人ごとにその値を算出した。

ミニゲームI対1の各インターバル休息時間と

回数における平均心拍数

1

　

2 vs 2　　　　　i･p< 0.05　紬･4p < 0.001
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結果および考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

140

1.インターバル形式のミニゲームにおける休息

時間の長短と生理的運動強度

　

ミニゲーム中の各休息時間と各練習回数にお

　

図３

ける平均心拍数は図1、図2、図3に示した。ま
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3 vs3

･舅･*p<0.01

　

4･豪ip・0.001

40

　

80

　

120

　

160

　

200(ＳｅＣ)

６

ミニゲーム3対3の各インターバル休息時間と

回数における平均心拍数
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MG I (　1 vs 1　）

休息時間(sec)
一

回数

　　

I st

　　

2 nd

　　

3 rd

　　

4 th

　　

5 th

　　

6 th

means士SD

* P<0.05

　

20

-

81.2±3.3

86.7士4.3

88.6士4.5

89.0±5.9

88.6士6.8

90.4±5.7

　　　　　　　

鬼頭，伊藤，吉村

表１

　

インターバル休息時間と回数別の

　　　

相対的運動強度（%HRpeak）

　

４０

-

80.7士4.3

86.8±3.2

88.6±3.9

87.8±6.1

88.5土6.4

88.5±6.7

　　

60

79.5±3.4

85.2土3.0

86.4±3.0

87.5土2.7

86.1士3.5

86.0±4.7

　　

80

78.1±5.7

81.1±4.7

83.8士2.9

83.9土4.7

84.9±2.8

83.4±3.8

　

100

-

80.0士5.0

83.3士3.7

84.4±3.8

86.1士2.9

85.4土2.9

84.9±4.5

87.4±6.0 (-) 86.8±6.8(**) 85.1±4.3(**) 82.5±4.8(**) 84.0±4.4

MGn (　2 V s 2　）

休息時間(sec)

回数 ｔ
ｄ
ｄ
ｈ
ｈ
ｈ

ｓ
ｎ
ｒ
ｔ
ｔ
ｔ

1
2
3
４
5
６

means±SD

* * P<0.01

３０

78.2士5.3

82.3士5.8

82.0士3.7

81.1±3.3

79.3±3.8

79.8±4.0

* * * P<0.001

　

60

-

80.7±4.0

86.3±3.6

86.5±4.4

86.1±4.3

85.3±6.0

84.3±5.7

　

９０

-

81.8士5.1

84.3土4.7

86.5±2.7

85.9±2.7

86.9士2.3

86.4±3.1

n.s

　

120

80.2士5.3

85.3士4.1

85.8±4.6

86.6±3.6

83.6±5.0

84.1±3.8

1５０

-

80.1±3.5

83.2士4.0

84.8士3.7

84.1士3.5

82.4±4.0

83.2±3.9

80.5±4.7(***)84.9±5.2 (-) 85.3±4.0 (-) 84.3±4.9 (*) 82.9±4.1

　　

(**≫) ―I I

　　　　

（**）

* P<0.05　　* * P<0.01

ＭＧⅢ（

　

3 V s 3　）

休息時間(sec)

回数 ｔ
ｄ
ｄ
ｈ
ｈ
ｈ

ｓ
ｎ
ｒ
ｔ
ｔ
ｔ

1
2
3
４
５
6

means士SD

　　

40

78.0士2.9

84.0士3.8

84.8±4.5

84.8士5.4

85.6士5.5

84.9±5.4

* * * P<0.001

　

80

-

81.5士4.2

84.8±4.3

85.7士3.5

84.3士3.7

85.0士3.4

83.6±3.7

　

120

-

79.4士4.0

81.5±4.4

82.5±3.8

83.0±3.7

83.7±2.9

84.1±2.7

n.s

　

160

-

80.0土4.4

81.3士5.6

84.6土4.1

84.4±3.6

84.5±4.2

84.6±4.0

　

２００

-

81.3±3.4

81.8±3.4

82.7士4.0

83.1士3.3

82.7土3.3

83.4±3.3

83.7±5.3 (-) 84.1±4.0 (*) 82.4±3.9 (-) 83.2±4.7 (*) 82.5±3.5

　　　

L

　　　

＿

　

.

　

（ﾈ）-一一

　

一一ｌ

　　　　　

* P<0.05　　* * P<0.01　　tit P<0.001

た、それぞれの条件における最高心拍数から求

めた%HRpeakを表1に示した。

　

ＭＧＩの平均心拍数は、休息時開20秒の３回

目で171.0±9.8拍/minの値か得られ、４回目

から6回目まで170拍/min以上の高い値であっ

た。そして、平均心拍数は最低値か休息時間80

秒の1[亘丿目の149.6±9.1拍/min、最高値が休

息時聞20秒の６回目の174. 1±13.0拍･ｍｉｎで

あり、その差が24.5拍/minであった。 MG I

n.s

mean±SD.

-

79.9士4.6

84.6±4.4

86.3士4.2

86.9±5.0

86.7士5.1

86.7±5.7

mean士SD.

-

80.2士4.8

84.3士4.7

85.1士4.2

84.8士4.0

83.5±5.1

83.6±4.7

mean士SD.

-

80.0±4.0

82.7±4.6

84.1士4.2

83.9士4.1

84.3士4.0

84.1±3.5
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コ
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の場合、休息時間条件が20秒から100秒と長く

なるにつれて、どの回数においても、平均心拍

数は減少していった。 MGI の%ＨＲpeakは、

78. 1±5.7から90.4±5.7であった。休息時間

40秒のＭＧＩの%HRpeakと60秒との間に（p＜

0.01）、60秒と80秒との間に（p＜0.01）、お

よび80秒と100秒の休息時間との間に（p＜

0.01）有意な差が得られ、相対的運動強度はイ

ンターバル休息時間が40秒から80秒までの範囲
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インターバル形式ミニゲーム練習の休息時間について

　　　　　　　　

表２

　

ミニゲーム練習中の平均心拍数と休息中の回復

　　　　　　　　　　

平均心拍数と各相対的運動強度（%ＨＲｐｅａｋ）

MG I (　1 V S 1　）

休息時間(sec)

ﾄﾞｰﾑ・休息期

平均心拍数

S D (beats/min)

％HRpeak（％）

　

差(XHRpeak)

休息時間(sec)

ヶ゛-ﾑ・休息期

平均心拍数

S 0 (beats/min)
％HRpeak（％）

　

差(^HRpeak)

休息時間(sec)

ｙ-ﾑ・休息期

平均心拍数

S D (beats/min)

％HRpeak（％）

差（ZHRpeak）

２０ ∠1０ ６０

　

Ｇ

-

161

　

7

83

８０

　　

Ｒ

-

3

　

133.7

7

　　

11.7
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後は徐々に減少していった。休息時間30秒の

%ＨＲｐｅａｋと60秒との間に(pく0.001)、120秒

と150秒との間に(p＜0.05)、および60秒、90

秒と150秒の休息時間との間に(p＜0.01)有意

な差か得られた。しかし、休息時間60秒と90秒

および90秒と120秒との間には有意な差か得ら

れなかった。また、各休息時間条件の平均心拍

数との間には、有意な差が得られた。このこと

から、ミニゲーム1対1の様相とは異なり、イン

ターバル休息時間が60秒から120秒までは運動

強度の低下は得られなかった。

　

ＭＧｍの平均心拍数は、最低値か休息時間40

秒のI[可目の153.5±8.9拍/min、最高値が休

息時間80秒の3回目の165.4±6.1拍/minの値

であり、その差か1 1. 9拍/ｍｉｎであった。%ＨＲ

　

Ｇ
-

164.0

　

6.9

85.2

　　

18

128.0
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では、有意に低下した。また、各休息時間条件

の平均心拍数との間にも同様に有意な差が得ら

れた。ＭＧＩの練習回数は、どの休息時間条件

も、３回目から４回目にかけて運動強度のピーク

幅が得られた。

　

ＭＧｎの平均心拍数は、最低値か休息時間30

秒の1[可目の150.4±9.9拍､ｍｉｎ、最高値が休

息時間90秒の5回目の167.3±5.2拍/minであ

り、その差は16.9拍/minであった。休息時間

30秒の場合は、他の条件と比較して、各回数と

も最も低い平均心拍数の値であった。%ＨＲ

peakからみると、78.2±5.3%から86.9±2.3

の値であった。全体的に見ていくと、ＭＧｎの

練習回数は、どの休息時間条件も２回目から3回

目にかけて運動強度のピーク値か得られ、その

-

-
- - - -

---- -

-
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peakからみるとヽ79.4±4.0から85.7±3. 5

であった。全体的に見ていくと、ＭＧⅢの練習

回数は、どの休息時間条件とも３回目から心拍

数がピークになり４回目から6回目までほぽ一定

の値を示した。休息時間80秒の%ＨＲｐｅａｋと120

秒、40秒と120秒との間に（p＜0.05）有意な

差が得られた。このことから、相対的運動強度

のピークはインターバル休息時間が80秒の時で

あった。

　

インターバル休息時間の長短と生理学的指標

を用いた運動強度から検討してみると、MG

にＭＧｎ、ＭＧｍのインターバル休息時間の

違いによって運動強度のレベルは有意に変化を

した。外岡lo）はトレーニング目的別に心拍数に

よる強度設定と運動時間を示している。それに

よると、ローパワー（有酸素能力）向上には、

エリート選手80～90%ＨＲｍａｘ ・60分間一般選

手で75～85mRmax・40～60分間、ミドルパ

ワー（乳酸除去能力）向上には、それぞれの選

手で９０～９５％ＨＲｍａｘ・５～１０分間、80～

90%ＨＲｍａｘ・5～10分間、ハイパワー向上（無

酸素能力）には、95%ＨＲｍａｘ以上・1～5分

間、90%ＨＲｍａｘ・ 1～3分間である。本研究の

結果をみると、ＭＧにＭＧｎ、ＭＧｍのすべ

ての休息時間条件、すべての回数における運動

強度は、ローパワーの向上が期待できる運動強

度であることが明らかになった。また、ミドル

パワーの向上が期待できる強度は、ＭＧＩの休

息時間20秒～60秒まであり、インターバル回数

は2回以上であった。 ＭＧｎでは、休息時間が

60秒～90秒で、回数は２回から３回以上であ

り、120秒になると、２回から４回までであっ

た。ＭＧｍではどの条件でも、ほとんどかその

強度に達していなかった。エリート選手がこの

能力の向上を意図してトレーニングするには、

効果か得られる強度は、ＭＧＩの休息時間か20

秒間の６回目だけである。今回のミニゲーム

は、フリータッチで、コーンで作ったゴールに

シュートをして得点を競うというルールで行っ

た。だから、エリート選手がこの能力の向上を

意図して1対1のインターバル形式のミニゲーム

トレーニングプログラムを作成する場合、イン

ターバルの休息時間をもっと短くして、ゲーム

時間を長くし、その回数を多くすることか必要

であると考えられる。また、2対2、3対3のミニ

ゲームは、人数が増えれば増えていくほど運動

強度は低くなるので、運動時間を長くしたり、

インターバル回数を闇雲に増やしたり、休息時

間の長さを短縮して完全休息をするだけでは解

決できないと考えられる。2人以上のミニゲー

ムでは、チーム戦術を積極的に取り入れ、ゲー

ム中に、選手か高強度で質の高い動きを反復し

て行うようなゲーム内容（コンパクトなゾーン

プレス、マンtｏマンディフェンス、２タッチ

コントロールなど）を意図的に工夫したりする

必要があると考えられる。また、いろいろな形

と多様な広さのピットを同時に設定して、イン

ターバル休息時間にダッシュなどアネアロビッ

ク運動で移動をしたり、ジャンプ系のサーキッ

トをするなど休息時間を積極的に活用するプロ

グラムを設定することで解決できると考えられ

る。今回は、個人個人のゲーム中の動きの質を

分析していないので、はっきりとしたことは言

えないけれども、10秒サンプリングの心拍数の

結果を詳細に検討してみると、90%ＨＲｍａｘを超

える運動強度のミニゲーム練習をしていた条件

もあった。また、戸苅9）は、同じ距離を、同じ

時間運動すれば、ボールを持って行った方が、

消費エネルギーは大きいことから、ゲーム形式

の方が同じ移動距離でも運動強度か高いと述べ

ている。

　

これらのことから、ミニゲーム練習中の運動

強度が有意に低下することを基準にして、最適

休息時間を検討してみると、インターバル形式

ミニゲーム1対1の休息時間は40秒から60秒で

ある。2対2の休息時間は60秒から120秒、3対

3の休息時間は40秒から80秒である。

　

各インターバル回数の平均心拍数と%HRpeak

は、ＭＧＩの１回目が153.6±8.3拍、/minと

１９.９±4.69iHRpeakヽ2回目か162.9±8.4拍/

ｍｉｎと84.6±4. 4mR peakでありヽ1回目と２

回目との間および2回目と3回目との間に（p＜
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0｡01）有意な差か得られた。４回目から６回目

までは3回目とほぼ同様な値であった。 ＭＧｎの

1回目はそれぞれ154.2±10.1拍/minと80. 2

±4. 8%ＨＲｐｅａｋヽ2回目か162. 6±10. 5拍/

ｍｉｎと84.3±4.7%HRpeakであり、両者の間に

は（p＜0.01）有意な差が得られた。３回目か

ら６回目までは2回目とほぼ同様の値であった。

ＭＧⅢの1回目は154.6土ﾌﾉ7拍/minと80.0±

4.0%ＨＲ peakヽ2回目が159.9±7.5拍/minと

82.7±4. 6%HR peak、3回目か162.2±7.2

拍/minと84. 1±4.2%ＨＲｐｅａｋの値で、１［回目

と２回目、２回目と3回目との間に（p＜0.05）

それぞれ有意な差が得られた。これらのことか

ら、インターバル形式で行うミニゲームの有効

な回数は、ゲーム練習で必要な運動強度を定常

状態で確保するために、最低3回以上実施する

必要がある。

2｡インターバル形式のミニゲームにおける休息

時間の生理的運動強度

　

インターバル形式のミニゲーム練習中と休息

時間の平均心拍数およびそれらの差については

表2に示した。その値は、ＭＧにＭＧｎ、MG

Ⅲとも３回目と4回目の平均心拍数であり、その

数値から相対的運動強度を求めた。 ＭＧＩの練

習中の心拍数と休息期の回復心拍数の差は、60

秒の休息時間では16拍/ｍｉｎ、100秒では36.7

拍/minであった。ＭＧｎの場合、60秒間の休

息時間では29. 7拍/min、90秒で33. 6拍/

ｍｉｎ、120秒で45.8拍/minの差であった。MG

ｍの場合、40秒、80秒、12秒の休息時間でそ

れぞれ24. 2拍/min、36. 0拍/min45. 3拍/

ｍｉｎの差であった。ゲーム中の運動強度とイン

ターバル休息期の回復レベルから検討してみる

と、60mRpeakの強度まで回復するのに必要

な休息時間は、ＭＧＩが100秒以上、ＭＧｎか

120秒から150秒、ＭＧｍか80秒から120秒で

ある。

　

サッカーのゲーム中には、ローパワー発揮の

有酸素系に加えて、スピード持久性のミドルパ

ワー系発揮能力に優れているＡＴＰ-ＣＰ系を動員

する高強度のプレーか交互に反復して繰広げら

れる。山本14)は、｢間欠的運動においては、

ＡＴＰ-ＣＰ系と有酸素系とか相互の長所を活か

し、また短所を補完しあいながら、高強度の運

動を反復可能にしている。ｊと述べている。ス

ピードのある質の高いプレーを間欠的に発揮す

ることを可能にしているエネルギー供給機構の

特性は、第１に有酸素系機構を利用して、プ

レー中に消耗したＡＴＰ-ＣＰ系のエネルギー物質

をできるだけ素早く回復させることである。第

２にプレー中に消費した酸素を筋中および血中

の貯蔵庫に充足することである。このように2

つのエネルギー供給機構が効率よく補完しあえ

ば、乳酸系を動員することなくＬＴを超える高強

度のプレーを繰り返し継続することか可能であ

る。乳酸系のエネルギー供給機構か中心になっ

て機能してくるのは、プレー中の強度の増大、

時間の延長、休息期の時間の短縮のいずれかか

原因である。これらのことから、サッカー選手

は、乳酸関連疲労を避けて、長時間にわたる高

強度なプレーを、できるだけ短い休息時間で疲

労回復して、反復できる能力を向上させるト

レーニングが必要である。そのプログラムを作

成する際に、①運動強度、②運動時間、③休息

時間の3つの条件をどのように設定するかで、

向上か期待できる能力が変わってくる。一般的

な原則は、エクスプローシブパワー発揮能力の

向上か期待できるトレーニングは、高強度、短

時間、長時間休息で実施し、エアロビックパ

ワー向上のトレーニングは低強度、長時間、短

時間休息で実施している。スピード持久性の向

上を目的としたトレーニングの負荷プログラム

は、高強度、短時間、短時間休息である。池田

4)はこれらの点について、ランニングを用いた

トレーニングプログラムの内容を具体的に提

案、実践している。石毛5)は、全力運動時の乳

酸耐性能力を高めるトレーニングは、徐々に強

度を高めていくインターバルトレーニングが効

果的であり、乳酸除去能力を高めるには、全力

運動時の間に完全な休息を入れたレペシティ

ショントレーニングで、全力運動の時間は30秒

－130－
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から2分間で、休息時間は2分程度を目安におい

て設定するのか効果的であると述べている。さ

らに、乳酸を処理する能力は個人差があるので

プログラム設定は、各個人において設定するの

がよいと述べている。しかし、個人の乳酸処理

やスピードの能力を簡易に計測する方法の開発

や最大努力の運動強度がどのレベルまで回復し

たら次の運動を開始してよいのかについては検

討する課題が多く残っている。本研究の結果

は、ミニゲーム間の休息状態を完全休息にした

インターバル形式のミニゲーム練習なので乳酸

除去能力を高めるためのトレーニングの基礎資

料になると考えている。

　

山本ら14)は開発をしたトレーニングプログラ

ムを用いて、10秒間全力ペダリングを20秒間の

休息をはさんで10セット反復する設定で、週3

回、ﾌ週間行ったところその能力か有意に向上

した報告をしている。また、磯川6)もトレーニ

ングプログラムの設定を変えて実施して同様に

向上した結果を得ている。これらのことを考え

ると、運動強度と運動時間と同様に最適な休息

時間についての検討が必要である。間欠的な能

力向上を期待したトレーニングは、どのような

運動プログラムの設定がよいのか、あるいは、

毎回ごとのミニゲームは高強度の運動強度を維

持しながら、回復期の心拍数をあまり低下させ

ないで、次のミニゲームをする運動設定の方か

よいのか、あるいは、インターバル休息時間を

長くセットして、回復期心拍数を60%HR peak

までしっかり低下させてから、次のゲームをす

る運動様式の方が間欠パワーの維持・向上に効

果的なのか、今後さらに、検討しなければなら

ない課題であると考えられる。

まとめ

　

本研究は、大学生サッカー部員12名を対象に

して、インターバル形式で行われるミニゲーム

（1対1、2対2、3対3）の休息時間について、

心拍数からみた生理学的運動強度からその至適

時間を検討して、科学的トレーニング方法開発

の一資料にすることを目的とした。そして、以

下のような結果が得られた。

　

1）ミニゲーム1対1の相対的運動強度は、イン

ターバル休息時聞か40秒と60秒、60秒と80

秒、および80秒と100秒との間にそれぞれ有意

な差か得られ（p＜0.01）、休息時間か長くな

ると運動強度は有意に低下した。

　

２）ミニゲーム2対2の相対的運動強度は、イン

ターバル休息時間が30秒と60秒、30秒と90秒

との間で有意に高い値が得られた。（p＜

0.001）。また、90秒と150秒、120秒と150秒

との聞で有意に高い値が得られた（p＜

O｡001）。また、90秒と150秒、120秒と150秒

との間に有意に低い値が得られた（p＜0.01、

　

（p＜0.05）。

　

3）ミニゲーム3対3の相対的運動強度は、イン

ターバル休息時間か40秒と120秒、80秒と120

秒との間に有意に低い値か得られた（p＜

0.05）。

　

4）インターバル回数と相対的運動強度の関係

は、ミニゲーム1対1と3対3の場合、1回目と２

回目、２回目と3回目との間に有意に高い値が得

られ（ｐく0.01、p＜0.05）、2対2のミニゲー

ムは1回目と２回目との間に有意な差が得られた

　

（p＜0.01）。

　

5）インターバル休息期の回復レベルが

60%ＨＲ peakの強度まで回復するのに必要な休

息時間は、ミニゲーム1対Iが100秒以上、ミニ

ゲーム2対2が120秒から150秒、ミニゲーム3対

3か80秒から120秒であった。

　

以上のことから、インターバル形式のミニ

ゲームは、ゲーム人数、休息時間、ゲーム時

間、練習内容、ピットの広さなど多種多様な

ゲーム条件が考えられるが、1対1から3対3まで

の標準的なミニゲームにおいては、ローパワー

の向上が期待できる運動強度であった。また、

必要な運動強度を定常状態で確保するには、イ

ンターバル回数が3回以上必要である。生理的

運動強度が最も高く維持できる最適インターバ

ル休息時間は、ミニゲームI対1が40秒から60

秒、ミニゲーム2対2が60秒から120秒、3対3が
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40秒から80秒であることか明らかになった。さ

らに、今後は、乳酸耐性能力や乳酸除去能力の

向上が期待できるトレーニングの運動強度、運

動時間、休息時間の最適条件の組み合わせによ

るプログラム設定を明らかにしていく必要かあ

る。
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はじめに

　

サッカーの正規の試合では、インプレータイ

ムは試合時間の約2/3であり、選手1人につき約

2～3分のプレータイムであるという報告かなさ

れている1)。このことから正規の試合のみでは

技術の獲得を目的とするには明らかに不十分で

あると言える。一方、スキルやアジリティの向

上をねらった練習方法として、7対7、5対5、3

対3など狭いスペースでのミニサッカーか近年

盛んに行われるようになってきた。これまでの

研究において、ミニサッカーは11対11のゲーム

と同程度の運動強度であり、ボールタッチ回数

は極めて多いことなどの特徴を報告してきた

2'3)ｏ

　

そこで今回の報告はミニサッカーの他、ボー

ルキープ練習、フォーメーション練習などサッ

カーのゲーム型練習に着目し、それぞれの練習

ごとの心拍数とボールタッチ回数を測定し、11

対11のゲームと比較することによって、その特

徴を明らかにすることを目的とした。

方

　

法

　

被験者は16歳から18歳の高校生サッカー選手

15名であった。

　

ゲーム型練習はハーフコートで実施した。

ボールキープは5対5、6対6、7対ﾌで5分間、ミ

ニサッカーはゴールキーパーを含めて8対8で10

分間、フォーメーションは6対6で5分間実施し

た。11対11のゲームは正規のピッチで30分

ハーフで実施した。

　

練習中はボールがアウトになると、直ちに替

わりのボールをいれるマルチボール方式で実施

　

した。すべての練習中の心拍数、ボールタッチ

　

回数を測定した。

　　

心拍数の測定にはハートレイトモニター（バ

　

ンテージＸＬポーラエレクトロニクス社製）を

　

用いた。心拍データは胸部につけたトランス

　

ミッターより、時計型レシーバーにメモリーさ

　

れ、インターフェイスを介してパソコンに取り

　

込み、分析を行った。

　　

ボールタッチ回数はＶＴＲの再生画面より集計

　

した。ボールタッチとは、本研究ではあるプ

　

レーヤーにボールがパスされ、そしてそのプ

　

レーヤーから他のフレイヤ一にパスされた一連

　

のプレーをボールタッチ1回と規定した。ゲー

　

ム中の総ボールタッチ回数を集計し、プレー

　

ヤー数で除し、ボールタッチ回数とした。ゲー

　

ム時間か練習によって異なっているため、5分

　

間の総ボールタッチ回数に換算し、I人当たり

　

のボールタッチ回数として算出し、分析を行っ

　

た。

　　　

表1ポジション､年齢､身体的特徴

被験者ポジション

　

年齢

　　

身長

　　

体重

　

安静時心拍数

　　　　　　　　　

才

　　　

c m　　　ｋ　　　　拍／分
AR

FM

GB

HK

HR

I S

KG

KW

MT

MS

N J

NM

NG

NS
ow

TG

YM

D F

MF

MF

MF

D F

D F

MF

D F

FW

FW

D F

D F

MF

MF

MF

FW

MF

7
8
7
6
6
7
8
7
7
7
8
6
7
7
6
8
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

0
9
0
7
6
2
0
8
5
4
2
6
4
6
1
9
2

7
6
7
7
6
7
7
6
7
7
7
7
6
6
7
6
8

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

0
2
5
2
0
5
6
0
0
3
0
8
5
4
5
2
0

6
7
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
5
5
5
6
7

0
4
7
0
9
6
5
0
0
7
0
０
4
6
7
8
8

6
5
5
6
4
5
5
6
6
5
6
6
5
5
4
5
4

平均

　　　　　　　　　　　　

171.2

　　

61.6

　　　

55.9
SD 4.S2 5.33 4.37

1)東京電機大学

　

2)立教大学

　

３)大東文化大学
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サッカーのゲーム型練習の運動強度とボールタッチ回数

　

表1に被験者の身体的特徴を示した。

図1～4に被験者ＡＲの心拍数変動を示した。こ

れによると、練習開始後166拍/分～17豺白/分

程度まで上昇し、練習中は130拍/分～200拍/

分の聞で推移していることか示されている。

鼎

　

2
5

200

150

100

50

HR

250

200

150

100

50

HR

　

250

200

図Ｉ

　

ＡＲの練習試合の心拍数変動（30分ハーフ）

図２ ＡＲの8vs8ミニサッカーの心拍数変動

I｡ゲーム型練習の心拍数

　

表2、図5に11対11のゲームとゲーム型練習

の平均心拍数を示した。練習ごとの平均心拍数

は11対11が175. 1±1 1. 23拍/分、8対8ミニ

サッカーが170.7土ﾌ｡03拍/分、7対フキープか

176. 7±8. 37拍/分、6対6キープが176. 7土

150

100

50

図３ ＡＲのボールキープの心拍数変動

図４ ＡＲの6vs6フオーメイションの心拍数変動

8｡39拍/分、5対5キープか179.6±8. 20拍/

分、6対6フォーメーションか169.4±7.64拍/

分であった。7対7、6対6、5対5のボールキー

プ型練習は平均心拍数か高く、8対8のミニサッ

カー、6対6フォーメーションについては平均心

拍数は低くなる傾向を示したか、ゲーム型練習

と11対IIのゲームとの間には有意な差は認めら

れなかった。
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図5 11対11の試合とゲーム型練習の心拍数

　　　

表２

　

各被験者の練習ごとの心拍数

　　　　　　　

ミニサッ

　　　　　　　　　　　　　

フォーメ

被験者練習試合力－

　　　　

ポールキープ

　　

イション

　　　

Iivsii

　

8 V s 8 5 V s 5 6 V s 6 7 V s 7　6 V s 6

6対6ﾌt-ﾒｰｼｮﾝ

2｡ゲーム型練習のボールタッチ回数

　

図6に選手1人当たりのボールタッチ回数を示

した。ボールタッチ回数は11対11か3.3回、８

対8ミニサッカーが5.3回、7対フキープが6.6

回、6対6キープかフ｡3回、5対5キープが8.8

回、6対6フォーメーションが6.5回であった。

ゲーム型練習は11対11のゲームの約2～3倍の

ボールタッチ回数であった。

AR
FM
GB
HK
HR
I S
KG
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0
3
7
0
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0
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3
3
3
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6
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3

7
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7
6
6

　

6
8
7
7
6
6

　

7
6
7

1
1
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1
1
1

　

1
1
1
1
1
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1
1
1
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9
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4
1
3
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9
1

　

9
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4

7
9
5
7
5
8
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7
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6
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7
8
6
6
7

1
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１
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8
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7
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7
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1
1
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1
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1
1
1
1
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1
1
1
1
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7
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1
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図6 11対11の試合とゲーム型練習の5分間

　　　　　

1人当たりのボールタッチ回数

　

ゲーム中の心拍数を調べた結果では、小学生

で167拍/分3)、中学生で170拍/分2)、女子大学

生で175拍/分4)、成年男子および大学生男子に

ついては150～180拍/分5)など、ほぼ170拍前

後であることか示されている。本研究における

高校生のゲーム中の心拍数は175. 1拍/分であ

り、小学生、中学生より高い値となった。最高

心拍数については年齢とともに低くなっていく

ことが知られているか、サッカーのゲームの場

合には技術レベルや戦術レベルか上がるにつれ

て、高い運動強度を持続してプレーすることか

要求されると推測される。

　

狭いスペースでのゲーム中の心拍数では、サ

ロンフットボールで172拍/分6)、8対8 (70×

65m)のゲームで176. 1拍/分5)、3対3、4対

4、5対5、6対6、7対7 (40×33m)のミニサッ

カーでそれぞれ170. 6、177. 5、175. 2、

169.4、168.2拍/分であることか示されてい

る2)。本研究における結果は8対8のミニサッ

カーが170. 7拍/分、ボールキープか176.6～

176.8拍/分、フォーメーションか169.4拍/分

であり、サロンフットボールやミニサッカーと

ほぼ同じレベルであった。

　

ゲーム中のボールタッチ回数を調べた結果で

は、中学生サッカー選手を対象にし、33×40m

のピッチでのミニサッカーと11対11のゲームと

比較している。その中の報告では3対3が16回、

4対4か12.5回、5対5か9回、6対6か8.1回、７

対7がﾌ｡ﾌ回であり、11対11のボールタッチ回

数3.3回の約2～5倍に達することか示されてい

る2)。本研究における高校生サッカー選手の

ボールタッチ回数は、11対11のゲームでは、

3.3回であり同じタッチ回数で示した。ボール

キープ、フォーメーション、ミニサッカーにお

けるボールタッチ回数は、33×40mのピッチよ

り広いハーフコートで行っているためにボール

タッチ回数は少なくなっている。しかし、11対

11のゲームに比ベハーフコートで行ったゲーム
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型練習でも約2～3倍のボールタッチ回数を示し

ている。

　

このように狭いスペースを用いたミニサッ

カーやボールキープなどゲーム型練習では、11

対11のゲームに近い運動強度を確保したうえ

で、ボールタッチ回数か極めて多いという特微

か見られた。これらのことからスキルやアジリ

ティの向上をねらった練習には、狭いスペース

でのゲーム型練習が有効であることが示唆され

た。

まとめ

　

本研究ではサッカーのゲーム型練習と11対11

のゲーム中の心拍数とボールタッチ回数を測定

し、比較検討することによって、その特徴を明

らかにすることを目的とした。

　

その結果、心拍数から見た運動強度ではハー

フコートで行ったゲーム型練習は、11対11の

ゲームと有意な差は認められず、11対11のゲー

ムと同程度の運動強度であると考えられる。ま

た、ボールタッチ回数ではゲーム型練習は11対

11のゲームの約2～3ｲ音であることか明らかに

なった。

　

以上のことからミニサッカー、ボールキー

プ、フォーメーションのゲーム型練習は、技

術、戦術面での練習効果は11対11のゲームに比

べて効率か良いばかりでなく、サッカー競技の

特性に応じた身体トレーニングとしての効果も

期待できることが示唆された。
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はじめに

　

クラブ活動を中心としたサッカー選手の練習

やトレーニングは、限られた時間の中で技術や

体力を効率よく高めていくことが重要である。

特に成長過程にある選手については競技レベル

や体格、体力の個人差が大きいために、コーチ

ングにおいては練習の強度や時間を設定するこ

とに留意する必要がある2,8)。実際の指導の場面

において、練習の負荷強度を設定するひとつの

方法として心拍数を用いることが頻繁に行われ

るようになってきた。サッカーの基本的な練習

の心拍変動l)や、ゲームやミニゲームにおける

心拍数に関する報告も数多くみられ3.4.5,6)、人

数や広さの違いによる心拍数の変化、あるいは

ボールタッチの頻度など様々な角度から検討さ

れている2)。このように簡便な方法で心拍数を

確認することが出来るようになってから、･心拍

数を用いたトレーニングの用途が拡がってきた

が、実際の練習にどの様に応用するかについて

は、具体的な資料か少ないのか現状である。そ

こで本研究では現在中学、高校などのサッカー

部の練習として一般的に行われている練習種目

についての心拍変動を調べ、負荷強度を分類す

ることで、練習計画の作成時の資料提供を目的

とした。

水
塚

掛
中

た。被験者の胸部に電極ベルトを装着し、胸部

誘導により心拍数をウォッチに記憶した。5秒

ごとに記憶されたデータは専用のインターフェ

イスを介してコンピュータに人力した。測定し

た練習内容は以下の通りであった。なお測定は

３日間の練習について行い、練習時間はそれぞ

れ2時間程度であった。

1.ボールを使った練習（キック、パス、ドリブ

　

ル、シュート）

　

ドリブル、リフティング、クッションコント

　

ロール、ジャンプヘッド&サイドキック、ロ

　

ングキック、シュート＆ロングキック、壁パ

　

スシュート、クロスシュート

2.ボールを使った練習（グループ練習）

　

移動パス、サイドの突破練習、2対1シュート、

　

3対1パス、5対5突破練習

3.ボールを使わない練習（ランニング系）

　

コーンタッチ&ジャンプ&スライディング、

　

300II1ランニング

4.ボールを使わない練習（ステップ系）

　

ステップトレーニング、馬跳び

結果と考察

　

被験者はサッカーを専門とする教員が指導す

る東京のＴ高校サッカー部に所属する27名の男

子部員であった。各練習の心拍測定にはバン

テージＸＬ（ポーラーエレクトロ社製）を用い

1)立教大学

　

2)東京電機大学

　

3)大束文化大学

　

4)筑波大附属高校
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被験者にハートレイトモニターを装着し、練

習開始から終了（1時間30分～2時間）までの3

日間のクラブ活動における練習を内容別に集計

し、平均心拍数を表1～表3に示した。また、あ

る1人の選手の経時的な心拍変動とそれぞれの

練習内容の心拍レベルの割合を図1～図3に示し

た。

1.ボールを使った基本的な技術練習の心拍数

は、ドリブリレ(148. 1土12. 34、154. 2土

研究方法
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表１．練習内容の平均心拍数（その1）
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表２．練習内容の平均心拍数（その2）

ｲｶｲﾄ'ｷｉ コーンス

拍数では、緩走ドリブル（90.0±6.1拍/分）、

急走ドリブル(135.0±27.0拍/分）、リフティ

で選手を飽きさせない練習が組み立てられるの

ではないかと思われる。

　

これらの基本技術のゲームにおける使用頻度

は高校総体のデータ2）で5分間あたりキック

1.97回、トラップ0.79回、ドリブル0.53回と

あまり大きな値ではないことかわかる。しか

し、得点をあげるためにはこれらの技術が連続

して正確に行われなければならず、ある程度の

運動強度（ゲームと同様な心拍数）のなかでで

きないとゲームに活かされない。田嶋7）が日本

はイタリアやドイツと比較して低い心拍強度の

中で練習を行っている場面か多いことを指摘し

11.88拍/分)、リフティング(146.8±13.76

拍/分)、クッションコントロール(152. 1±

11.78拍/分)、ウェッジコントロール(156.5

±15. 85f白／分)、ロングキック(141.　1±

12.88拍/分)であった。また、これらの練習の

方法も単に正確性を要求するのではなく、目標

を持たせ、動きを止めずに行うことで被験者は

意欲的に練習に取り組んでいた。心拍数は指導

者の指示で選手がどのように動くかによって変

わってくる。有沢1)が報告した基本練習中の心

－140－
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表３．練習内容の平均心拍数（その3）
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図１．練習時の心拍数の経時的変化および心拍数

　　　

レベルの割合（その1）
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沼渾，掛水，大橋，中塚

ているように、基本的な技術練習を低い心拍数

で長い時間かけて行うことはあまり有効ではな

いと思われる。

2.ボールを使ったグループ練習

　

ボールを使った練習のうちパスからのシュー

トやフォーメーションなどのグループ練習の心

拍数は動きが速く、時間的にも長くなることか

ら平均心拍数か高くなっている（表1～表3）。

例えば、3対1ダイレクトパス(174.6±10.36

拍/分）、移動パスと1対1 (167.3±13. 19拍/

分）、5対5 (3 + 2ウィング)(159.4±12.00

拍/分）、6対6フォーメーション（170.1±

11. 38拍/分）などで、同じ被験者のなかで

行った、3対3からﾌ対ﾌ（3対3 : 173.7士ﾌ｡63

拍/分、4対4:176. 7±8. 38拍/分、5対5:

1ﾌﾌ｡1±6.46拍/分、6対6 : 175. 9±6.57拍/

分、ﾌ対ﾌ:173. 3±8.53拍/分）までのミニ

ゲームとあまりかわらない心拍数を示した。ま

た、30分ハーフの11対11のゲームにおける平

均心拍数は前半が176.4±9.87拍/分、後半か

177.7±9.07拍/分であった。

　

サッカーの試合中の心拍数はチームの戦術、

ポジション、試合内容、環境等によって変わっ

てくるか、これまでの報告1.2.3,4, 5)をまとめる

と、大学生を含む成人男子150～190拍/分、中

学生で110～150拍/分、小学生では160～1ﾌ0

拍/分となっている。本研究における被験者は

高校生であるかゲーム前半か176.4±9.87拍/

分、後半か177.7±9.07拍､分であった。サッ

カーの試合かこの程度の心拍数レベルの中でプ

レーを行うことを考えれば、練習においても同

程度の運動強度を確保することは重要であろ

う。この点では測定時の練習のうち、ボールを

使ったグループ練習では目的どうりの練習か出

来ていたことがわかる。

3.ボールを使わない練習

　

サッカー選手はボールをコントロールする技

術を身につけていることが重要であることはも

ちろんだが、90分間のゲームをプレーするには

体力的な基盤かなければならない。特に中学、

高校の少年期では持久性の改善か期待される時

期でもある。この最大酸素摂取量の増加と心拍

数の関係については140～150拍/分（70～

75%ＨＲｍａｘ）を負荷強度の下限にするというこ

とや、%HRmaｘか高いほど最大酸素摂取量か改善

されるということがいわれている≒持久性の

向上を目的とするならばボールを使った練習は

140～150拍/分を超えており、有効な練習にな

ると思われる。戸苅ら8）もゲーム形式のトレー

ニングで平均180拍/分に保持できればスタミナ

改善のトレーニングになるとしている。

　

しかし

ながら、サッカーのプレーは持久性だけではな

く、相手を抜いたり、速い動きでパスをもらっ

たり、威力のあるシュートを打つというときに

はスピードやパワーか必要となる。そのために

は短い時間で心拍数を最大限に上げるような、

無酸素性のトレーニングか必要となる。そのよ

うなトレーニングを効率よく行うには、ボール

を使わない練習も取り入れることか望ましいと

思われる。本研究におけるボールを使わない練

習の平均心拍数はステップトレーニング

　

(148. 8±11.7豺白/分）、馬跳び(156. 6±

9.60拍/分）であり、ウォーミングアップとし

て取り入れられた。また、追込み練習として

行った、コーンタッチ&ジャンプ&スライディン

グと300m走の平均心拍数はそれぞれ148.6土

10. 05、163.0士11.65、167.8±10. 25拍/

分、1本目(166. 41625.44拍/分）、2本目

　

(172.0±6.88拍/分）3本目(172.7±8. 13

拍/分）であった。

　

このような練習は頻度やセット数、あるいは

インターバルの設定か非常に難しい。また身体

的にきつく感じられるため、ボールがないとい

う目的意識が弱まりもあって意欲的に練習に臨

めないことなどから、今回の練習に関しては他

の練習と比較しても高い心拍数が出現し、追い

込んだ練習になっていたか、ステップトレーニ

ングと300m走についてはもう少し心拍数レベ

ルが上からないと、神経系や乳酸系の改善ト

レーニングにはなっていないのではないかと思

われた。
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まとめ

心拍数からみたサッカーの練習形態の分類

　

本研究は現在中学、高校などのサッカー部の

練習として行われている練習種目について、そ

れぞれの特徴を心拍変動等から分類すること

で、練習計画の作成時の資料提供を目的とし

た。

　

被験者はサッカーを専門とする教員か指導す

る東京のT高校サッカー部に所属する27名の男

子部員であった。様々な練習をハートレイトモ

ニターを使用して測定した。

　

以上のことより次のような結果か得られた。

I.本研究における基本的な技術練習の心拍数は

先行文献と比較して高く、選手への指示や、方

法で心拍数か変わってくることがわかった。

2.本研究におけるボールを使ったグループ練習

はミニゲームや模擬ゲームと比べ比較的近い値

を示した。

3.本研究におけるボールを使わない練習は最高

心拍数に近い値が高い割合で出現しており運動

強度の高い追い込んだ練習になっていた。

4.技術と体力を総合的に向上させるためには

様々な練習形態を取り入れ、選手に目的意識を

持たせながら強度、頻度、回復時間などを考慮

して練習計画を検討する必要がある。また、そ

のために心拍数の計測か有効な手段となる。
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全日本少年サッカー大会における生体負担度に関する実態調査
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夏期大会は高温高湿の厳しい環境下で連日試

合が行われているが、発育期の途中にある選手

達にとって生体負担度はかなりのものであると

思われる。筆者等は全日本中学校サッカー大会

において環境条件と選手の体重減少、発汗量、

水分摂取量、および1試合の移動距離との関係

を検討したところ、ＷＢＧＴが高いと有効発汗量

が減少して体温上昇は顕著となり、また、水分

補給率の低い選手ほど体温上昇度が大きく、特

に、ウォーミングアップ時の水分摂取か十分で

ないとパフォーマンスの低下かみられたことを

報告したl)。従来、運動中の筋グリコーゲンの

低下や体液バランスの低下かパフォーマンスの

低下を誘発するといわれている。従って、試合

前や試合中の栄養、および水分補給が、レベル

の高いパフォーマンスを維持させるのに重要で

あるＪ)。そこで本研究では、体力的に劣る小学

生を対象として暑熱環境下で開催されている全

日本少年サッカー大会において、ＷＢＧＴを指標

とした環境条件と選手達の生体負担度について

調査することを目的とした。
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全日本少年サッカー大会における生体負担度に関する実態調査

に勝ち進んだチームのＤＦ、MF、ＦＷ各1名の

計24名である。なお、準々決勝、準決勝は同一

日に行われた。

　

環境条件は環境温に加えて、轜射熱、および

湿度を考慮したＷＢＧＴを指標とした。WBGT

はリアルタイムに表示することかできる装置

ＷＢＧＴ（京都電子工業）を用いて測定した。試

合における生体負担度の指標として、試合前後

の体重差、水分摂取量、発汗量、体温上昇度

　

（鼓膜温）、および移動距離を測定した。移動

距離はグランドを縮小した用紙の上に5分ごと

にそれぞれの選手か動いた軌跡を記録して、キ

ルビメーターによって5分間の移動距離を求め

た。試合前の体重や体温はウォーミングアップ

直後に測定した。

結果一考察

1.環境条件

　

ＷＢＧＴを指標とした環境条件は、「熱中症予

防ガイドブック」（日本体育協会発行）による

と、準々決勝4試合と準決勝2試合の合計6試合

のうち5試合は、激しい運動は中止とする「厳

重警戒」に相当するものであった（図1）。従っ

て、この環境下でサッカーの試合をすることは

パフォーマンスを十分に発揮できないばかりで

はなく、熱中症発症の危険性か高いことか示唆

された。

→― WBGT
→一乾球Ｚ度

　　　　　　

8/2/1996
→- 相対湿度

9 10 11 12

　　　

TIME(h｢｣

2｡水分摂取

　

水分摂取に関しては、試合中の水分摂取を

行ったものは24名中わずか1名であった。これ

は少年の試合では、試合中に水分摂取をするこ

とはほとんど不可能であることを示すものであ

る。このことからウォーミングアップ時、およ

びハーフタイム時において積極的な水分摂取か

必要であると思われる（図2）。中学生と比較す

ると水分摂取量か少なかったか、これはグラン

ドが狭いことと、試合時聞か短いために1試合

における移動距離か少なく、しかも身体か小さ

い（全中大会の平均体重56.1kg、少年大会の

平均体重37.4kg)ことなどから、体温上昇を抑

えるための必要水分量か少なかったためと推察

される。
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図２試合中の水分摂取量

3. WBGTと体温上昇度、発汗量

　

ＷＢＧＴが高い試合の方か体温上昇度か大きい

傾向であったが、有意な差ではなかった（図

３）。また発汗量については、1試合で平均639

m£であった。また、ＷＢＧＴが上昇しても発汗

量の増加はみられなかったが、中には1試合で

1£以上の発汗量を示した選手もみられた（図

4）。これは体重の約3%の水分か失われたことに

なるが、この脱水レベルになると、運動能力が
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脅會は「運動中止」、

゛は「厳１輦戒」とされている環境条件

図１試合中の乾球温度および相対湿度
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長谷川，磯川，丸山，戸苅

低下すると同時に、体温調節能力も損なわれる

ため、極めて危険な状態である。全中大会では

ＷＢＧＴの上昇とともに体温も上昇し、発汗量も

増大するという有意な相関関係がみられたか、

少年大会では運動量か少なかったなどのため、

これらの間に有意な相関関係はみられなかっ

た。
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図３ＷＢＧＴと試合中の体温上昇度との関係
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図４ＷＢＧＴと試合中の発汗量との関係

4.水分摂取量と移動距離

　

水分摂取はほとんどがハーフタイム時に行わ

れているか、水分摂取と試合中のパフォーマン

スの指標としてみた移動距離には、有意な相関

関係はみられなかった（図5）。優勝したチーム

の3名の選手においては、移動距離か1試合で
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4000mを超す選手もいたか、水分摂取量は特に

多くはなく、これらの選手たちは暑さに強く、

体力的にも優れている選手であったと思われ

る。それ以外の選手の移動距離は1試合平均

2800～3800mであった、全中大会では水分補

給率（発汗量に対する水分摂取量の割合）が高

いと移動距離が多く、特に試合前のウォーミン

グアップ時の水分摂取が多いと移動距離も多い

という関係がみられた呪従って、今回は

ウォーミングアップ時における水分摂取量の測

定はしていないが、移動距離か多い選手は

ウォーミングアップ時において、積極的に水分

を摂取していたのではないかということが推測

される。
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図５試合中の水分摂取量と移動距離の関係

まとめ

(9)

　

中学生大会に引き続き、暑熱環境下で行われ

ている大会における選手たちの生体負担度につ

いて調査したが、これらの大会は、いずれも厳

しい環境条件のもとで開催されており、体温上

昇、発汗量などの生体負担度からみても、熱中

症を引き起こす危険性を持っていることがわ

かった。従って、将来、日本を代表する選手を

育成する大会としては環境的にも生理学的にも

相応しい大会であるとは言い難い。今後、下記

に開催される育成期の全国大会は環境条件を優
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全日本少年サッカー大会における生体負担度に関する実態調査

先し、さらに、選手交代、試合中の水分摂取な

どについて競技規則の一部変更も含めた大会開

催の検討が必要であると思われる。
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緒

　

言

　　　　

1994 ・ワールドカップサッカー

　　　

アメリカ大会におけるシステムと戦術

－チーム全体での地域毎のプレー頻度からの検討－

　

中

　

西

　

幾

　

生1）山

　

中

　

邦

　

夫2）飯

　

田

　

義

　

明3）

(3-4-3システム）の計フチームである。

　

サッカーか始まってから現在に至るまで、

チームの採用するシステムには様々な変遷が

あった。ここでいうシステムには戦術的な意図

か含まれており、構成する主な要素には、

フィールドポジション、選手の動き方（役

割）、地域（エリア）などが挙げられる。例え

ば現代サッカーのシステムにおいては、各ポジ

ションの選手には明確な役割を与えられてお

り、個々の選手のフィールドポジションもある

程度固定されたものになってきている。ところ

かシステムにおけるチームの戦術は大まかに同

じであっても、チーム内での役割（選手個人の

戦術）の与え方はチームによりそれぞれ異なる

ことも多い。このことを明らかにするために、

地域という視点から着目してみたい。サッカー

における究極的な目標は「ゴールを奪い」

　

「ゴールを守る」ことであり、その過程である

地域毎のプレー頻度、およびチーム毎の相違点

を明確にすることを目的とし、フィールドを

様々に分割し、各地域毎にチーム全体でのプ

レー頻度を算出する手法を用い、現代サッカー

に代表的なシステムではどのような傾向を示し

ていたかを比較・検討した。

研究対象

1994年に行われたワールドカップアメリカ大会

の20試合を対象とした。対象チームは、ブラジ

ル、イタリア、スウェーデン（以上4-4-2シス

テム）、スペイン、ルーマニア（以上3-6-1シ

ステム）、ドイツ(3-5-2システム）、オランダ

データ処理

　

各選手のプレー回数をフィールドを36分割し

た地域毎に求め、その値からチーム全選手の合

計を出した。そして、この地域毎のプレー回数

をもとに全地域におけるそれぞれの地域でのプ

レー頻度を算出した。この値は便宜的に103を

掛けた値で示した。

フィールド区分は図1に示した通りであるが、

本研究においては、Ａ十Ｂの地域をDefending

Third、Ｃ十Ｄの地域をMiddle Third、Ｅ十Ｆ

の地域をAttacking Third、1＋2の地域をLeft

Zone、3＋4の地域をCenter Zone、5＋6の地

域をRight Zone、Defending ThirdとLeft

Zoneか重なっているA1、A2、B1、B2の4地

域をDefending Left（Ｄ-Ｌ）などと呼ぶこと

とした。
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結果および考察

1994 ・ワールドカップサッカーアメリカ大会におけるシステムと戦術

Distrivusionofplays for Leonaldo

the 1992 Asian Cup for soccer.

　

本研究では、異システム間の比較と同システ

ム間の比較を試みたか、その中で違いが現れた

部分を以下に挙げていく。表4、5、6はそれぞ

れの地域でのプレー頻度を示したものである。

1）異システム間

　　　　　　　　　　　　　　　　

80
異システム間の比較では、ブラジル（4-4-2シ

ステム）、スペイン（3-6-lシステム）、オラ

　

60

ンダ(3-4-3システム）を対象にした。検定結

　

40

果は表1に示した通りであり、図2、3はブラジ

ルとオランダのチーム全体のプレー頻度をグラ

　

20

フに表したものである。

　　　　　　　　　　　　

０

表１異システム間でのチーム全体のプレー頻度

　　

の検定結果
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図３オランダのチーム全体でのプレー頻度

　

3-4-3システムを採用していたオランダは、

Left Zone、Center Zone、Right Zoneのそれ

ぞれの地域での比較では、Left Zoneでは統計

的に有意な差は見られなかったものの、Right

Zoneではブラジル、スペインの両チームに対し

て５％水準で高い値を示した。さらに細かく

フィールドを縦に6分割して比較をすると、図

４を見てもわかる通り、サイド地域でのプレー
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頻度が非常に高いことかわかる。これらの結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は、オランダかサイドの地域に多くの選手（両

Distrivusionofplays for Leonaldo

the 1992 Asian Cup lor soccer.
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図２ブラジルのチーム全体でのプレー頻度

サイドバック、両サイドハーフ、両ウィング）

を配置する3-4-3システムを採用していたのに

対し、ブラジル（両センターバック、両ボラン

チ、両センターフォワード）、スペイン（リペ

ロ、両ストッパー、ボランチ、オフェンシブ

ハーフ、センターフォワード）は、中央に多く

の選手を配置する4-4-2システム、3 6-1シス

テムを採用した結果であると考えられる。

2）同システム間

次に同システム間の比較であるか、ここでは4-

4-2システムのブラジル、イタリア、スウェー

デン、3-6-I（3-5-2）システムのスペイン、

ルーマニア、ドイツを紹介する。表2、3は検定

結果を示したものである。

4-4-2システムを採用しているチーム間での比

較において、注目すべきはスウェーデンであ
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１５０

１００
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中西，山中．飯田

る。図5を見てもわかるように、スウェーデン

はCenter Zoneにおいて、ブラジル、イタリア

と比較してＩ％水準で高い値を示し、Right

Zoneではブラジルとは5％水準、イタリアとは

1％水準で低い値を示している。ブラジル、イ

タリア、スウェーデンとも、最終ラインはライ

ンディフェンス、中盤はダブルボランチ、そし

て2トップという形をとっているにも関わら

表２同システム間(4-4-2)でのチーム全体のプレー

　　

頻度の検定結果

∧十三丁４'７y 11.ﾀﾞﾚ･ダニヤ2とﾌﾟ'-

‾二

,

j‾〉‾･万'白白I '゛ レl'‾‾

いい

二'･ぎ三十万一一二月白T]

　

i佑助I ZillK　　　ノ＊　　　　ノ＊＊　　ぶな:.^.ご……
ず、このような結果を生んだ理由は、スウェー

デンのダブルボランチおよびセンターフォワー

ドが、ブラジル、イタリアに比べ、非常に明確

に左右の役割分担を行っていたためであると考

えられる13）。

3-6-1 (3-5-2)システムを採用しているチー

ム間での比較において、表3か示しているよう

に、ルーマニアはスペイン、ドイツに比べ、

Defending Thirdでの値は高く、Attacking

Thirdでの値は低かった。この大会のルーマニ

アは準々決勝まで勝ち上がったにも関わらず、

これほど自陣での値が高く、相手ゴール前での

値が低かった理由として、この大会でのルーマ

ニアがカウンターを主体とした戦い方を徹底し

ていたためであると考えられる。
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図４異システム間でのプレー頻度の比較

　　

一縦6分割
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表４チーム全体でのプレー頻度－9分割

　　　　　　　

I

　

D-L

　　　　

D-C

　　　

D-R

　　　　

A4-£

　　　

M-C

　　　

jｗ一尺

　　　　

Ａ４

　

ブラジル

　　　　

63

　　

1

　　

80 50　　　　183 I　　269　　1　　158　　　　55 72　　　　71

　

スペイン

　　　　

86

　　　　

102

　　　　

60

　　　　

161

　　

1

　　

241

　　

1

　　

139 81　　　　55　　　　76

　

オランダ

　　　　

フフ

　　　　

90

　　　　

66

　　　　

・
170　　　　221　　　　188　　　　58　　　　45　　マ

　

イタリア

　　　　

80

　　

1 102　　　　63　　　　14ﾌ1　　265　　1　　137　　　　78　　　　64　　　　63

　

ヌウヱー尹ン

　　　

87

　　　　

99

　　　　

81

　　　　

160 :　165　　1　　179　　　　79　　i　　71　　　　80

　

ルーマニア

　　　

92

　　　　

124

　　　　

88

　　　　

162

　　　　

204

　　　　

140

　　　　

70

　　　　

47

　　　　

72

　

千

　　

70

　　　　

94

　　　　

82

　　　　

165

　　　　

214

　　　　

125

　　　　

87

　　　　

66

　　　　

97

表５チーム全体でのプレー頻度－36分割

ぐプレー頻度×10=　)

　　

レ。A3

A4 A5 A6 Bl ∂2 B3 S4 ∂ｊ Ｓ６ Ｃ７ Ｃ２ C3 C4 C5･･Ｃｆｉ　＼Ｄ】Ｄ２Ｄ３ D4 D5 :些__旦＿侭旦・Ei E5 as F/ K?F3 F4 F! F6

I
j-ft

ブラジル

　

47 47 67 94・4.3 3､1 20 34 36 28 28 15 43 50 80 69 54・36 43 47 61 59・37 32 18 24 40 21 21 26 87 43 39.6､7 7.5 17 1000

スペイン

　

94 10， 14 21 8.9 6､8 30 36 35 ■32 26 18 26 ■48 71 64 37 22 46 40 50 57 ■42 38 24 29 19 21 26 22 15 13 6.8 7.8 8.3 19 1000

オランダ

　

63 5.3 14 : 10 8.2 1.9 28 37 37 30 33 22 41 38 56 66 50 ; 42 54 36 48 51 47・49 2j l4 15 15 28 29 12 6.8 8.7 6.8 10 17 1000

イタリア

　　

13 16、13 ■:14 8.8・8.3 16・35 34 41 26 20 34:38 64「85 -■43」31 4o 36 63:52 . 33 1 30 24 27 31 19 20 21 16 11 7.3 7.3 10 12 1000

スクェー尹ン72 11 16:8.2: 11 8.2 M・35 32 42 ' 38 24 40二2 ･ 48 42 ; 34 ■44 41 ■36 32 43 54 47 24 28 ' 27・26, 25 36 15 12:8.7 ! 10 lト8.7 lOOO

ルーマニア

　

47 12‘22 ■22 ■12 10 32 44 42 39 42 24 42 ■44 60 56 ■35 35 38‘37 42 45 37 1 34 24 20 13｀21 29 28 19 76 5.8 6.4 5､8 10 10（略

言

　

_･

　　

才

み‘･iy

　　

58 n ' 14 ' 15 15 11 18 35 27 38 37 19 33 44 57 54 1 38 28 30 59 48 55 , 30 30 24 31 26 23 ■■33 28 17 15 1!
'6.4■14 1 22 lOOO

表６チーム全体でのプレー頻度一縦・横6分割

ぐグレー頻度×10り

　　

＿

　　

I D.T. ＼M.T　A. T　£. Z ' C.Z　尺.Ｚ.　Å　；　－　　Ｃ　　Ｄ　　£　　Ｆ　　ｊ　：　２　　Ｊ　　４　　ｊ　　６

ブラジル

　　

193 1 610 1　197　301 : 421 ； 279　　33　:　160: 330 : 279 :　149 1　48　　137 1　164 . 227 1 194 E 151； 128

スペイン

　　

248 : 541 ； 211　327 ・ 398　275　　70　:　】78 ’268　273 :　141 1　70　　151 1　176 1　196 : 202 ・　149・ 126

オランダ

　　

233 1 579　188　305 ・ 357　338　　45　:　t88 1 294 : 285 :　127 :　61　　168 1　137　178 ・　179:　176 ■-.162

イタソア

　　

245 1 550　205　304 J 432　264　　73　:　172　295 1 254 :　142 1　63　　143 F　162　213 1 219 1　141: 123

ヌウ.こ－ｆン

　

266 1 503　230　32j i 335 ’ 339　　62　: 204 1 250 1 253 ・　165:　66　　162 1　164　164 ；　171　172 : 16名

ルーマニア

　　

305 1 506‘　189　324 1 375 ・ 301　　82　: 223 j 273 1 233 ・ 135 :　54　　161 1 163 ；　1861　190:　161 1 140

ドイツ

　　　

246 I 505:250　322 1 374 ， 304　　71　　174 1 253 1 251 l　164 86　　127　195　183　191　166 138

結

　

論

　

サッカーという相手のゴールを奪い、味方の

ゴールを守るという競技の特性上、極端に地域

毎のプレー頻度に違いか現れるということはな

かったものの、チームによっては、オランダの

ように3-4-3システムの特徴か、スウェーデン

のようにチーム内での役割分担か、ルーマニア

のようにチームとしての戦い方の特徴などが、

チーム全体の地域毎のプレー頻度に現れること

が確認された。
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1996アトランタオリンピックサッカーにおける

　

男子日本代表チームのプレーパターンの分析

　　　

金

　

子

　

保

　

敏1）山

　

中

　

邦

　

夫2）

　

近年、コンピュータを使用したゲーム分析は

山中ら3’4j）によって、さらに競技場での即時的

な分析を可能とするものとして河合、大橋ら1）

の研究が報告されている。

　

監督やコーチに最も必要とされる資質には、

ゲームの進行中、或いはハーフタイムでの指示

のように「ゲーム分析の緊急性」が求められる

のは当然である。しかし、チームをつくってい

く段階や次のゲームまでに時間がある場合に、

コンピュータを使用することは、データを積み

上げること、ゲーム後の選手のパフォーマンス

やできばえを数量的に表し、チームの戦い方の

傾向や課題、監督の判断などに客観性を持たせ

ることに大変便利であり、これらの研究は今後

増々発展していくものと考える。

　

そこで本研究では、コンピュータの記述分析

システムを使用して、28年ぶりに出場したアト

ランタオリンピック男子日本代表チームのプ

レーパターンをPass End OF Possessionな

どのプレーの類数、及び選手個々のプレーした

地域を中心に分析を行ったので報告する。

方

　

法

ｎ一Ｉ．

　

日本

　

日本

　

日本

対象ゲーム

I（O－O）0

0（O－O）3

3（1－1）2

Hughesらが発展させたコンピュータの記述分

析システムを使用した。これはゲームのＶＴＲを

再生しながら、コンピュータのディスプレイに

写し出されたコンセプトキーボード｢競技場の

縮図｣に、どこで(Place)、だれが(Player)、

いつ(Ｔｉｍｅ)、何を行ったのか(Action)をマウ

スをクリックしながら順次入力するものであ

る。

II－Ⅲ｡データの出力と処理

　

ゲーム中のプレーのすべてを人力することに

よって、各チーム及び選手個々のプレーの頻数

(Keeper Play.Foul.Header.Dribble.Run.

Clear. Pass. Shot. Cross. Free Kick.Corner

Kick.Lost Control.Throw In.End Of Posses-

sion)またはボール移動トレースを出力するこ

とができる。

　

得られた数値はX2検定により、統計的な処理

を行った。特にプレーの頻数が圧倒的に多い

Passと、攻守の入れ替わった頻数を示すEnd of

Possession、選手個々のプレーの頻数とその地

域については、攻撃方向に6分割（Ａ→Ｆ）、サ

イド方向に3分割(Left、Center、Right)した

フィールドに表し、各ゲームのプレーパターン

を客観化した。

結果及び考察

ブラジル

ナイジェリア

ハンガリー

n-n.データの入力

　

データの人力はChurchが開発し、後1

Ⅲ－Ｉ．ブラジル戦

　

優勝候補のブラジルとの緒戦、日本は3-6-1

の守備的意識を重視したシステムであった。こ

のゲームでの使用スキルの頻数は、表1に示し

たようにKeeper Play、Fould、Dribble、

I)千葉県立佐倉東高等学校・東京家政大学非常勤
－155－

2)筑波大学体育科学系
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表１各ゲームの使用スキルの頻数 (Frequencies/Team. Game)

　　　　　　　　

日

　　　

本

　

ブラジル

　

日

　　　

本

　

ナイジェリア

　

日

　　　

本

　

ハンガリ

Keeeper Play **　　６４　　　　　２３**　　４６　　　　２０　　　　　２１　　　　　３３

Fouled

　　　　

**

　　　

７

　　　　　

２２

　　

＊

　　

１７

　　　　　　

６**

　　

２３

　　　　　　

８

Header

　　　　　　　　

１ ３　　　　　２ ３　　＊　　１８　　　　　　６　　　　　１６　　　　　２３

Dribble

　　　　

＊*

　　

２３

　　　　

８０

　　　　

５１

　　　　　

７２

　　　　　

４１

　　　　　

３２

Run

　　　　　　　　　

３１

　　　　　

３７

　　　　

２９

　　　　

３３

　　　　

４６

　　　　

４１

Clear

　　　　　

**

　　

５４

　　　　　

１９

　　　　　

４４

　　　　　

２８**

　　

２０

　　　　

４１

Pass

　　　　　　

**

　

２６５

　　　

4 5 5 **　３９０　　　４８０　　　３７２　　　３７４

Cross

　　　　　　　　　

１ ３　　　　　２ ３　　＊　　　　６　　　　　１８　　　　　１７　　　　　１０

Shot

　　　　　

**

　　　

３

　　　　　

２１

　　　　　　

９

　　　　　

１６

　　

＊

　　

１７

　　　　　　

７

Corner Kick　　＊　　　４　　　　　１３　　　　　　３　　　　　　６　　　　　　５　　　　　　１

Free Kick　　　　　　１ ５　　　　　２ ７ **　　２３　　　　　　８**　　２７　　　　　１０

Lost Control　　　　　２６　　　　　２６　　　　　１７　　　　　２６　　　　　２０　　　　　２５

Throw In　　　　　　　１４　　　　　２４　　　　　１９　　　　　２５　　　　　２９　　　　　１０

End Of Posse　　　　１８８　　　　１８９　　　　１８５　　　　１８５　　　　１５４　　　　１５４

Clear、Pass、Ｓｈｏｔ（Ｐ＜0.01）、及び

CornerKick(P<0.05)に統計的な有意差かみ

られた。Keeper Playと危険を回避するための

最終的な手段であるClearは日本に多く、Shot

や意図的なゲーム展開をするためのスキルであ

るDribbleやPassが、ブラジルに圧倒的に多

かったということから、そのゲーム内容には大

きな優劣の差があったと推察される。

　

図1・2は、フィールド区分でのPassの分布を

示したものである。日本のPassの分布は、AB

地域で44本(16. 6%)、ＣＤ地域で１６１本

　

(60.8%)、ＥＦ地域で60本(22.6%)、ブラジ

ルではそれぞれ32本（7.0％）、263本(57.8

％）、160本(35.2%)であった。この結果か

らブラサジルのPassの多さは単なるボール保持

ということだけでなぐ、また両サイドとセン

ターでの分布に差がなかったことから、

Rivaldo、Juninho、Flavio、Amaralらの中

盤の選手の素早いPass交換に、Roberto-

Carlos、Ze-Mariaら両サイドの選手かタイミ

ング良く絡み、高度な技術を駆使しながら、自

在な攻撃を日本に仕掛けてきたことか考えられ

る。

　

End of Possessionは、攻撃か終了した地域

　　　　　　　　　　　

**:Pく0.01

　

*:Pく0.05

とその頻数を示すものであり、それを図3・4に

示した。理想をいうならば、攻撃はShotで終了

すべきであるし、或いはできるだけ相手ゴール

に近いEF地域にまでボールを運ぶべきである。

それ以前でボールを失うことは、自チームの得

点の可能性か低くなることばかりでなく、相手

チームにとっては即、Shotの可能性か高まるか

らである。ＡＢ地域でのボールロスは、日本か

38回(20.2%)、ブラジルか14回（ﾌ｡4％）

と日本か多い。これはブラジルのFWからの積

極的なディフェンスによるボールロスや技術の

未熟さによるものではなく、ブラジルの攻撃を

防ぐための、川口のSaveや切羽詰まったClear

の多さによるものであると推察される。対照的

にブラジルは、日本か守備的なシステム、戦術

で対応してきたために自陣でのボールロスはあ

まりなく、相手ゴールか近づくにつれて増え、

Ｆ地域で81回(42.9%)、特にペナルティエリ

ア内で51回と、ボールを保持したら約半数は

ゴール前まで攻め込むという脅威的な攻撃を展

開した。

　

次に日本チームのプレーパターンをシステム

と表2の地域別プレー頻数から考察をする。尚

表では、Ａ地域のRightをＡＲ、CenterをＡＣと
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表２ブラジル戦における日本選手の地域別プレー頻数
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Ｆ

Ｆ

　　　

AR

　

AC

　

AL

　

BR

　

BC

　

BL

　

CR

　

cc

　

CL

　

DR

　

DC
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いうようにした。

　

鈴木は、ＡＢＣ地域のセンターでのプレーか

16回(51.6%)、松田はＡＢＣ地域のセンター

から右よりに31回(79.5%)とプレーした。

それぞれBebeto、Savioにマンツーマンでマー

クするという戦術であったために、ほとんどが

自陣内でのプレーであった。また2人のプレー

はタッチラインに向かってのClear、または縦

へのロングキックというものか多く、これは自

身のプレーが身体を張った、余裕のないもので

あったためにボールを奪ってから中盤の選手に

繋げることかできなかった、或いは中盤の選手

が厳しいプレッシャーを受けていたためにPass

できなかったことによると推察される。

　

リベロの田中は、鈴木、松田を突破してきた

ブラジルの攻撃陣に冷静に対応した。田中は、

ＡＢＣ地域のセンターから左よりのプレーが40

回(88.9%)と多く、これは左サイドの路木か

攻撃参加した後のスペースを埋めるものであっ

たといえる。田中のプレーにも長いPassや

Clearが目立つか、Ｂ地域のセンターからは左方

向への短いPassか多い。これは攻撃の開始は、

服部や路木、そして前線から下がってきた中田

にボールを預けてからという戦い方であったか

らであると考えられる。

　

6人のMFの両サイドは左に路木、右に遠藤と

いう布陣であり、ほとんどそのサイドのみのプ

レーであった。

　

しかしその役割、チームの中で

の機能の仕方からすると大きな差かあった。路

木はそのプレーの頻数かチームの中で60回と一

番多く、守備というよりは攻撃にプレーの効果

か表れていた。つまり、同サイドを形成する服

部、中田らにいったボールをPassし、相手陣内

深い地域でリターンを受けCrossをあげたり、

早めのAldair、Ronaldoの背後へのCrossとい

うように、中盤か思うようなゲームメイクがで

きない中でのサイドアタッカー的な役割を十分

果していたといえる。

　

左右のボランチには、服部と伊東であった。

服部はJunihnoに対応しながら、主にＢＣＤ地域

のセンターから左サイドで34回(73.9%)プ

レーし、伊東はＢＣＤ地域のセンターから右サイ

ドで40回(80.4%)プレーした。2人が常にほ

ぼ同じようなポジショニングでプレーしたこと

か、大きく守備のバランスか崩れなかった原因

であったと推察される。

　

オフェンシブな位置には、AmaralやFlavio

に対応しながら、中田かＣＤ地域のセンターか

ら左サイドで28回(57. 1%)プレーし、前園

はＣＤ地域のセンターから右サイドで３１回

　

(59.6%)プレーした。本来、前園はペナル

ティエリア付近でのDribbleやPassにその能力

を発揮するタイプであると思われるか、自ら

ディフェンスもしなくてはならないことや、相

手選手のプレッシャーのために、その位置でプ

レーすることが困難であり、自陣に戻りながら

Passを受けるような形になるために、そこから

のPassは、あまり効果のないサイドチェンジで

あったり、城を走らせたスペースへのPassにし

か過ぎなかったといえる。

　

ＦＷの城は、主にＣＤ地域のセンターから左及

びＤＦＥ地域の右サイドで39回（83.0％）プ

レーした。しかし後方からの長いPassをスペー

スに走り込みなから受けなければならなかった

ことや、RonaldoとAldairの内、どちらか1人

余った形で対応されたためにかなり厳しい状況

でのプレーであったと推察される。よってF地

域はおろかペナルティエリアへの進入も困難で

あり、さらに自陣でのディフェンスも行ってい

たということで、このことが日本のEF地域での

PassやEnd of Possessionの頻数の少なさに関

係していると考えられる。

Ⅲ－Ｈ．ナイジェリア戦

　

使用スキルの頻数は、Keeper Play、Pass、

Free

　

Kickにおいて（Ｐ＜0.01）、Foｕld、

Header Crossにおいて（Ｐ＜0.05）統計的な

有意差かみられた。

　

日本のPassの総数は390本であり、ブ｀ラジル

戦の265本に比較して大幅に増えている。また

Dribbleも23回から51回へと増えている。この

ことは、このゲームはブラジル戦よりは攻撃に

おいて意図的なゲーム展開か可能であったこと
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を意味する。日本のPassの分布は、図5に示し

たようにＡＢ地域59本(15.2%)、ＣＤ地域241

本(61.8 %)、ＥＦ地域90本(23.0%)であ

り、ナイジェリアは、図6からそれぞれ68本

(14. 2%)、270本(56.3%)、142本(29. 5

％）であった。

　

ＢＣＤＥ地域でのセンター部分でのPassの分布

は、日本はナイジェリアより多いことがわか

る。これはシステム、戦術の違いによるものと

いえる。つまり日本の攻撃は、センター付近で

プレーする田中、服部、伊東、前園らにボール

が軽油して始まるのに対し、ナイジェリアは

DFでは両サイドのBabayaroやOparakが、MF

ではAmunikeやBavangialaがセンターでプ

レーするよりは、これも両サイドに開いてウイ

ング的な攻撃参加をし、4-2-4に近いシステ

ムをとることか多いからであり、このことはナ

イジェリアのPassの分布かセンターよりも両サ

イドで多い理由と推察される。

　

End of Possessionは、それぞれ図7・8に示

した。日本はＡＢ地域で29回(15.7%)であり

ブラジル戦と比較して多少の減少をみた。これ

はKeeper PlavやClearの頻数が減ったことに

起因するであろう。 ＥＦ地域でのそれは、日本か

88回(47.6%)、ナイジェリアか109回(58.9

％）であった。両チームにとっては、Ｆ地域で

の差が大きく、ナイジェリアは日本のペナル

ティエリア内への進入か多かったことがわか

る。

　

このゲームにおいてもＤＦ陣は鈴木、松田か

ナイジェリアの2トップのKanuとAmokaChi

をマークし、センターで田中がプレーするシス

テムであった。表3に、選手がプレーをした地

域とそこでの頻数を示した。鈴木は主にＢＣ地

域のセンターから右サイドで34回（68.0％）

プレーし、コーナーキックなどでは相手ゴール

前ヘオーバーラップしていくプレーも見られ

た。松田はＢＣ地域のセンターから左サイドで

32回(60.4%)プレーした。さらにブラジル

戦のような縦への長いPassやClearか少なくな

り、ボールを保持したら中盤の選手にPassする

ようなプレーか多くなっている。またこれに合

わせて、ＭＦの服部はＢＣＤ地域のセンターから

左サイドで66回(86.8%)、伊東はＣＤ地域の

センターから右サイドで32回(11.1%)、前園

はＣＥ地域のセンターから右サイド、Ｄ地域及び

Ｆ地域の右サイドで72回(88. 9%)、中田は

ＣＤＥ地域のセンターから左サイドで６４回

（79.0％）プレーした。

　

ナイジェリアは上記したように、4-2-4のシ

ステムになることがあり、このことによってブ

ラジル戦よりも中盤でのスペースが拡がり、日

本選手のプレーの頻数を増加させた。さらにナ

イジェリアは、ＦＷのKanuとAmokachiか手薄

になった中盤まで下かってプレーすることで鈴

木、松田、田中のプレーに余裕を与えたといえ

る。

　

センターでのゲームの組み立てか増加した分

両サイドのプレーは減少した。特に相手陣内深

く切れ込んでからのCrossはほとんどなかっ

た。これも上記したように、左サイドでは

OparakとBanangialaか、右サイドでは

AmunikeとBarayaroか交互にスピード豊かに

攻撃参加してくるためで、路木、白井ともにこ

れらに対応することで守備の負担が増加したと

いえる。

　

城は、このゲームでもWestやUcheのマーク

を受け、前線で効果的なPass、ゴールに向かっ

た姿勢でのPassを受けることかほとんどでき

ず、またPassを受けたとしても、味方選手の次

に繋がるサポートも少なく、孤立する場面が

多々見られた。しかし全体的に守備プレーに貢

献することは機能しており、自陣に戻っての守

備をするなど、守備を重視した戦い方の中で

ファーストディフェンダーとしての役割を果し

ていたといえる。

Ⅲ－Ⅲ。ハンガリー戦

　

決勝トーナメントに進出するためには、勝だ

なければならない日本はFWに松原、右サイド

に森岡を投入した3-5-2のシステムによりこれ

までとは違った攻撃的な戦術をとった。
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表３ナイジェリア戦における日本選手の地域別プレー頻数

　　　

AR

　

AC

　

AL

　

BR
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BL

　

CR

　

cc

　

CL

　

DR

　

DC

　

DL

　

ER

　

EC

　

EL

　

FR
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FL
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金子，山中
　

使用スキルの頻数は、Fouled、Clear、

FreeKickCPく0.01）、及びShotに（Ｐ＜0.05）

統計的な有意差かみられた。このゲームでは日

本にKeeper PlayやClearが少なく、Crossや

Shotが多かったことからハンガリーよりも攻撃

面で優勢であったといえる。しかしボール保持

の点からすればDribble、Ｒｕｎ、Passにおいて

差がなかったことから互角であった。

　

Passの頻数は日本が372本、ハンガリーが

374本とほとんど同じであった。日本はＡＢ地

域で36本(9.7%)、ＣＤ地域で206本(55.4

％）、EF地域で130本(34.9%)であり、ハ

ンガリーはそれぞれ77本(20. 6%)、230本

　

(61. 5%)、67本（17.9％）であった。両

チームともＣＤ地域か他の地域よりも多いとい

う結果であるか。図9・10のように日本のPass

は相手側のＤ地域で、ハンガリは自陣のＣ地域

が最も多いという結果であった。このことは日

本選手か相手よりも技術的に優れていたという

ことでなく、戦術の違いであると推察される。

つまり日本の攻撃はPassやDribbleにより中盤

を組み立て、相手ＤＦの裏を狙ったＦＷへの配球

というものであるが、ハンガリーは自陣でマイ

ボールになるとLisztesやSandorから前線のス

ピード豊かなＤｏｍｂｉやEgressyらを両サイドの

スペースに一気に走らせるという戦術であった

からである。

　

End of Possessionは、図11・12に示したと

おりである。ハンガリーも勝つことで決勝トー

ナメントへの希望があったため、攻撃的な戦術

であった。そのために日本は、相手ＤＦとＧＫと

の間にできたスペースに走り込んだ城や松原へ

のPassや深い位置からのCross、ペナルティエ

リア付近での前園らのDribbleなどで、ＥＦ地域

への攻め込みが97回(63.0%)であった。反

対にハンガリーは自陣からの長いPassが多いた

めに、鈴木、松田、田中らのＤＦ陣もボール

コースを読みやすく、結果インターセプトか容

易であったと考えられる。このためにハンガ

リーのＥＦ地域の攻め込みは67回(43. 5%)

と、日本とは大きな差かみられた。

１６１

　

攻撃なシステム、戦術をとってもＤＦの変更

はなかった。鈴木はＢＣＤ地域のセンターから

左サイドで32回(84.2%)、松田はＢＣ地域の

センターから右、及びＤ地域の右サイドで42

回(80.8%)プレーした。そして田中はBCD

地域のセンターから右で68回(86. 1%)プ

レーした。3人とも前の2ゲームよりも中盤付近

でのプレーか多くなり、ディフェンスラインを

押し上げることで、中盤での相手選手にスペー

スを与えないこと及び味方ＭＦ選手へのサポー

トをより可能とした。特に田中は、センター

サークル付近からのＭＦ選手への繋ぎのPassや

ＦＷへの長めのPassと攻撃の起点になってい

た。

　

ＤＦラインの押し上げにより、服部はＣＤＦ地

域のセンターから左で68回(78.2%)、伊東

はＣ地域とＤＥ地域のセンターから右で44回

　

（71.0％）プレーした。それまでは守備を重視

し、無理せずにそのバランスを保つために彼ら

のプレーポジションは比較的固定されていた感

かあるがこのゲームではＤ地域でのポジション

チェンジなどを行い、攻撃に変化を持たせてい

た。

　

前園は、ＣＤＥ地域のセンター及びＦ地域で58

回(72.5%)プレーした。それまで相手ゴール

を背にプレーしていたものが、半身或いはゴー

ルに向いた体勢でボールを受けることができた

ために、ペナルティエリア手前からの決定的な

PassやDribbleか可能となり、相手ＤＦから狙わ

れることが増加した。

　

これかFouledや

FreeKickに統計的な有意差がみられた原因の

一つといえる。

　

城は、DF地域のセンター及びＥ地域でのプ

レーか48回（78.7％）、松原はＤＦＥ地域のセ

ンターからライトで46回(82. 1%)プレーし

た。２トップになったことで、城は攻撃と守備

を繰り返す縦の動きから、横の動きをしながら

味方からのPassのタイミングに合わせてＤＦの

裏に飛び出したり、サイドに開いてくさびの

Passを受けたり、センターでのポストプレー

ヤーとなったりして日本の攻撃に様々なバリ
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表４ハンガリー戦における日本選手の地域別プレー頻数
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エーションをもたらせていた。

結

　

語

金子，山中

を含めた戦術、攻撃と守備を途切れることなく

繰り返すことができるフィジカルな強さなどで

ある。これらの課題を克服する事を、今後のト

レーニングにおいて取り組むべきと考える。

　

本研究では、コンピュータの記述分析システ

ムを使用して1996アトランタオリンピックの男
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か、ナイジェリア戦の不運なゴールを除いてで

きていたと考えられる。

　

反対にハンガリー戦のように、Corner Kick

のClearミスや、ディフェンスが攻めていたと

きの川口との間にできたスペースに、スピード

のあるMadarに突破された形のゴールのように

攻撃に意識をおいたときの守備には課題が残っ

たといえる。

　

さらに、このようなゲーム展開での攻撃に関

しては課題か多いといえる。まず厳しいプレッ

シャーの中での判断の速さと正確なファースト

タッチボールコントロール、前線への長いキッ

クの正確さと強さ、味方選手のサポートを得ら

れるまでボールキープできる技術と身体的な強

さ、またどこでサポートするのかの距離や角度
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はじめに

　

サッカーのチーム分析について考察するとき

その主な対象となるものは、ボールに対する選

手の動きやポジショニングである。そして、こ

れらは一般的にチーム戦術と呼ばれている。こ

れらの戦術は、選手の能力（技術、判断力な

ど）を無視して考えることはできない。戦術

は、選手の能力を媒介として組み立てられるも

のであり、また、選手の能力の向上と共に発展

すると考えられている。

　

1863年Football Association（ＦＡ）が設立

され、現行ルールの原形が制定された頃は、

ボール扱いの精度も低く、ボールの周囲にたく

さんの選手か群かって、ドリブル主体で攻撃を

行っていた。その後、オフサイドルールの改正

によって「パス」という戦術か発明された1）。

このように、選手の能力の向上とルールの改正

が、戦術の発展や、新たな戦術の出現をもらた

す大きな原因と考えられる。

　

発展する戦術を現代のサッカー戦術の特徴と

いう観点からみると、国際的に成功したチーム

か示すように、きわめて安定した構造を持った

均質集団であることか明らかである2）。この前

提となる特徴は、選手がオールラウンドな能力

を持っていることとチーム目的と選手の動機か

一致していることであり、すなわち、11人の選

手か連動してプレーを繰り返すことである。

　

したがって、現代サッカーのチーム分析にお

いては、11人の選手の動きを個々に評価するの

ではなく、関連性のあるひとつの動きとして分

析することか重要である。

　

そこで本研究では、戦術の特徴を把握するた

め、試合中における選手の正確な位置を撮影法

により算出し、ゲームの再現をコンピュータ上

で行うことを目的とした。そして、今回は戦術

の比較のための指標としてチームの重心位置

（勢力位置中心）に着目した。

ゲーム分析の歴史と課題

　

サッカーのゲーム分析の歴史は浅い。特にポ

ジショニングに関する研究は、1967年メキシコ

オリンピックアジア予選に現場のニーズに応じ

て始められた。太田(1969年)3)による個々の

選手のゲーム中の移動図の作成が代表として挙

げられる。その後は、1989年瀧井ら4)による、

写真を基に運動観察するというものである。ま

た、太田はグランド上のラインを基準として選

手の動きを目で追い、1/350に縮尺された記録

用紙の上にフリーハンドで記録したのに続き、

大橋(1979年)5)らは三次元解析法をパソコン

を用いて、太田の研究をより精密に表したもの

を作成したが、一人の選手の動きだけを追った

ものであった。

　

コンピュータを用いた分析として宇野

　

(1982)6'7)による、記録方法と情報解析に関す

る研究がある。この研究の目的は、現場で役に

立つ情報の作成であり、従来行われてきたゲー

ムの分析の｢選手｣と｢ボール｣の関係を戦術

的に役立てるためサッカーコートを三分割して

いるのが特徴である。この結果、次の戦術的情

報を得ることができると報告している。チーム

に関するものとして①攻撃サイドの傾向、②攻

撃の中心となる選手の有無、③攻撃の主なパ

ターン、④選手間のコンビネーション、⑤ボー

1)広島県立保健福祉短期大学

　

2)広島大学教育学部

　

3)高知大学教育学部
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ル奪取方法の傾向。各選手に関するものとし

て、①プレーの特徴と欠点、②企画力、③運動

方向の傾向と範囲、④パスを出す方向の傾向と

距離、⑤ボール奪取の特徴。シュートに関する

ものとして、①シュートまでのパターン、②危

険人物、方向、距離。リスタートに関するもの

として、①パターン、②コンビネーション、③

危険人物、方向、距離である。これだけの情報

かあれば、スカウティングには十分であるが、

やはり前述の他の研究と同様に、連動した11人

の選手のポジショニングに関する分析はなされ

ていない。

　

1990年に戸苅8）は「サッカーのチームカ構造

の分析」では次のように今後の研究課題につい

て述べている。サッカーは11人対11人で戦うわ

けだが、基本的にはボールを持っている人を中

心に1対1という形で始まる。これまでの研究で

ボールを持っている人にかかわるものは、キッ

ク、トラップ、ドリブルといった主として基礎

的技術かバイオメカニカルな手法を用いて報告

されてきた。これらの結果を生かすためには次

の展開技術が大切であり、この面の分析がなさ

れなければ現場には役立だない。つまり、ボー

ルを得てから次に何をすべきか、味方へのパス

なのか、相手をドリブルで抜くべきなのかとい

う判断力を含めた研究である。しかし、これは

介在する要素か多岐にわたり総合的な評価基準

を設定するのは困難である。そこでボールを得

る以前のプレーに着目すると、良いポジション

どりか間接的に対応するとも考えられる。つま

り、攻撃側にとっては良いスペースに位置して

こそパスかもらえるのであり、守備側にとって

は防御の位置取りをしなければならない。ポジ

ショニングはチームカの構造の鍵を握る大きな

要素であるといえる。

　

サッカーは105mx68mというグランド上に

11対11の22名が入り乱れて争うゲームであ

る。この11人の配置はシステムという名で呼ば

れている。つまり自チームの選手の能力と相手

チームの予想配置により攻守の配置を決め、こ

れか徐々にシステム化されてゆくのである。

　

しかし、問題はシステムにこだわらずボール

を基点に11人が相手と対応しつつベストのポジ

ションをとれるかどうかであり、この客観的評

価はまだなし得ていない。つまり、現代サッ

カーのチーム分析に欠かすことのできない、11

人対11人のポジショニングに関する考察方法の

試作・開発か求められており、そこに本研究は

主眼を置いている。

研究方法

1.座標点としての位置

（1）カメラの設置

　

本研究では、個々のプレーそのものより、

チームの総合力としてのシステム分析を重視し

たため、グランド全体の撮影か要求された。そ

のため使用したホームビデオカメラ（ＳＯＮＹ社

製TR2000）の解像度、レンズなどを考慮し、

広島ビッグアーチで行われたサンフレッチエ広

島対鹿島アントラーズ戦を撮影した。また、ヘ

ディングによる跳躍、ハイキックによるボール

の高さをみるため、固定された複数の映像によ

るＤＬＴ法(Direct Linear Transformation

⑤

－166－

　

①

　　

②

　　　　　

③

　　

④

図１．カメラの配置と撮影方向

⑥
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method)での分析を試みた。グランドの半面を

それぞれ2台のカメラにより撮影し、モニター

用を合わせ6台のカメラを設置した。また、カ

メラは1秒間に30コマ、シャッタースピードは

1/500で撮影した。

(2)同期とキャリブレーション

　

カメラの同期には、ビデオカメラの音声モニ

ター用のスペースを利用し、それぞれのカメラ

にトランシーバーを付し、複数の信号を撮影中

に同時人力した(現在では、カメラとビデオ

デッキの間にカウンター入力装置を中継してい

る)。また、グランドにおけるラインの交点お

よび、ゴールを基準点として、キャリプブレー

ションを行った。

(3)分析方法

　

まず、同期のための音声信号をパーソナルコ

ンピュータにモニターし、同期時点の確認を

行った(現在はフレームカウンターにより確

認)。次に、ボールと両チームの選手22人(選

手については腰の位置)についてデジタイズの

作業を行った。その際のサンプリングは、一秒

間に3コマの割合で行った。また、1組のカメラ

から消失しているポイントは他の1組でカバー

し、それぞれのポイントは同一面における三次

元の座標点として表した。

2.パラメーターの設定

　

今回は、チームの大まかな動向を確認するた

め、選手11人の位置座標よりそれぞれのチーム

の単純な平均位置を算出し、これを重心と考え

提示した。

　

しかし、身体重心位置を求めるよう

な各ポイントの重量比率は考慮しなかった。す

なわち、これに対応する選手の能力は同一とみ

なしたこととなる。

分析結果

　

動画による再現を紙面にて表現か困難なた

め、グランド平面に選手の移動軌跡を示した。

図2.3.はチーム全体の移動を示したもので、計

22名の選手の位置を時系列表示したものであ

る。個々の移動距離、方向の流れか確認でき

る。図2は中盤での混沌とした両チームの動き

を表し、図3は攻撃側からみて前方（図では上

方）への長いパスに伴うチーム全体の大きな前

進を伺うことのできるものである。また図4.

には攻撃側からみて、ボールの獲得からシュー

トまでの選手の移動、ボールの移動を、そして

重心位置を示した（横軸Oがセンターラインを

示し図の右方向へ攻めている）。この際、重心

の決定は攻撃（□；攻撃側）に参加していると

見受けられるﾌ名、防御（▲；防御側）として

移動しているﾌ名から推測した重心位置であ

る。攻撃側のポジショニングに比べて防御側は

ボール（○；ボールの移動軌跡）に近い狭い範

囲に限られているが、両チームの重心が近い位

置で同じように移動している。

図2.中盤の攻防
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図3.パスによる前進

20 40 60

図4.ボール獲得からシュート

本研究法の限界と可能性

80

1｡問題点と限界

(1)サッカーの戦術を考える場合、選手の能力

　　

を無視することはできない。本研究におい

　　

ては、近代の一般的なサッカー選手の能力

　　

は考慮する事はできるか、個々の選手の能

　　

力差を評価基準に加えることは困難であり

　　

その能力(技能、判断力、持久力など)を示

　　

すことはできない。

(2)リアルタイムの情報として現場(コーチ)

　　

に伝えることが不可能である。このため、

　　

ゲーム中の情報提供ではなく、ゲーム終了

　　

後の反省材料と相手チームのスカウティン

　　

グとしての活用か主となる。

(3)11人が形成する型と動きとボールに関する

　　

考察なので、一局面においては、プレーに

　　

深く関与していない選手のポジショニング

　　

と動きか過大に評価されてしまう可能性か

　　

ある。

(4)評価基準として用いているパラメータの妥

　　

当性を裏づけるデータや根拠が乏しい。し

　　

かし、先行研究かほとんど皆無に近い現

　　

在、やむを得ないことかもしれない。

(5)三次元分析に必要なビデオカメラによる撮

　　

影には、スタンド付きの競技場でなければ

　　

困難である。グランドを網羅できる距離と

　　

高さを確保できなければならない。また、

　　

デジタイズの作業は多大な時間を要する。

(6)分析結果は、一つの情報であり、これ自体

　　

でチーム戦力の評価に直結するものではな

　　

い。

(ﾌ)11人のポジショニングに関する研究は、特

　　

に選手個々の視覚と判断能力との関係が深

　　

いと考えられ、今後この能力の評価研究が

　　

進めば、新たな可能性か開かれると考えら

　　

れる。

(8)総括として、このように人間の意志によっ

　　

て行われるプレーをコンピュータ処理によ

　　

って得た手法と、コーチの主観で判断され

　　

る手法との有意性を証明できない。また、

　　

スポーツ科学として立証できる尺度には限

　　

界があり、科学性の限界も本研究には存在

　　

すると考えられる。
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図5.フローチャート

2｡拡大パラメータとシミュレーション

　

正確な位置データを得ることかできると次な

るパラメータの設定もできる。作成した分析ソ

フトではコンピュータのディスプレイ上でゲー

ムを再現することに始まり、個人の移動距離、

方向、スピードなどを2次データとして得るこ

ともできるようにした。また、瞬時の移動経過

よりベクトル表示し、そこから移動可能エリア

の推定や指定した複数の選手が形をなすエリア

　　

Ａ

の算出、移動不可能エリアの推測も可能であろ

う。しかし、前述したようにこれらはゲームの

再現であってシミュレーションを行うには条件

か整ってはいない。加えて、コーチの作戦や防

御のパターンの認識かできない。すなわち、こ

れから有効なパラメータを模索する必要があ

る。
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図6-2.重心の移動
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▲
―

守備

攻撃

　

従来の分析方法を比較すると本研究の分析法

では、チームの用いているシステムや戦術の観

点からチームの動きを評価する場合、必要な攻

撃の選手、守備の選手、ボールの動きを必要な

時間帯について抽出して考察・評価を加えるこ

とができる。特に、現代サッカーのチーム戦術

の進歩と、その下での選手の連動した動きを評

価するためにはこの分析方法は一つの方向性を

示唆するものである。また、より精度の高いま

だ簡便な分析法の開発においては、撮影機材、

分析機器、そしてプログラムの役割か大きく影

響をもたらすであろう。
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第17巻(1997)

サッカーゲームにおける得点時間帯に関する研究

　　　　

一競技レベルの差に着目してー

菅

　　　　　

輝1）塩

　

川

沖

　

原

　　　

謙1）野

　

地

緒

　

言

　

サッカーゲームにおける得点時間帯につい

て、一般的な通説として、現場の監督・コーチ

などから、前後半の開始後、あるいは終了間際

の5分ないし10分間を、危険な時間帯とか集中

力の欠けやすい時間帯、いわゆる「魔の時間

帯」として注意が必要であるなどといろいろな

ことか言われている。そして、この得点時間帯

についての研究、分析において共通して言える

ことは、前半よりも後半の方か得点か多いとい

うことである。

　

これらの研究方法は、1試合の時間をいくつ

かの時間帯（例えば5分、15分間等）に区分

し、それらを棒グラフなどによって表し考察を

加えるというものがほとんどであった。その結

果、区分された試合の時間帯における得点は正

確に客観化することができるが、一試合を通し

ての時間経過にともなう得点傾向を考察するこ

とは困難であった。これは、サッカーという競

技か得点数の少ない競技であるため、試合全体

の得点傾向を分析するためには数多くのサンプ

ルか必要であると考えられる。

　

そこで本研究は、サッカーゲームの試合開始

から終了までの時間経過にともなう得点傾向

を、対象とする試合数・得点数を増やすこと

で、より正確にまた客観的に明らかにし、そし

てその傾向か競技レベルの違いに関係なく言え

るのかどうかを探ることを目的とするものであ

る。さらに、ゲームにおいてその勝敗に影響し

た得点時間帯にどのような傾向かあるのかを調

査し、比較・考察するものである。

方

　

法

1｡研究対象

　

研究対象は、World cｕp、Jリーグ、高校

サッカーの３つの異なったレベルのサッカー

ゲームとした。

　

World cｕpは1978年アルゼンチン大会、

1982年スペイン大会、1986年メキシコ大会、

1990年イタリア大会、1994年アメリカ大会の

5大会(246試合、計616得点)、Ｊリーグは

1993年から1995年までの３年間のリーグ戦

　

(814試合、計2463得点)、高校サッカーは、

1985年から1995年までの過去11年間の国体

　

(国民体育大会サッカー少年の部)(386試合、

計1091得点)、選手権(全国高等学校サッカー

選手権大会)(521試合、計1481得点)、イン

ターハイ(全国高等学校総合体育大会)(586試

合、計1799得点)の3つの競技レベル合計2553

試合、計7450得点とした(表1)。

表１ 対

　

象

試合数

　　　

総得点数

　

勝敗関与得点数

World cup

　

Jリーグ

高校選手権

　　

国体

ｆンターハイ

246

814

521

386

586
-
2553

616

2463

1481

1091

1799
-
7450

290

1160

667

519

791
-
3427

研究方法

（1）試合経過時間における得点の集計

　

対象とした全試合の結果と得点時間等が記載

されている資料を取り寄せ、それらの得点時間

を各競技レベルごとに1分間隔て集計し、グラ

フ化した。この際、勝敗に影響を及ぼしたと考

1)広島大学教育学部

　

2)広島県立保健福祉短期大学

　

3)高知大学教育学部
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えられる得点すなわち、あらゆる状況下で勝ち

越しとなった得点（先制点、勝ち越し点、逆

点、決勝点）と同点を勝敗関与得点として定義

し、これらについても同様に集計しグラフ化し

た（図1）。

（2）得点傾向抽出の統計的手法および得点傾向

のグラフ化

　

今回、得点傾向抽出のための統計的手法とし

て、探索的データ解析である3RSSH,T(スムー

ジングの一手法）を用いた。このスムージング

は、一定の時間間隔で観測または記録された

データ列からデータに含まれる規則性、あるい

はパターンを浮き彫りにする一つの技術であ

り、浮き彫りにされたパターンは、ならし列と

呼ばれ、

　　

データ例＝ならし列十

　

ズレ列

と表される。このならし列はデータに含まれる

いくつかの傾向すなわち周期性、変動性、方向

性を示すことか多く、図示することによりこれ

らの傾向を視覚的に理解することか可能とな

る。

　

今回用いた3RSSH, Tによるグラフ化の大ま

かな手順を以下に示す。

　

手順1:まず、幅（スパン）3のならし（移動

　　　　　

中央値法）の操作をならしの結果か

　　　　　

変化しなくなるまで操作を繰り返す

　　　　　

(3R)。

　

手順2:次に、幅2からなる峰（谷）の補正を

　　　　　

行う（SS）。

　

手順3:ハニング（重みつき移動平均法）に

　　　　　

よってならす（Ｈ）。

　

手順4:ズレ列に対しても3RSSHを行い、

　　　　　

算出されたズレ列のならし列を手順

　　　　　

3のならし列に加える（Ｔ）。

　

手順5:さらにズレの大きさもぼかしとして

　　　　　

グラフ中に破線として示す。ぼかし

　　　　　

はズレの中央値をならし列の上下に

　　　　　

付したものである。

　

以上の手順により、時間ごとの得点数をス

ムージングし、一試合全体の得点傾向及び勝敗

関与得点の傾向をグラフ化することで、これら

を視覚的にとらえ、各競技レベル間において比

較・考察を行った。

　

しかし、ここで問題となるのは、World

cup‘ Jリーグと高校サッカーの試合時間の違い

である。 World cup ・Jリーグは90分、国体・

インターハイは70分、選手権は80分と試合時間

か各々異なるため、競技レベル間での比較を行

う場合に試合全体の時間かずれ、その結果得点

傾向の変動も変わる可能性か生じる。そこで、

本研究では得点傾向を視覚的にとらえるという

観点から、一試合の時間軸のスケールを同ス

ケールとしてグラフ化することで比較するもの

とした。

　

また、前後半の最終分における得点は、ロス

タイム中の得点も含んでおり、そのため正確に

1分間の得点とはならない。そこで、一試合と

いう間隔での得点傾向としてグラス化するとと

もに、ロスタイムか含まれている前後半の最終

分の得点を除外したデータにもスムージングを

行いグラフ化した。

結

　

果

　

図1は、図2、図3に用いたスムージンググラ

フの素データ（試合の経過時間に対する得

点）、棒グラフが総得点、折れ線グラフか勝敗

に関わる得点を示したものである。

1.各競技レベルにおける得点傾向（図2）

（1）Ｗｏrldcup

　

1）前半について

　

前半は、10分過ぎから得点の変動か大きく

なっており、いわゆるゲームか動き始めたと考

えられる。そして前半残り15分頃からまた得点

に変動か見られた。

　

2）後半について

　

後半の得点は、15分頃から変動か大きくな

り、終了間際の5～10分間には急激に減少する

傾向か見られた。

　

3）前後半を通して

　

試合開始から終盤にかけて、得点の変動はあ
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菅，塩川，沖原，野地

るものの増加の傾向にあった。また、勝敗に関

与した得点は、後半の半ばに著しい増加が見ら

れた。

(2) Jリーグ

　

1)前半について

　

前半の得点は、あまり大きな変動は見られな

かったか、前半終了前に大きな増加が見られ

た。

　

2)後半について

　

後半は、前半と比較すると頻繁に大きな変動

が見られ、特に25～30分あたりで著しい増加か

見られた。

　

3)前後半を通して

　

試合開始から終盤にかけて得点が増加する傾

向にあり、また、勝敗に関与した得点も総得点

とほぼ同様の変動か見られた。

(3)国体

　

1)前半について

　

前半の得点は、5分過ぎ頃に増加か見られた

以外、ほとんど大きな変動は見られなかった。

　

2)後半について

　

後半の得点は、緩やかな増加を見せ、終了10

分前頃に著しい増加の変動か見られた。

　

3)前後半を通して

　

前半から終盤にかけて緩やかな増加傾向にあ

り、勝敗に関与した得点もほぼ同様の変動が見

られた。そして終了間近に両者とも大きな変動

かあった。

(4)選手権

　

Ｄ前半について

　

前半開始から増加する傾向にあり、30分頃か

ら大きな変動が見られた。

　

2)後半について

　

後半開始5分と20分ころに著しい増加か見ら

れ、そして終了10分前頃にも大きな増加が見ら

れた。

　

3)前後半を通して

　

試合開始から後半の終わりにかけて増加する

傾向にあった。その中で、前半30分から後半15

分頃の間に著しい増加と、減少か交互する傾向

か見られた。

(5)インターハイ

　

1)前半について

　

前半の得点は、ほとんど大きな変動は見られ

ず、10分過ぎ頃からほぼ横這い状態であった。

　

2)後半について

　

後半は、開始5～10分に著しい増加が見られ

たが、その後終了間際まで緩やかな減少傾向に

あり、その後急激に増加する傾向であった。

　

3)前後半を通して

　

全体的に前半開始から緩やかに増加し、後半

10分と試合終了間際に得点か増加するという傾

向が見られた。

2｡各競技レベルにおける比較

　

得点傾向として、国体、インターハイが比較

的同じような変動を見せた。そして、World

cｕpとJリーグが後半から得点の変動が大きくな

る傾向にあったが、他は類似した変動は見られ

なかった。しかしながら、全てにおいて前半か

ら後半にかけて得点か増加する傾向であった。

3｡各競技レベルにおけるロスタイムを除いた場

合との違い(図3)

(1)Ｗｏrldcup

　

前半については、図2では40分頃に大きな増

加が見られたの対し、図3ではその大きさが小

さいものであった。また試合終了間際の得点に

ついて、図3ではロスタイムを除いたために図

2のような急激な増加はみられなかったか、逆

に勝敗に関与した得点か増加するという結果と

なった。これは除外されたために最後のスパン

が変わり、端点のならしが行われたために生じ

たものであると考えられる。

(2)Jリーグ、国体

　

リーグ、国体の両方ともに後半の残り5～10

分間に大きな減少が見られ、最終分に含まれて

いたロスタイムの大量の得点を除外したために

減少の傾向となったと考えられる。
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今回の分析の結果、どの競技レベルにおいて

も前半（約4割）に比ぺて後半（約6割）の方か

得点数が増加する傾向にあり、田中2）、前田3）ら

の報告と一致するものであった。また勝敗関与

得点の傾向においても、ほぼ同様の比率で後半

に増加する傾向にあった。

　

この原因として考えられるのは、時間の経過

とともに守備が弱くなるか、あるいは逆に攻撃

が強くなるかのどちらかである。

　

図2において、どのレベルも試合時間残り10

分間では総得点が増加の傾向にある。しかし、

WorldcupヽJリーグにおいては勝敗に関与し

た得点はほとんど増加していない。逆に、高校

サッカーレベルでは総得点と同様に増加の傾向

を示している。

　

したがって、試合終了間際において、レベル

の高いチームは守備に専念すると守りきれる。

逆に攻撃を重視しても得点できないと言え、一

方、それよりレベルの低い高校サッカーなどで

は守備に専念しても守りきれない。あるいは攻

撃を重視すると得点できるという事か言えるの

ではないだろうか。つまり、両者の違いは守備

力にあるのではないかと推測される。これは、

単に守備が組織的にできているとかだけでな

く、その守備を行うために必要な体力的な差に

よるものではないかと推測される。

　

また、今回用いたスムージングの手法による

得点傾向のグラフのもたらす視覚的効果を考え

てみると、実際の得点時間の単純集計した図1

と比較して、図2、図3のようなスムージングを

かけたグラフでは、得点の増減の変動が大局的

に認識でき、またその傾向の変動、言い換える

と、一試合中での得点の入りやすい時間帯の流

れのようなものを大まかにイメージすることが

できる。この点では、スムージングをかけるこ

との視覚的効果かあったと考えられ、今後の有

用性か示唆された。

　

しかしながら、今回用いたスムージングや得

点の集計方法か、最もその得点傾向を明確に、
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サッカーゲームにおける得点時間帯に関する研究～競技レベルの差に着目して～

かつ客観的に表すことかできるのかどうかとい

う点については疑問が残るところである。

　

今後は、スムージングの方法も4あるいは5の

ならしを行ったり、その検証方法としての手法

の確立、あるいは得点時間の区分を変えてみた

りと、今一度考える必要かあるように思われ

る。
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言

サッカーの攻撃と守備の切り換えについてーその1－

　

松本光弘1）原田精一郎1）関

　　

英樹1）

　

本研究の主題に入る前に本研究の意図すると

ころか3点あったことを述べたい。その第一は

研究方法に関することで、映像分析を主体とし

た研究、すなわち、数値化、文字化をできる限

り避ける、ということである。ここでいう映像

とはＶＴＲなど通常動画といわれているものであ

る。第2は研究発表に関することで、映像によ

る発表を取り入れることである。これは他分

野、特に医学関係ではこの映像による研究発表

がすでに多く行われ、また、研究の裏付けの資

料としての提出にも採用されている。本年、日

本体育学会においてもこの方法か一部採用され

た。第3は、これまで筆者の1人か監督として

行ってきたチーム強化の指導内容の裏付けを検

証することであった。 1992年から94年の3年間

で筑波大学サッカー部は関東大学サッカーリー

グ1部で25年振りの3年連続優勝を果たした。そ

の時のチーム戦術の中心となった考え方であ

る。その内容は以下の通りである。

＜攻撃的にディフェンスラインを押し上げる＞

その主な理由は

　

・相手をオフサイドの位置に置く

　

・味方の後方からのサポートをする

　

・アタッキングリバウンドを拾う

　

・リゲイン（注1）

（注I）アタッキングソーンに攻め入った状況

などで相手守備者にボールを奪われた瞬間、攻

撃の勢いを継続しつつ、一旦奪われたボールを

間髪を入れずに再奪取して、攻撃を継続するこ

と。

＜守備時にアタッキングライン（パドルライ

ン）（注2）を戻す＞

1)筑波大学
－177

　

その主な理由は

　

・相手のオフサイドトラップにかからない

　

・味方か攻撃の勢いを止めた相手へのボール

　　

奪い（サンドイッチ）に行く

　

・ディフェンデングリバウンドを拾う

　

・味方からパスを引き出す

（注2)FWラインとも言われ、最も相手ゴールに

近いプレーヤーによって作られるラインのこと。

研究目的

　

Allen ＷＡＤＥはTheFA Guide to Training

and Coachingの中で“サッカーで最初にして

最も大事なことはボール保持がすべてを決する

ということである”と述べている。

　

これはボール保持が攻撃チームと守備チーム

を決定することを意味し、サッカーの最終目的

である相手チームに勝つということの基本とな

る課題であるからである。ボール保持の前提と

なるものは何か。いつでも、いかなる状況でも

自チームが望むときにボールか保持できるとは

限らないことはサッカーの試合を行ったもので

あれば誰しも知るところである。自チームか

ボールを獲得する状況を考えたとき、その試合

の総合的レベルに違いはあるか大きく分けて3

つに分けられる。その一つはインプレーの中で

積極的に相手チームからボールを奪うことであ

る。第二は相手チームにボールコントロールを

失わせアウトオブプレーとする、あるいは相手

の反則によって自チームかリスタートとして

ボールを保持することである。第三はどちらの

チームも支配していないボール、すなわちルー

ズボールの獲得である。

　

サッカーはその特性として手の使用が禁止さ



サッカーの攻撃と守備の切り換えについてーその1－

れているという点から、ボール保持かどちらの

チームでもないルーズボールの発生か避けられ

ない競技である。そのことからボールの獲得の

重要な要素として第三のルーズボールの獲得か

挙げられる。

　

今回、サッカーの試合や指導場面でよく言わ

れる「ルーズボール」に着目し、試合の勝敗に

大きく影響するといわれている「ルーズボー

ル」がどのように発生するのか、また、それを

効果的に獲得するためにはどのうよにすればよ

いのか、などの基礎資料を得ることを目的に本

研究を行った。

研究方法

　

本研究は、川喜田二郎の開発したKJ法の考え

に基づき、攻撃と守備の切り換わった時点を中

心に前後20秒、合計40秒間を一枚のカードと考

え、それをKJ法の手法により分類を行った。タ

イムの認知は予め収録したＶＴＲに再度キックオ

フ時をスタートとし、100分の1秒単位でタイ

マーカウンターをインポーズし、攻撃と守備の

切り換え時のアドレスとした。

　

対象とした試合は以下に示す試合であった。

なかでも

　

'96トヨタカップ

　

ユペントス

　

対

リバプレートについては詳細な分類を行った。

収録した試合は以下に示す放映局のものであっ

た。

　

'96トヨタカップ

　　　

ユベントス

　

対

　

リバプレート

　　　　　　　　　　　　　　　

(日本テレビ)

　

'96ヨーロッパ選手権

　　　

決勝

　　

ドイツ

　

対

　

チ､、-ｺ

　　　

準決勝

　

ドイツ対イングランド(前半のみ)

　　　

準決勝フランス対チェコ

　　　　　　　　　　　　　　　　

(ＷＯＷＯＷ)

　

'96 Jリーグチャンピオンファイナル

　　　

決勝

　　

グランパスエイト対アントラーズ

　　　

準決勝グランパスエイト対エスパルス

　　　

準決勝アントラーズ対ヴェルディ

　　　　　　　　　　　　　　　　

(ＮＨＫＢＳ)

結果および考察

（1）攻撃と守備の切り換わりの出現回数

　

攻撃と守備の切り換わりの出現回数は以下に

示すようであった。

　

’96トヨタカップ

　　　

ユベントス

　

対

　

リバプレート

　

301回

　

’96ヨーロッパ選手権

　　　

決勝

　　

ドイツ

　

対

　

チェコ

　　　

258回

　　　

準決勝

　

ドイツ

　

対イングランド

　　　　　　　　　　　　　

（前半のみ) 127回

　　　

準決勝

　

フランス

　

対

　

チェコ

　

269回

　

'96 Jリーグ　チャンピオンファイナル

　

決勝グランパスエイト

　

対

　

アントラーズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

277回

　

準決勝グランパスエイト

　

対

　

エスパルス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

362回

　

準決勝アントラーズ

　

対

　

ヴェルディ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

314回

（2）ボール獲得方法

　

ボール獲得方法は、大別するとリスタート、

カット、ケットに分けることができた。リス

タートは、アウトオブプレーによる攻撃権、す

なわち、ボールの獲得を示し、この中にはゴー

ルキーパーのボールキャッチによる攻撃権の移

行も含めている。カットはインプレー中に相手

ボールを奪うことによって攻撃権を得た状況を

示し、ケットは、ルーズボールの獲得によって

攻撃権を得たこととした。

　

図1は、トヨタカップ、欧州選手権、Ｊリーグ

でのリスタート、カット、ケットの割合を比較

したものである。

　

全大会において、相手がボールを奪うカット

よりも、ルーズボールを獲得したケットの方が

割合か大きいことが判明した。

　

本研究の目的である「ルーズボールの分類」

は、この「ルーズボール獲得」の前提条件とし

てルーズボール発生の詳細を解明しようとする

ものである。
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ゲット

35％

ゲット

34％

ゲット

41％

トヨタカップ

カット

23％

欧州選手権

カット

24％

Jリーグ

カット

24％

リスタート

　

42％

リスタート

　

42％

リスタート

　

35％

図１

　

ボール獲得方法の大会間での比較

松本，原田，関

　　　

ジャストミート

　　　　　　

5％

ゴール前ロングリ

　　

バウンド

　　　

2Ｓ

ジャストミートプ

　　　

ロフク

　　　

6％

シュートブロック

　　　

2％

　　

パスプｏツク

　　　　

7S

シュートパンチン

　　　　

グ

　　　　

1％

ドリブルブロック

　　　

10％

クロスクリア跳ね

　　　

返し

　　　

1％

（3）ルーズボールの分類

　

図2は、ルーズボールの発生を分析した結果

できた分類項目とその割合を示したものであ

る。これによると15項目に分類された。それぞ

れの用語の規定は以下に示すようである。

ロングホールこぽ

　　　

れ球

　　　

6Ｓ

クリアー

　

13％

パスカットけり出

　　　

し

　　　

1％

高いボールの判断

　　　

ミス

　　　

1%

　

ハー，ポスト

　　　

1％

ロングポールりパ

　　

ウンド

　　

20％

　　

図２

　

ルーズボールの分類一第二段階－

　　　　　

トヨタカップにおける割合

ａ)クロスクリア：クロスを味方へのパスの意図

なしに跳ね返すこと、ディフェンディングリバ

ウンドボールとなる。

b)クリアー：味方につなぐなど、パスの意図な

く、現状の回避だけを目的としたもの、特に味

方ゴール前の相手のシュートチャンスを回避す

るためのボールとばし。(クロスクリアを除く)

ｃ)シュートブロ　ック：キーパー以外のDF選手

がシュートを身体にあてた。

d)ドリブルブロック：相手がドリブルしている

ボールを1st. DFが身体にあてた。

ｅ)パスブロ　ック：相手のパスを1st. DFが身体

にあてだ。

f)ブロック：相手がトラップした後にそのボー

ルを身体にあてた。

g)ロングボールリバウンド：ロングボールを

ＤＦ側の選手がアタッキングサード、ミドル

サードの地域でパスの意図なしにはね返した。

ｈ)ゴール前ロングボールリバウンド：ロング

ボールをDF側の選手がディフェンディング
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サッカーの攻撃と守備の切り換えについてーその1－

サードの地域でパスの意図なしにしっかりとは

ね返した。(ａ、bを除く)

i)ロングボールこぼれ球：ロングボールをＤＦ側

の選手かはね返せず、対等な競り合いによって

こぼれた、もしくはＦＷ側の選手かそらした。

多くはDF側にボールはこぼれる。

j)ジャストミートブロ　ック：攻守の区別がはっ

きりしており、攻撃側がボールコントロールを

する瞬間に1st. DFが身体にあてだ。

k)ジャストミート：攻守の区別かはっきりして

おらず、フィフティフィフティの状態での競り

合いでルーズボールとなった。

1)パスカットけり出し：パスカットと同じ形で

あるか、マイボールにはできず、つっつき、ま

たはけり出したことによってルーズボールと

なった。

ｍ)高いボールの判断ミス：落下点を誤ったな

どの判断ミスによって、きちんとした競り合い

かできず、ボールかグラウンドに落ちてルーズ

ボールとなった。

ｎ)クロスクリアはね返し：クロスをクリアした

ボールを何の意図もなく、再びはね返し、ルー

ズボールとなった。

　

以上のようにルーズボール発生は分類するこ

とかできた。

まとめ

I｡攻撃と守備の切り換わりは1試合に約270～

360回であった。

2.インプレー中のボール獲得はパスカットなど

積極的なボール獲得よりルーズボールによる獲

得の方か回数が多かった。

3.ルーズボールの発生は15の種類に分類でき

た。

　

これらの結果を指導現場に生きる研究とする

ためには、これだけでは不十分である。

　

ルーズボールの分類は、ルーズボール獲得の

ための前提条件であり、この分類が実際の試合

で役立てられなければならない。

　

ここで前述の、攻撃時にディフェンスライン

を押し上げる。その主な理由の中の、アタッキ

ングリバウンドを拾う。守備時にアタッキング

ラインを戻す。その主な理由の中の、ディフェ

ンディングリバウンドを拾う。この2つのチー

ムとしての戦術的了解事項かプレーヤー全員で

実行できたときルーズボール発生の中でもその

割合か多い、ａ)クロスクリア、ｂ)クリアーの二

つから発生する攻撃時の相手ディフェンスから

生まれるアタッキングリバウンドボールと守備

時の味方ディフェンスから生まれるディフェン

ディングリバウンドボールを有利に獲得できる

はずである。このようにルーズボールが発生す

ることを予知したチームとして戦術行動をとる

ことか重要であると考える。
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三次元動作解析システムに

はじめに
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石

よるサッカー選手の歩行分析

５

　

ｊ
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２

次
滋

基井
木

今
鈴

坂

　

田 清1）

　

歩行中の詳細な下肢機能の分析は、整形外

科、リハビリテーション科等において必要不可

欠なものとなりつつある。スポーツ障害は、同

じ運動負荷か繰り返されて生じるものとされて

いるが、特に歩行・走行・スポーツ動作中の下

肢・体幹の動的アライメント不良がその原因と

してあげられることも少なくない。多くの場

合、歩行分析は観察だけで異常を見つけ出し、

治療方法を選択している。

　

しかし、肉眼的観察

だけではそれを正確に記録に残すことは不可能

であり、また経験と技量に左右されるという欠

点もある。

　

本研究の目的は、サッカー選手の歩行特性を

調べ、その傾向からどのような障害か生じやす

いのかを予測し、障害予防に役立てること。次

に下肢の動的アライメント不良か、姿勢制御を

行う上で体幹の動きとどのような関係をもって

いるのかを示し、これより観察か容易な体幹の

動きを知ることが、下肢の動的アライメ゛ント不

良を推測する一手段となりうることを報告す

る。

対象と方法

　

Ｊリーグサッカーチームに所属する選手

（トップ・ユース・ジュニアコース各10名ず

つ、平均17.6歳）を選び、データの出力が可能

であった46下肢を用いた。歩行計測は、三次元

動作解析システムｖicon37071゛（ＯＸＦＯＲＤ

METRICS社製）を用い、選手には最も自然に

歩行してもらうように指示した。左右2枚、奥

行き4mのフォースプレート上を6台の赤外線力

メラと同期させることで、歩行中の関節角度及

び関節モーメントを求めた。サンプリング周波

数は60Hｚとした。この中でスポーツ外傷・障害

の発生頻度が最も多いとされている膝関節の運

動に着目したI）。歩行周期中の立脚期のデータ

を矢状面、前額面、水平面それぞれにおいて正

常域(n = 46、平均値±1標準偏差内）に納まっ

ている歩行とそれを各々に逸脱した計3つの歩

行に分類した。（図1）
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三次元動作解析システムによるサッカー選手の歩行分析

　

次にVicon370にて出力された選手のうち、

膝関節を指標に用い、ａ）正常域歩行（既往歴：

特記事項ない、ｂ）内反歩行（既往歴：足関節

脱臼骨折）、c）外反歩行（既往歴：膝蓋軟骨損

傷）を各1名選び出し、姿勢制御に伴う体幹の

動作との関係を調べた。歩行はビデオに記録

し、体幹の動きは両肩峰と両上後腸骨韓とを結

んだ四角形で表した。

結

　

果

1｡サッカー選手の歩行特性

ａ）矢状面

　　

図1a）

　

膝屈伸角度において、大部分を占める39例

（85%）か正常域内に納まっていた。膝屈曲モー

メントの増加かO例（O%）に対して、膝伸展

モーメントの増加は9例（20%）にみられた。

b）前額面

　　

図1b）

　

膝内反角度の増加か4例（9%）、膝外反角度の

増加が10例（22%）にみられた。膝外反モーメ

ントの増加か5例（11%）に対して、膝内反モー

メントの増加は14例（30%）と高い割合を示し

た。

ｃ）水平面

　　

図1c）

　

膝内旋角度の増加がﾌ例（15%）、膝外旋角度

の増加か6例（13%）にみられた。膝内旋モーメ

ントの増加が3例（ﾌ%）に対して、膝外旋モー

メントの増加は16例(35%)と高い割合を示し

た。

2｡歩行中の膝内外反角度と姿勢制御に伴う体

幹の動きとの関係

　

歩行周期中の立脚中期において、膝内外反角

度が正常域に納まる「正常域歩行」では、膝内

外反モーメントも正常域に納まっており、体幹

は長方形に近似された（図2a）。一方、膝内反

角度か過剰に生じていた「内反歩行」では、膝

外反モーメントか過剰に生じ、これに伴い体幹

は平行四辺形に近似された（図2b）。また、膝

外反角度が過剰に生じていた「外反歩行」で

は、膝内反モーメントか過剰に生じ、これに伴

い体幹は台形に近似された（図2C）。

考

　

察

　

スポーツ動作を評価するにあたっては、疼痛

部位、視診や触診による形態評価、徒手検査、

Ｘ線・ＭＲＩ画像による診断、姿勢分析など静

的評価に加えて、歩行、走行、スポーツ動作な

どの動的評価が用いられている。今日、スポー

ツ障害と歩行特性との間には密接な関係か成り

立つことか言われており2.3)、詳細な歩行分析は

サッカー選手のコンディショニングを把握する

上で必要不可欠なものと考えられる。スポーツ

障害と下肢アライメント不良との関係の例を表

１に示す。

入谷４）を改纏

表１下肢アライメント不良と障害との関係

　　　

足部の障害

＜足部過回内による障害＞

足底筋謨炎

外反母趾

外脛骨障客

シンスプリント

　

他

＜足部過回外による障害＞

アキレス腱炎（外側型）

足関節内反捻挫

第５中足骨疲労骨折

　

他

　　　

膝の障害

＜膝過外反による障害＞

驚足炎

外側半月板損傷後遺症

膝蓋大腿関節障客

　

他

＜膝過内反による障害＞

腸脛靭帯炎

変形性膝関節症（内側型）他

　

本研究では、障害発生頻度か最も高い部位で

ある膝に焦点を当て、動的アライメントとして

の膝関節角度と膝関節モーメントを指標に歩行

分析を試みた。図1a）より膝関節屈伸角度はほ

とんど正常域内に納まっていた。これは、関節

可動域範囲が大きいために、それを逸脱する可

能性も少ないことを意味しているだろう。一

方、膝伸展モーメントを過剰に必要としている

選手か9名（20％）もみられた。これは、体重

心か過剰に前方に位置する傾向かあることを示

唆しているもので、この膝伸展モーメントを多

－182－
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計測値

く必要としていることは、ジャンパー膝、オス

グッド・シュラッター病のような膝伸展機構の

障害を引き起こす可能性か高くなることを示唆

している。

　

また、図lb）より膝外反角度か10名（22％）

も正常から逸脱しており、このアライメント不

良は、膝蓋大腿関節障害、膝蓋骨亜脱臼等を引

き起こす要因となりうる。また、これを抑制す

るために生じていると思われる膝内反モーメン

図２各歩行特性における膝内外反角度及び膝内外反モーメント

トの増加は、膝内側組織の伸張ストレスとの関

係が示唆される。これは、膝関節内側の障害で

ある鷲足炎を生じさせる要因となりうる。

　

そして、図lc)にみられた膝外旋モーメント

の増加は、図1b)にみられた膝外反角度の増加

から足部の回内傾向か示唆され、これに伴う下

腿の内旋を抑制させるために生じたものではな

いかと推測される。

　

以上よりサッカー選手の歩行特性は、一般の

-183 －
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三次元動作解析システムによるサッカー選手の歩行分析

歩行に比べて前のめり傾向で膝伸展筋に負担か

かかりやすく、膝外反、足部回内に伴う種々の

スポーツ障害にかかりやすい特性を持ち合わせ

ていることか示唆された。

　

次に、膝の内外反アライメント不良と姿勢制

御に伴う体幹の動作との関連において考察す

る。福井ら5）は、これを「力学的平衡理論」の

観点から説明している。我々は肉眼的歩行分析

を行うにあたって、下肢のアライメント不良を

体幹の動きを手かかりとして行うことか多い。

なぜならば、動作の正常域からの逸脱は、下肢

そのものを見るよりも、より上部の体幹に著明

に現れることを経験から感じていることによ

る。これを客観化するために、三次元動作解析

システムによる計測値とビデオによる観察を用

いてその関係を調べた。その結果、肉眼ではわ

かりづらい膝の内外反アライメント不良は、体

幹の動きにおいては十分に影響を受け、肉眼で

も十分に観察できることが示された。

　

サッカーをはじめとしたスポーツ障害におい

て、下肢・体幹のアライメント不良を早期に、

かつ容易に見つけ出し、これに対策を講じるこ

とは障害予防において必要不可欠なことであ

る。選手を支えるスタッフにとって、より顕著

に現れる体幹への動きと下肢機能との関係を詳

細に把握することは、機器を完全に頼らずと

も、下肢の機能異常を早期に発見するための重

要な一指標となりうると考えられる。
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緒

　

言
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則

　

之5）

　

子どものサッカー人口の急速な拡大とともに

サッカーが直接、あるいは間接的な原因と考え

られるスポーツ障害か増加の傾向にあり、特に

その中でも膝関節に関するものの頻度が高いと

されている6)。その原因としてキック動作によ

る膝関節への繰り返しの負荷を考えることかで

きるだろう。

　

これまでのバイオメカニクス的な観点から

キック動作を捉えた研究2111)はインパクト前後

の現象からインパクト中の力学現象を推定する

手法を用いており、インパクト中の力学現象を

定量化するには至っていない。近年では、撮影

機器の進歩(高速化)に伴ってインパクト中の

力学現象を直接扱おうとする研究1.3)を散見され

るようになったか、膝関節回りの力学現象に着

目したもの、また子どもを対象にしたものは皆

無である。

　

したがって本研究の目的は、インパクト中の

膝関節にかかるpassiveなモーメントを子ども

を対象に定量化し、発育段階、ボールの重量と

の関係に検討を加え、スポーツ障害に関する基

礎的な資料を提供することである。

方

　

法

　

グランパスエイトジュニアに所属する子ども

25名（男子、年齢5～13歳、身長130. 7　±

12.0cmヽ体重29.3±7. 2kg)を対象とした。

被検者は重量の異なる3種類のボール（軽量

250gヽ4号350g、フットサル用400g）を約

11m先に設置されたゴールに全力でシュート

　

（インステップキック）する試行をコーチか失

敗がない被検者本来のキックであると判断する

まで繰り返した。その際、被検者の右側方約

１０ｍの地点に高速度ビデオカメラ(Nac製

MEMRECAMCl)を設置し、一連の下肢の動

作を1000fps、シャッタースピード1/6000sの

速度で撮影した（図1）。尚、実験に使用した

すべてのボールの空気圧を0.65気圧に統一し

た。

・／

iOm

Camera 1

Ｘ

図１実験摸式図

　

コーチが被検者本来のキックであると判断し

た一試行を3種類のボール毎に抽出し、大転

子、膝関節中心、足関節中心、つま先、ボール

中心の矢状面内における2次元座標を算出し

た。映像からの座標算出にはパーソナルコン

ピュータ（シャープ製、X68000）を用い分解

能約３ｍｍで分析を行った。

　

ボールと下肢についてリンクセグメントモデ

ル（足部と下腿部をひとつの剛体と仮定）を立

てヽボールとの衝突中に生じるpassiveな膝関

節回りのモーメントを算出し、2次のバタワー

ス型デジタルフィルターを用い遮断周波数

1)名古屋大学総合保健体育科学センター

　

2)名古屋大学大学院医学研究科

3)中京大学運動生理学研究室

　

4)モルテン㈱

　

5)名古屋グランパスエイト
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100Hｚで双方向から一度づつ平滑化を行った

loj≒下肢の各セグメントのパラメーター（体

重に対するセグメントの重量、重心位置、慣性

能率）の推定には、パラメーター推定の誤差を

抑えるために横井ら(1986)か日本人幼少年に

対して求めたものを用い、その被検者の年齢、

カウプ指数（体重/身長2）を個別に考慮し、各

パラメーターを算出した。

　

また、ボールの初速度については、10ms間

の位置変化に鉛直方向の重力加速度を考慮し、

その絶対値を求めた。

　

passiveな膝関節回りのモーメントのピーク

値（以下ＰＭと略記）について3種類のボール間

でt検定を行い、有意水準を5％に見積もった。

　

また、ＰＭとボール速度、ボール速度当たり

のＰＭ（ＰＭ/Ｖ）と体重との関係を求めた。

結

　

果

　

ボールの初速度は、軽量ボールか8. 79～

20. 15m/s、4号ボールか8. 92～18.07m/s、

フットサル用ボールか6.45～20.06m. sの範囲

であった。それぞれの平均値は13.5±2.8m/

s、12.2±2.4m s、11.7±2. 4m sであり、

軽量ボールかフットサル用ボールに比べ有意に

速いボール速度を示した(Ｐく｡05)。しかしな

がら、4号ボールとフットサル用ボールとの聞

に有意な差は認められなかった。

　

軽量ボールにおけるＰＭの平均値は330. 1±

133.7Ninであり、フットサル用ボール(420.2

±133.2 Nm)に比べ有意に小さな値を示した

　

(Ｐ＜｡01)。また軽量ボールのPMは、4号ボー

ル(407.7±170.１Ｎｍ)のものに比べ有意で

はないものの低い傾向か認められた(Ｐ＜｡1)。

　

ボール速度とＰＭとの関係を図2に示した。３

種類のボールすべてについてボール速度とPM

との聞にそれぞれ有意な直線関係(Ｐ＜｡01)か

認められた。4号ボールとフットサル用のボー

ルの回帰直線はボールスピードか15m/s付近で

交差しており、その前後で両者のＰＭの値の大

小関係が逆転していた。

　

ＰＭ/Ｖと体重との関係を図4に示した。3種類

のボールすべてについてＰＭ/Ｖと体重との関係

を有意な二次曲線（Ｐ＜｡01）で回帰することか

できた。
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本研究ではインステップキックにおけるイン

パクト中のpassiveな膝関節モーメントを定量

化し、近年増加の傾向にある子どもの膝関節周

辺のスポーツ障害に対して基礎的な資料を提供

することを目的とした。本研究では実際の膝関

節内部にかかる力は実測できないため高速度で

撮影された映像から力学的変量を算出したか。

この手法を用いた場合、その結果は2階微分に
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布目，道用，宮城，小山，山下

よって増長された誤差を含んでいる7）ため解釈

を慎重に行う必要がある。したがって本研究で

は、3種類の異なる重量のボールを用い、すべ

てに同様な平滑化を施した上で、3者を相対的

に評価した。

　

本研究の結果からpassiveな膝関節回りの

モーメントのピーク値（PM）はボールの初速

度と有意な直線関係にあること、回帰直線か

ボールの種類（重量）によって若干異なること

か明らかとなった（図2）。特に軽量ボールは、

有意に速い初速度(vs.フットサル用ボール）

と有意に低いPMCvs.フットサル用ボール）あ

るいは有意にではないものの低い傾向にある

PM(vs. 4号ボール）を示した。　したがって、同

一の初速度のボールを蹴るならば軽量ボールは

膝関節のモーメントに限れば負担が少ないとい

うことができるだろう。

　

一方、4号ボールとフットサル用ボールとの

間には、ボールの初速度、ＰＭ共に有意差か認

められず、両者の回帰直線は、ボールの初速度

か15m/S付近を越えるあたりで交差していた。

この結果は、ボールの初速度か15m/s（本研究

では小学5年生程度）より遅い範囲において同

一の初速度のボールを蹴る場合、フットサル用

ボールか4号ボールに比べ膝への負担か大きく

なる傾向を示すものと考えられる。

　

しかしながら、本研究で用いた3種類のボー

ルは、重量だけではなくその粘弾性特性も異な

ることが予想される。本研究のモデリングでは

この点を考慮することができなのため、PMの

推定に粘弾性の違いによる若干の誤差が混入し

ている可能性を考慮に入れるべきであろう。よ

り詳細な解析か待たれるところである。

　

さらに子どもの発育段階との関係を見るため

に、発育段階の指標としての体重を独立変数と

して用い、ボール初速度当たりのＰＭ（ＰＭ/

Ｖ）との関係を検証した。ここでPM/Ｖをあえ

て求めた理由は、ボール初速度とPMが有意な

直線関係にあるためボールの初速度の違いを全

体として標準化し、相対的な膝関節への負担を

考慮することが可能であると考えられるためで

－187

ある。その結果、3種類のボールすべてについ

て体重とＰＭ/Ｖとの関係を有意な2次曲線で回

帰することかできた（図3）。体重とのPM/V

との関係では特にフットサル用のボールか軽量

ボール、4号ボールと若干異なる曲線を描いて

いた。 ＰＭ/Ｖの値は、フットサル用ボールは体

重が30kg付近で、軽量ボールと4号ボールは体

重か35kgｲ寸近でピーク値を示していた。

　

子どもスポーツ障害に関する報告5, 6.8,9)によ

れば、Osgood-Schlatterに代表される膝関節

の障害は、11歳程度の年齢から顕在化するとさ

れている。本研究では体重が35kg付近（小学生

6年生程度の体重に相当）で軽量ボールと4号

ボールの回帰曲線かピークを示しており、前述

の膝関節の障害か顕在化し始める年齢とほぼ一

致していた。この結果は、キック時の膝関節へ

の負担とスポーツ障害とか密接に関連している

可能性を示唆するものであると考えられる。

　

さらに、フットサル用ボールではＰＭ/Ｖの

ピークか若干早まる（体重か軽い方ヘシフト）

傾向にあり、ボールのわずかな重量増（4号

ボールに比べ50gの増）か膝関節障害の発生年

齢を早める可能性か示唆された。雨天時などは

この程度の重量増か容易に起こり得ることが予

想されるため、雨天時の障害発生の頻度などの

疫学的なデータの裏付けが待たれるところであ

る。

　

現状では、小学生6年生以下の子どもはすべ

て4号ボールを使用している。

　

したがって、低

年齢の子どもか体格に比してかなり大きく重い

ボールを使用していると考えられる。本研究の

被検者を例にとってみても体重にしてほぼ2倍

の差がある子どもか同じ重量のボールを用いて

普段の練習を行わざるを得ない状況である。

　

現在のところOsgoodSchlatterは、筋力の

発達に骨の成長が追いつかないことか原因と考

えられ、小学校高学年以降の年代に顕在化して

いる4）か、その一方で具体的な愁訴かない場合

でもレントゲン上に異常か見られる例6,8)も報告

されており、実際には現在考えられているより

も低い年齢の段階で顕在化しない障害か起こっ
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ている可能性を否定できない。本研究では特に

ボール重量の若干の増加が特に体重の軽い子ど

もの膝関節への負担を増加させる可能性か示唆

される結果となった。障害を未然に防ぐために

低年齢用のボールの開発などの対応か今後急務

であると考えられる。
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サッカーのゲーム中におけるプレーヤー

　　

の高速移動解析システムの開発

大

　

橋
一

一 郎1）宮

　

城 修2）山村千晶2）

はじめに

　

サッカーのゲーム中におけるプレーヤーの動

きは、スピードの変化を伴いながら多様な方向

へ移動するという特徴がみられる。このような

動きの量や質はゲームのパフォーマンスに大き

く影響することから、実際のゲーム場面におけ

るプレーヤーの動きを詳細に分析することは体

力、戦術面で重要である。これまでに、ゲーム

中のプレーヤーの移動距離については多く調査

報告がみられ、筆者らの調査においても日本代

表やトヨタカップなどの一流プレーヤーの移動

距離は90分のゲームで、8000メートルから

12000メートルであり3,4,6,11,13)、海外の他の報告

とほぼ一致している1. 15.16.1≒

　

また、これらの移動距離かゲームの進行にと

もないどのように推移するかを少年(小学生)

から成人の年齢レベルを比較すると、中学生以

上の年齢層では5分間の一人のプレーヤーの移

動距離は450メートルから650メートルであ

り、ゲーム開始直後をピークとして徐々に低下

する傾向かあることが報告されている≒

　

また、トヨタカップと日本代表の移動距離を

比較してみると、トヨタカップは後半の低下率

か3パーセントであるのに対し、日本代表は８

パーセントと違いかみられ、ワールドクラスの

チームは、日本チームと比較するとゲームの進

行にともなうパフォーマンスの低下が少ないこ

と、また近年になって日本代表、Ｊリーグでは

後半の低下率か減少し、ほぼトヨタカップと同

様のレベルになったことも報告されている1≒

　

プレーヤーの移動距離は、高地や暑熱下など

の環境やプレーヤーのコンディションによる

ゲーム中のパフォーマンスをみる指標の一つと

I)大束文化大学

　

2)中京大学
-189

しても利用されてきている7,14)。

　

しかし実際の

ゲームにおけるプレーヤーは多様な方向へ、し

かもスピードの変化を伴って移動するという特

徴がみられることから、さらに詳細な動きの分

析か求められている。

　

これらのことから著者たちは、これまで三角

法の原理を応用した測定方法2)によって、試験

的にゲーム中の移動スピードを測定し5,8, 10)、

サッカーのゲーム中のプレーヤーの動きか

intermittentな動きであることを示し9)、さら

に、４ミリモルを基準としたＡＴレベルを越える

割合がゲーム時間のほぼ10パーセント程度であ

ることなどを明らかにしてきている12)。このよ

うに移動スピードを経時的に表示したりまた分

布を求めるなどの測定結果は、サッカー競技の

体力的な特性を確かめるという点で成果を示し

てきたか、従来の方法では計測したデータの処

理に多くの時間か必要なことから、現場への早

期フィードバックという点が最大の課題であっ

た。

研究目的

　

近年、コンピュータの小型化と処理能力か大

幅に向上し、従来の測定方法のうちのデータ処

理部分の改良が可能となったため、本研究では

これまで開発してきた三角法を応用した測定方

法の精度を高めるとともに、データ処理速度を

高速化することによって、ゲーム中の移動距

離、移動スピード、移動軌跡などのプレーヤー

の動きに関するデータを、指導者やプレーヤー

に早期フィードバックできる実用的なシステム

にすることを目的とした。

　

その結果、データの取込み、種々の変換処理
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をゲームの行われている測定現場でリアルタイ

ムで処理すること、またゲーム直後にデータの

修正処理をするとともに、任意の時間を設定

し、その間の移動距離、移動スピードを表示す

るなど、実用性の高いシステムに改良すること

ができた。

　

本稿では、第17回サッカー医・科学研究会の

テーマである「はかる」の課題研究発表という

立場から、主に測定の原理と測定機器および

データ処理の方法について報告する。

研究方法

1)間接的に位置を検出する原理

　

ピッチをＸＹ平面座標とし、ピッチ外の2点を

結ぶ底辺と、底辺を挟む2つの角度から以下の

式1によってピッチ内の交点であるプレーヤー

の座標を算出するという三角法を応用した(図

1)。

図１三角法を応用した位置検出の原理

Ｘ

　

式1

　

ｘ＝底辺xtanβ/ (tan a )十tａｎβ

　

yニX xtan a

2）移動する2点間の距離

　

ピッチ上のプレーヤーか移動することにより

角度はざ、β’となり交点P’の座標ｘ’、y’を

再び計算する（図2）。移動した2点間の距離を

式2によって求める（図3）という計算法を用い

た。

図２座標点の移動

ｙ

図32点間の距離計算

式2.

2点間の距離ﾆ， xｎ＋1‾ｘｎ)
2十(y

ｎ＋1‾yｎ)

2

３)測定機器と設置位置

　

移動するプレーヤーを追従するために照準器

を作成した。これは三脚の雲台に望遠鏡を取り

つけ、回転部分に角度変化を電気信号に変換す

るためにポテンショメータを装着したものであ

る(図4)。ポテンショメータ装着部分は機械

的誤差を最小限にとどめるよう精度を高めるこ

とに充分配慮した。2台の照準器はタッチライ

ンと平行で10～20m外側の2ヶ所に設置した。

測定上の誤差の影響を受けにくい位置として、

2台の照準器は両ゴールラインの延長上に設置

した。また、データ処理装置の電源部、Ａ-Ｄ変

換装置、データ処理用コンピュータは、ピッチ

中央外側ハーフラインのほぽ延長上に設置した

　

(図5)。

－190－
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図４サッカーゲーム中の移動解析照準器

　

図５ゲーム中の移動解析測定装置の設置図

4)データの流れ

　

二つの照準器から送られてくる電圧変化を、

ノート型パーソナルコンピュータの拡張ボック

スに装着したＡ-Ｄボードによりデジタル変換し、

角度変換、左右二種類の角度データと照準器間

の距離から求められるＸＹ座標変換処理かリア

ルタイムで行えるようプログラムを改良した。

データ処理には、i486 SXクロック33 MHz

のノート型パーソナルコンピュータにＣＰＵアク

セラレータによってDXlOO ＭＨｚレベルにグ

レードアップしたものを用いた。データの取り

込みから角度変換及び座標変換処理を経て移動

軌跡表示のリアルタイム処理速度をテストした

ところ、サンプリングタイム100msec、すなわ

ち0.1秒での処理か可能となった。電圧データ

　

(ＡＤ値)の取り込みから角度への変換、および

式1によるｘy座標の連続的な処理の例は表1に示

した。 0.1秒ごとにｘy座標値をピッチ内の位置

に置き換え直線で結ぶことによって、コン

ピュータのディスプレイ上にリアルタイムで移

動軌跡を表示するようにした。また、ゲーム終

了後のデータ修正処理のために、測定終了時に

は取り込んだデータから、ＡＤ値、角度デー

タ、座標データの3つのデータファイルを保存

するようにした。

表１照準器ポテンショメータから取込んだ

　　

データの即時処理の流れ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
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図６照準器により追従した角度データの変化

5)誤差の修正

　

この測定方法の場合、ファインダーの中央で

プレーヤーを追従することが必要であるが、図

６に示したように、測定者が追従する際に移動

する目標プレーヤーを左右方向のわずかなずれ

か生ずることを避けることかできない。そこで

測定後の処理として、対象プレーヤーの追従時

に生じる誤差を修正するため、角度データを移

茫
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動平均法によって平滑化し座標よび座標間の距

離を再計算させる、という方法を用いた。測定

時に目標プレーヤーを追従する際に生じる左右

の揺れの振幅は、いずれの場合も0.5秒以内で

あることから、0.1秒単位として5点移動平均法

によって修正処理をした。

６）移動軌跡、スピード変化の表示

　

ゲーム中に求めたデータファイルをもとに表

２に示したように、保存されている角度データ

を修正し、ｘy座標を計算した上で連続する座標

の距離を求めた。このデータを用いて任意の時

間内における移動距離、移動スピード、移動軌

跡を同時に表示できるようプログラムを追加し

た。図ﾌは、日本代表チームのフォワードのプ

レーヤーの前半45分間の移動軌跡と距離、そし

てスピードの変化の一部をコンピュータ画面に

表示した例である。また、必要に応じて時間を

指定し距離、スピードを表示させることも可能

となった。（図8）。

表２データ加工の流れ

O表示時間300se

　

Distance 720.

□芦コ

ド加４月

図８ サッカーゲーム中の移動距離,移動軌跡，

移動スピードの表示画面（5分間）

まとめ

　

従来から測定してきた、回転部分にポテン

ショメータを装着した照準器をピッチ外のニケ

所に設置し、プレーヤーを追従することによっ

て得られる角度変化データから二次元の座標変

換処理をするというゲーム中のプレーヤーの移

動解析システムを改良した。主な改良部分は、

プレーヤーを追従する照準器の機械的誤差の減

少およびデータ処理部分の高速化である。その

結果、次の3点か可能となった。

　

1.0. 1秒のデータサンプリング

　

2.リアルタイムでの移動軌跡表示

　

3.移動距離、移動軌跡、スピード変化のゲー

ム直後の表示

　

このことによって、サッカーのゲームにおけ

るプレーヤーの動きを間接的に測定するという

特徴を生かし、高速に分析処理することか可能

となり、これまでの課題であった現場への早期

フィードバックのための測定システムとして実

用化を達成した。

　

本研究の測定システムの開発においては、平

成6、7年度文部省科学研究費の助成を受けた。
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図７サッカーゲーム中の移動距離，移動軌跡，

　　

移動スピードの表示画面（45分間）
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サ｀タカ‾選手の足部の特徴とスパイクの関係について
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足趾トレーニングによりパフォーマンスが改

善したとする報告112）か示すように、スポーツ活

動において足趾が果たす役割は、シューズとい

う環境下でパフォーマンス密接に関連してい

る。つまりよりよいパフォーマンス発揮のため

には、足趾がシューズの中で十分に機能する事

が重要だということである。図1を参照された

い。これは歩行時のフットプリントである。足

趾の先に（特に母趾で）１ｃｍ程度飛び出してい

る部分かあるのがわかる。これはtoe off時のあ

おり運動の際に、母趾かこの分だけ動いている

ということである。それゆえに、シューズに余

裕かなくてはこの関節の十分な可動性が得られ

ず、パフォーマンスの低下をきたすものと推察

される。しかしサッカーでは、シューズに余裕

かあってはキック時に地面にあたってしまうよ

うな使用感を生じさせてしまう。それゆえに選

手は繊細なボールタッチを失わないように小さ

めのスパイクを好む傾向かある。サッカーでは

90分間のゲーム中にボールを扱っている時間は

わずか3分程度であるといわれている。選手が

このボールタッチの微妙な感覚を重要視するの

は、わずか3分足らずのパフォーマンスでミス

を犯さないことか大変重要であると考えている

からではないだろうか。小さめのシューズを履

くことは他のスポーツには少ない、サッカーに

特徴的なものであると考えられる。そこで本研

究は、スパイクと足部傷害に関するアンケート

調査ヽQ-angle、立位leg-heel alignment、及

び足関節、母趾ＭＴＰ関節の可動域をパラーメー

ターとし、サッカー選手のスパイクと足部の形

態的特徴、及び足部傷害との関係について検討

1)筑波大学体育研究科

　

2)足と靴の科学研究所

した。

あおり運動により母趾が移動した部分

図１．歩行時のフットプリント

研究方法

Ｉ

　

対象

　

対象は筑波大学蹴球部員104名(208足）

とした。平均年齢は20.0±0.9歳、身長は

174. 3士5.3、体重は67. 5土5.6、競技歴は

10.5±2.3年、さらにスパイクのサイズ26.2

±0.9cmとした。

ｎ.方法

（1）アンケート調査

　

スパイクと足部傷害に関する以下の項目につ

いて調査した。

3)筑波大学体育科学系
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(ａ)スパイクの種類(b)スパイクを履いたとき

の余裕(ｃ)履きやすさ(d)ポイントの減り方

の偏り(ｅ)スパイクの選択基準(f)足部の痛

みの経験とその部位(g)肝脂の有無(h)鶏眼

の有無(i)爪下出血経験の有無

(2)可動域・alignment測定

　

Qangle及び立位leg-heel alignment の測

定、足関節、母趾ＭＴＰ関節の底背屈可動域を

自動及び他動で測定した。3名の験者が測定方

法について十分な打ち合わせをした後に、測定

を行った。

　

アンケート調査及び可動域・アライメント測

定とも、統計的処理を加え検討を行った。

結果及び考察

（1）アンケート調査（表1）

　

スパイクを履いたときの余裕に関しては（図

2）、余裕があるか22名(21.2%)、ほとんど予

想かないが46名(44.2%)、全く余裕かないが

36名(34.6%)であった。

　

しかし、余裕があ

ると答えた者の中に、横幅が広いため横幅に合

わせてスパイクを選択するとするものかﾌ名い

表１．アンケート結果

　　　　　　　

(n=104)

　　　　　　　　　　　　　　　　　

名（％）
(ａ)スパイクの種類

　　

固定式

　　　　　　　　　

取り替え式

　　　　　　　　　

ｱｯﾌﾟ'ｼｭｰｽﾞ
一一一

　

一一一一一一
(ｃ)履きやすさ

　　　　

履きやすい

　　　　　　　　　

かなり履きやすい

　　　　　　　　　

普通

　　　　　　　　　

かなり履きにくい

　　　　　　　　　

履きにくい

(d)減り方の偏り

(ｇ)餅服

一一一一一
(h)鶏眼

あり

なし
一-
あり

なし
ｰ一一--
あり

なし
ｰ--

あり

なし

　　

ー
あり

なし

98 (94.2)

　

O（0.0）

　

6 (5.8)

-一一-一一一一

45 (45.3)

38 (36.5)

16 (15.4)

　

5 (4.8)

　

O（0.0）

一一一一一･･一一一一

73 (70.2)

31 (29.8)

-一一一一一一‥-一一
78 (75.0)

26 (25.0)

－－一一一一

49 (47.1)

55 (52.9)

‥-一一一一‥-一一‥-

　

10 (9.6)

94 (90.4)

‥－一一一一一一‥

　

63 (60.6)

　

41 (39.4)

図2.スパイクの余裕

た。これらは横幅にフィットするようにスパイ

クを選択しているため、必然的に爪先に余裕か

生じたものと考えられる。大槻らの先行研究で

は、履いたときにきつめに感じるものか66％で

あったと報告しているが3）、本研究でも、78.8

％がまったく余裕のないもしくはほとんど余裕

のないスパイクを好んで履いていた。

　

スパイク選択基準に関しては（図3）、フィッ

　

ト感47名(45. 2%)、皮革か柔らかい41名

　

(39.4%)、横幅か広いため横幅に合わせる24

名(23. 1%)、きつめ21名(20.2%)、衝撃吸

収かよい13名(12.5%)などであった。

　

以上の結果から選手はフィット感の高いスパ

イクを好むため、皮革か柔らかくきつめのスパ

イクを選択していると考えられる。また本研究

では全体の約4分のIの選手か横幅に合わせてス

パイクを選択していた。今回はアーチに関して

は調査していないか、これらの選手は横アーチ

の低下の可能性もあると考えられる。

（人）
50

０

　
　

０

　
　

０

　

０

４

　
　

３

　
　

２

　
　

１

０
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39.4%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

32.7%

　　　　　　　　　　

23.1%

　　　　　　　　　　　　　　　　

20.2%

　　　　　　　　　　　　　　　　

……

　　

12.5%

　　　　　　

､＼＼

　　　　　　　　　　　　

1.0cm22名(21%)

Ocm36名(35%)
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痛みの経験に関しては（図4）、78名（75.0

％）か痛みの経験を有していた。部位に関して

は、足背部30名(38.5%)、足底26名(33.3

％）、足趾20名(25.6%)、腫底20名(25.6

％）、腫19名(24.4%)と足背部か最も多いもの

となったか、痛みの部位か比較的分散するもの

となった。これは痛みの経験率68％で、その部

位が爪先（40％）、躇（31％）に集中するとする

大槻らの先行研究とは異なる結果となった3）。

今回の調査で足背部の痛みが多かったのは、先

にも述べた横幅が広い選手が多いため、横アー

チの低下による中足痛も一要因であったと考え

られる。

（人）

　　　

38.5%
０

　

５

　

０

　

５

　

０

　

５

Ｃ
Ｏ

ｒ
ｊ

Ｃ
Ｊ

･
―

1
-

０

足背部

　

足底

　　　

足趾

　　　

謹底

図４.痛みの経験部位

表2.スパイクの余裕と足部の傷害

　

痛みの経験あり

減り方の偏りあり

　　　　

餅屋あり

　　　　

鶏眼あり

iilj,＆

゛t’

ても、ある程度の余裕のあるスパイクを履くこ

とか望ましいと考えられる。

（2）可動域・alignment測定（表3）

表３．可動域とalignment

　　　　　　　　　

足関節

自動底屈

　　

51.0±7.7 (45)

他動底屈

　　

60.5±7.5

自動背屈

　　

20.1±6.5 (20)

他動背屈

　　

27.2±6.7

Ｏ内は正常可動域

　　　　

（゜）

母趾ＭＴＰ関節

22.7±10.7 (35)

34.5士n.3

67.6±12.0 (60)

91.1±13.4

立位leg-heelalignment　　　5.8±3.7

　　　　　　　　

Q-angle

　　

11.7±3.7

　

可動域・alignmentに関しては、日本整形外

科学会、日本リハビリテーション医学会により

足関節の正常可動域が、自動背屈20°、自動底

屈45°と言われている4)。本研究では、自動背

屈が20. 1±6.5°であったが、自動底屈が

51.0±7.7°とこれを上回っていた。これは最

大底屈位で足部に強い衝撃が加わるインステッ

プキックの影響であると推察される。同様に母

趾ＭＴＰ関節では、正常可動域は自動背屈で

60°、自動底屈で35°とされているが4)、本研

究では、自動底屈22. 7±10.7°、自動背屈

67.6±12.0°と、底屈の可動域は狭く背屈の

可動域が広いものとなった。しかし母趾ＭＴＰ関

節の全可動域を見ると、正常可動域と同程度で

あることから、背屈側に可動域か移行している

といえる。これは小さなスパイクを履いている

ためスパイクの中で常にＭＴＰ関節が少し背屈し

た状態を強いられ、長い競技歴の中でalign-

mentがその状態にまで変化した為ではないか

と考えられる。

　

痛みと可動域・alignmentの関係に関しては

　

(表4)、足関節では、痛みのある、なしでの

差は見られなかったが、趾節関節では自動、他

動とも背屈において痛みのある群がない群に対

して危険率5％で有意に高値を示した。足関節

で可動域・alignmentに差か見られなかったの

は、今回の調査が足部の痛みということもあ

り、足関節の可動域への影響が少なかったため

1｡０Ｃｍ(ｎ=22)

　

0.5cm(n=46)

　

0cm(n-36)

　

17 (77.3)

　

13 (59.1)

12 (54.5)

　　

1 (4.5)

31 (67.4)

30 (65.2)

18 (39.1)

　

4 (8.7)

30 (83.3)

30 (83.3)

　

19 (52.8)

　

5 (13.9)

爪下出血経験あり

　　　

9 (40.9)　　29 (63.0)　　25 (69.4)

　

スパイクを履いたときの余裕と傷害との関係

を見ると(表2)、余裕かまったくないと答えた

ものの割合が、脱脂以外の傷害に関係するすべ

ての項目で最も高いものとなった。つまり小さ

なスパイクを履くということか、足部に対する

圧迫、摩擦を増加させスパイク内での足部の可

動性を制限し、これらの傷害の発生要因となっ

ているものと推察される。傷害予防の点から見

－197－

33.3%

　　　　　　

25.6%

　

25.6%

余裕

　　　　　　

名（％）
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と推察される。 Qangleおよび立位leg-heel

alignmentに関しては、有意差は見られなかっ

たものの、平均からそれぞれ1標準偏差逸脱す

る16°、10°以上の群において痛みの経験の割

合か高いものとなった。趾節関節に関しては、

痛みのある群で、可動域が拘縮していることが

予想されたが、本研究では、背屈可動域か痛み

のある群で高値を示した。今回の調査では、痛

みか何に由来するものなのか細かく調査してお

らず、問診形式による調査や医師の診断で調査

した場合、また違った結果か得られる可能性も

あると考えられる。

表４．痛み経験と可動域・alignment

　　　　　　　　　　　　　

痛み経験

　　　

（゜）

　　　　　　　

自動底屈

　

足関節

　　　

他動底屈

　　　　　　　

自動背屈

　　　　　　　

他動背屈
-一一

　　　　　　

一一一一一一一‥一

　　　　　　　

自動底屈

母趾ＭＴＰ関節

　

他動底屈

　　　　　　　

自動背屈

　　　　　　　

他動背屈

あり
-
51.6士7.9

60.8士7.7

20.1士6.4

27.2±6.4

35.1土11.8

69.0±11.5゛

92.4±13.5 *
一一一一一一一一

　

５．８±3.7

なし
-ー
49.8土7.3

59.9士7.2

20.0士6.9

27.1±7.3

33.1土10.0

65.0±12.5゛
88.4

± 1 2

.

8 *

■ ㎜ ■ = ･ 皿 ｉ ■ ㎜ ㎜ ■
¬-I■㎜■=･皿-･

　　

5.7±3.7

　　　　　　

Q-angle

　　　　

n.9±3.5

　　　

1□±4.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

゛p＜0.05

　

サッカーでは90分間のゲーム中にボールを

扱っている時間はわずか3分程度であると言わ

れている。選手が小さめのスパイクを履き、

ボールタッチの微妙な感覚を重要視するのは、

このわずか3分足らずのキックパフォーマンス

か、競技力に非常に大きな影響を与えるからで

はないだろうか。足趾の運動における役割に関

しては、足趾・足底トレーニングの結果、反復

横とび時間、立ち幅跳び距離か有意に改善した

とする井原らの報告l)や、50m全力疾走時間、

垂直跳び高が有意に改善したとする宇佐波らの

報告2)が示す通り、スポーツ活動においてその

役割は重要であると考えられる。スパイクに余

裕がなくてはこの関節の十分な可動性か得られ

ず、キック以外のパフォーマンスの低下をきた

すことや、さらには傷害の発生につなかること

か推察される。それゆえにトータルパフォーマ

ンスの向上や傷害予防のため、キックパフォー

マンスに大きな支障をきたさない程度の余裕の

あるスパイクを履くことか重要であると考えら

れる。

　

【症例】20歳、ゴールキーパー

　

症例は左足に2度のJone's骨折を経験した例

である。 95年9月上旬に最初に疼痛か出現し、

96年1月10日左方向への切り返しで左足を踏み

出したところ前足部か地面に引っかかり受傷

　

（図5）、同年2月3日最初の手術をし、3月中旬

にゲームに復帰した（図6）。

図5.最初の受傷時のレントゲン像

図6.完全復帰時のレントゲン像

図7.再受傷時のレントゲン像
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図8.完全復帰時のレントゲン像
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表5.症例(Jone's骨折経験者）のアンケート結果

・練習時ｱｯﾌﾟｼｭｰｽﾞを使用

・余裕はＯＣｍで全くなし

・スパイクの選択基準は，躇部がフィットすること．

　

ポイントが少し高めのもの

・痛み経験あり

・減り方の偏りあり

・左右とも母趾球に餅屋あり

・鶏眼なし

・右足親指に爪下出血経験あり

　

2度目の受傷は96年7月30日、最初と全く同

じ受傷起点により受傷（図7）、同年8月７日に

植骨を含む再手術を行い、10月下旬にゲーム形

式の練習に復帰した（図8）。また彼には右足

にも舟状骨に疲労骨折の経験があった。アン

ケート結果によれば（表5）、スパイクはまっ

たく余裕のないものを履いていた。また受傷経

験から、練習場所が土の硬いグランドというこ

ともあり、練習時にアップシューズを履いてい

た。スパイクの減り方に関しては、腫の内側と

第1第5中足骨骨頭付近、さらに爪先が、他の部

分と比べて特に左足で著しく減っていた。

　

可動域に関しては（表6）、特に狭いといっ

た問題はないものの、関節底背屈、足関節底屈

の可動域が右足に比べ劣っており、骨折の影響

か残存しているといえる。立位leg-heel align-

mentに関しては左足が1°、右足が3°と平均

値の5.8°より特に受傷側の左足で後足部内反

傾向を示したものの、特に内反しているわけで

はなかった。

　

しかし腫骨の2等分線と地面垂直

線かなす角度（立位躇部角）を見ると、左足

9°、右足5°と明らかな内反を示しており、第

５中足骨側へのストレスがかかりやすいalign-

mentであった。平野らは、足底圧の解析により

硬いグランドでスパイクを履いて切り返し動作

を繰り返すとその軸になる足底の外側に高い圧

かかかると指摘している5）。また辻らの報告で

は、スパイクには第5中足骨基部にポイントの

支持かなく、荷重によって同部位が底側凸方向

へのストレスを受けるとしている6）。この選手

の場合、ゴールキーパーでありフィールドプ

レーヤーよりも高頻度で切り返し動作を要求さ

れていた。さらに彼の足部はハイアーチ傾向に

あり足底腱膜の柔軟性の乏しさから衝撃の吸収

がなされず、その影響が中足骨へのストレスを

増加させていたものと考えられる。

結

　

語

1）サッカー選手のスパイクと足部の形態的特

　　

徴、及び足部の傷害との関係を調査した。

2) 78.8%の選手か、まったく余裕のないスパ

　　

イクかほとんど余裕のないスパイクを好ん

　　

で履いていた。

表6.症例(Jone's骨折経験者）の可動域・alignment 3）全く余裕がないスパイクを履いていると答

　　　　　　

（゜）

左（患側）

　

右（健側）

足関節

自動底屈

他動底屈

自動背屈

０
０
０

　

Ｉ

　

一

　

一

Ｃ
Ｏ

C
O

C
M

4
m
　
(
Ｍ

55.0

62.0

16.0

他動背屈

　　　　　　

28.0

　　　　

28.0

　　　　　　　　　

自動底屈

母趾ＭＴＰ関節

　　

他動底屈

　　　　　　　　　

自動背屈

　　　　　　　　

他動芦

立位leg-heelalignment

32.0

38.0

77.0

94.0
-

　

1.0

35.0

45.0

85.0

109.0
-

　

３．０

Q-an le　　　　　8.0　　　15.0

　　

えたものの割合が、アンケート調査の滸祗

　　

以外の傷害に関するすべての項目で最も高

　　

いものとなった。

4）足関節の自動底屈の可動域が51.0±7.7°

　　

と正常可動域の4ダを上回るものとなった

5）母趾ＭＴＰ関節の可動域か正常可動域と比

　　

べ背屈側に移行していた。

６）トータルパフォーマンスの向上や傷害予防
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のためにも、キックパフォーマンスに大き

な支障をきたさない程度の余裕のあるスパ

イクを履くことか望ましいと考えられる。
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はじめに

　

サッカー選手の上下視野の機能分化について

黒沢秀樹1）山ノ井高洋2）越山賢ご）

　

第15回本研究会で三次元空間を使うサッカー

のヘディングについて、技術的および戦術的意

味を考察した1)。すなわち、サッカーの試合で

は三次元空間の使用を許されているのであるか

ら、この空間を技術的あるいは戦術的にいかに

有効に活用するか、ということで選手の能力評

価やチームカ評価が可能であると考えた。空中

にあるボールをめぐっては、ヘディングが多用

される。そこで、この観点から1994年Ｗ杯の

決勝トーナメントフ試合をビデオテープで検討

した結果、ヘディングパスの成功率の高いチー

ムがトーナメントで勝ち残ったことを見い出し

た。

　

しかし、試合中の選手は好んでヘディングを

しているのではないことにも同時に気付いた。

すなわち、相手選手が近くにいない状況では、

選手は空中にあるボールを頭ではなく、胸や足

でコントロールしようとする傾向があった。

　

｢なぜか？｣と疑問を抱いた。当初は、頭では

ボールの速度、方向、あるいは回転を変えるこ

と等のボールコントロールか、足に比べて格段

に劣ることかその理由と考えた。

　

ところで、ヒトは左右方向より上下方向に展

開する空間に弱い。また、下半視野と上半視野

を比較すると、情報処理の質に違いのあること

も最近の研究で理解されてきた(表1)2'3)。この

ような視覚情報処理の異方性や機能分化、ある

いは運動視や立体視等の視機能が、サッカー選

手の能力、技術、戦術にある影響を与えている

ことか推察される。したがって、空中にある

ボールに対する判断および処理、あるいはヘ

ディングする選手の技術能力は、選手の視機能

　

と無関係ではないと考えた。そこで、本研究で

　

は過去の国際試合を例にとり、視機能と関連さ

　

せて、ペナルティエリア内の攻撃法と得点の経

　

過について分析検討した。さらに、サッカー選

　

手の視機能の計測実験を行った。

表1

　

上半視野と下半視野の機能分化（（文献2）

　　　

より改変）

　　

機能

　　　　

上半視野（ＵＶＦ）

　　　　　

下半視野（ＬＶＦ）

脳内位置

　　

腹側系

　　　　　　　　　

背側系

奥行知覚

　　

非交差性視差（遠視覚）

　

交差性視差（近視覚）

眼球運動

　　

サッケード眼球運助

　　　

追跡眼球運動

注意の広ｶ恂身体外空間（視覚探索）

　

身体近傍空間（自己身体中心的）

空間解像度

　

高空間周波数帯への感受性

　

低空間周波数帯への感受性

時間解像度

　　　　　　　　　　　　　

高い時間周波数帯への感受性

知覚

　　　　

ローカル

　　　　　　　　

グローバル

処理

　　　　

線形

　　　　　　　　　

非線形

対象と方法

　

(1)1994年Ｗ杯準決勝2試合の、ペナルティエ

リア内への攻撃側のパスの種類を空中と地上に

分け、さらに空中のパスを上半視野と下半視野

に分けて（図1）分類比較した。

図1

　

サッカーにおける上半視野と下半視野

　　　　

(サッカー人間学4)より改変)

1)札幌整形外科循環器科病院

　

2)北海学園大電子情報工学科

　

３)北海道教育大
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サッカー選手の上下視野の機能分化について

(2)1996年アジアカップ予選で決勝トーナメ

ント進出を決めた、対ウズベキスタン戦の日本

の4得点を、上半視野と下半視野の観点より分

析した。

　

(3)大学サッカー部員6人(19. 5±3.0歳、

サッカー歴9.5±3.0年)を対象に視覚実験を

行った。被験者の顔面を固定し、目の位置より

上方20°(上半視野)および下方20°(下半視

野)のそれぞれの位置にテレビモニターを置い

た(図2)。まず、一方のテレビモニター上であ

る直径の円(Ａ)を5秒間見せて記憶させる。次

いで、円の直径か3 mm/secの速度で連続的に

任意に大きくなる、あるいは小さくなる画像を

凝視させる。そこで、さきに覚えた円(Ａ)の直

径とモニター上で変化する円の直径が一致した

と被験者が認めたとき、キーをたたき、画像を

止める。これを上半視野と下半視野の各テレビ

モニターについて各人それぞれ8回実験し、円

(Ａ)の直径とモニター上で止めた画像の円の直

径を記録し、比較検定した。

尚4糾
上半視野での実験 工圭皿ﾆｍ遜.

結

　

果

図2

　

視機能の実験方法

(1)表２．ペナルティエリア内での攻撃側のパ

スの58～91％が空中にあり、そのうち80～93

％か上半視野にあった。

(2)1996年アジアカップ予選、決勝トーナメ

ント出場を決めた対ウズベキスタン戦の日本の

4得点は、

1点目：守備選手のダイビングヘッドクリヤー

(下半視野にあったボールを上半視野で処理)

を名波選手がダイレクトにロングシュート。

2点目：高木選手かドリブルで守備選手をかわ

しシュート（下半視野）、ＧＫが体ではじいた

ボールを、山口選手がヘディング（上半視

野）、それを三浦選手かヘッドシュート（上半

視野）。

3点目：前園選手がフリーキック（ＧＫ、一瞬ブ

ラインドか？）。

4点目：本田選手のチップキックパス（上半視

野）を前園選手か受け取り、ボールを浮かせて

ＧＫをかわし（上半視野）、シュート（下半視

野）。

（3）上半視野と下半視野について、等分散の検

定では、円（Ａ）の直径12cm (有意水準：Ｐ＝

１％）、および15cm（Ｐ＝5％）について有意

差かあった。

　

大きくなる円については、円（Ａ）の直径6cm

　

（Ｐ＝７％）、12cm (P=5%)、および15cm

　

（Ｐ＝1％）について上半視野と下半視野の間

に等分散の検定で有意差があった。

　

被験者それぞれの上半視野と下半視野につい

ての等分散の検定では、4人でいずれも下半視

野に比べ上半視野の分散か大きかった(P=5

％）。

考

　

察

　

1994年Ｗ杯準決勝2試合では、ペナルティエ

リア内での攻撃側のパスの58～91％か空中にあ

り、そのうち80～93％が上半視野にあった。す

なわち、視覚情報処理機能の比較的劣る、状況

判断困難な行動空間を使う攻撃を多用して得点

すると考えられた。対ウズベキスタン戦の日本

の4得点は、「下半視野（足）：確実、正確に配

球できる。上半視野（頭）：情報処理、ボール

コントロールに難あり。」という仮説を裏付け

るものであろう。

　

ブラジルはベベト、ロマーリオの小兵ツー

トンプで、1994年Ｗ杯を制覇した。準決勝ス

ウェーデン戦での決勝点は、ジョルジーニョの

ハイクロスをロマーリオがヘディングシュート
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黒沢，山ノ内，越山

したものである。Ｊリーグ元年の得点王（16

点）ディアス（身長165cm)のヘディング

シュートによる得点は4点であった。身長の高

低のみで選手を選抜する愚は避けたいものであ

る。

表2

　

1994年Ｗ杯準決勝におけるペナルティ

　　　

エリア内へのパスの分類

Ｉ ： BRAZIL （１－Ｏ）ＳＷＥＤＥＮ

　　

PASS

　　　　

ＢＲＡＺＩＬ％

　　　

SWEDEN(%

　　　

FLY

　　　　　

25

　

75.8

　　　　

15

　

75.0

GROUNDER

　　　

８

　

24.2

　　　　　

5

　

25.0

FLY

　　　　　

ＢＲＡＺＩＬ％

　　　

SWEDENf%
UVF

　　　　　

20

　

80.0

　　

’

　

14

　

93.3

LVF

　　　　　

5

　

20.0

　　　　　

1

　　

6.7

Ｈ ： ITALY （２－１）ＢＵＬＧＡＲＩＡ

　　

PASS

　　　　　

ＩＴＡＬＹ％

　　　

ＢＵＬＧＡＲＩＡ％

　　

FLY

　　　　　

17

　

68.0

　　　　

22

　

91.7

GROUNDER

　　　

８

　

32.0

　　　　　

2

　　

8.3

FLY

　　　　　

ＩＴＡＬＹ％

　　　

ＢＵＬＧＡＲＩＡ％

UVF

　　　　　

13

　

76.5

　　　　

20

　

90.9

LVF

　　　　　

4

　

23,5

　　　　　

2

　　

9.1

　

ヒトの視空間は前方の上下左右に広がり、さ

らに遠近方向への拡大がある。ヒトは自分自身

の身体を中心とした座標系で、視野で捉えた空

間的広がりを認知しているが、姿勢すなわち目

の位置の違いにより、知覚的異方性が生じてく

る。ヒトは主に地上で生活しており、下半視野

での平面方向への移動の制約が小さいのに対

し、上下方向への制約が大きい。目の前に展開

する空間では左右方向より上下方向に弱点かあ

ると思われる。アメリカ大リーグで活躍する野

茂選手の武器は大きく落ちるフォークボールで

ある。

　

視機能の研究は、スポーツや日常生活で期待

されているが未開拓の分野である≒今後の発

展に期待したい。

文

　

献

1）黒沢秀樹：ヘディングにより定量評価した

　　

チームカの検討，第15回サッカー医・科学

　　

研究会報告書

　

95-99, 1995.

2）三上章充編：視覚の進化と脳，朝倉書店，

　　

1993.

3）久保和也ほか：形の恒常性と眼球運動の上

　　

下視野における相違，北海学園大学工学部

　　

研究報告24 : 197 -205 , 1997.

4）白井尚之訳：サッカー人間学，小学館，

　　

1983.

5）真下一策：スポーツビジョンとは，臨床ス
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年代別にみたサッカー選手の身体組成
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はじめに

　

スポーツの種類によって身体組成を把握する

ことは、その競技レベルを認識する上で重要で

あり、外傷の影響、トレーニングの効果等を把

握する上で有用である。今日まで、種目別に身

体組成を評価した文献はいくつかみられるか、

年代別に評価した報告は少ない。今回、サッ

カー選手の身体組成を年代別に評価する機会を

得たので、若干の考察を加えて報告する。

　

〈対象および方法〉Ｊリーグ・サッカーチーム

に所属するジュニア・ユース（以下J) 68名、

ユース（以下Ｙ）48名、トップ（以下T) 33名

の選手を対象とした。平均年齢はJ 13.0才（12

～15）、Y 16. 1才（15～22）、T 23.2才（17

～35）であった。平均身長はJ

　

161.4cm、Y

172. 1cm、T 178. 5cin、平均測定体重はJ

51.0kgヽY 63.6kgヽT 72. 7kgであった。

　

ＨＯＬＯＧｌｃ社製の骨密度測定装置QDR2000

を用いて、推定体重、体脂肪率を測定した。ま

た上肢、下肢の骨密度と筋量については、利き

手、非利き手、利き脚、非利き脚の各部位で比

較。年代別に利き手、非利き手間および利き

脚、非利き脚間についても比較検討した。

結

　

果

　

QDR2000による推定体重はJ49.0kg、Y

62. 2kgヽT72. 9kgであり、それぞれ測定体重

と比較してみると、相関係数0.992できわめ

て強い総会を認めた（図1）。

　

身長と体重はそれぞれ、グループ間に有意差

（Ｐ＜0.0001）を認めたか、体脂肪率はJ

13.5%、Y

　

11.9％、T

　

11.6%で、Y-T

　

間

に有意差(P =0.38)を認めなかった。

推
定

(kg)

相関係数=0.992

20

　

30

　

40

　　

50

　

64）

　

70

　　

80

　

90

　　　　　　

測定体重（k9）

図I QDR200による推定体重と体重計

　　　　　　

体重計ぽﾋ較

　

部位別にみた骨密度は、

Jか利き手0. 69g/c㎡、非利き手0. 64g/c㎡、

利き脚1. 15g c㎡、非利き脚1. 16g/c㎡、

Ｙが利き手0. 77g/c㎡、非利き手0.73g/c㎡、

利き脚1.34g/c㎡、非利き脚1･　^Ｉｇ/C㎡、

Ｔが利き手0.86g/c㎡、非利き手0. 82g/c㎡、

利き脚1.50g/c㎡、非利き脚1. 52g/c㎡

であった(図2)。
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‐利き手
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Ｄ埼玉県総合リハビリテーションセンター整形外科

　

２)同放射線科
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年代別にみたサッカー選手の身体組成

これらを部位別にＪＹＴで比較したところ、それ

ぞれに有意差（Ｐ＜0.0001）を認めた。また、

年代別に利き手、非利き手間、利き脚、非利き

脚間で比較したところ、各年代ともに利き手で

有意（Ｐ＜0.0001）に高い値を示した。下肢に

は上肢ほどの有意差は認められなかったか、非

利き脚で高い傾向（Ｐ＝0.012）があった。

　

部位別にみた筋量の推定体重比は、Ｊが利き

手4. 28%、非利き手3. 74%、利き脚14. 84

％、非利き脚14.57 %、Ｙか利き手4.36%、

非利き手4.00%、利き脚14.97 %、非利き脚

14.81 %、Ｔか利き手4.55%、非利き手4. 11

％、利き脚14.83

　

％、非利き脚14.47

　

％で

あった（図3）。これらを部位別にＪＹＴで比較

したところ、利き手のJ一Ｔ間と非利き手のJ-Y

間に有意差（Ｐく0.0001）を認めただけで、そ

の他に有意差（P＞0.1）を認めなかった。ま

た、年代別に利き手、非利き手間、利き脚、非

利き脚間で比較したところ、Ｙの利き脚（P==

0. 13)を除いて、利き手および利き脚が有意

　

（Ｐ≦0.0001）に高い値を示した。

ジュニア

ユース「」）

ユース（Ｔ）

トップ（TI

考

　

察

Ｓ量（Ｘ）

図３筋量（%）の比較

‐利き手

圖非利き手

目利き足

■非利き足

　

われわれはJリーグ・サッカーチームに所属

するジュニア・ユース、ユース、トップの選手

に対してメディカルチェックの際に体脂肪率、

骨密度、筋量を測定している。平均値を出すこ

とで標準を知ることができる。また個々につい

て毎年の変化を比較することで、外傷の影響、

トレーニングの効果等を把握する上で有用であ

ると考える。

　

QDR2000による推定体重か実際の測定体重

にきわめて強く相関していることより、全ての

計測について信頼できると考えられる。

　

身長体重は年齢とともに増加しているが、体

脂肪率はＹ-Ｔ間で有意差を認めなかった。い

いかえれば、ある特定の種目を継続した場合、

体脂肪率は16才前後でほぼ一定になるものと思

われる。

　

骨密度か年齢とともに増加していくことは容

易に予想されるか、上肢で利き手か高い値を示

し、下肢では非利き脚で高い値を示した。筋量

の推定体重比では上肢下肢ともに利き手、利き

脚が高い値を示したか、年代ごとの変化は少な

かった。これらのことはサッカーの特性である

下肢を主に使い上肢はほとんど使わないスポー

ツであるということか関係しているのかもしれ

ない。また、下肢についてみてみると骨密度は

非利き脚で高く、筋量の体重比は利き脚で高い

値を示しているか、ボールを蹴る際に、非利き

脚を軸にして踏ん張り、利き脚で蹴るという動

作か多いためかもしれない。

まとめ

Ｊリーグ・サッカーチームに所属する選手の体

脂肪率、骨密度、筋量の推定体重比を骨密度測

定装置QDR2000

　

で測定し、年代別に比較し

た。

　

体脂肪率か16才前後でほぼ一定となり、また

筋量の体重比は年齢による変化を認めなかっ

た。

　

上肢では骨密度、筋量の体重比とも利き手が

高い値を示し、下肢では筋量の体重比は利き脚

か高い値を示したか、骨密度は非利き脚で高い

値を示した。
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サッカー医・科学研究

　

第17巻(1997)

間欠的ランニングテストを用いた総合的な生理的パワーの測定

尚

　

正

嶋
原
川

西
松
磯

５

　

ｊ

　

５

ｌ

　

r
*
i

≫
o

生
敏
幸

剛
保
敏

山
子
原

丸
金
梶

C
Ｎ

■
r
l
-v
ｏ

　

彦
裕
教

光
武
晴

木
駒
苅

稲
生
戸

晴2）

志5）

彦7）

はじめに

　

サッカー選手に要求される生理学的なパワー

は、ハイパワー、ミドルパワー、ローパワーに

よって認識されてきた。近年、サッカーゲーム

における選手の運動特性から走運動を基本とす

る間欠的パフォーマンスの重要性が指摘さてき

ている1.2)。日本サッカー協会科学研究委員会に

おいても、同様な問題意識から間欠的運動能力

について研究を進めてきている3‘6)。昨年から

は、体力測定項目として、間欠的運動における

生理学的パワーを総合的に評価するフィールド

テストを構築し4)、その標準化を試みている。

　

本研究では、男子サッカー選手のための

フィールドパフォーマンステストである間欠的

ランニングテストの尺度構成を目的とした。

方

　

法

　

対象は、Ｔ大学男子サッカー選手54名であっ

た。ポジション別では、ゴールキーパー

（ＧＫ）８名、ディフェンダー（ＤＦ）17名、

ミッドフィルダー(MF) 17名、フォワード

(FW) 12名であった。

標として40秒パワー、ブリレガリアシャトルラ

ン、ハイパワーの指標として最大無酸素パ

ワー、30m走、50m走の実験室テスト5項目及

びフィールドテスト4項目の計9項目であった。

　

間欠的ランニングテスト項目の信頼性は、再

テスト法を用いて検討した。妥当性は、一括投

入法による重回帰分析を用いた基準関連妥当

性、および因子分析を用いた構造概念妥当性を

検討した。主成分解にバリマックス基準による

直交回転およびオブリミン斜交回転を施し、因

子構造を得た。

A)２０ｍの往復走を20秒のインターバルで10回反復する．

　　

スタート

　

（ラインを引くか

マークを置く）

B)スタートから10m地点で90度方向変換の20m往復走を

　

20秒のインターバルで10回反復する．

　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　

１０ｍ -･●．

１０ｍ

方向変換

　

（コーンを置いて

コーンの内側を通る、通

遇の際両足で方向変換を

すること、コーンの頭を

手で触ること．）

スタート

ターン

　　

ターン

　

（ラインを引くか

マークを置く）

間欠的ランニングテスト項目は、フィールド

　

C)5ni四方のグリッドの往復走を20秒のインターバルで10回反復する。

テストとして、図1に示すようなタイプＡ、タ

　　　　　　　　　　　

●

　

5｢11

　

●な７ｔｌい｡。

イプＢ、タイプｃの3種類であった。妥当基準

　　　　　　　　　　　　　　　

5m

　　

;ぷぷ驚:ｊ

項目４間欠パワーの指標とに間欠的パワー

　

⑤

;tｊコプ¨

テストの持久性指標(8～10回目の平均)、ロー

　　　　　　　

;｀タ‾ト

　

●

　　　　　　

●

パワーの指標として最大酸素摂取量、換気性閔

値時酸素摂取量、12分間走、ミドルパワーの指

ターン

図１．間欠的ランニングテストの方法

1)東京工業大学

　

２)筑波大学

　

３)佐倉東高校

　

4)褐協大学

　

5)筑波大学大学院

　

6)東京都立大学

ﾌ)東京大学
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間欠的ランニングテストを用いた総合的な生理的パワーの測定

表１．各測定項目の平均値

対象選手

　

54名:GK

　

8名, DF　17名, MF　17名, FW　12名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

間欠的ランニングテスト

測定項目

　　　　　　　　　　　　　　　　

Type Ａ　　　　　　　　Type B　　　　　　　Type C

　　　　　　

年令

　　

身長

　　

体重

　　　

１回目

　　　

2回目

　　　　

１回目

　　　　

2回目

　　　

１回目

　　　

２回目

　　

単位

　

才

　　

cm

　　　

ｋ

　　　　　

秒

　　　　　

秒

　　　　　

秒

　　　　　

秒

　　　　

秒

　　　　

秒

測定人数

　　

S4

　　

54

　　　

54

　　　　

54

　　　　　

54

　　　　　

54

　　　　　

54

　　　　

54

　　　　

54

　

平均値

　

20.5

　

174.9

　　

67.8

　　　

7.45

　　　　

7.55

　　　　

8.85

　　　　

8.99

　　

10.23

　　　

10.45

標準偏差

　

1.27

　

5.27

　　

5.24

　　　

0.21

　　　　

0.25

　　　　

0.33

　　　　

0.39

　　

0.50

　　　

0.64

　　　　　　　　　　　　　

シャトル最大無酸素

　　　　　　

最大酸素摂

　

換気性闇値

測定項目

　　

スプリント

　

ラン

　　

パワー

　　

40秒パワー取量

　　　　

酸素摂取量

　

12分間走間欠パワー

　　　　　

30m走50m走

　

合計

　

体重当たり

　

体重当たり

　

体重当たり

　

体重当たり

　　　　　　

体重当たり

　　

単位

　

秒

　　　

秒

　　　

秒

　　　

w/k

　　　　

w/k

　　　

ml/min/k

　

ml/min/k

　　　

m

　　　

w/k

測定人数

　　

51

　　　

51

　　　

51

　　　　

44

　　　　　

44

　　　　　

41

　　　　　

41

　　　　

45

　　　　

45

　

平均値

　

4.30

　

6.61

　　

67.69

　　　

15.09

　　　　

9.50

　　　

59.89

　　　

44.92

　　

3262

　　　

9.36

標準偏差

　

0.14

　

0.21

　　

1.71

　　　

1.25

　　　

0.50

　　　　

5.48

　　　　

5.03

　　　

159

　　　

0.61

結果と考察

1）生理学的パワー特性

　

表1は、測定項目の平均値および標準偏差を

示したものである。標本の年齢は20.5±1.27

歳、身長は174.9±5.27cm、体重は67.8±

5. 24kgであった。

　

妥当基準項目の平均値を1990年の日本サッ

カー協会科学研究委員会のサッカー選手の体力

評価7）と比較すると、50m走は6.61秒で「普

通」水準と評価された。同様に、シャトルラン

は67. 7秒で「普通」、最大酸素摂取量は

59. 9nilで「普通」、12分間走は3,262mで「優

れている」と、それぞれ評価された。また、最

大無酸素パワーは15.09ワットであり、宮下5）

の基準によれば「普通」に評価された。間欠パ

ワーの持久性は9.36ワットで、山本ら8）の基準

によれば「劣る」と評価された。

　

なお、測定項目によっては対象選手数にばら

つきがあり、妥当性を検討する際に若干の影響

が見られた。

２）信頼性

　

間欠的ランニングテストの10回の試技におけ

る最速値、最遅値、8～10回の平均値、および

10回の平均値について信頼性係数を算出し、そ

の結果を表2に示した。図2に示されるように、

I[可目の測定値と２回目の測定値の結果かかなり

違う値を示す選手かいるため、信頼性係数は最

高0.743から最低0.481と統計的に5％水準で

の有意性は認められるものの、中程度の信頼性

であった。そのため、２回の測定値の平均値を

各選手の代表値とした。

　

3種類の間欠的ランニングテストごとに信頼

性係数を比較すると、タイプＡテストは他のテ

ストよりも高い値を示す傾向がみられた。

３)基準関連妥当性

　

3種類の間欠的ランニングテストについて、

8～10回目の平均値および10回の平均値と妥当

基準項目との間の相関係数を求め、その結果を

表3に示した。

　

タイプＡテストの妥当基準項目に対する相関

係数は、他のタイプのテストに比較して高く、

多くの項目か5％水準で統計的に有意であり、

生理学的パワーが総合的に関係していることが

示唆された。タイプＢテストでは30m走、50m

走、40秒パワー、最大酸素摂取量、12分間走と

の間で、タイプＣテストでは50m走と最大無酸

素パワーとの間において5％水準で統計的有意

性を示した。
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丸山，西嶋，稲木，金子，松原，生駒，梶原，磯川，戸苅

表2.1回目と2回目の相関係数

　　　　　

人数

　　　　　

54

Type A　最速値　　　0.5920

　　　　　

最遅値

　　　

0.S740

　　　　　

8～10回の平均0.743 O

　　　　　

10回の平均値

　

0.663 O

Type B　最速値　　　0.6090

　　　　　

最遅値

　　　

0.5590

　　　　　

8～10回の平均0.647 O

　　　　　

10回の平均値

　

0.549 O

TypeC

　

最速値

　　　

0.543 O

　　　　　

最遅値

　　　

0.5070

　　　　　

8～10回の平均0.481 O

　　　　　

10回の平均値

　

0.5０5０

○印は、P<0.05の有意性を示す。

表3.妥当基準項目との単回帰相関係数

４

　

２

　

０

　

８

　

６

　

４

　

２

　

一

　
　

一

　
　

一

　
　

一

　
　

儡

　
　

・

　
　

・

８

　

８

　

８

　

７

　

７

　

７

　

７

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
回
Ｎ

7.0

●

　

●

｜

． ｜

●

７．０

R=0.663

7｡2

　

7.4

　

7.6

　

7.8

　

8.0

　

8.2

　

8.4

　　　　　　　　　

1回目

図2. TypeAでの10回の平均値の相関関係

　　　

生理的パワー

　　　　　

ハイパワー

　　　　　　　

ミドルパワー

　　　　　　　　

ローパワー

　　　　　　　

間欠ﾊﾟﾜｰ

　　　

測定項目

　　　

30m走

　

50m走

　

無酸素ﾊﾟﾜｰ40秒ﾊ'ﾜｰ

　

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

　　

V02max

　　

V02VT

　

12分間走

　

間欠/ﾘ一

　　　

人数

　　　　　　

51

　　　　

51

　　　　

44

　　　　

44

　　　

51

　　　　　

41

　　　　

41

　　　　

45

　　　　

45

Type 8～10回平均0.474 O 0.522 O　-0.383O　-0.455 O 0.424 0　-０.S010　-0.338O　-0.4040　-0.188

　

A

　

10回平均

　　

0.51200.5220

　

-0.3710

　

-0.392 O 0.409 O　-0.5600　-0.361 O　-0.345 O　-0.097

Type 8～10回平均0.253　　0.3220　-0.162　　-0.287　　0.230　　-0.473 O　-0.229　-0.444 O　-0.039

　

B

　

10回平均

　　

0.317 0 0.3660　-0.216　　-0.305 O 0.198　　-0.468 O　-0.223　　-0.4070　-0.050

Type 8～10回平均0.272　　0.3560　-0.408 O　-0.231　　0.134　　-0.266　　-O､119　　-0.278　　0.057

　

C

　

10回平均

　　

0.227

　　

0.332O

　

-0.368O

　

-0.180

　　

0.058

　　

-0.244

　　

-0.112

　　

-0.261

　　

0.064

4)妥当基準項目の貢献度

　

妥当基準項目が各間欠的ランニングテストの

分散をどの程度説明しているか検討するため、

3種類の間欠的ランニングテストの10回の平均

値と妥当基準項目について、相関係数と重回帰

による標準化回帰係数とから貢献度を算出し、

その結果を図3に示した。なお、全測定項目を

測定できた選手は29名であった。

　

間欠的ランニングテストに対して最大酸素摂

取量の貢献度か高く、ローパワーの関与の程度

か大きいことか示唆された。しかし、本研究で

の妥当基準9項目では間欠的ランニングテスト

の全分散を半分以下した説明できなかった。

5)フィールドテストの貢献度

　

同様に、妥当基準項目のフィールドテスト項

目について貢献度を検討し、図4に示した。

フィールドテスト項目全部を測定できた選手は

45名であった。

　

タイプＡテストでは30m走、50m走、12分

間走の貢献度か高く、ハイパワー、・一パワー

　　　　　　　　

○印は､P<0.05の有意性を示す。

両方が関与していることか示唆された。

　

しか

し、本研究でのフィールドテスト4項目では間

欠的ランニングテストの全分散を40％以下しか

説明できなかった。

6)構成概念妥当性

　

間欠的ランニングテスト及び妥当基準項目に

ついて因子分析を行った結果を直交解、斜交解

両方について表4に示し、それぞれ因子得点の

高いものを枠で囲み、0.4以上を白色の欄で示

した。

　

全分散の75％を説明する4因子か得られた。

第1因子には、40秒パワー、最大酸素摂取量、

換気性闇値、12分間走、間欠パワーの因子負荷

量が高く、全身持久性と解釈された。第2因子

では、30m走、50m走、シャトルランの負荷量

か高く、スプリントパワーと解釈された。第3

因子には、3種類の間欠的ランニングテストか

高い負荷量を示し、間欠的パワーと解釈され

た。第4因子は最大無酸素パワーの負荷量が高

く、最大無酸素性パワーと解釈された。
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間欠的ランニングテストを用いた総合的な生理的パワーの測定

□Type A

圀Ｔype8

□TypeC

30m走50m走無醗累40砂バシャトV02

　　　　　　　　

パワー

　

ワールランmax

Ｖ０２１２分間間欠バ総合

VT

　

走

　

ワー

図3.妥当基準項目による貢献度

表４．因子分析結果

直交解

　　　　　　

因子1

　

因子2

　

因子3

　

因子4

Type八

　　

探知撹呻卵0.733皺法捗

Type 8　　　il熾l.｀.゛.',･該0 0.877獄R鮪

Type C　　　頻,液胞図骸f O.885|l0iiJg,C)

30m走

　　　　

海囃,邸

　

0.828越妨指向鮮

SOm走

　　

顛覆9 0.808(llJり

最大無酸素ﾊﾟﾜ哨廓;,‘Wi .･.゛.'SI゛.゛.j，i淵,41S1　0.922

40秒パワー

　　　

0.590 -0.472掘割匯卸誕収

シャトルラン節聊a 0.803渕鸞揖卯知

V02max

　　　

0.80串p②物言聡非雄刈仙

Ｖ０２＠Ｖ'｢

　　

0,812油扉龍㈱佃o恥町05

12分間走

　　　　

0.739||0みT頃叫μ巻叫4

間欠パワー

　　　

0.65巾o効琳鳶36姉⑥↑31

大

Ｉ
｀
い
ｙ
｀
徴
咽

小

30m走
50m走

　

シヤトルラン

"
間欠的ランニ

ングテスト

40秒パワー

::^:^u>hA9ニ_

肌欠的パワー

12分間走

最大酸素摂取量

全旦持久性

短 運動時間

図5.間欠的ランニングテストの独立性
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図４．フィールドテスト項目による貢献度

　　　　　　　

因子1

　

因子2

　

因子3

　

因子4

Type Ａ　$(i:pm:m^:＼ 0.623 jO↓159

Type B　　ﾊﾞQ鍼t諏oμ0.807ヽ.0,074

Type C　　ゆ琲晰旧知0.857-0.287

30m走

　　　　　

ｻ.0徊00 0.759 yO:070 -0.047

　　　　　　　

S

　　

÷

　　　　　　　

'1ゝ･

　　

一警
5om走

　　　　

ﾃﾞ(j々t13

　

0.729|SO;037h-0;197

　　　　　　　

ち,１

　

・

　

，

　　

_'．Ｉ
最大無酸素ﾊﾟﾜｰyO;011斜叫沁j:H>o.oo<4

　

0.889

40秒パワー

　　

O.515fO'3:53ぐ0.098卜0.158

シャトルラン

　

ｊ･0.052

　

0.765トo;062 ‘j･0.1７４

VOZmax

　　　　

0.688 -0.079ここ0.207 'こ0.076

VO2＠ＶＴ

　　　　

0.765

　

.0.1､58 -0.047 -0.088

12分間走

　　　　

0.637･-0.1.05 -0.153 -0.034

間欠パワー

　　　

0.727玉0.232

　

0.436・0.165

　

本研究で用いた妥当性基準項目は、ローパ

ワー、ミドルパワー、ハイパワーを指標とする

9項目であったか、この項目では間欠的ランニ

ングテストの全分散を半分以下した説明できな

かったこと、また、因子分析の結果から間欠的

パワーの因子が得られたことから、図5に示す

ようにサッカー選手の生理学的パワーの領域と

して間欠的パワーの独立性が示唆された。

まとめ

　

本研究では、3種類の間欠的ランニングテス

トの尺度構成を検討し、以下のような結果を得

た。
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丸山，西嶋，稲木，金子，松原，生駒，梶原，磯川，戸苅

1）間欠的ランニングテストの信頼性

　

中程度の信頼性係数であった。タイプＡのテ

ストか他のテストよりも信頼性係数が高い傾向

にあった。

2）基準関連妥当性

　

タイプＡのテストの妥当基準項目に対する相

関係数は、他のタイプのテストに比較して高

く、生理学的パワーが総合的に関係しているこ

とが示唆された。間欠的ランニングテストに対

して最大酸素摂取量の貢献度が高く、ローパ

ワーの関与が大きいことが示唆された。フィー

ルドテストの妥当基準項目では、30m走、50m

走、12分間走の貢献度か高く、ハイパワー、

ローパワー両方の関与か示唆された。しかしな

がら、妥当基準9項目では間欠的ランニングテ

ストの全分散を半分以下しか説明できなかっ

た。

3）構成概念妥当性

　

サッカー選手に要求される生理学的パワー

は、全身持久性、スプリントパワー、間欠的パ

ワー、最大無酸素性パワーの4つの下位領域か

ら構成されていることが推測され、間欠的パ

ワーの独立性が示唆された。

　

以上のことから、サッカー選手に要求される

生理学的パワーは、ハイ、ミドル、ローパワー

に加えて間欠的パワーが考えられ、それを測定

するフィールドテスト項目として、間欠的ラン

ニングテストか有用であることが推察された。

また、3種類の間欠的ランニングテストの内、

タイプＡテストが最も信頼性か高かった。

おわりに

　

本研究は、諦日本サッカー協会科学研究委員

会の事業として実施された。

　

また、本研究の測定を実施する際に、筑波大

学蹴球部山中邦夫監督、コーチスタッフ、並び

に選手、筑波大学体育科学系西嶋研究室の皆様

には多大なご協力を頂きました。心より感謝申

し上げます。
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第17巻(1997)

はじめに

　　　

Ｊリーグサテライト選手におけるシーズン

　　　

を通したコンディショニングの実践報告

－フィールドテストによる競技能力発達過程の検討一

　　　　　

菅

　

野

　　　

淳1）西

　

嶋

　

尚

　

彦2）

　

近年、日本人サッカー選手の競技力は、めざ

ましく向上し、国際的競技力の水準に着実に近

づきつつある。この背景には、少なからずJ

リーグの影響かあると言える。

　

本研究では、Ｊリーグ加盟クラブのサテライ

トチームからトップチームへ昇格がみとめられ

たサテライト選手2名を対象として、パワー系

のフィジカル・コンディションを中心とする競

技能力の発達過程を、フィールドテストを中心

に、加えて等速性脚筋力をも用いて検討するこ

とを目的とした。

フィールドテスト作成の手順

A｡対象選手

　

本研究では、シーズンを通してフィールドテ

ストによるフィジカル・コンディションの評価

かなされ、かつシーズン終了直前にトップチー

ム昇格か認められた選手2名を対象とした。本

研究における対象選手の身体的特徴は、表1に

示している通りである。

表１ 対象選手の身体特性

よび調整力であると定義している。これをサッ

カーに当てはめると、ゲーム中の運動では筋パ

ワーの発揮に伴って、調整力も関与していると

考えるのが自然である。

　

この点についてサテライト選手の多くは、身

長発育かほぼ完了しており、発育段階を考慮す

るならば、パワー系のトレーニングによって力

強さおよび瞬間的に大きな力を発揮する運動能

力を発達させることか、フィジカル・トレーニ

ングの主要な目的となると考えられる。

　

したがって、本研究においてサッカーに必要

な運動能力を評価するために用いられたフィー

ルドテストの測定項目は、シーズンを通して

行った、走、跳、投などのパワー系のフィジカ

ル・トレーニングに準ずるものであり、フィー

ルドテストとして容易に実施できるものを選択

した。

　

選択した測定項目は、次の5項目である。

　

1)30m疾走タイム

　

2)両足5段跳躍距離

　

３)片足交互5段跳躍距離

　

4)メディシンボール前方遠投距離

　

5)メディシンボール後方遠投距離

　

各項目における試技は2回とし、値の良い方

を測定値とした。フィールドテストとして用い

た各測定項目の信頼性および妥当性について

は、すでに検討されていたlj)。

Ｃ.フィールドテスト実施日

　

実施日は、サテライト監督およびコーチと話

し合い、2月から10月までの毎月1回、第1火曜

日に設定した。実施場所は、同一場所で、芝生

の状態はいずれも良好であった。実施時の天候

Ａ
Ｂ g

　
ｇ

2
1
狛

171.5

171.1

70.0

68.5

10.6

10.2

2
0

1
1

氷体脂肪串は。超音波皮下脂肪厚計(SM-206.fin社叫）によって測定した。

B｡フィールドテスト項目の選択

　

高松ら3.4)は、運動のパフォーマンスを規定す

る要因は、筋パワー、筋力、持久力、柔軟性お

1)ジュビロ磐田

　

2)筑波大学
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ポジション

　

年齢（峻）身長(cm)体重(kg)体脂肪率（％）経験年数（年）



２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

１０

　

（月）

4.40

→一選手Ａ

－・一

　

選手８

２１４

図１－１

　

走型フィールドテスト記録の変化

オフシ’ズ乙;11プレシ‾フィンシ’4;2プレシ’1;1インシ’ズン

Ｊリーグサテライト選手におけるシーズンを通したコンディショニングの実践報告

は、晴れまたは曇りで、季節による気温や湿度

等の隔たりを除けば、比較的同一の環境の下で

行われたと考えられた。

Ｄ．等速性脚筋力

　

またフィールドテストに加えてコントロール

テストとして、等速性脚筋力測定装置であるサ

イペックス6000（Ｃybeｘ社製）を用い、脚伸

展力および屈曲力について等速性最大筋力を測

定した。測定に用いた角速度は、60、180、

300度/秒の3通りとした。測定日は、オフシー

ズン、インシーズン、ポストシーズンの各シー

ズン、それぞれ1回ずつ合計3回測定した。

Ｅ．期分け

　

トレーニング実施のためのシーズンの期分け

は、表2のように定めた。

表２シーズンの期分け(1995年）

オフシーズン

第１プレシーズン

第１インシーズン

第２プレシーズン

第２インシーズン

ポストシーズン

１月23日

　

～

　

2月26日

2月27日

　

～

　

4月

　

２日

4月

　

３日

　

～

　

7月23日

7月24日

　

～

　

8月20日

８月21日

　

～11月26日

11月27日～12月10日

フィールドテスト実施および活用

5週間

5週間

16週間

　

4週間

14週間

　

2週間

A｡フィールドテスト実施結果

1)30m疾走タイム

　

選手Ａの初期値は4.28秒であり、目標値を

3.90秒に設定した。選手Ａは目標値を上回る

3.89秒を6月に記録し、最高値は10月の3.82

秒であった。選手Ｂの初期値は4.34秒であり、

目標値を3.90秒に設定した。選手Ｂは8月に目

標値を上回り、最高値でもある3.88秒を記録し

た。

２)両足5段跳躍距離

　

選手Ａの初期値は13.4mであり、目標値を

14.0mに設定した。選手Ａは目標値を5月に達

成し、最高値は8月および9月の14.5mであっ

た。選手Ｂの初期値は13. lmであり、目標値

を13.5mに設定した。選手Ｂは目標値を上回る

13.8mを5月に記録し、最高値は8月の14.2m

であった。

３)片足交互5段跳躍距離

　

選手Ａの初期値は12. 8mであり、目標値を

14.0mに設定した。選手Ａは目標値を上回るこ

とかできず、最高値は8月の13.9mであった。

選手Ｂの初期値は12. 4mであり、目標値を

13.5mに設定した。選手Ｂは目標値を上回るこ

とができず、最高値はﾌ月の13.3mであった。

４)メディシンボール前方遠投距離

　

選手Ａの初期値は12. 4mであり、目標値を

14.0mに設定した。選手Ａは10月に目標値を上

回り、最高値でもある14.lmを記録した。選手

Ｂの初期値は9.2mであり、目標値を12.5mに

設定した。選手Ｂは目標値をﾌ月に達成し、最

高値はﾌ月および10月の12.5mであった。

５)メディシンボール後方遠投距離

　

選手Ａの初期値は１３ｍであり、目標値を

14.0mに設定した。選手Ａは10月に目標値を上

回り、最高値でもある15.2mを記録した。選手

Ｂの初期値は9.6mであり、目標値を12.5mに

設定した。選手Ｂは目標値を上回ることかでき

ず、最高値は6月の12.2mであった。
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B｡等速性脚筋力結果

1)脚伸展筋力

　

図2-1および図2-2に、選手Ａ、Ｂそれぞれの

等速性脚筋力の結果とその変化を示した。
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図２－２選手Ｂの等速脚伸展力および屈曲力の変化

　

選手Ａについては、６０度/秒では、右脚が

239Nm、222Nm、220Nm、左脚が274Nm

237Nm、226Nmと両脚ともシーズンか進むに

つれて値が低下する傾向を示した。 180度/秒

では、右脚か156Nm、140Nm、138Nmと低

下傾向を示し、左脚が168Nm、163Nm、

168Nmとほぼ同じ数値を保った。 300度/秒で

は、右脚が117Nm、92Nm、106Nm、左脚か

137Nm、129Nm、123Nmと若干低下の傾向

を示した。
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川－グサテライト選手におけるシーズンを通したコンディショニングの実践報告

　

選手Ｂについては、60度･秒では、右脚が

224Nm、203Nm、228Nmと値が維持する傾

向を示し、左脚か228Nm、201Nm、193Nm

と左脚は値が低下する傾向を示した。180度/

秒では、右脚か156Nm、151Nm、148Nm、

左脚か168Nm、144Nm、137Nmと両脚とも

値か低下する傾向を示した。300度/秒では、右

脚か153Nm、118Nm、130Nm、左脚が

144Nm、119Nm、114Nmと両脚とも値が低

下する傾向を示した。

２)脚屈曲筋力

　　

選手Ａについては、60度/秒では、右脚が

130Nm、118Nm、106Nm、左脚が137Nm

125Nm、96Nmと両脚とも値が低下する傾向

を示した。 180度/秒では、右脚か１０８Ｎｍ、

92Nni、83Nm、左脚か103Nm、92Nm、

83Nmと両脚とも値か低下する傾向を示した。

３００度／秒では、右脚か84Nm、76Nm、

75Nm、左脚か87Nm、80Nm、71Nmと両脚

とも値が低下する傾向を示した。

　

選手Ｂについては、60度/秒では、右脚が

121Nm、126Nm、130Nmと若干上昇する

傾向を示したが、左脚が142Nm、125Nm、

129Nmと若干低下の傾向を示した。 180度/

秒では、右脚か119Nm、117Nin、113Nm、

左脚か134Nm、104Nm、118Nmと両脚とも

プレシーズンに最大値を示した。 300度/秒で

は、右脚か107Nm、94Nm、83Nm、左脚が

107Nm、89Nm、87Nmと両脚とも値か低下

する傾向を示した。

Ｃ.フィールドテスト結果の活用

　

まず第1に、オフシーズンの初期にフィール

ドテストを行うことによって、現在の競技面に

おける状態を総合的に把握し、目標とする競技

的状態を設定することにより、各選手のトレー

ニング需要を決定した。これによって、トレー

ニング目的を明確にするとともに、トレーニン

グ目標を達成するために、どの状態まで、どの

期間ないに、どのようにして、というように具

体的なトレーニングプログラムを設計した。さ

らに、トレーニングプログラムを実行するとと

もに、常時、選手の状態や競技能力の発達の程

度を把握するために、ラボラトリーテストや

フィールドテストなどによるコントロールテス

トを実施した。

　

そして、その結果から得られた競技能力の発

達評価により、フィジカル・コンディションを

評価し、トレーニングプログラムの見直しを図

り、さらに新しいトレーニングプログラムを実

行した。

　

ただし、インシーズン中はサテライトJリー

グかあるため、サテライト監督およびコーチと

話し合い、トレーニングプログラムについて

は、各体力領域のそれぞれか維持・発揮できる

ことを目的とした。そのため、インシーズンに

おけるフィールドテストは、あくまでも選手の

フィジカル・コンディションを把握する指標と

し、フィールドテストの結果のみにとらわれな

いように注意した。

まとめ

　

本研究で対象としたJクラブサテライト選手

2名において、等速性脚伸展力および屈曲力か

インシーズン中に低下する傾向が認められたも

のの、シーズンを通したフィールドテスト結果

からは競技能力の発達が確認された。このこと

から、選手の競技能力の発達を把握するには、

複数の能力領域にわたって系時的に観察する必

要があることか示唆される。また、選手のコン

ディション管理のためには、次にあげる4項目

か重要な役割を果たすものである、と考えられ

た。

　

1）選手のトレーニング需要の決定

　

2）トレーニングプログラムの設計

　

3）競技能力の発達評価

　

4）トレーニング計画の見直し
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Ｌリーグチームにおけるコンディショニングトレーニングの実例
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はじめに

　

TOKYO SHiDAX ＦＣ（Ｌリーグ所属）は

1996年3月をもって解散した。

　

しかし、その歴

史は古く1981年ＦＣ小平としてチーム発足、新

光精工ＦＣクレールとして日本女子サッカーリー

グ開幕時に加盟して以来、フ回のリーグで活躍

してきた。シダックス㈱にスポンサーか移った

93年からは、同社内のアスリート食研究所の協

力を受け、コンディショニングづくりには特に

力を入れ、様々な試みを行い、最後の公式戦と

なった95年度全日本選手権大会では、日本人選

手だけで過去最高の第3位となった。解散とい

う強い動機づけもあったが、その背景として、

特に、筆者かコンディショニングコーチとし

て、本格的に指揮をとった95年度には、外国人

監督主導で行っていた前年度の反省から、チー

ムの組織の整備、一貫したトレーニングプラン

の立案、定期的なコントロールテストによるト

レーニング効果の判定や、選手への動機づけを

行い、多くの場合、指導者の観察によってのみ

行われがちなトレーニングプランの見直しに客

観的な評価を導入したことかあげられる。

　

そこで、今回は、コンディショニングトレー

ニングを行うために試みた過程、特に、コント

ロールテストを現場でのトレーニングに活用し

た過程を振り返り、その実践例を報告する。

1｡スタッフと年間プラン

　

図1は、95年度のコンディショニングスタッ

フの組織図を示したものである。計画的なコン

ディショニングトレーニングを行うことを目標

に西嶋ら1.2.3)のスポーツトレーニングの管理

サークルを基に、スタッフの役割を明確にし

た。この組織の特徴は、監督のチーム方針のも

と、コンディショニングコーチが主導となりコ

ンディショニング全体をコントロールするとこ

ろにある。そのため、ストレングスコーチ・栄

養士・トレーナーは、各々の専門分野での指導

状況、問題点をコンディショニングコーチに報

告していった。図2は、95年度の年間コンディ

ショニングプランである。Ｌリーグと全日本選

手権大会を中心に、各期分けを行い、トレーニ

ングポイントを設定し、持久力系、筋力系のト

レーニング内容を構成した。また、トレーニン

グ評価のためのコントロールテストを年4回実

施した。

図１コンディショニング・スタッフ

2｡コントロールテスト

　

表1は、コントロールテストに実施した測定

種目の一覧表である。

　

サッカーは、体力を構成する全ての要素が必

要であることと、普段利用しているグランドや

トレーニングルームで測定可能な方法であるこ

I)シダックス㈱・東京都国体選抜成年女子監督

　

2)シダックス㈱アスリート食研究所

３)ＹＫＫ㈱女子サッカー部監督

　

４)小田急女子バレーボールクラブトレーナー

　

5)上智大学
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Ｌリーグチームにおけるコンディショニングトレーニングの実例

図２
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とを考慮し、測定種目を選定した4'5)。

　

体周囲、体脂肪率などの形態測定と、各筋力

の測定、敏捷性、平衡性、柔軟性、脚パワーの

測定を行った。脚パワーの測定には、コンビ社

のパワーマックスを用い、山本らの間欠的自転

車ペダリングテスト(負荷値を体重の1.5%に設

定し、5秒全力ペダリング、20秒の休息を10回

繰り返す)で実施した6)。幾つかのテストは、

種目やテスト方法とサッカーの競技特性との比

較検討するために重複して行った。測定は、第

Ｉ回を強化期前の現状把握。第2回をＬリーグ開

幕1ヶ月前に強化トレーニング効果のチェック。

第3回をＬリーグ戦中に体力レベルのチェック。

第4回を全日本選手権大会2回戦終了後に準決勝

進出のための最終チェックとした。

3.選手へのフィードバック

　

コントロールテスト実施後、山本らの方法5,71

をもとにデータ処理し、個人診断票を作成し、

各選手やチーム全体のコンディショニング評価

について、スタッフでミーティングを重ねた。

　

チームには、シーズン計画の見直し、各選手

のコンディショニングの把握、個別トレーニン

グの資料として活用し、選手には、自身のコン

ディショニングの把握、トレーニングへの動機

づけに活用した。

　

選手へのフィードバックは、測定後1週間以

内に返却した。前回・今回・チーム平均の各測

定値と、相対評価による5段階評価の値を示し

た。測定項目を体力要素別に分け、グラフにす

ることで、各選手のチーム内での体力レベル

や、体力要素のバランスか一目で分かり、選手

自身のコンディショニングの把握や、トレーニ

ングの必要性に対しての動機づけを高めること

に効果的であった。

　

また、間欠的自転車ペダリングテストの結果

を、ミドルパワーとしてグラフで示した。選手

には、I［回目の測定値かハイパワーの能力を示

し、その推移がミドルパワーの能力を示してい

ると理解させた。前回の測定値を示し、トレー

ニング効果をみた。また、チーム平均値も示し

た。

　

図3は、選手に返却した個人診断票の一例で

ある。この選手は、チーム内でも体力レベルか

優れている部類に属するか、試合でも運動量が

非常に豊富な選手である。このことは、間欠的

自転車ペダリングテスト（ミドルパワー）の測
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表1

　

コントロールテスト

　

測定種目

　　

測定のねらい

　　　　　　　　　

測定項目

　　　　　　

第１回第２回第３回第４回

コンディショニング

　

身長、体重

　　　　　　　　　　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

筋肉のつき具合

　　　

体脂肪率（％ＦＡＴ、LBM）

　　　　　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

筋力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの効果

　　

体周囲上腕囲

　　　　　　　　　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

前腕囲

　　　　　　　　　　　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　

大腿囲（ｍａｘ、AP10、5）

　　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　

下腿囲

　　　　　　　　　　　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　

皮脂厚

　

大腿囲（AP10）

　　　　　　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　

握力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　　　　　　　　　　　

上体おこし

　　　　　　　　　　　　　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　

○

筋力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの効果

　　

背筋力

　　　　　　　　　　　　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

筋肉のバランス

　　　　

脚伸展力、脚屈曲力

　　　　　　　　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　

Ｈ／Ｑ比

　　　　　　　　　　　　　　　　

○

　　　

○

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ負荷決定

　　　

ペンチプレス

　　　　　　　　　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　

ハーフスクワット

　　　　　　　　　　　　

○

　　　

○

　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

敏捷性

　　　　　　　　

反復横跳び

　　　　　　　　　　　　

Ｏ

　　

Ｏ

平衡性

　　　　　　　　

閉眼片足立ち

　　　　　　　　　　　

Ｏ

　　

Ｏ

柔軟性

　　　　　　　　

立位体前屈

　　　　　　　　　　　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　

伏臥上体反らし

　　　　　　　　　　　　　

○

　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　

ルーズネステスト、タイトネステスト

　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　

○

ローパワー

　　　　　　　

マルチステージテスト

　　　　　　　　　

○

　　　

○

　　　　　　　　　　　　　

12分間走

　　　　　　　　　　　　　　　　

○

ミドルパワー

　　　　　　

間欠的自転車へ’ﾀﾞﾘﾝｸﾞﾃｽﾄ

　　　　　　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　

○

ハイパワー

　　　　　　　

自転車ﾍﾞﾀﾞﾘﾝｸﾞﾃｽﾄ

　　　　　　　　　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　

垂直跳び

　　　　　　　　　　　　　　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　

○

　　　　　　　　　　　　　

立ち幅跳び、立ち３段跳び

　　　　　　　　

○

　　　

○

　　　　　　　　　　　　　

30m走、50m走

　　　　　　　　　　　　　

○

定結果からみても、スタートから8回目まで、

測定値に落ち込みがほとんど無かったことで明

確に把握することが出来た。しかし、上半身の

筋力か平均以下とバランスを欠いており、パ

ワーのある外国人選手に当り負けないために

も、上半身の筋力アップを行わせるように、ス

トレングスコーチに指示した。また、柔軟性に

ついても、怪我の防止やプレーの幅を広げるた

めにトレーナーに指導させた。
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図3

　

TOKYO SHiDAX FC　コントロールテスト診断票　　７月度

生年月日昭和45年 ポジション MF

名前

　

Ｔ選手

利き足 右

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

体周囲（ｃｍ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

皮脂厚(mm)

　

測定項目

　

上腕囲

　　　　

前腕囲

　　　　

大腿囲

　

max

　

大腿囲

　

APIO

　

大腿囲

　

AP5

　

下腿囲

　　　　

大腿囲

　

APIO

　　　　　　

（右）（左）（右）（左）（右）（左）（右）（左）（右）（左）（右）（左）（右）（左）

　

回測

　　　

260

　

25.5

　

22.3

　

21.5

　

52.0

　

52.2

　

43.2

　

43.1

　　

39.7

　

39.3

　

34.3

　　

34.6

　　

8.0

　　

90

今回測定値

　

26.6

　

26.4

　

22.4

　

21.8

　

51.8

　

51.8

　

43.2

　

43.0

　

39.5

　

39.3

　

34.4

　

34.8

　　

6.０

　　

６０
チーム平均

　

27.0

　

26.9

　

23.0

　

22.7

　

54.2

　

53.9

　

45.5

　

45.3

　

41.6

　

41.4

　　

35.4

　　

35､4

　　

12.8

　　

12､7

　　　　　　　

’艮

　　　　　　

皮下月

　

測定項目

　　　　　　　　

％ＦＡＴ L.B.M.

　　　　　　　

(cm) (kg) (%) (kg)
前回測

　　

169.4

　

55.6

　

２３､７

　

42.5

　

回測

　　

169.9

　

S5.4

　

22.6

　

42.9

チーム平均159.0

　

53.6

　

25.5

　

40.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　

４

　　　　　　　　　　　

リ
握力(kg)

　

腹筋

　

背筋力（ストラップ’）

（右）（左）（回) (kg)　kg/kg)

34,0

　

330

　　

29

　　

123.0

　

221

31.0

　

320

　　

30

　　

124.0

　

2.24

32.2

　

30.9

　　

28,2

　

117 3　2.19

　　

3

　　　

3

　　　

４

　　　　　　　

3

　　　　　　　　　

最’一筋丿

ベンチフ’レス（体重比）ハ･－フスクワット（体重比）

　　

(kg) (kg/kg)I (kg) (kg/kg)

　　

35.0

　　

0.63

　　

110.0

　　

1 98

　　

35.0

　　

０６３

　　

140,0

　　

2 53

　　

39.0

　　

0.73

　　

121,8

　　

2,27

　　　　　　　　　

２

　　　　　　　

４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

筋

　　

力

　

測定項目

　　　

脚伸展力（左欄ｋｇ、右欄㎏/ｋｇ）

　　　　　　

脚屈曲力（左欄ｋｇ、右棚ｋｇ/kg）

　　　　　

Ｈ/Ｑ比（％）

　　　　　　

（両脚（体重比）（右）（体重比）（左）（体重比）両脚）（体重比）（右）（体重比）（左）（体重比（両脚）（右）（左）

前回測定値

　

73.0

　

1.31

　

34.0

　

0.61

　

30.0

　

0.54

　

34.0

　

0.51

　

14.0

　

0.25

　

12.0

　

0.22

　

46.6

　

41.2

　

40.0

今回測定値

　

81.0

　

1.46

　

30.0

　

0.54

　

34.0

　

0.61

　

28.0

　

0.51

　

9.0

　

0.16

　

10.0

　

0.18

　

34,6

　

30.0

　

29.4

チーム平均

　

71.1

　

1.33

　

28.0

　

0.52

　

28.5

　

0.53

　

26.7

　

0.49

　

8.3

　

0.15

　

8.1

　　

0.15

　

38.4

　

29.7

　

28.9

　

評

　

価

　　　　　

４

　　　　　　

３

　　　　　　

４

　　　　　　

３

　　　　　　

３

　　　　　　

３

　　

３

　　　

３

　　

３

　　　

敏捷性

測定項目

　

反復横眺び

　　　

(回)

前回測定値

　

41

今回測定値

　

49

岨

評

　

価

　　　

４

　　　　　　　　　　　　　　

ハイパワー（瞬発力）

垂直丿兆ぴ

　

ち幅跳

　

立ち3欧跳

　

30m走

　

50m走無酸素ﾊ’ﾜｰ（体重比）

　

(cm) (cm) (cm) (秒）（秒）　（Ｗ）（Ｗ/kg

　

52.0

　　

214

　　

612

　　

4.76

　　

7.71

　　

564

　　

10.14

　

54.0

　　

211

　　

605

　　　

・

　　　

－

　　　

569

　　

10.27

　

50.9

　　

187.4

　

550.0

　　

－

　　　

－

　　

520.4

　　

9.67

　　

４

　　　

5

　　　

5

　　　　　　　　　　　　　　　

5

　　　　　　　　　

柔軟性

　　　　　

平衡性

　

測定項目

　

立位体爾屈上体反らし

　

閉眼片足立ち（秒）

　　　　　　　

（Ｃｍ）（Ｃｍ）

　

（右）

　

（左）

前回測定値

　

7.4

　　

58.5

　　

110.0

　

120.0

-7回測XE

　　

5.8

　　

55.8

　　

120-.0

　　

69.0

チーム平均

　

16.2

　　

52.9

　　

94.1

　　

91.6

　

評

　

価

　　　

１

　　　

３

　　　

５

　　　

２

５段階評価

柔紙性

%rAT

ﾐﾄμ‘ﾜｰ

　

ミドルパワー

　　　

ローパワー

舞瞭案持入力S~10回弔均

　

マ１ﾁﾃｽﾄ12分間走

　

(W) (W/kg) (ml/min/kg)eff・・（｡，

　

619.7

　　

9.35

　　　

52.5

　　

2910

隠隠

456.6

　　

8で0

　　　

5で9

　　　　　　　　　　　

サッカースキルテスト

　　　　　　

リフティング（回）

　　　　　　

プレスキック

　

スローイン

　

ト’ﾘﾌﾟｘ

インステッフ･

　

ﾓﾓ

　

ｲﾝｻｲﾄﾞｱｳﾄｻｲﾄ｀ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ

　

（ｍ）

　

（ｍ）

　

（秒）

　

１７７

　　

２６０

　　

２１

　　　

４４

　　　

４７

　　

37.30

　

20.48

　

23､１３

　

２０２

　　

２８３

　　

３０

　

’４５

　　　

３６

　　

41.50

　

21.70

　

21.15

　

102.8

　

105.9

　

23.3

　　

18.7

　　

31.0

　　

31.78

　

15.50

　

22.47

　　

５

　　　

５

　　　

３

　　　

５

　　　

３

　　　

５

　　　

５

　　　

４

ミドルパワー
11,00

10.50

0
0

　

5
0

　

0
0

1
0

　

９

　

９

筋力(下)
5
0

　

0
0

□
Ｏ

C
X
)

０

　

０

７
　

５

　

７
　

０

5.60

1回目

　

2回目

　

3回目

　

4回目

　

5回目

　

6回目

　

7回目

　

8回目

　

9回目

　

jO回目
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4.トレーニング計画の見直し

　

図4は、間欠的ペダリングテストによって得

られた、体重当りの発揮パワーを、測定回数ご

とにみたチームのレギュラーの平均グラフであ

る。

　

第1回のテスト後、強化期にミドルパワーの

向上をねらいとして、ローパワーに近いミドル

パワートレーニング（以下ミドルパワー①）を

実施した。第2回のテスト結果で、ミドルパ

ワーは増加傾向にあり、ねらい通りのトレーニ

ング効果か認められ、プレ期・試合期には、ハ

イパワーに近いミドルパワートレーニング（以

下ミドルパワー②）と積極的疲労回復を実施し

た。ミドルパワーは維持され、ハイパワーは向

上すると予想していた。

　

しかしながら、第3回

のテスト結果では、ハイパワーは若干の増加傾

向が見られたものの、ミドルパワーは減少傾向

を示した。

　

ミドルパワーのトレーニング不足を

認め、それ以後のトレーニング計画を見直し

た。

　

全日本選手権大会を前に、約1ヶ月間のプレ

期をとることかできたため、ミドルパワー①と

ミドルパワー②の組み合わせによる、負荷の高

いトレーニングを実施した。ねらいは、ミドル

パワーとハイパワーともに向上させることで

あった。第4回のテスト結果をみると、ミドル

パワー、ハイパワー共に、年間を通して最高値

を示した。

　　　　　　　　　　　　　　

ｎ=8

(Ｗ/Kg)

体
重
当
た
り
の
発
揮
パ
ワ
ー

11,0

→一無酸素パワー体重比

－｀一無酸素持久力体重比

10.5

10.0

５

　

０

　

５

９

　

９

　

８

8.0

　　　　　　

第1回

　　　　

第２回

　　　

第３回

　　　　

第４回

シーズン

　　　

強化期

　　　

ｱﾚ

　　

ｲﾝｼｰｽﾞﾝ

　　

ﾌﾟﾚ

　

ｲﾝｼｰｽﾞﾝ

持久力系

　　

ｚドルパワー①

　

ミドルパワー②

　　

ミドルパワー①

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝ

　

｀

　　　　　　

積極的疲労回復

　　

ミドルパワー②

図４無酸素パワーと無酸素持久力の体重比

　　　

：レギー1ラー平均

まとめ

　

今回、監督の方針をもとに、コンディショニ

ングを管理する組織をコンディショニングコー

チの主導のもとで、ストレングスコーチ、栄養

士、トレーナーの役割分担を明確にすることで

トレーニングの効果の判定やチーム内の情報の

共有が円滑に動き、特に、コントロールテスト

を定期的に実施したことで、チームのトレーニ

ングプランの見直しが行え、全日本選手権大会

第3位の成績をもたらす背景となった。

　

また、選手個別へのアプローチとして、選手

へのフィードバックを1週間以内に行い、個人

票としてグラフ化し、相対評価を行ったこと

で、個人の動機づけに有効であり、トレーニン

グ効果を高めることができた。

　

日本の女子サッカーは、1989年に日本女子

サッカーリーグ（現Ｌリーグ）か、開幕して以

来着実に成長しつつある。この聞、代表チーム

は、1991、95年の世界選手権に連続参加し、

昨年のアトランタオリンピック出場を果たし

た。また、国内でも、1997年の大阪国体から成

年女子サッカーか正式に国体種目として加わ

り、女子サッカー選手全体のレベルアップか計

られていくだろう。

　

しかしながら、世界の壁は厚く、アトランタ

オリンピックでも、勝ち点をあげることができ

ずに予選で姿を消した。さまざまな要因かあげ

られたが、過去幾度となく繰り返されている外

国人選手との体力差という言葉が、今回も関係

者や選手のコメントの中に聞かれた。実際にア

トランタで代表の試合を視察した筆者も、各外

国チームとの体力差を痛感して帰国した。

　

根本的に体格の違う外国人選手より、体力面

全てで勝ることは不可能かもしれない。

　

しか

し、無理だと諦めるのではなく、少しでもその

差を埋める努力をすべきだと考えている。なぜ

なら、サッカーとは技術・戦術・体力の全てが

揃って、はじめて世界一になれる競技であるか

らだ。

　

昨年末、新しく代表の監督に就任した宮内氏
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は、強化方針の一つにフィジカル面の強化と

フィジカルコーチの導入を入れ、インタビュー

の中でも、Ｌリーグ各チームでの体力強化の必

要性を語っている8)。

　

今後の各チームでのコンディショニングト

レーニング、特に、客観的なコントロールテス

トを活用したトレーニングを実践していく上

で、一つの資料として、今回の報告か役立てば

幸いである。

　

最後に、今後の女子サッカーの発展と強化、

代表のシドニーオリンピック出場を願って結び

としたい。
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